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Ｅ－１１

Ｅ－１２

Ｅ－１３

Ｍ－０９

Ｍ－０８

Ｍ－０７

Ｍ－０６

Ｍ－０５

Ｍ－０４

Ｍ－０３

Ｍ－０２

Ｍ－０１

　建築工事特記仕様書（１）

　建築工事特記仕様書（２）

　建築工事特記仕様書（３）

　建築工事特記仕様書（４）

　建築工事特記仕様書（５）

　建築工事特記仕様書（６）

　建築工事特記仕様書（７）

　建築工事特記仕様書（８）

　建築関係工事特記仕様書

　配置図

Ａ－０１

生産設備

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

Ｐ－０１

Ｐ－０２

Ｐ－０３

Ｐ－０４

　建築・設備工事特記仕様書（快適トイレ）

　面積計算図・表、法チェック表

　敷地縦横断面図

　24H 換気計画図

　仕上表

　平面図

　立面図

　断面図

　矩計図－１

　矩計図－２

　平面詳細図、展開図

　天井伏図

　屋根伏図

　建具位置図

　建具表－１

　建具表－２

　排水ピット図

　部分詳細図－１

　部分詳細図－２

　出芽室各図

Ａ－３１

Ａ－３２

　構造設計標準仕様

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

　鉄骨構造標準図

　Ｈ形鋼高力ボルト継手表

　ベースパック柱脚工法標準図

　土質柱状図

　ラップルコンクリート伏図

　基礎伏図

　基礎リスト

　基礎梁リスト、土間リスト

　１階床梁伏図

　下屋庇床梁伏図

　Ｒ階床梁伏図

　鉄骨リスト

　軸組図－１

　軸組図－２

　軸組図－３

　鉄骨詳細図－１

　鉄骨詳細図－２

　電気設備特記仕様書（１）

　電気設備特記仕様書（２）

　構内配電・構内通信線路設備　配置図

　受変電設備単線結線図・姿図

　幹線・動力設備　平面図

　照明器具姿図

　電灯設備　平面図

　コンセント設備　平面図

　弱電設備　平面図

　空気調和・換気設備　平面図

製作年月日

Ａ－３３

図面リスト

図面リスト

　敷地面積計算図・表

　敷地案内図

Ａ－３４ 　設備機器基礎図

　誘導標識・自動火災報知・消火器設備
　系統図・凡例

　誘導標識・自動火災報知・消火器設備 平面図

　工事概要書 　機械設備工事特記仕様書 No.１

　機械設備工事特記仕様書 No.２

　機械設備工事試験内容一覧表

　機械棟給排水設備　便所廻り詳細図

　動力・電灯盤単線結線図

　機械設備　機械配置図

　凡例・標準図、衛生器具表、主要機器表

　機械棟浄化槽設備　詳細図

　機械棟　排水設備・雨水設備　平面図

　機械棟　給水設備　平面図

　給排水設備　配置図

育苗施設建築工事

Ｅ－１４

Ｅ－１５

　動力盤・電灯盤単線結線図

Ｅ－１７

Ｅ－１６ 　【緑化棟】
　構内配電線路・コンセント設備　配置図

　構内配電線路設備　配置図
　【緑化棟】分電盤単線結線図・照明器具姿図
　電灯・コンセント設備　平面図

A－00

　外構各図Ａ－３５

　井水配管系統図

　井水配管図

　井戸水設備構造図

仮 設 図

Ａ－３６

Ａ－３７

Ａ－３８

Ａ－３９

　ポンプ室受水槽詳細図Ｍ－１０

受 水 槽 基 礎 図Ｍ－１１

Ｍ－１２ オイルタンク基礎図・給水タンク基礎図

　【硬化ハウス】

　【緑化棟・硬化ハウス】

　機械設備　緑化棟

Ｐ－０５

Ｐ－０６

Ｐ－０７

Ｐ－０８

　機械設備　二次側電気配線系統図

　機械設備　配管系統図

　機器設備　硬化ハウス　3連棟型

　機器設備　硬化ハウス　4連棟型

　機器設備　単品図（１）

　機器設備　単品図（２）

2022年03月23日

浪江町役場 農林水産課

0240-34-0245 0240-23-5712

〒979-1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2

法面整形工平面図

舗装展開図

防護柵工・区画線工平面図

防護柵工詳細図
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工　事　概　要　書

3．構造・規模面積

　（　新築　・　増築　・　改築　・　模様替　・　その他　）

4．法 規 制 概 要

消
防
規
制

そ
の
他

避
難
規
制

延焼の

ある部分

防火区画防
火
規
制

一
般
事
項

一
般
構
造
及
び
設
備
規
制

斜線制限

（参照図面等）
規制概要計画実施概要

建　築　主
(発注者)

建　設　地
地名地番

主要用途

規制概要計画実施概要

とその位置

規制概要計画実施概要
（参照図面等）

備考

（参照図面等）

建築面積基礎工法

幅員
（踊場）

蹴上・踏面

手摺高

(バルコニー含)
屋上広場等の手摺高

有 効 採 光 面 積

居 室 の 換 気

避 雷 針

便所 ・ 浄化槽

－

－

鉄骨造

法56条 1.5L

200.00

－

－

－

法28条

法33条
20m以上

令28条～令35条

－

－

法22条

法25条

令119条

令126条の4

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－－

図示

図示

20m以下 設置無し

－

－

直接基礎

Ａ－０１

工事名称
1．工事名称その他

2．敷  地  状  況

　育苗施設建築工事
　浪江町
　浪江町長　吉田　数博

　水稲育苗施設 工事種別

㎡　

　敷地面積

　・外

　      ・市街化調整区域

　      ・区域区分未設定区域

　都市計画区域

　・内　・市街化区域

　・無

　・有

　用途地域

　（　　　　　　　）

　防火地域

　・防　火

　・準防火

　・無

　道路種別幅員 　都市計画道路 　規制地域の指定

　・無 ・計画決定 ・事業決定

　・名称幅員

　・処置

　・騒音規制

　・振動規制

　・その他

　その他の許可届出等（根拠法令等・届出・許可番号・年月日）

　増築予定

　　・有

　　・無

建　築　面　積

延　床　面　積

合　計計画以外の部分計画部分

0.00　　　㎡　㎡　

㎡　

㎡　

㎡　0.00　　　㎡　

棟　別　名 構　造

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 合計

育苗施設　機械棟 １

㎡ 

㎡ 

合　計

床　　面　　積

１　階 　　階 　　階 　　階 　　階

  その他（ピロティ・バルコニー・ドライエリア・屋外階段・ぬれえん・吹抜等）

項　目
備　考

 消火器

 自動火災報知設備

 屋内消火栓設備

 図示

 図示

 図示

 全て

 延べ床 150㎡超

 延べ床 500㎡超

 （準耐火1400㎡超）
 延べ床 700㎡超 　設置不要

 自動火災報知設備
 消防機関へ通報する

 図示  延べ床 500㎡超 　電話設置で対応

　自動火災報知設備図

 誘導標識 　誘導標識設備図

　消火器設備図

項　目
備　考

 法及び表示
 非常出口の解錠方

 敷地内避難通路

 非常用の進入口

 非常用照明

 排煙

 階段の数及び種類

 廊下の幅員

 内装制限

 感知器

 開口部設備

 貫通部の処理

 外壁
 区画部の

 構造

 位置

 開口部

 外壁
 （軒裏）

おそれの

　開口部に設けられる防

　設備（開口部設備）

　階段までの歩行距離

屋　根  不燃材料

 防火構造

 防火設備

－ －

－

－

－－

－－

令128条の4 4項

(火気使用室)

－

法23条

－

令116条の2
令126条の3の2

　無窓解除－

－

法35条

－ －

　無窓解除

　任意準耐 ロ－２

　任意準耐 ロ－２

　仕上表

階　段

項　目

 建ぺい率

 容 積 率

 道路

 隣地

  (日影規制)
 北  側

  (耐火・準耐火)
 地域・規模等による構造

 最高の軒の高さ

 最高の高さ

％ 

％ 

％ 

％ 

 60.00

－

法56条 20+1.25L

－

－

－

－－

－

合併浄化槽 人槽
　ｎ＝0.30Ｐ

　ｎ＝人員、Ｐ＝定員

居室　1/20以上

居室　1/20以上

ｍ 

ｍ 

ｍ 

6.000

5.700

0.150 床  高

　任意準耐 ロ－２

任意準耐 ロ－２

階数

　　（作業人員：10人）

（準耐火898.28 ㎡）

製作年月日

17,178.37

  5.23

  5.23

　　　　　　　字鹿畑１６－１の一部

　（北側）
　・前面　　道   　m　・右側面　　道 　　m　町 5.70

　福島県双葉郡浪江町大字苅宿

　・西側　  道　　 m　・左側面 　 道 　  m

898.26　　　

898.26　　　

898.26　　　

898.26　　　

898.26　　 898.26 898.26  　

898.26  　898.26　　 898.26 

育苗施設建築工事

工事概要書

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

2022年3月23日



本工事は「入札時積算数量書活用方式」の対象工事である。
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各章の特記事項欄にある〔県：　　〕と表示されているものは、「建築・設備工事共通仕様書」を示し、（　　）書きは「公共建築工事標準仕様書」、
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提出する
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〔　　　〕書きは「公共建築改修工事標準仕様書」の章・節・項番号である。

定格出力

Ⅰ．工事概要

工事名称

工事場所

建物概要

構　造建　物　名　称 階　数 延面積（㎡）

(12)項イ

別表第１区分

消防法施行令
備　考

1

2

3

1

2

3

4

※詳細は工事概要書による。

4

5

Ⅱ　工事仕様

消火器

ハロゲン化物消火

自動火災報知設備

③発熱量②種別（①供給業者名都市ガス

二酸化炭素消火

連結送水

屋内消火栓（ 1号 2号） 屋外消火栓

連結散水

新ガス系消火

泡消火

フード等用簡易自動消火

スプリンクラー

側溝）し尿浄化槽

し尿浄化槽）公共下水道

公共下水道雑排水放流先（

汚水放流先　（

ポンプ排水　（

分流 合流）

雨水湧水有 雑排水 汚水） 無）

増圧ポンプ方式

中水）井水上水

中水）

高置タンク方式（

井水上水ポンプ直送方式（

水道直結方式

電気式 電子式

無）

無）有

有

機械換気（

機械排煙（

FCU+ダクト併用方式

中央 各階ユニット ） FCU方式

パッケージ方式

パッケージ型空気調和機

吸収冷温水機ユニット

機械設備工事概要
（ 本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　　○印を付けたものが該当項目となる ）

ガ　ス　設　備

消　火　設　備

排　水　設　備

給　水　設　備

自動制御設備

排　煙　設　備

換　気　設　備

主要熱源機器

空気調和方式

発生材の処理

イメージアップ

施工条件

工事実績データの
作成、登録
技能士

監督員事務所

工事用表示板
施工歴標
色彩計画
使用材料等

特別な材料の工法

風荷重等

記録報告
1）報告時期

電子納品15

14

12

13

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

11

（ 本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　○印を付けたものが該当項目となる ）

受電設備

電力貯蔵設備

発電設備

中央監視制御
設備

配電盤

直流電源装置（

屋内用

変圧器総容量（　　　　　　　）kVA

屋外用 キュービクル式配電盤 高圧スイッチギヤ

非常用照明電源専用）受変電設備制御電源専用非常用照明電源、受変電設備制御電源共用

交流無停電電源装置 用途（　　　　　　　　　　　　　） 容量（　　　　）kW

　（UPS）

原　動　機

発　電　機

（　　　　　　　　　　　　）

（　　　）相 （　　　）線式 電圧（　　　）V　　50Hz

太陽電池アレイ公称出力太陽光発電装置

（　　　　　） kVA

（　　　　） kVA

（　　　　） kVA（　　　　　　　　　　）発電装置

管理点数

管理対象 電力設備

昇降機設備

発電設備

（　　　　） （　　　　）

防災設備 給排水衛生設備

（　　　　）

空気調和設備

（　　　　）

ダクト方式（

吸収冷温水機

空気熱源ヒートポンプユニット

液化石油ガス

MJ/Nm3）

ガスエンジンヒートポンプ式空調調和機

マルチパッケージ型空気調和機

デジタル式

「福島県建築関係工事共通仕様書」（福島県土木部）

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成31年版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

「建築工事標準詳細図」（平成28年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）

「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編）（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）

「公共建築設備工事標準図」（機械設備工事編）（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）

「公共建築改修工事標準仕様書」（電気設備工事編）（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

「公共建築改修工事標準仕様書」（機械設備工事編）（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

「公共建築木造工事標準仕様書」 (平成31年版 ) (国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 )

「建築物解体工事共通仕様書」(平成 31年度版) (国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 )

なお、公共住宅建設にあっては、次を併せて適用する。

「公共住宅建設工事共通仕様書（平成28年度版）」（公共住宅事業者等連絡協議会編集）

項目は、番号の前に○印  、または番号に○印の付いたものを適用する。適用しない項目等は斜線、・印、または無印とする。

特記事項は、○印  の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○印と※印の付いた場合は、両方を適用する。

※印を適用しない場合は、  ・  に変えること。

形状寸法の単位は、特記した場合を除き ミリメートルとする。

本特記仕様書に選択項目がない場合は、空欄等に仕様を記載する。

※

・

1

2

3

4

5

6

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

18

19

施工計画書を除く)

完成時の提出図書

「公共建築改修工事標準仕様書」（建築工事編）（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

上記以外の必要写真は、監督員の指示による。

撮影は福島県土木部制定「建築設備工事写真管理基準」による。

工事検査に際し、下記により写真を監督員に提出する。

提出写真

有 無

(1)種類及び記入内容

（※ PDFデータとは、 CADデータをPDF形式で保存したもの。）

（※ CADデータ提出の場合には、オリジナルCADデータも提出のこと。）

提出しない）提出する

A2版、A3版 2つ折り製本（各1部）

ハードファイル A4版（ 1部）

黒表紙(金文字入) A4版（ 1部）

提出しない）提出する

提出しない）

提出しない）

(2)建築物の保全に関する書類（

(1)完成図書（

(3)完成図　（

(4)ＣＡＤデータ、ＰＤＦデータ（ 1式）（

提出する※

※

※

※

※ ハードファイルA4版（1部）

※ ・

※

※

※ 工事写真のサムネイル一覧を提出する。

ペクト比16:10の場合 1920× 1200以上とする。

原則モニターのサイズは、21～ 24インチ程度とし、解像度はアスペクト比16:9の場合 1920× 1080以上、アス

検査用機器（パソコン、モニター等）は、請負者が準備する。※

対象書類（ 工事写真※ ・ 施工計画書 完成図※ ・ その他（　　　　　　　　　　　））

電子成果品は、福島県電子納品ガイドライン（案）（営繕工事編）により納品を行う。

月間工程表、各工程の区分毎の社内検査報告書（写真含む）

工事履行報告書、工事別工程進度表、主要材料搬入状況、当月の出来高状況、工事状況写真

監督員の指示

工事履行報告書は、下記により提出する。

※

※

※

地表面粗度区分 ・ Ⅰ Ⅱ・ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

建築基準法に基づき定められた積雪荷重（　　　　　　　）

建築基準法に基づき定められた風速（V0）（　　　　　m/sec　）

・※ 毎月 1回

共通仕様書等に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受けて、当該製品の指定工法による。

様扱いとする。

また、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」により評価された海外製造の建築材料・設備機材等についても同

ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。

使用材料の製造所、製品及び施工業者等は特記されたもの又は同等以上とする。

色彩計画あり（※

・

・

適用する

適用しない・

・ 図示 監督員との協議による　）・

［県:1.3.1図］

設置は建築工事とする）・ ・ 適用しない

色彩計画無し・

［県：1.3.2図］

別途建築工事による

設ける（規模：

督員の承諾を得ること。また、処理施設が積算上の施設と異なる場合でも設計変更の対象とはしない。

注：積算上の施設（※1）は積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。処理施設については、監

㎡程度） 設けない※ 備品については、監督員の指示による

水銀ランプ

蛍光ランプ 中間

中間 ・

・・

・

蛍光ランプ、水銀ランプの処理方法・

・

・

適用する

建設副産物の処理方法・

現地において再利用化を図るもの

引き渡しを要するもの

有価物（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・

・

※ 作業数量が少量の場合には、適用の有無について監督員と協議することができる。

適用する ※ 適用しない ・ 仮囲いの美化 ・ フラワーボックスの設置 ・ 夜間照明設備

ダクト製作及び取付（建築板金施工）

冷凍空気調和機器施工（冷凍、冷却及び空気調和機器の据付及び整備）

保温工事（熱絶縁施工）

配管工事（配管施工）

植栽工事（造園）

　　　　　表装（壁装作業）、畳工）

内装工事（プラスチック床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業、

塗装工事（塗装（建築塗装作業））

建具工事（サッシ施工、ガラス施工、自動ドア）

左官工事（左官）

金属工事（内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業））

屋根及びとい工事（建築板金（内外装板金作業））

木造工事（建築大工）

木工事（建築大工）

タイル工事（タイル張り）

石工事（石材施工（石張り施工））

          塗膜防水工事作業、シーリング防水工事作業）

防水工事（ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業、合成ｺﾞﾑ系 ｼｰﾄ防水工事作業、

鉄骨工事（とび）

ブロック、 ALCパネル工事、 PCカーテンウォール工事

（ﾌﾞﾛｯｸ建築、 ALCﾊﾟﾈﾙ施工、ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工、 ｻｯｼ施工、 ｶﾞﾗｽ施工） 

コンクリート工事（型枠施工）

鉄筋工事（鉄筋施工、鉄筋組立て作業） ※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

※ 全て

・1級・

1級 ・・

・・ 1級

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1級 ・・

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

1又は2級

適用する※ 適用しない・

工事請負代金が500万円以上の場合は適用する。

(3) 建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所 （　　　　　　　））・

・

・※

※（

（ 構内

構内 （　　　　　　　））

（　　　　　　　））(1) 工事車両の駐車場

(2) 資材置き場

下記以外は図示等による。・

※

※

※

・

※

※

工事書類チェックリスト  （福島県土木部）

建築・設備工事における入札時積算数量書活用方式試行要領

建築関係工事における週休2日促進工事試行要領

（適用工種 ・ 全工程 ・ 一部工種（JASS　　　　　））

建築工事、電気設備工事、機械設備工事、建築改修工事監理指針（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

ふくしま公共施設等ユニバーサルデザイン指針　　　

建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）

共通仕様書（土木工事編）（福島県土木部）・

建設工事による排出ガス対策型建設機械を使用すること。

建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型建設機械を使用すること。

建設機械等のアイドリングストップを実施し、その点検を行うこと。

※

※

※

※

工事区分　別表-1による

施工図　　設備機器の設置、取合いなどが検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を受けること。

ホルムアルデヒド放散量　　　※ F☆☆☆☆又は規制対象外

本工事に使用する建築材料、建築設備等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとすること。また、再生資

源利用できるものを積極的に使用すること。

電気工事士法の適用除外となっている最大電力 500kw以上の需要設備の工事においても、第 1種電気工事士により

施工を行う。

火災保険

適用する

加入時期 ・

（保険期間：工期+14日）

（

適用しない・

・ 着手日（現場施工に着手する日）

(2)

(1)

※

※

※

・

・

・

契約工期末の・ 日間

総合試運転調整を行う期間を設けること。

ただし、特記ある事項は別途とする。

関係官庁、電力会社等への手続きは、すべて請負者がこれを代行し、これに要する費用は受注者の負担とする。

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

法定外の労災保険の付保

躯体及び建方完了時

調整期間は、（

設備への電源供給開始時期。

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

熱源機器類

契約工期末の 日間

ポンプ類 自動制御設備類）

・

・ 別途協議

①供給開始時期（

②供給対象設備（

・

・

　　　　　　　（

　　　　　　　（

　　　　　　　（ ・

・

・ （　　　　　　　　　　　　　）

空気調和設備機器類

（　　　　　　　　　　　　　　））

工事等受注者間での調整による　　）

（　　　　　　　　　　　　　　））

（　　　　　　　　　　　　　　））

（　　　　　　　　　　　　　　　　　））

(1)

(2)

(3)

(4) 建築物に BELS表示を行う。

分離発注の場合は、申請書作成者へ申請に必要な書類を提出すること。

※分離発注の場合は、

建築物省エネルギー性能表示制度（BELS）の申請書作成及び申請手続き

※ 建築 （　　　　　　　　）工事請負者が、申請書作成及び手続き業務を行う。・

※ BELS表示は、申請書作成及び手続きを行う請負者が行う。

　表示は、（材質：　　　　　　）　サイズ：　　　　　　）とする。

本工事の発注方式は（※

・ 発注者指定方式においては、当初積算時に4週 6休以上を確保した場合の補正を行っている。

受注者希望方式 発注者指定方式）・・

※

※

て、発注者及び受注者は、入札時積算数量書に基づき、積算数量に関する協議を行うことができる。

積算数量を活用して入札に参加する場合において、工事請負契約の締結後に生じた当該積算数量の疑義につい

本方式では、入札時において発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載された

完成図(施工図及び

設計ＣＡＤデータ貸与

工事検査

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20 建設工事使用機械等

設計ＧＬ

既存部分等への処置

他工事との取合い

建築材料
設備機器等

電気工事士

火災保険等

官公庁への
諸手続き等

概成工期

BELS申請書作成
及び申請手続き

週休2日促進工事

入札時積算数量書
活用方式

新型コロナウイルス
感染症の感染拡大

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

2編〔建築工事〕1． 1． 6〔完成図等〕によるほか、下記による

既済検査

竣工検査

（既済後）
○

○

着工前 工事中

○

○

（○） （○）

○

竣工 部数

1部

1部

（ 1部）

種       類 記   入   内   容

添付書類

内容

600 N/㎡

建設副産物 処理方法 積算上の施設名称（※1）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）最終（一般）

最終（一般）

最終（一般）

最終（一般）

最終（一般）

最終（一般）再資源化 中間

中間

中間

中間

中間

中間再資源化

再資源化

再資源化

再資源化

再資源化

積算上の施設名称（※1）処理方法建設副産物

アスファルトガラ類

処理方法等 備考建設副産物

等級区分作業の種別適用工事種別

適用基準等

項　　目 特　　　記　　　事　　　項

建築・設備工事特記仕様書

育苗施設建築工事

育苗施設建築工事

育苗施設 水稲育苗施設898.28

電気設備工事概要

設備容量

建築関係工事特記仕様書

図面及び本特記仕様書に記載無き事項は、次による。

Ａ－０２

建物内の汚水と雑排水（

図示による　　BM±（　-330  ）

工事施工に際し、既存部分を汚染又は損傷した場合は監督員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補修すること。

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

福島県建築関係工事特記仕様書　【R3年10月版】

33

防止対策

情報共有システム

本工事は「新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止対策に係る費用計上対象工事」とする。

本工事は、「情報共有システム」利用の対象工事である。なお、対象工事で無い場合でも協議の上、利用は可能とする。

本工事の施工にあたって資機材及び労働者の調達に時間を要することが判明し、受注者から協議があった場合は、

工事の一時中止及び工期の変更について検討し、決定するものとする。

その他34

・

・

2

・

有り（図面による）・

・

・

・

※ 本工事（ 内部足場※

シート張り※

キャスターゲート

波形鉄板 ※ 万能板塀 ・

・

・・ 金アミ
防炎い類

（　　　　　　　）
シート張り

シートゲート

単管＋シート張り

・ （　　　　　　　　　　）

コンクリート打設足場基礎足場 ・・※ 外部足場 ）

別途　（別契約の関係請負者が設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で使用できる。）・

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について（厚生労働省  基発第0424001号平成21年

4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合

する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法によ

る足場の組立て等に関する基準」により行うこと。

「手すり先行工法」の足場とは、全層に二段手すりとつま先板（幅木）のある足場をいう。

受注者は、工事着手前に足場の種類及び設置方法等について、監督員と協議すること。

構内既存の施設

構内既存の施設

・ 仮設道路造成

設置方法

※

※

利用できる（

利用できる（ ※ 有償

有償※ ・ 無償）

無償）・ ※ 利用できない

※ 利用できない

（　　　　　　　）

コンクリート杭 固定物・ ・ （   　　　　　　　　）

置く期間（    　　　　　　　　）置かない

該当 （県： 1.2.12）該当無

置く（　　　人）

指定路線 ※ ・

・

仮設備の設置条件

使用期間及び借地条件

転用回数　（　　　）回

兼用

仮設物の構造及び施工方法の指定

構造及び設計条件

施工方法　（　　　　　　　　　　　　　　　）

その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図面による※

※ 無し

図面による※ ・ その他（   　　　　） ・ 別途協議

別途協議・その他（   　　　　）・

仮設備関係

交通誘導警備員

ベンチマーク

工事用進入路

工事用電力

工事用水

8

7

6

5

4

3

2

1 仮囲い

危険防止

足場

仮
設
工
事

9

なお、本工事で設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で別契約の関係請負者等に使用させること。

種別 ・ A種 ※ B種 ・ C種 ・ D種

※

敷きならし たい積）※・

・ ・ ※

受け入れ場所　（　　　　　　　　　）

受け入れ場所での処置　（

構外指示の場所建設発生土の処理

埋戻し及び盛土3

土
工
事

1

2

敷きならし たい積）構内指示の場所　（

（3.2.5）

（3.2.3）（表 3.2.1）

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督員と協議のうえ決定する。

設計見込  ２搬出距離　（　　　　　　）　km

以下の事項を施工計画書に記載しなければならない。

※ 受注者は、建設発生土処理にあたり第1編〔建築工事〕1.4.2〔施工計画書〕の記載内容に加えて、

（１）処理方法（場所・形状等）　　　（２）排水計画　　　（３）場内維持等

※ 受注者は、建設発生土受入地ごとの特定条件に応じて施工しなければならない。

※ 受注者は、雨水の排水処理等を含めて、搬入土砂の周辺への流出防止対策を講じなければならない。

2022年03月23日

鉄・スクラップ

世紀東急工業㈱

コンクリガラ類 加藤建材工業㈱

浪江町 農林水産課

〒979-1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2

0240-34-0245 0240-23-5712

造成に伴う 2次施工工事分 フエンス等、アスフアルト工事他

福島県双葉郡浪江町大字苅宿　地内



・　１．５ｍ程度　　　・　（　　　　　　）

　　水平方向の位置　・　杭径の 1/4かつ 100ｍｍ以下　　　・　（　　　　　　　）

　　杭の精度

　　杭の傾斜　　　　・　 1/100以内　　　　　・　（　　　　　）

・　セメントミルク工法

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

　　杭の支持地盤への根入れ深さ

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

図面ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

支持地盤 ・　杭基礎

・　直接基礎

支持地盤の種類及び位置（基礎底部の位置含む）

長期設計支持力度

試験の位置、方法等は図示による

種類

試験堀

1

2 既製コンクリート杭事業

・　あり　孔径はオーガー径とする　　　位置等は図示による

・　なし

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

試験杭

本　杭

上杭

中杭

下杭

杭 径

（ｍｍ） （ｍｍ）

杭 長
継手数

長期設計支持力

（ｋ N/本）
備 考

試験杭の位置、本数　　※最初の 1本　　・図示による

試験杭の施工　　※本杭の施工に先立ち行う　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

杭先端部形状

・　開放形　　　　・　半開放形　　　　・　閉そく形　　　　　・　（　　　　　　）

施工方法

・　行う

・　図示による　　　　・　行わない

・　図示による

上杭

中杭

下杭

3 鋼杭事業

支持地盤の種類及び位置（基礎杭の先端の位置含む） 試験杭の位置、本数及び寸法

試験杭

・図示による

杭の材料

(４．４．２)

(４．４．３)

・図示による

溶接材料

・標準仕様書7.2.5による

施工方法

杭の精度

・水平方向の位置のずれ

・杭径の 1/4以内かつ 100㎜以下

・杭の傾斜

・ 1/100以内　　　・評定条件又は設定条件による

杭の現場継手

(４．４．４)

(４．４．５)

・溶接継手

形状

・JIS　 A　 5525による

溶接材料

・標準仕様書4.3.5による

溶接部の確認方法

・標準仕様書7.6.10による

抜き取り率

・全数

・無溶接継手(継手部に溶接金具を用いた方式のもの）

工法

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法

検査

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目

施工

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による

(４．４．６)杭頭の処理（切断方法）

・処理しない（切断しない）

・処理する

　処理方法（切断及び補強方法）

　　・図示による

杭頭の中詰め材料

　・基礎のコンクリートと同調合のもの

4

コンクリート杭事業

杭径、長さ、仕様等

　　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

材料その他

　　帯筋　・図示による

　　鉄筋の最小かぶり厚さ　　・図示による

　　セメントの種類

　　　　※高炉セメントB種　・（　　　　　　　　　　　） (４．５．４)（６．３．１）

　コンクリートの種別 (４．５．４ )（表４．５．１）

　　　　・ A種　　・B種

　　　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

　コンクリートの設計基準強度　（　　　　 )N/ｍ㎡ (４．５．４～６)

　構造体強度補正（S)

　　　　・審査（評定又は大臣認定）された内容による

　　　　・３N/ｍ㎡

(４．５．１)（４．５．５～６）掘削方法

　　・アースドリル工法

　　　安定液　　・使用する　　・使用しない

　　・リバース工法

　　・オールケーシング工法

　　　孔内の水張り　　・行う　　・行わない

併用する工法

　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法　　図示による

　　　鋼管巻き材料　　　・ SKK400　　（　　　　　　　）

　　・拡底杭工法　　図示による

　　　安定液　　・使用する　　・使用しない

　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

試験杭

　　試験杭の施工　　※本杭の施工に先立ち行う　　・（　　　　　　　　　）

(４．２．２)（４．５．５～６）

　　試験杭の位置、本数　　※最初の1本　　　・図示による

孔壁測定

　　・行う

　　　測定方法、測定箇所は図示による

　　・行わない

杭の精度

　　水平方向の位置ずれ　　　・ 100㎜以下　　・（　　　　　　　）

　　杭の傾斜　　　・ 1/200以内　　・（　　　　　　　）

地盤改良5 工法

　　・浅層混合処理工法

　　・深層混合処理工法

　　　適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による

　　　適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による

　　　長期設計支持力

　　　長期設計支持力

　　　・（　　　　　　　　　　　）ｋN/㎡　　　・（　　　　　　　　）

　　　・（　　　　　　　　　　　）ｋN/㎡　　　・（　　　　　　　　）

6 置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート

地業）

形状、支持地盤、仕様

　　　長期設計支持力

セメントの種類

（４．５．５～６）

（６．３．１）

福島県建築工事(１）

7 液状化対策 工法　・（　　　　　　）

砂利地業 材料 （４．６．２）8

9 捨てコンクリート コンクリートの仕様

（４．６．３）

（４．６．４）（６．１４．１～３）

　　※無筋コンクリートによる（　　　　　　　　） （６．１４．１～３）

セメントの種類

厚さ、幅及び使用範囲

地中梁　　　　　　　　フーチング各外面より＋ 100　　　　※50　・（　　　）

床下防湿層10 施工範囲

　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材料

　 　 ・ ポ リ エ チ レ ン フ イ ル ム 厚 さ 0.15㎜ 以 上 　 　

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防湿層の位置

２

鉄
筋
工
事

　　・図示による（　　　　　　　　　　　　）

1 鉄筋の種類 鉄筋の種類

（６．３．２）

　種類の記号　　　　　　　　　　　　呼び名（㎜）　　　　　　　　　　備考

　　・　　

　　・　　

溶接金網 形状等

（５．２．１）（表５．２．１）

（５．２．２）

鉄筋の継手 継手方法等

　　　　部　位　　　　　　　　　　継手方法　　　　　　　　呼び名

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

（５．３．４）（５．５．２）

（５．３．４）

　　※図示による

継手位置図

　　※図示による

鉄筋の定着方法

　　※図示による

（５．３．４）

鉄筋の定着長さ （５．３．４）

　　※図示による　・（　　　　　　）

（溶接金網含む）

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　　※図示による　・（　　　　　　）

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　・有り　適用箇所（　　　　　　）

　　　最小かぶり厚さ

　　　　・鉄筋径の１．５倍以上

　　　　・（　　　　　　　）

　　・無し

軽量コンクリートで土に接する部分

　　・無し

　　・有り　適用箇所（　　　　　　）

　　　　・図示による

　　　　・（　　　　　　　）

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分）

　　・無し

　　・有り　適用箇所（　　　　　　）

　　　　・図示による

　　　　・（　　　　　　　）

鉄筋相互のあき（特殊な鉄筋を除く）

（５．３．５）

（５．３．５）（図５．３．６）

　　　　・図示による

　　　　・（　　　　　　　）

・機械式継手

　　使用箇所

　　　　※図示による　・（　　　　　　）

　　性能（ H12建告第1463号に適合するもの）

　　　　・ A級　　　　・（　　　　 　　）

（５．５．２）

　　機械式継手の種類（　　　　　　　　）

　　鉄筋相互のあき

　　　　・図示による　・（　　　　　　）

　　品質の確認方法

　　　　・図示による　・（　　　　　　）

　　不良となった継手の修正方法等

　　　　・図示による　・（　　　　　　）

・溶接継手

（５．５．２）

（５．５．２）

（５．３．５）

　　使用箇所

　　　　※図示による　・（　　　　　　）

　　性能（ H12建告第1463号に適合するもの）

　　　　・ A級　　　　・（　　　　 　　）

　　溶接継手の工法（　　　　　　　　　）

　　鉄筋相互のあき

　　　　※図示による　・（　　　　　　）

　　品質の確認方法

　　　　※図示による　・（　　　　　　）

　　不良となった継手の修正方法等

　　　　※図示による　・（　　　　　　）

（５．６．３）

（５．６．３）

（５．３．５）

（５．６．３）

（５．６．３）

特殊な鉄筋継手6

5

4

3

2

製作年月日

育苗施設建築工事

建築工事特記仕様書(１)管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

（セメント系固化材を

用いた工法による改良）

場所打ち

鉄筋の定着の方法及び

長さ

鉄筋のかぶり厚さ及び

間隔

　　　　　試験堀の施工は試験杭の施工に先立ち行う

・　図示による　　　　　　・（　　　　　　　　　　）

・　図示による　　　　　　・（　　　　　　　　　　）

・　行う

・　地盤の載荷試験

・　遠心力高強度プレスとレストコンクリート杭（PHC杭）

・　外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　　SC杭の鋼管材料　　　・　SKK400　　　・SKK490

・　プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭 )

・　(　　　　　　　　　　　　　　　）

・　打込み工法（　・　油圧ハンマー　　・　ディーゼルハンマー）

　　プレボーリングの併用

　　掘削深さ及び径

　　打込杭推定支持力の算定

　　　仕様、範囲、計測、試験等

　　　　・図示による

　　　・再生クラッシャラン　　・切込砂利及び切込砕石

厚さ、幅及び使用範囲

 　　　　地業　　　　　　　　　　　　　　　幅（ｍｍ）　　　　　　　　　　　厚さ（ｍｍ）

割り石　　　　　　　　　フーチング各外面より＋150　　　　　　　　　　・ 150　・（　　　）

種　類

１

地
業
工
事

１

地
業
工
事

　　・　図示による

　　　・（　　　 150　　　）ｋN/㎡　　　・（　　　　　　　　）

コンクリートの設計基準強度　　（　　18　　） N/mm2

構造体強度補正値（S)＝（　　　　）N/mm2

砂利（砕石）　　　　　　フーチング各外面より＋150　　　　　　　　　　・ 60　・100　・150

　　・ SD295A　　・D10　　・ D13　　・D16　・（　　　　　）

　　・ SD345 　　・D19　　・ D22　　・D25　・（　　　　　）

Ａ－０３

・　（　　 150　　）ｋN/㎡　　・（　　　　　　　）

・溶接金網

・鉄筋格子

　　  種類　　　　種類の記号　　網目の形状、寸法、鉄線の径（㎜）　  使用部位

 　柱、梁の主筋　　　　　※ガス圧接　・機械式継手

　 耐 力 壁 の 鉄 筋 　 　 　 　 　 ※ 重 ね 継 手 　

 そ の 他 の 鉄 筋 （ 　 ） 　 　  ※ 重 ね 継 手 　

　　・高炉セメントB種　　　・（普通ポルトランドセメント）

　　・高炉セメントB種　　　・（普通ポルトランドセメント）

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

　　部　位　　　　　　　　　　　　幅（ｍｍ）　　　　　　　厚さ（ｍｍ）

基　礎　　　　　　　　フーチング各外面より＋ 100　　　　※50　・（　　　）

・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　　　　・図示による

(４．４．３)（７．２．５）

(４．５．４)

・　H13国土交通省告示第 1113号 6による地盤の許容支持力式で

工法

・　使用する　　　　・　使用しない

杭の精度

杭継手工法

・　アーク溶接継手

・　標仕　４．３．６による

工法　※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法

検査　※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目

施工　※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による

杭頭処理

杭頭補強用コンクリート型枠

※鋼製型枠　　　・　（　　　　　　　　　　　　）

杭頭補強

試験杭

本　杭

上杭

中杭

下杭

杭 径

（ｍｍ） （ｍｍ）

杭 長
継手数

長期設計支持力

（ｋ N/本）
備 考

寸法、継手、性能等

上杭

中杭

下杭

　　　　水平方向の位置　・　杭径の 1/4かつ 100ｍｍ以下　　　・　（　　　　　　　）

　　　　杭の傾斜　　　　・　1/100以内　　　　　・　（　　　　　）

　　α＝250を採用できる工法　　　図示による

　　上記以外の特定埋込杭工法　  　図示による

　　杭の精度

・　特定埋込杭工法

・　プレボーリング拡大根固め工法

・　中堀拡大根固め工法

・　(　　　　　　　　　　　　　　）

　　杭周固定液

　　水平方向の位置　・　杭径の 1/4かつ 100ｍｍ以下　　　・　（　　　　　　　　　　　）

　　杭の傾斜　　　　・　1/100以内　　　　　・　（　　　　　）

　　溶接材料

・　標仕　７．２．５（1）（2）による　　　　　・　標仕７．２．５（1）（ 2）以外（　　　　　　　）

・　無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

　　・　（　　　　　　　　　　　）

　　・　（　　　　　　　　　　　）

　　・　（　　　　　　　　　　　）

種　類

※〔県：第2編4.2.3図～ 4.2.4図〕による　　　　・　（　　　　　　　　）

※〔県：第2編　 4.3.8〕による　　　　・　（　　　　　　　　　　　　　）

・　１．０ｍ以上　　　・　（　　　　　　）

2022年03月23日



日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

図面ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築工事特記仕様書No.2

鉄
骨
工
事

・ ・ ・・・ グレード

・

・

・

種類の記号 適用箇所 規格

※ 図示による(　　)

※ 図示による(　　)

※

※

JISによる

JISによる

大臣認定による

大臣認定による

・

・

・

・

・

※

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

※

・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・

・

・

※

・ ・

・

・

・

・

・

・

備考材質・形状・寸法適用箇所

・

・

・

・

床型枠用

・ ・

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

※ ・

適用箇所呼び長さ(mm)呼び名

・

・

・

16

19

22

※ ・

※

※

・

・

・

・

鉄
骨
工
事

※

・

・

・ ・

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

・

・

・

・

・溶接部の余盛り高さ

・

・ ※ ・

・・

・・

・

・

※
・

・

・・

節

検査水準

・

・

全て

第６水準

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

屋外

・

・

屋内

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種  別 材料・工法 適用箇所(部位・部分)

・

・

・

・

・

性能 適用箇所（部位・部分）

・ ・ ・

・ ・

※

・ ・

種別等

備考材料亜鉛めっきの種別

C種

B種

A種

・※

・

・

・※

※ ・

※

※ ・

※

※

※

※

一般壁

耐震壁

※

※

※

※

補強形式

配筋種別

※

※

※

鉄
筋
工
事

適　用　箇　所

・

・

24

・ ・ ・ ・ ・
設計基準強度

設計基準強度 (N/mm2)

(Fc)N/mm2

普通コンクリート

軽量コンクリート

種別

部位

部位

18 21 24 27

打込み箇所

所要スランプ

柱、梁、スラブ、壁

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

類別

※ ・

種類

※

・

・

・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

設計基準強度

※

※ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

※

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

※

建築物名 部位

※ ・

1種 2種

※ ・

・

・

・

（5.3.7）

（ 6.2.2）

（ 6.2.2）

（ 6.2.4）（表6.2.2）

（ 6.2.1）（表6.2.1）

（ 6.3.1）（表6.3.1）

（ 6.3.1）

（ 6.10.1）（表 6.10.1）

（ 6.14.1）

（ 6.14.1）

（ 6.2.5）（ 6.9.3）（表6.2.4）

（ 7.1.3）

（ 7.1.3）（ 7.1.4）

（ 7.2.1）（表 7.2.1）

（7.4.2）

（ 7.2.3）

（ 7.2.3）（ 7.3.2）

（ 7.2.2）（ 7.12.3～ 4）

（ 7.3.8）

（ 7.2.4）（表 7.2.3）（ 7.10.3）

（ 7.2.5）

（ 7.2.6）

（ 7.2.7）

（ 7.7.8）

（ 7.2.9）

（ 7.3.2）

（ 7.3.3）

（ 7.3.10）

（ 7.6.3）

（ 7.6.4）

（ 7.6.7）

（ 7.6.7）

（ 7.6.7）

（ 7.6.11）（表7.6.2）（表7.6.3）（表 7.6.4）

（ 7.8.3）（ 18.3.2）

（ 7.9.2～ 7.9.7）

（ 7.2.4）（ 7.10.3）（表7.10.1）

（ 7.10.3）（表7.10.2）

（ 7.11.2）

A B

S H M R J

A種 B種 C種

※ ・

（ 5.4.10）

（ 7.2.8）

（ 7.12.4）（表14.2.2）

（ 6.6.4）（ 6.8.1）（ 9.7.3）

（ 6.2.5）（表6.2.3）

（ 6.8.1）

（ 6.8.2）

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 圧縮強度試験

型枠

打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

コンクリート仕上り

打設目地

ひび割れ誘発目地

無筋コンクリート

軽量コンクリート

骨材

セメント

コンクリートの類別

レディーミクスト

及び強度

コンクリートの種類

機械吊上げ用フック

基礎梁主筋の継手

梁貫通孔の補強

壁開口部の補強

補強筋を含む）

（出隅受け部分の

出隅部の補強配筋

片持ちスラブの

最上階柱頭補強

帯筋

圧接完了後の試験

各部配筋 各部配筋

図示による （　　　　　）

標準図による

行う　　（全数）

超音波探傷試験 引張試験

抜取試験

外観試験

組立の形の種別 図示による

図示による

図示による配筋方法

補強方法

出隅部分及び出隅受け部の補強筋 図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト

図示による

図示による種別

普通コンクリートの設計基準強度

図示による

上記には補正値Sは含まれない

軽量コンクリートの設計基準強度

スランプの値 (単位： cm)

Ⅰ類 Ⅱ類

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が

7日目で352J/g以下、かつ 28日目で402J/g以下のものとする。

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

高炉セメント B種

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

フライアッシュセメント B種

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アルカリシリカ反応性による区分

種類

適用箇所

標仕　 6.14.1(4)による箇所

標仕　 6.14.1(4)以外の箇所

図示による （　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

18N/mm2  

スランプ

15㎝又は 18㎝

標仕　 9.7.3による 図示による

（　　　　　　）図示による

間隔、位置、形状

目地寸法

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

標仕 表 6.2.3による （　　　　　　）

コンクリートの打放し仕上げ種別と適用箇所は図示による

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む）

の打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

20mm （　　　　　　）

打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む）の打増し厚さ

（内部に面する部分に限る）

（　　　　　　　　　）

外壁タイル張りで、 MCR工法又は目荒らし（高圧水洗）工法を行う場合は外部側に

20mmの打増しを行う

せき板の材料

合板（国産材）

（　　　　　　　　　）

せき板の厚さ

12mm （　　　　　　）

行う     適用箇所(　　　　　　)

行わない

標仕6.8.3(i)(2)及び表6.8.1による

スリーブの材種

断熱材の兼用

せき板の厚さ

公的機関でコンクリートの材齢28日圧縮強度試験を行う建築物・その部位等

躯体

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 鉄骨製作工場

施工管理技術者

鋼材

高力ボルト

普通ボルト

溶融亜鉛めっき

高力ボルト

アンカーボルト

溶接材料

ターンバックル

デッキプレート

レール及び

その付属品

スタッド

柱底均しモルタル

工作図 行わない

行う

無収縮モルタル （　　　　　　　　　　）

モルタルの種類

標仕　7.2.9(2)による

標仕   表 7.2.5による

無収縮モルタルの材料、調合等

材料、調合等

品質及び試験方法

呼び名等

頭付きスタッド JIS B 1198

材質、形状及び寸法

図示による （　　　　　　）

形状及び寸法等

無し

図示による （　　　　　　）

耐火認定

スタッド （　　　　　　　　　）

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法（合成スラブ）

監督員による現寸検査

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う。

アークスポット溶接又は隅肉溶接

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法（合成スラブ除く）

図示による （　　　　　　）

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む。）

材質、形状及び寸法

図示による

羽子板ボルト

割枠式 （　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

有り　　耐火時間

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

種類

溶接材料

標仕　 7.2.5(1)(2)による。

標仕　 7.2.5(1)(2)以外の溶接材料

材料及び使用箇所 図示による （　　　　　　）

形状、寸法

建方用アンカーボルト

材質

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

標仕  表 7.2.3による

図示による

図示による （　　　　　　）

（　　　　　　）SS400

（　　　　　　）図示による

図示による

JSS Ⅱ 13-2004　　　ABR490

JSS Ⅱ 13-2004　　　ABR400セットの種類

形状、寸法

構造用アンカーボルト

適用

（　　　　　　　　　　　　　　）

ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

摩擦面の処理

（　　　　　　　　　　　　　　）

図示による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

（　　　　　　　　　　　　　　）

審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

図示による

（　　　　　　）

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

セットの種類

図示による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

図示による （　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

ボルトの径

座金

標仕　 7.2.3(4)による （　　　　　　）

（　　　　　　）標仕 表 7.2.3による

行う　　試験方法等 図示による （　　　　　　）

すべり係数試験

行わない

図示による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

図示による

高力ボルトの径

（　　　　　　）

（　　　　　　）

2種（F10T）

2種（S10T）

セットの種類

JIS形高力ボルト

セットの種類

トルシア形高力ボルト

ボルトの区分

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（7.2.2）（ 7.3.2）（ 7.4.1～ 7.4.9）

有効細長比（圧縮材に限る） 図示による （　　　　　　）

材質等

適用しない

適用する

監督員の承諾する工場 (標仕　 7.1.1以外の適用範囲に限る。 )

受けた工場又は同等以上の能力のある工場

(株 )日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧 (社 )全国鐵構工業協会 )の

※建築基準法第77条の 56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた

鉄骨製作工場の加工能力

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める下記のグレードとして国土交通大臣から認定を

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27 梁貫通孔の補強

溶融亜鉛めっき

（耐力上必要な部分）

軽量形鋼構造

保持及び埋込み工法

アンカーボルトの

耐火被覆

錆止め塗装

溶接部の試験

溶接条件

入熱、パス間温度

現場溶接の有無

溶接接合

技量付加試験

溶接技能者の

鉄骨の仮組

鉄骨の製作精度 標仕　 7.3.3による

溶接ずれ及び食い違い

溶接部はH12建告示 1464号第二号イ（1）（ 2）に規定する仕様を満足すること

溶接ずれ及び食い違いはH12建告示 1464号第二号イ（ 1）（2）に規定する

ただし書きの計算確認有り。 図示による （　　　　　　　　　）

仮組を行う範囲

確認方法、確認項目

図示による （　　　　　　　）

（　　　　　　　）図示による

試験の要領及び試験を要する溶接箇所

図示による （　　　　　　　　　　　　　　　　）

開先の形状 図示による

図示による

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）スカラップの形状

エンドタブの切除する部分 全て

見え掛り部となる部分

切除する部分なし

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

図示による適用箇所有り

無し

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

適用箇所

図示による

図示による

柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

完全溶込み部の超音波探傷試験

行わない

行う

工場溶接の場合

AOQL（％） 4.0 2.5

工事現場溶接の場合

全数検査

計数連続生産型抜取検査

AOQL（％） 4.0 2.5

塗料の種別

鉄鋼面の錆止め塗料

標仕　18.3.2 表 18.3.1（        ）種

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

標仕　18.3.2 表 18.3.1（        ）種

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

亜鉛めっき鉄面の錆止め塗料

標仕　18.3.2 表 18.3.2（        ）種

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

標仕　18.3.2 表 18.3.1（        ）種

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

耐火被覆材の接着する面への塗装

行わない

行う

適用箇所

塗料の種別

図示による

標仕　18.3.2 表 18.3.1（        ）種

標仕　18.3.2 表 18.3.2（        ）種

耐火材吹付け

耐火板張り

耐火材巻付け

ラス張りモルタル塗り

高断熱ロックウール

繊維混入けい酸カルシウム板

湿式ロックウール

半乾式吹付けロックウール

乾式吹付けロックウール

性能

種別

構造用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

種別

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

標仕 表 7.10.2 （ B種［モルタル厚さ 30］）による

（　　　　　　　　　　　　　　　）図示による

最小板厚 6.0mm以上の形綱、鋼板

最小板厚 3.2mm以上、6.0mm未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 2.3mm以上、3.2mm未満の形綱、鋼板

素地ごしらえは、JIS H 8641による

図示による

補強トラス法

（　　　　　）

図示による （　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

ねじの呼び

（　　　　　　）

焼抜き栓溶接

接合部 (ボルト接合の場合 )

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

適用箇所

補強方法

適用箇所

30分耐火

1時間耐火

2時間耐火

3時間耐火

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）普通ボルト接合

（　　　　　　）

（　　　　　　）

建築工事特記仕様書(２)

Ａ－０４
育苗施設建築工事

ボルト及びナットの材料

基礎・土間

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ・　

基礎、基礎梁 土間スラブ

15 15

・基礎梁

　　　　　　　（　　　　　　　　）基礎・土間

合成スラブ

構造床

工場２回：錆止め ﾍﾟｲﾝﾄJIS K 5674Ａ

A種［モルタル厚さ50］

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

4

1種（ F8T相当）

42

3
全数検査（社内）

抜取検査（第三者機関(30％ )）

2022年03月23日



日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

図面ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築工事特記仕様書No.3

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

長さ
備考

箇所

適用断面形状及び圧縮

強さによる区分 高さ

モデュール呼び寸法正味

厚さ

化粧の

有無

・

・

※
・

※ ・

※120

150

400

・

※ 200 ※

※

※

無

無

無

・ （　　　　　　　　　　　　　）

・ 無 ・

※

長さ
備考

断面形状及び圧縮

強さによる区分 高さ

モデュール呼び寸法正味

厚さ

化粧の

有無

・

・

・

・

※

120

150

・

※

120

150

・

※ 400

・

※ 400

・

※ 200

・

※ 200

※ 無 有・

※ 無 有・

・ （　　　　　　　　　　　　　）

・ 無 ・ 有

※

パネルの種類 厚さ
単位荷重

(N/㎡ )

耐火

性能
幅

表面

加工
構法の種別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

100

100

100

100

30分

30分

30分

平

平

平

・・

・ ・・

・

※

・ 適用する ・ 適用しない

パネルの種類

・

・

外壁パネル

間仕切壁パネル

・

・

・

・

・

・ ・

表面形状 厚さ 幅 耐火性能

・

・

・

・

・

・

30分

1時間

2時間

30分

1時間

2時間

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

100

50

60

100

50

60

・

※

※

開口の大きさ

パネルに開口

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合

短辺

長辺

短辺

長辺

・

・

・

・

図示

図示

防
水
工
事

種  別
施工

箇所
断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・

※

・

・

・

・

（厚さ）※ ・ ・

※

※

・

※

※

・

・

・

・

・

・

種別
施工

箇所
断熱材

種類 使用量

仕上塗料
備  考

・

・

・

・

・※

防
水
工
事

・ ・

種別 施工個所 種別 施工個所

・ ※ ・ ・

※

※

防水層の下地のモルタル塗り ・ ・

・

・

※ ・

種   別
施工

箇所
断熱材 防湿層 備   考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※ ・

・

・

※ ・

※

※

※

※

・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

種   別
施工

箇所

絶縁用

ｼｰﾄの材質
断熱材 仕上塗料

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

・

※

・

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ※

※ ・ （　　　　　　　　　　）

※ ・ （　　　　　　　　　　）

※ ・

・

・

・

・

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

※ ｶﾗｰ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

保護層仕上塗料施工個所種別

※

※

・

・ ・

※

種別 施工箇所 種別 施工箇所

・ ・

種別 種類 設置数量

・

・

※

※

・

※

石
工
事

※ ・

・・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

箇所

施工
品質 石材の種類 形状 寸法 厚さ 表面仕上げ 備考

※

施工

箇所

種石の

種類
形状

種石の

大きさ(mm)
寸法

表面

仕上げ
備考

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

・

・

・

・

・

・

平もの

役もの

平もの

役もの

・

・

片面

両面

片面

両面

図示

図示

テラゾタイル

施工

箇所
種石の種類

種石の

大きさ(mm)

寸法に

よる区分
表面仕上げ 備考

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

・

・

300型

400型

300型

400型

※ ・

・

・

・

・

・

※ ・ ・

・

・

・

・

・

・

※ SS400 M12 ・ （　　　　　　）

・

※ ・

・

・

・

(表8.3.1)以

外の適用箇所

・ ・ 図示

・ ・ 図示

※

・

※ ・

・

・ ・

使用量

使用量

・

※

・

屋根スラブの配筋

・※

・※

※ ・

※

・

SS400・材質

形状及び寸法 ・

・ （　　　　　　　　　　　　　）

・

・

（　　　　　　　　　　　　　）

L-75× 75× 6(mm)の加工    L=100mm

L-75× 75× 6(mm)の加工    L=150mm

・ 適用する ・ 適用しない

※ ・

※ ・

あと施工アンカーの材質及び寸法（                                       ）

・

※ ・

・

※ ・

※

・

・ ・

・ ・

・ ・

※

適用しない

・ 1 ・ ・1.15

・

※ ・

※ ・

・

※ ・

・ ※ ・ ・

・ 適用しない適用する

・ ・ 適用しない適用する

・ ・

・ ・

・

・

※

※ ・

・ ※

・

・

※

・ ・

・

※

・

・ ・

・ ・

・ ・ ・

※ ・

※ ・

・

・・

※

・※

・・

・・

※ ・

・・

・ 適用する ・ 適用しない

（8.2.2～ 5）

（8.3.2～ 3）

（8.4.2～ 5）

（8.5.2～ 5）

（9.2.2～ 5）（表9.2.3～ 9）

（ 9.4.2～ 4）（表9.4.1～ 2）

（ 9.2.3）（ 9.3.3）（ 9.5.3）

〔県： 1.3.7〕

（10.1.3～ 5）

（10.2.1～ 3）（表10.2.1～ 2）

（ 10.2.2～ 3）（10.3.2～ 3）

（ 10.2.2）（10.4.2～ 3）

（10.2.2）（ 10.5.2～ 3）（表10.2.4）

（10.6.2～ 3）

A種 B種

C種 D種

F種

E種

20

F

D

T

F-R

D-R

T-R

450

450

600

600

A-1

A-2

A-3

B-1

B-2

B-3

（材質）※JIS A 9511による A

　　　種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温

（　　　　　　　　　　）

　　　材の保温板3種 b（ｽｷﾝあり）

25mm 50mm

D-1

D-2

D-3

D-4

E-1 E-2

AS-T1

AS-T2

AS-T3

AS-T4

AS-J1

AS-J2

S-F1

S-F2

S-M1

S-M2

S-M3

25mm

25mm

X-1

X-2

Y-1

Y-2

AI-1

AI-2

AI-3

BI-1

BI-2

BI-3

DI-1

DI-2

ASI-T1

ASI-J1

SI-F1

SI-F2

SI-M1

SI-M2

C-UP

（ 9.3.2～ 4）（表9.3.1～ 3）

（ 9.5.2～ 4）（表9.5.1～ 2）

（ 9.6.2～ 4）（表9.6.1～ 2）

（ 9.7.2～ 5）（表 9.7.1）

（10.2.2）（10.7.3）

標仕　10.2.2(1)による〔県： 9.8.2〕

〔県： 9.8.3〕

（ 10.2.2）（10.7.2）

・超速硬化ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ防水 昇降ﾋﾟｯﾄ床・壁4周

施工箇所シーリング材の種類（記号）

1

2

3

4

1

補強コンクリート

ブロック造

コンクリートブロック

帳壁及び塀

ＡＬＣパネル

ブロックの種類

各部の配筋

化粧目地の有無

空洞ブロック -16

型枠状ブロック-20

図示による

有

ブロックの種類

空洞ブロック -08

空洞ブロック -16

図示による各部の配筋

化粧目地の有無

外壁パネル

間仕切壁パネル

屋根パネル

床パネル

1時間

2時間

1時間

2時間

30分

1時間

2時間

2時間

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取り合い部の

目地幅(mm) （　　　　　　　）

伸縮目地への耐火目地材の充填

1時間

意匠

意匠

パネルの相互の目地幅(mm)

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅 (mm)

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を

考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

長辺  8以上　短辺 15以上

15 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

アスファルト防水

押出成形セメント板

屋根保護防水

防水層の種別

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

標仕　表 9.2.3から標仕　表 9.2.8による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

標仕　表 9.2.3から標仕　表 9.2.8による

70g/㎡程度

ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

（　　　　　　）

（　　　　　　）

厚さ0.15mm以上

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 乾式保護材

コンクリート押え

セメントれんが

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ

床タイル張り

乾式保護材

水下   60mm以上

水下   80mm以上 （　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ

養生したもの

屋根露出防水

防水層の種別

製造所の

指定によ

製造所

の指定

によるる

JIS A 9511によるA種硬質 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温材の保温板 2種 1号又は 2号で透

湿係数を除く規定に適合するもの

（厚さ） 25mm

(材質 )

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材

の張りじまい位置 図示による （　　　　　　　　　　　　　）

10

9

8

7

6

5

4

3

2 改質アスファルト

シート防水

合成高分子系

ルーフィングシート

防水

塗膜防水

ケイ酸質系塗膜防水

脱気装置

シーリング

保証書の提出

施工歴標 監督員と表示内容を協議し、指示の位置に取り付ける

（　　　　　　　　）

3.2× 100× 100 （　　　　　　　　　　）

クラック防止溶接用金網

シーリング材の目地寸法

保証書のある場合は提出すること。

標仕　9.7.3(1)(ア )～ (ウ )による （　　　　　　　　　　）

SR-1　 ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ

MS-2　変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ

水回り

外部建具廻り

シーリングは 17章による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合の

下表以外は、標仕　表 9.7.1による

X-1

DI-1   DI-2   AS-T3   AS-T4

D-1   D-2   D-3   D-4 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の

仕様による

防水層の主材料の製造所の

仕様による （　　　　）ヶ所

の仕様による

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所

C-UI

防水層の種別

屋内防水

地下外壁防水

適用する

適用しない

防水層の種別

図示による （　　　　　　　　　　）入隅部の増張り（ S-F1、 SＩ -F1の場合）

目地処理 図示による

防水下地かPCコンクリート部材下地の場合の処理

標仕　表9.4.1～表 9.4.2による

ルーフィングシートの種類及び厚さ

発泡 ﾎﾟﾘ

ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ （厚さ）

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板

規定に適合するもの又は A種押出し法

保温板2種 1号又は2号で透湿係数を除く

(材質 )※ A種硬質 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の

（厚さ）

密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

(材質 )※ A種 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の

改質アスファルト製造所の仕様による

押え金物

標仕　表9.3.1～表 9.3.3による

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

標仕　表9.3.1～表 9.3.3による

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

標仕　表9.3.1～表 9.3.3による

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

仕上塗料 カラー シルバー

透湿係数を除く規定に適合するもの

ﾌｫｰﾑ保温材の保温板 2種 1号又は 2号で

(材質）※JIS A 9511による A種硬質ｳﾚﾀﾝ

製造所の仕様による)

(改質アスファルト

設ける

設けない（厚さ）

防水層の種別

屋根排水溝 図示による

適用しない

適用する（施工範囲 図示による

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

　　　　　）

使用量（　　　　　　）（　　　　　　　　　）

アルミニウム製   Ｌ -30× 15× 2.0mm程度

押え金物の材質及び形状

標仕　表6.2.4[打放し仕上げ種別]の B種

防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

保護層 設けない

防水層の種別 1

2

3

4

5

6

7

8

9

石張り

アーチ、上げ裏等の

床及び階段の石張り

乾式工法

内壁空積工法

外壁湿式工法

石材等

施工 石材の割付け 標仕 10.1.3(a)(1)～ (2)による

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

図示による

図示による （　　　　　　　）

すべて 　　　　）行う（適用場所  

行わない

1等品

2等品

1等品

2等品 近い矩形

正方形に

近い矩形

正方形に

図示

図示 粗磨き

本磨き

大理石

花こう岩

大理石

花こう岩

1.5～ 12

1.5～ 12

テラゾブロック

天然石

1.5～ 12

1.5～ 12

大理石

花こう岩

大理石

花こう岩

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材

石材施工業者の指定する製品 （　　　　　　　）

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

受金物

適用する

適用する 適用しない

適用しない

あと施工アンカー工法 あと施工アンカー、横筋横流し工法流し筋工法

材質 SS400 （　　　　　　　　　　　　　）

L-75× 75× 6(mm)の加工    L=100mm

L-75× 75× 6(mm)の加工    L=150mm

（　　　　　　　　　　　　　）

形状及び寸法

樹脂ネット製パイプ    クロスメッシュ巻き    25～ 35φ

（　　　　　　）

ドレインパイプの材質

アンカーの材質及び径

目地

あと施工アンカーの材質及び寸法（                                       ）

目地幅(mm)

シーリング材

一般目地

伸縮調整目地位置

適用する

6以上 （　　　　　　）

適用しない

図示による（ 11.1.3）による

シーリング材の目地寸法 （9.7.3(1)(ウ )）による

図示による

受金物

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

目地

アンカーの材質及び径 SS400 M12 （　　　　　　）

あと施工アンカー工法あと施工アンカー、横筋横流し工法

一般目地

伸縮調整目地

目地幅(mm)

シーリング材

位置

シーリング材の目地寸法

6以上

適用する

6ｍごと

（　　　　　　）

適用しない

図示による

（9.7.3(1)(ウ )）による

図示による

取付け方式

石裏面処理

裏打ち処理

だぼ用の穴の位置

外壁の工法

スライド方式

適用する

適用する

標仕　10.5.2(2)(ア )による

適用しない

適用しない

ロッキング方式

図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ 1.3）倍の風圧力に対応した工法）

アンカーの材質及び形状 ステンレス（ SUS304）  M10 （　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

目地  目地幅(mm)

あと施工アンカーの材質及び寸法

8以上 （　　　　　　　　　　　　　　　）

シーリング材 適用する（ 標仕　9章7節による 図示） 適用しない

床石張りの裏面処理

階段張りの裏面処理

目地

シーリング材

一般目地

伸縮調整目地

取付け工法

取付け金物

引金物、だぼ、かすがい及び受金物

吊金物及び化粧吊りボルト

設ける  吊金物

外壁湿式工法

図示による

床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との取り合い部位置

適用する 適用しない

目地幅(mm) 図示による （　　　　　　　）

乾式工法内壁空積工法

標仕　10.2.2(c)による

標仕　 10.2.2による

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

ステンレス(SUS304)径 6mm長さ 80mm（加工物）

（　　　　　　　）

吊りボルト ステンレス (SUS304)M10化粧ナット付き

（　　　　　　　）

設けない

石裏面処理

裏打ち処理

適用する 適用しない

適用しない

アンカーの材質及び径 SS400 M12 ステンレス（SUS304）  M10 （　　　　　　　）

あと施工アンカーの材質及び寸法（                                       ）

一般目地

伸縮調整目地

目地 目地幅(mm) 6以上 （　　　　　　）

他の部位との取合い部位置 図示

取付け工法

取付け金物

石裏面処理

引金物、だぼ、かすがい及び受金物

乾式工法の場合の取付け代

石裏の補強用モルタル

アンカーの材質及び径

あと施工アンカーの材質及び寸法（                     ）

適用する

標仕　10.5.3(2)による

適用する

標仕　10.2.2(c)による

外壁湿式工法 乾式工法

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

適用しない

（　　　　　　　）

適用しない

ステンレス（ SUS304）  M10 （　　　　　　　　　　　　　　　）

監督員の承諾による。

育苗施設建築工事

建築工事特記仕様書(３)

笠木、甲板等の石張り

製造所及び施工業者

屋根コンクリート防水

図示による 　　　　　　）設ける（

25mm

仕上げ面

・

適用する

Ａ－０５

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺

担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築工事特記仕様書No.4

施工

タ
イ
ル
工
事

※ ・

箇所

形状/

寸法

吸水率による

区分
主な用途に

よる区分(JIS)

うわぐすり 役物 色
備考

再生

材の

適用

耐凍害性

有 無特注標準有 無

・

・

※

※

・ ・ ・

※ ・

・

・

・

施工

箇所

形状/

寸法

吸水率による

区分
主な用途に

よる区分(JIS)

うわぐすり
役物 色

備考

再生

材の

適用

耐凍害性

有 無特注標準有 無

試験張り ・

・

行う

行う

※

※

行わない

行わない

※

※

※

※

※

・ ・ ・

施工

箇所

形状/

寸法

吸水率による

区分
主な用途に

よる区分(JIS)

うわぐすり 役物 色
備考

再生

材の

適用

耐凍害性

有 無特注標準有 無

・

・

※

※

種      類 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板の種別

・
・

※

・

・

・

・ ・

※ ・

木
工
事

表面仕上げの種別 適用箇所

・

・

・

※

（12． 1． 4）

・

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考

※

・※

・

2級

2級

・

・A種 ・※ B種

・

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考

・

・A種 ・※ B種

・

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率 備考

※

・※

・

・

・A種 ・※ B種

・

備考含水率難燃処理防虫処理
造作材の材面

の品質
施工箇所 樹種 寸法

※

・

・

・

・(　　　　　)

造作材の場合

※( A種・ B種 )

適用する 適用する

適用しない 適用しない

・

・

・A種・ B種 )

・

施工箇所 樹種 寸法 見付け材面の等級 備考

・・※

・

・・※

施工箇所
化粧薄板

の樹種

芯材

の樹種
寸法

化粧薄板

の厚さ (mm)
見付け材面の等級 備考

・

・

施工箇所
の樹種

化粧薄板 芯材

の樹種
寸法 備考化粧薄板の厚さ (mm)

・

施工箇所 備考

・

樹種 寸法
見付け材面

の品質
含水率

・※ ・

・

施工箇所
化粧薄板

の樹種 の樹種

芯材
寸法

化粧薄板

の厚さ (mm)

見付け材面

の品質
含水率 備考

※

・

A種・ B種)

木
工
事

・

施工箇所
化粧薄板

の樹種 の樹種

芯材
寸法

化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材面

の品質
含水率 備考

※

・

A種・ B種 )
・

防虫処理 備考表面の化粧加工施工箇所 厚さ

・

・

・ ・
・

・

・

防虫処理 備考表面の化粧加工施工箇所 厚さ

・

・

・ ・
・

・
※

含水率

・

・

・

適用する

適用しない

・

・

適用する

適用しない

・

・

・

施工

箇所
厚さ 防虫処理 難燃処理 防炎処理 備考板面の品質

表板の
樹種名

接着の

程度

広葉樹

針葉樹

※

2等以上 ・ 1等

・

C-D以上

・

・

・・ ※

※※ 5.5 ﾗﾜﾝ

しな

1類

2類

・

箇所

施工
厚さ 等級

表板の

樹種名

接着の

程度
板面の品質

係数比

有効断面
防虫処理 強度等級 備考

・

※

特類

・

※

1級

・

※ 12

・

※ ・

・

・

・

・

施工箇所 厚さ
表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

接着剤

による区分

難燃性

による区分

※ P又はM・※ ・13ﾀｲﾌﾟ

・

※ 15

・

施工箇所 厚さ 等級

・ ・ ・ ・

接着剤

※ ・

防腐・防蟻 ・

・

保存処理性能区分適用部位

・ ・ ・

・ ・ ・

・

適用部位 処理の方法

・

・

・

※

※

※

・

木
造
工
事

1）木材

※

・

・

・

2）工法

※

・

・

※

・

※

・

・

・

・

※

・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・

・

※

・

・ ・ ・ ・

木
造
工
事

※ ・・ ・

※

精度基準

・ ※

※

※ 図示

SS400 ・

・

・ ※ ・

・ ※

※

※

※

・

・

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

錆止め塗装の種類 ・ ※

※

・

※ ・ ・

・

・

・

・

・ ・

屋
根
及
び
と
い
工
事

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 厚さ 屋根葺形式
塗膜の耐久性、めっき付着

量等の種類及び記号
備考

・

・

・

・

※

※

・

・( ・ ・

・

・

雪止め ※ ・

・

・

・

・
・

・
・

軒先面戸板 耐火性能
材料に

よる区分

山高、山ﾋﾟｯﾁ

による区分
耐力による

区分
厚さ施工箇所 形式

重ね形

はぜ締形

かん合形

山高 山ﾋﾟｯﾁ

有り 無し
30分

無し

※

・

・

・

種  別 材   種 径 施工箇所 備   考

たてどい

軒どい

・

・

・

・

・

・

SUS304、厚 2

※

・

・

・

・

適用しない

※

※ ・

種別 施工箇所

・

・

・

・ ・

防火性能：    時間）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 施ゆう 無ゆう

無ゆう施ゆう

無ゆう施ゆうⅠ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1級

1級

・

・

※

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

鋼板製

合金板製

※ ・

※ ・

（11.1.3）（表 11.1.1）

（ 12.2.1）（ 12.5.1）（ 12.6.1）（ 12.7.1）

（ 12.2.1）

（ 12.2.1）

（ 12.2.1）

（ 12.2.2～ 3）

（12.3.1～ 2）

（13.2.2～ 3）

（ 13.2.2）（ 13.3.2～ 3）（表13.2.1）

A種

B種

C種

D種

1等 2等

1等 2等

A種 B種

1類

1級 2級 3級 4級

K2

K2

K3

K3

K4

K4

A種 B種

A種 B種 C種

A種 B種

A種 B種

厚さ (mm)：

（ 11.2.2）（ 11.2.3）（ 11.2.2～ 8）

（ 11.3.2～ 8）

建築工事監理指針（ 11.4.1）

（ 13.5.2）（表13.5.2）

〔県：表12-2.3.1〕の規定による

〔県：表12-2.3.2〕の規定による

〔県：表12-2.3.3〕の規定による

（ 13.5.2～ 3）（表13.5.1）

屋根・庇 0.8

(ｶﾗｰ塗膜仕上）

4

100

75

図示

1

2

3

4

5

1

2

3

2

1

7

6

5

4

ひび割れ誘発目地

セメントモルタルによる

陶磁器質タイル張り

接着剤による

陶磁器質タイル張り

陶磁器質タイル型枠

先付け

階段滑り止め

表面仕上げ

製材

造作用集成材

「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

代用樹種を使用できない箇所 （　　　　　　　　　　　　）

「製材の日本農林規格」以外の製材

「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

（　　　　　　　　　　　　）

金属製タイル先付け用パネル

標仕6.8.3(b)(2)
小口タイル

二丁掛けタイル

大形タイル桟木法

目地桝法

タイルシート法

タイル型枠先付けの種類

見本焼き

試験張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

行わない

行わない行う

行う

タイルの形状、寸法等

MCR工法 目荒し工法（高圧洗浄） （　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　）規制対象外

ポリウレタン系シーリング材

ポリウレタン系シーリング材

変成シリコーン系シーリング材

変成シリコーン系シーリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

（品質・性能・試験方法）

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

既製調合モルタル

建築材料等品質性能表による

マスク張り

改良積上げ張り 改良圧着張り

モザイクタイル張り

密着張り外装タイル

内装タイル以外のユニットタイル

壁タイル張りの工法

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 MCR工法 目荒し工法（高圧洗浄） （　　　　　　　　）

見本焼き

試験張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き

接着剤のホルムアルデヒド放散量

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材

打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地

その他の目地

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

行わない

行わない行う

行う

タイルの形状、寸法等

位置 標仕　表11.1.1による 図示による

造作用単板積層材

床張り用合板等

大断面集成材工事

1）大断面集成材の

 　製作工法

2）施工管理技術者

3）工作図

4）大断面集成材

接着性能

樹種

断面の品質 2種

使用環境１

3種

べいまつ

使用環境２

からまつ すぎ

（　　　　　　　　　　　　　　　　）国土交通大臣が認定したもの

非対称異等級集成材

対象異等級集成材

構成するひき板の品質等による区分

強度等級は、次による

大断面集成材の品質等

E30-F240

E110-F315

E60-F210

E90-F255

E125-F360

E65-F225

E95-F270

E135-F375

JASによる強度等級等

E120-F330

E85-F255

（　　　　　　　　　）

E75-F240

E105-F300

E100-F285

E70-F225

（　　　　　　　　　）

（　　　　　）（　　　　　）

作成しない

適用しない適用する

作成する床書き原寸図

施工管理技術者の設置

監督員の承諾する工場

製作工場

構造用面材

〔県：表 12-2.3.6～表 12-2.3.9〕の規定による

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

軸組の工法

用材の工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

代用樹種を使用しない箇所

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

樹種名、種類、等級、寸法等

軸組工法工事

ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理

適用部位（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

標仕12.3.1(イ )(b)①～④による

標仕12.3.1(イ )(b)①～④による

標仕12.3.1(イ )(b)①～④による

薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

規制対象外 （　　　　　　　）ホルムアルデヒドの放散量

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

構造用パネル

パーティクルボード

構造用合板

普通合板

無し（　　　　　　　　）

有り（加工 天然木加工 塗装加工） 適用する
14%以下

適用する

適用しない

適用する

(　　　　)

適用しない

適用しない

適用するC-D以上

以上

2級

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

有り（加工

無し（等級：　　　　　）

天然木加工 塗装加工） 適用する

適用しない

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱 5）接合金物等の

 　材質

6）製作精度

7）表面仕上げ

8）アンカーボルト

9）柱底均し仕上げ

10）普通ボルト

11）ボルト孔

12）ラグスクリュー

13）ドリフトピン

14）ジベル

15）錆止め塗装

16）亜鉛めっき

17）防火被覆材

18）防火被覆処理

1

2

3 とい

折板葺

長尺金属板葺

SS400 SN400A鋼材の材質

精度基準は次による

部位等

短辺

長辺

材長

断面直角精度

製作図寸法の±1.5mm以内

製作図寸法の±1.5mm以内、かつ、±5mm以内

工作図寸法の±5mm以内

直角とのひずみ±1/100mm

（　　　　） （　　　　）

仕上げの程度

（　　　　）

（　　　　）

材質

寸法

アンカーボルトの保持及び埋込み工法

30mm程度 （　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）

柱底均しモルタルの厚さ

柱底均しモルタルの工法

普通ボルトの材料等

ボルトに用いる座金の寸法及び厚さ

図示及び〔県： 12-2.4.6表〕による。

ボルトが受ける応力の種類

図示による。

〔県： 12-2.4.5表〕による。

ボルト孔の径

〔県： 12-2.3.7表〕及び〔県：12-2.3.8表〕による。

集成材の場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

集成金物の場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ラグスクリューの形状、寸法

ドリフトピンの形状、寸法等

ジベルの種類及び材質

ジベルの形状、寸法等

種類（　　　　　　　　）

図示 （　　　　　　　　　）

材質（　　　　　　　　）

（　　　　　　　）図示

図示 （　　　　　　　）

錆止め塗装による防錆処理を行う構造金物及び接合具等

見え掛かりとなるすべての構造金物及び接合具等 （　　　　　　　　　　　　　　　）

亜鉛めっきによる防錆処理を行う材料等

すべての構造金物及び接合具等

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

亜鉛めっきの種類 2種HDZ55 2種 HDZ45 2種 HDZ35

防火被覆材

厚さ 12mm以上のけい酸カルシウム板

厚さ 25mm以上の木材 厚さ 15mm以上の強化せっこうボード

（　　　　　　　　　　　　）

行う 行わないボルト、ドリフトピン等の防火被覆処理

JIS G 3322の

屋根用ｺｲﾙ

(CGLCCR-20-AZ150)

心木なし瓦棒葺

立平葺 蟻掛葺

横葺

下葺材料 アスファルトルーフィング940

改質アスファルトルーフィング下葺材

一般タイプ 複層材タイプ 粘着層付タイプ）

設置しない設置する（図示）

材料 JIS G 3322の屋根用コイル（CGLCCR-20-AZ150）

（　　　　　　）

有り（種別：

無し

といの材種

断熱材

硬質ポリ塩化ビニル管

配管用鋼管

ステンレス鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化 ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管 □Ｇ

塩ビ製150型、200型

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

規制対象外 （　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼管製といの防露巻き 適用する（工法： 標仕表13.5.2による 　　　　　　　　）

ステンレス製 鋼製（亜鉛めっき）とい受金物

ルーフドレン

ろく屋根用（

バルコニー用

バルコニー中継用

縦型 横型） 屋根(3)・ (4)

Ｐ．ＮＯ

版 番 号

図面ＮＯ

育苗施設建築工事

建築工事特記仕様書(４)

磁器製（                          ）

Ａ－０６

伸縮調整目地及び

・

166 500 (　　　)種

無機質高充填ﾌｫｰﾑ

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

図面ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築工事特記仕様書No.5

金
属
工
事

種別表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき ・

・

・

・

・

・

※ ・ ※ ・屋内（

・

※

・

・ 1 ・ ・1.15 1.3）

※ ・

※ ・

・

・

※

※ ・

・

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

・

・

・

※ ・

※

※ ・

材種

製法

寸法

形状 ・

・

・

・

・

・押出し ・※

板幅 ※・ ・板厚

・スパンドレル形 パネル形

等 ・

・ ・

・ 設ける ・ 設けない

・ ・ ・ ・

・

※ ・

※

左
官
工
事

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

呼び名 防火材料 仕上げの形状等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

（ ・ ・

・

・

・

・

防火材料 仕上げの形状等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

外観

樹脂

※

※

※

※

・

・

・

・

溶剤系

・

・

呼び名 防火材料 仕上げの形状等

・

・

・

・

※ ・ （　　　　　）

・ ・ ※

吹 付  け  厚  さ色　彩種　　類

・ ・ ・ ・ ・ ・・ 原色・

建
具
工
事 ・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

※ ・

着色

・ ・ ・

※ ・

※

※ ・

種類 材種 線径 網目

・

・

・

・

※

・

※防虫網

防鳥網

性能等級

・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

鋼製建具 性能等級

・

・

・

・

・

・

・

・

・・・

材料 めっき量 厚さ

・ ※

※

鋼製軽量建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・・

鋼板 ※ ・

鋼板の厚さ ・

ステンレス製建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・・・

※

※

※

・

・

・

※ ・

木製建具 ※ ・ （　　　　）

・

合板の種類 規格等 備考

・

・

※

樹種名（　　　）

化粧加工の方法

・ オーバーレイ ・ ・プリント 塗装）

※

※

・

・

ラワン程度

しな程度

　　　）

　　　）

・ ・

（ ・ ・

（ ・ ・

・

建
具
工
事

※ ※ ・ ・

・ ※ ※ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

自動ドア 性能 防錆 センサーの種類 凍結防止

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・

・ 行う

（適用

箇所は

建具表

による）

行わない

※

※

・

・

自閉式上吊り引戸

装置

※

重量シャッター

種類
シャッター

ケース

耐風圧強度

(N/㎡ )
開閉形式 備考

・

・

・

・

・ ・

・

・

※

※

※

・

・

・ (　　  )

・

・

・

・

※

※

軽量シャッター

開閉形式 シャッターケース 耐風圧強度（Ｎ/㎡）

・

※

・

※ ・

・

・

・

スラットの材質 めっき量

・

・ ※

※

スラットの形状 ガイドレール・座金の材質

・

※

・

※

※

・

・

・

※

・

※

・

・

（14.5.3）（表 14.5.1）

（ 14.4.2～ 4）

（14.2.3）（表 14.2.2）

（ 14.1.3） （ 16.2.2）（16.2.4）（16.2.5）（表 16.2.1）

（ 16.2.3）

（16.2.2）（16.4.2～ 4）（表 16.4.2）

（ 16.2.2）（ 16.5.2～ 4）

標仕表16.5.1による

（ 16.2.2）（ 16.4.2）（ 16.6.2～ 4）

（ 16.7.2～ 4）

（16.4.6）

（ 16.8.4）

（16.9.2～ 3）

（16.10.2～ 3）（表16.10.1）

（ 16.11.2～ 4）（表16.11.1）

（16.12.2～ 4）

A種

B種

C種

D種

E種

F種

19形 25形）

吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

100 1.0

B-1種 C-1種

C-2種B-2種

250形

2

呼び名

A種 B種 B種 A種）

10 15 20 25

A種 B種 C種

A種 B種 C種

T-1 T-2）

H-4

S-4 S-5 S-6

S-4 S-5 S-6

S-4 S-5 S-6

B種

1類 2類）

2類）

2類）

1類

1類

50

・

・ 30

（ 14.7.2～ 3）（表 14.2.1）

※

・

・

（ 15.6.2）

（ 15.6.4）

（ 15.7.2）

（ 15.12.2～ 4）

・ ・D種 E種

BA-1種

BC-1種

・ ・ ・ ・

（ 16.3.2）

・ ・D種 E種

（ 16.6.5）

（ 16.8.2）（表16.8.1）

・H-5

外部露出鉄骨　 HDZ55

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

7

6

5

4

3

2

1あと施工アンカー

の確認試験

鉄鋼の亜鉛めっき

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨壁下地

金属成形板張り

アルミニウム製

笠木

仕上塗材仕上げ

ＡＬＣパネルの

場合の下地処理

マスチック塗料塗り

ロックウール吹付け

一般用 (　　　) 着色

（仕上材塗り： EP-G

内壁目地部の形状

種別

V形目地付き

・

こて塗用軽量塗材

吹付用軽量塗材

軽量骨材仕上塗材

防水形複層塗材RS

防水形複層塗材RE

防水形複層塗材E

防水形複層塗材CE

複層塗材 RE

複層塗材 Si

複層塗材 E

可とう形複層塗材CE

複層塗材 CE

複層仕上塗材

上塗り材

耐候性

溶媒

耐候形 3種

水系

アクリル系

つやあり

メタリック

適用する増塗材

ゆず肌状 凸部処理 凹凸模様

つやなし

適用しない

内装薄塗材W

内装薄塗材E

内装薄塗材Si

内装薄塗材L

内装薄塗材C

外装薄塗材S

防水形外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材 E

外装薄塗材E

可とう形外装薄塗材 Si

外装薄塗材Si

薄付け仕上塗材

砂壁状

ゆず肌状（ 吹付け ローラー塗）

さざ波状

平たん状

凹凸状（ 吹付け こて塗）

着色骨材砂壁状

吹付け こて塗）

砂壁状じゅらく

京壁状じゅらく

吸放湿性

耐湿性

適用する

適用する

適用しない

適用しない

表面処理

部材の種類

伸縮調整継手

表面処理の種別

被膜等の種類

着色（　　　　　　）

標仕表 14.2.1による

標仕表14.2.1による

（　　　　）

（　　　　）

（　　　）板厚(mm)

板折り曲げ形（本体幅：　　　　　　 mm）

300形 350形 200形 225形

（　　　）

（　　　）（　　　）

表面処理

アルミニウム

プレス ロール

（　　　　　　　　　　　　）

（　　　　）

図示による

図示によるスタッドの高さが5.0ｍを超える場合

（表14.5.1）によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッド、ランナーの種類

図示による

図示による （　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所

補強方法

補強方法

天井のふところが3.0ｍを超える場合

図示による

図示による標仕14.4.4(8)(ア )(イ )による補強方法

補強方法

天井のふところが1.5ｍ以上 3.0ｍ以下の場合

図示による （　　　　）

（　　　　）図示による補強

300程度 （　　　　）

（　　　　）

野縁の間隔

図示による

周辺部の端からの間隔

（　　　　）900程度

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

適用しない

倍の風圧力に対応した工法）

（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

適用する

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

工法

屋外の軒天井、ピロティ天井等

屋外（ 25形 19形）

野縁等の種類

（ 14.1.3(1)）による確認試験を行う。 アルミニウム製

建具

網戸等

樹脂製建具

性能等級

外部に面する建具

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

適用する

適用しない

適用する

適用しない

断熱性の等級（  H-2  ）

遮音性の等級（　　　 ）

面内変形追随性の等級（　　　）適用する

適用しない

枠の見込み寸法 建具表による

表面処理

外部に面する建具

屋内の建具

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板 図示による

図示による

着色

・

（　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

標仕表 14.2.1による

BC-2種 （　　　　　）

　　　　　　）皮膜等の種類（

皮膜等の種類（

（　　　　）

標仕表 14.2.1による

BA-2種 BB-1種 （　　　　　）BB-2種

（　　　　）

16～ 18メッシュ

1.5mm 網目寸法 15mmステンレス（SUS304）線材

ガラス繊維入り合成樹脂製

ステンレス（SUS316）製

合成樹脂製 0.25mm以上

遮音性の等級（

断熱性の等級（

面内変形追随性の等級（　　　）

適用しない

適用する

適用しない

適用する

適用しない

適用する防音ドアセット、防音サッシ

外部に面する建具

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

簡易気密型

H-6）

適用する

適用しない

外部に面する建具の耐風圧性

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

適用する

適用しない

適用しない

適用する

適用する

適用しない

面内変形追随性の等級（　　　）

断熱性の等級（　　　）

遮音性の等級（　　　）

JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

JIS G 3317（溶融亜鉛 -5％アルミニウム

　　　　　　合金めっき鋼板）

Y08

Z12又は F12 表 16.4.2による

性能等級

鋼板

簡易気密型 適用する

適用しない

外部に面する建具の耐風圧性

適用する

適用しない

適用する

適用しない

適用する

適用しない

面内変形追随性の等級（　　　）

断熱性の等級（　　　）

遮音性の等級（　　　）防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

亜鉛めっき鋼板 ビニル被膜鋼板 カラー鋼板

鋼板ステンレス鋼板召合せ、縦小口包み板等の材質

性能等級

簡易気密型

外部に面する建具の耐風圧性

適用する

適用しない

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

鋼板（屋外）

鋼板（屋内）

表面仕上げ HL仕上げ

SUS430、 SUS430JIL、 SUS443J1、 SUS304

SUS430JIL、 SUS443J1、 SUS304

適用する

適用しない

適用する

適用しない

適用する

適用しない

面内変形追随性の等級（　　　）

断熱性の等級（　　　）

遮音性の等級（　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

鏡面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

普通曲げ 角出し曲げ（補強あり）

建具材の加工、組立時の含水率

フラッシュ戸

表面材の合板の種類

生地、透明塗料塗り　　　　（

不透明塗料塗り　　　　　　（

普通合板

天然木

化粧合板

特殊加工

化粧合板

表面板の厚さ 標仕表 16.7.6による

（　　　　　）

表面の樹種

板面の品質

接着の程度

接着の程度

（

表面性能

接着の程度

（　　　）タイプ

（

13

12

11

10

9

8 建具用金物

マスターキー

シリンダー箱錠

ドアクローザー

新規 既存にあわせる） 製作しない

※ レバーハンドル

※

※

※

標準型建具以外の建具

マスターキー

シリンダー箱錠

※ レバーハンドル

・

・ 握り玉

本締り錠

空錠

※

・ 握り玉

レバーハンドル

製作する　（

新規製作する　（ 既存にあわせる） 製作しない

グレモン錠

点検口錠　（平面ハンドル錠）

非常錠

・ （　　　　　　）

ピポットヒンジ

フロアヒンジ

ヒンジクローザー　（丁番形）

ヒンジクローザー　（ピポット形）

ドアクローザー

閉鎖順位調整器

押棒、押板

アームストッパー

クレセント

排煙オペレーター

レール

鍵箱

自動ドア開閉機構

形式

30本

60本

（　　　個）

（　　　個）

120本

(　　 )本

（　　　個）

（　　　個）

鋼製既製品とし、監督員の承諾による。

SSLD-１

SSLD-２

DSLD-１

DSLD-２

SWD-１

SWD-２

図示による

標仕表

16.9.2

による

(　　　　)

(　　　　)

による

16.9.1

標仕表 適用する

適用しない

マットスイッチ

光線（反射）スイッチ

熱線スイッチ

音波スイッチ

光電スイッチ

電波スイッチ

タッチスイッチ

押しボタンスイッチ

多機能トイレスイッチ

ペダルスイッチ

駆動力

補助センサー

工事範囲

電気式または油圧式

光電スイッチ1組

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

標仕表16.10.1による性能

一般重量

シャッター

外壁用防火

シャッター

屋内用防火

シャッター

屋内用防煙

シャッター

設ける

設けない

設ける

上部電動式

(手動併用 )

上部手動式 危害防止機構

※

・

障害物感知

装置（自動

閉鎖型）

シャッターの

二段降下方式

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類

めっきの付着量

電動式の場合の電源

工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

三相 200V 0.75kw以下（過電流保護装置付）

Z12又は F12 （　　　　）

JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

手動式

上部電動式

（手動併用）

設けない

設ける

80

65

50

JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

JIS G 3322（塗装溶融５５％アルミニウム

　　　　　　亜鉛合金めっき鋼板）

Z06又は F06

AZ90

インターロッキング形

オーバーラッピング形 溶融亜鉛めっき鋼板

ステンレス（ SUS304)

単相　100V　（過電流保護装置付）電源

工事範囲

（　　　　　）

一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

障害物感知装置（自動閉鎖型）

育苗施設建築工事

　　　　　　）

※

標準型建具

・

※

Ａ－０７

120

※

※

危害防止機構

障害物感知装置80

建築工事特記仕様書(５)
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   /　   /

   /　   /

   /　   /
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版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築工事特記仕様書No.6

建
具
工
事

・

※

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・※ ※

セクション材料 耐風圧

(N/㎡ )による区分

開閉方式 収納形式

125

50

75

100

による区分 による区分

ガイドレール

の材質

鋼板

・

性能構成種類品種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

注）曲面合わせガラスの性能はⅠ類

・

材料板ガラスによる種類 種類 性能

・ ・ ・

・・

・・

Ⅰ類

Ⅲ類

注）曲面強化ガラスの性能はⅠ類

・

・

・

・

・

・

品種 性能 色調

1種

2種

（　　　　）

・

日射熱遮へい性断熱性品種

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 熱線反射ガラス

品種 色調 断熱性 耐久性 反射皮膜 映像調整

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・

※

・

・

内面

外面

・

・

・ ・

材料板ガラスによる種類の名称 色調

建具の種類 ガラス留め材

・ ・

・

・

・

※

※

※

※

・

・

（　　　　　）

（　　　　　）

ガラスブロック積み

ガラス溝の大きさ(mm)

表面形状 寸法

・

・

防火認定 備　考色調厚さ

なし

防火設備

・

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

・

材料 規格 映像調整

・

※

・

※

・

・ ・

・

（

着色（　　）

※

※

配筋

※

※

※

※

・ ・

・ ・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

※

塗
装
工
事

防火材料・ ※

木部

種別

・

※

※

※

※

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種別

塗料の種別工程の種別下地面等

※

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗装 種別 塗料の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

・

・

・

・

・

―

―

―

―

―

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

―

―

―

―

―

―

―

―

―

内
装
工
事

※

種類 色柄 特殊機能 厚さ 工法

・

・

※ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

無地

無地

柄物

※

ＪＩＳ記号 色柄 寸法 特殊機能 厚さ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※※無地

柄物

無地

柄物

無地

柄物

帯電防止

防滑性

帯電防止

防滑性

帯電防止

防滑性

（　　　）

※ ・

材種 厚さ 高さ

軟質 硬質 ・ 溶接 ※ ・2.0 ※ ・ ・

色柄 厚さ 寸法(mm)

・ （　　　） ・ ・ ・ ・ ・ （　　　　）

・ タイルカーペット

寸　法 総厚さ(mm) 色　柄 帯電性

・

・

・

・ ・ ・

※

（　　　） （　　　　）

無地

柄物 その他

タイルカーペットの敷き方 平　　場

階段部分

・

・

市松敷き

模様流し

模様流し

市松敷き

※

※

見切り、押え金物 ・

・

適用する

適用しない

（材質、形状等

※

※ 図示 ・ 　　　　　）

種別 工法 仕上げの種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・

・

・

内
装
工
事

種類 工法 樹種 厚さ 大きさ 仕上塗装

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・ ・

・

・

・

・

・

・

※

・

・ ・

種類 工法 樹種
厚さ/

大きさ(mm)
種別 防湿処理

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

釘留め工法

(根太張り)

釘留め工法

(直張り)

接着工法 なら 板厚

板幅

板長さ

8以上

75以上

塗装仕上げ

※

※

・ ・

・

・

種別 ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※ ・

種類
記号

厚さ、規格等

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（ ・ ・ ・

・ ・

・

模様（ ・・ 柾目 板目）
専用下地材有り

普通合板

※ ・

不透明塗料塗り

※ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ 塗装

・ ・

厚さ(mm)（　　　　　）

・ ・

JIS K 6903による（ ・※

・ ・ ・

・ 研磨板

・ ・ ・

・ 塗装

・

（

（

（ ・ ・

・内装用 外装用

・ ・ ・

・ ・ ・

・

・

・ ・

※ ・

・

下地面等

板幅

・

・

・

・

・ ・

（16.13.2～ 3）

（16.14.2）

（ 16.14.2）（16.14.4）

（ 16.14.5）

（ 17.2.2）

（ 17.3.2～ 5）

（18.2.2～ 7）

（18.3.2～ 3）

（19.2.2）

（ 19.2.2～ 3）

（19.2.2～ 3）

（19.2.2）

（ 19.2.2）

（19.5.2）

（ 19.6.2）（表19.6.1）

（ 19.7.2～ 3）（表19.7.1）

U1

U2

E4

E5

U-3-2

4種

5種

1種

2種

3種

1種

2種

3種

A種

A種

B種

B種

―

A-1種

A-2種

D13 D10）

3.2 4.0 5.0 6.0

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

C種

施工部位及び塗料種別

A種

B種

C種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

B種

B種

B種

B種 B種

C種C種

C種

C種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

A種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

B種

1種

1種

1種

1種

2種

2種

2種

2種

JIS記号

FS

2.0

2.0

2.5

3.0

3.0

300角

300角

300角

450角

450角

450角

FT

KT

FOA

60 75 100

9.06.04.53.0

500角 6.5 3KV以下

15 70

90

A種

B種

C種

A種 B種 C種 D種

JIS

HW

MW

NW

HF

NF

0.8FK

1.0FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

GB-D

MDF

HB

IB

15

15

15

12

30

20

20

20

15

25

25

25

18 21

86

9（不燃） 12）

12（不燃） 15 19）

12 15

9.5（不燃）

9.5

1種 2種）

1種 2種）

1.2

3 7 9 12

10 12 15 18

10（難燃） 12(難燃 )

2.5 3.5 5 7

9 12 15 18

A級（・ ・ 内装仕上）

B種

・

・ 25

・

・

・

（16.14.3）（図16.14.1）

（ 18.4.1～ 18.13.2）

（ 19.3.2～ 4）

（19.4.2～ 3）（表19.4.1～ 8）

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

9・ 12

14

15

16

1

2

3

7

6

5

4

3

2

1

4

3

2

1

ガラス

ガラス用フィルム

取付方法、性能等

メタルカーテン

ウォール

ＰＣカーテン

ウォール

標仕表17.3.1～ 2による

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差 (mm)

表面仕上げ剤

先付けの材料

石材（

磁器質タイル

花こう岩 大理石）

ゴンドラ用ガイドレールサッシ枠

図示による

鉄筋 295A

標仕 17.3.2(a)(1)によるコンクリート

カーテンウォールの材料

ガラス溝の寸法、形状

製品及び取付位置の寸法許容差 標仕表17.2.1～ 3による

製造所の仕様による

ステンレス

アルミニウム製 標仕 16.2.3による

（　　　　　）

皮膜の種類

※

補強鉄線の径 (mm)

h=1～ +2、 W1及び W2=± 1

製品及び取付位置の寸法許容差

（　　　　　）

標仕表 14.2.1による）

行わない

行う

カーテンウォールの材料

図示による

（　　　　　　　　）

JIS A 5212によるもの又は評価名簿によるもの

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

アルミニウム製 シーリング材

ガスケット

グレイジングチャンネル形

シーリング材

シーリング材

図示による

標仕表16.14.1による

（　　　　　）

ガラスの留め材及び溝の大きさ

熱線吸収倍強度ガラス

フロート倍強度ガラス

（　　　　　）

倍強度ガラス

熱線反射ガラス

高性能

熱線反射ガラス （　　　　）

行わない

行う

日射熱遮へい複層ガラス

断熱複層ガラス

U-3-1

熱線吸収網入磨き板ガラス

熱線吸収フロート板ガラス

型板ガラス

フロートガラス フロート強化ガラス

熱線吸収強化ガラス

型板強化ガラス

強化ガラス

熱線吸収板ガラス

複層ガラス

Ⅲ類

Ⅱ -2類

Ⅱ -1類

Ⅰ類フロート板合わせガラス

熱線吸収、フロート板合わせガラス

網入磨き、フロート板合わせガラス

網入磨き、熱線吸収板合わせガラスガラス

網入磨き合わせ

ガラス

フロート合わせ

合わせガラス

溶融亜鉛めっき

（ SUS304）

ステンレス鋼板スタンダード形

ローヘッド形

ハイリフト形

バーチカル形

電動式

チェーン式

バランス式スチールタイプ

アルミニウムタイプ

ファイバーグラスタイプ

コマーシャルタイプ

材料

素地ごしらえ

錆止め塗料塗り

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

次の箇所を除き防火材料とする。

※F☆☆☆☆

（箇所：　　　　）

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

亜鉛めっき鋼面　注）

鉄鋼面

モルタル面及びプラスター面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

コンクリート面、 ALCパネル面及び押出成形セメント板面

注）亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえの種別

鋼製の建具の場合又は2溶形ポリウレタンエナメル塗

若しくは常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗の場合

A種、 C種以外

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

JIS K 5674
見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具

鋼製建具以外

亜鉛めっき構面

鉄鋼面

合成樹脂調合

ペイント塗り

(SOP)

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

クリヤラッカー塗り(CL)

アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

つや有合成樹脂

エマルションペイント

塗り(EP-G) 屋内の鉄鋼面

コンクリート面等

3

合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

ラッカーエナメル塗り (LE)

オイルステン塗り (OS)

木材保護塗料塗り (WP)

接着剤

塗装

ビニル床シート

ビニル床タイル

ホルムアルデヒド放散量 F☆☆☆☆

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

発泡層のないもの

発泡層のあるもの

ﾏｰﾌﾞﾙ柄

熱溶接

突付け

2.0

2.5

帯電防止

耐動荷重性

防滑性

耐薬品性

(複層ビニル床タイル)

(コンポジションビニル床タイル)

(置敷きビニル床タイル)

ビニル幅木

ゴム床タイル

カーペット敷き

合成樹脂塗床

薄膜型塗床材

合金骨材配合散布型耐久床仕上

厚膜流し展べ工法

薄膜流し展べ工法

樹脂モルタル工法

エポキシ樹脂系塗床

厚膜型塗床材

塗床

弾性ウレタン樹脂系

厚膜型塗床材 平滑仕上げ

防滑仕上げ つや消し仕上げ

平滑仕上げ

防滑仕上げ

・  ﾓﾉﾘｼｯｸ工法

せっこうボードの目地工法

合板類の張付け

遮音シール材

せっこうボード等の下地は図示による

適用しない

適用する（ シーリング材

A種

仕上表による

ジョイントコンパウンド）

インシュレーションボード

ハードボード（化粧）

ハードボード（素地）

化粧パーティクルボード

パーティクルボード

ミディアムデンシティ

ファイバーボード

ポリエステル樹脂化粧版

メラミン樹脂化粧版

単板張り 無研磨板

単板オーバーレイ

プラスチックオーバーレイ

研磨板

スタンダード テンパード）

天井仕上

特殊加工化粧合板

接着の程度（

防虫処理 難燃処理 防煙処理

表面性能（　　　　　　　　　タイプ）

オーバーレイ プリント

化粧加工の方法

防虫処理 難燃処理 防煙処理

厚さ(mm)（　　　　　）

接着の程度（

樹種名（　　　　　　　）天然木化粧合板

（トラバーチン模様）

化粧せっこうボード

防煙処理

防虫処理 難燃処理

接着の程度（　　　　　）

厚さ (mm)（　　　　　）

板面の品質（　　　　　）

しな程度 　　　　）

　　　　）ラワン程度

生地、透明塗料塗り

表面の材種

9.5（準不燃）

化粧せっこうボード（木目）

せっこうラスボード

強化せっこうボード

シージングせっこうボード

12.5（不燃）幅 440mm程度

12.5（不燃）

9.5（準不燃） 12.5（不燃）

21（不燃）

化粧有（トラバーチン模様）

化粧無（下張り用）

12.5(不燃） 15(不燃)

（　　）25（ガラスクロス包）

凹凸タイプ

フラットタイプ（

ロックウール吸音ボード１号

グラスウール吸音ボード号 32K

せっこうボード

不燃積層せっこうボード

ロックウール化粧吸音板

けい酸カルシウム板

普通木片セメント板

硬質木片セメント板

普通木毛セメント板

中質木毛セメント板

硬質木毛セメント板

タイプ 2（無石綿）

材料を使用したものとする。

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

標仕表12.6.1による床組下地の種類

KT-　　　　　　　）（畳床：

生地のままワックス塗り

オイルステンの上、ワックス塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

行わない行う（施工箇所　　　　　　　）現場塗装仕上げ

接着剤工法の場合の緩衝材 合成樹脂発泡シート

無塗装品

塗装品適用する

適用しない

なら

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

複合３種

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

複合２種

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

複合１種

適用する 適用しない

接着工法

埋込工法

モルタル

接着工法

接着工法

（直張り）

釘留め工法

（根太張り）

釘留め工法フローリング

ボード

フローリング

ブロック

モザイク

パーケット

なら

ぶな

12以上

板長さ500

以上

303角

（　　　　　）

（　　　　　）

塗装品

無塗装品

8

9

10 せっこうボード

その他ボード張り

畳敷き

フローリング張り 単層フローリング

天然木化粧複合フローリング

間伐材の適用

建築工事特記仕様書(６)

育苗施設建築工事

オーバーヘッドドア

（複層ﾋﾞﾆﾙ床 ｼｰﾄ）

900以上

（　　　））

Ａ－０８

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

1716

17

15

14
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管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一
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福島県建築工事特記仕様書No.7

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

壁紙の種類 商品名（程度）防火種別

不燃 準不燃

不燃 準不燃

不燃 準不燃

不燃 準不燃

不燃 準不燃

厚さ (mm)種類

・

・

※

・

・

※

・

※

・

種類 厚さ(mm) 施工箇所

・

※

・

・ ※

内
装
工
事

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

構法

※

※

※

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

なし

・

構造形式
構成基材の種類

スタッド パネル

遮音性
総厚さ(mm)

(db)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

・

・

・

・

・

材質 厚さ(mm) パネル表面仕上げ

・

・

・

・

・

・

鋼板

・

・

表面仕上げ材 遮音性
総厚さ(㎜ )

材質 パネル表面仕上

圧縮装置
操作方法

・

・

・

・

・

・ ・

・・

・ ※

操作方法

・

表面材の種類 脚部形状
形状 材質

ドアエッジ

・

※ ・

・

・

・

・

厚さ (mm)寸法 (mm)種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

材種 幅(mm) 取付工法

・

※

・

※・

※

・ ・

材種 表面仕上げ 直径(mm) 備考

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

(指づめ防止材共 )

取付方法

・

※

・

・

・

※ ・

・ ・

※ ※

※

※

・

・・

・ ・

・

※

材種 操作方式 備考

・

・

※

・

・

綿

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・

・

・

・ ・

・

・

・

※

・

形式 開閉操作 ひだの種類
きれ地の種別

品質、特殊加工

材種 ※

※

・

角型形状

材質

・

・

・

・ ・

鋼製

木製

※

※

※ ・ ・

※

※

形式 材　種 寸　法 形　式 備考

・

・

・

・

・

・

・

・天井

床

・

・

※ ・

※

材質 仕上 寸法 扉 表示

※ ※ ※ ※

・ ・

※

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

※ ・

・

・

・

固定方法操作方法

※

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・

※

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・

・

・

・

※ ・ ・

排
水
工
事 種類 適用荷重 鍵

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

鋳鉄製マンホールふた

有り

無し

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

材質 形式 用途 適用荷重
メインバー 亜鉛めっき（付着量）

ピッチ 上面形状

Ｂ種 （　　　）・

舗
装
工
事

一般地域 ・

・

・

・

・ ・ 行わない

・ ・ 行わない試験

※

※

・

・

・

・

※ ・

・※ （　　　　　）

・

・

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

・ 行う ・

・ 行う ・

・ ・

※ ・

※※

※ ・

※

・

※

・

・

・ ※

※

※

・

・

・ ・

・

（ 19.8.2）

（ 19.8.3）

（ 19.9.2）

（ 19.9.3）

（ 20.2.2）

（ 20.2.4）

（ 20.2.5）

（ 20.2.6）

（ 20.2.7）

（ 20.2.8）

（ 20.2.11）

（ 20.2.12）

（ 20.2.13）

（ 20.2.14）（表20.2.1）

（ 20.2.14）

（ 21.2.1）（表21.2.1）

（22.4.4）

（22.4.5）

（22.4.6）

（22.5.3）

（22.5.6）

（23.1.3）

（23.2.2）

（23.2.3）

（23.2.3）

（23.4.2）

A種

A種

A種

B種

B種

B種

2種b

30

100 110

1.0G 0.6G

3000 5000

0

12

20

28

36

0.6

0.8

(db/500Hz)

R

7.0

35

HL

EP-G SOP

35

45

400℃ 650℃

80 1003525

VP VU

25

・

（ 21.2.1）

（ 21.2.1）

（22.8.2～ 3）

34

・

材料種別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・※

・

・

・
・

行う

行う

行う

・

・

・

行わない

行わない

行わない

・

・

※

・ ・ 行わない

舗
装
工
事

（22.2.2～ 3）

（22.2.5）

（ 22.3.3）

（ 22.3.5）

D種C種B種A種

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

2

1

4

3

2

1

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

14

15

13 3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8 その他

植替え

枯損樹木などの

樹木札

芝

土壌改良材

植込み用土

植栽基盤の整備

植栽地の確認等

区画線等

車止め

ブロック系舗装

コンクリート舗装

カーテン

カーテンレール

カーテンボックス

コーナービート

保護金物）

天井見切縁

壁紙張り

断熱材

フリーアクセス

フロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

視覚障害者用

床タイル

階段滑り止め

床目地棒

手すり

ホワイトボード

煙突ライニング

ブラインド

ロールスクリーン

ポリエステル

ガラス繊維 電動式

プルコード式

チェーン式

開閉方式

スラットの幅

形式

ギヤ式

横型ブラインド

コード式 操作棒式 2本操作コード方式

縦型ブラインド

こて押えキャスタブル耐火材　　　工法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

煙突用成形ライニング材　適用安全使用温度

ほうろう白板 直付け 平面

曲面 受け付き

2段手すり

1段手すり

（　　）

クリアラッカー

ステンレスパイプ

鋼製パイプ

ビニル製ハンドレール

タモ

黄銅製　 6× 12ステンレス製　6×12

ステンレス製　□型（ 40程度　ア 1.5）

ビニルタイヤ入り

ステンレス製 (SUS304) 接着工法

（　　　）（　　　）

ブロックパターンはJIS T 9251による

床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる。

レジンコンクリート製

磁器質タイル

レジンコンクリート製

磁器質タイル

塩化ビニル製

屋外

屋内

せっ器質タイル

コンクリート製

せっ器質タイル

コンクリート製

300角

表面材と同等

ステンレス製

アルミニウム製標準※ 幅木タイプメラミン樹脂系化粧板

ポリエステル樹脂系化粧板

部分電動式

電動式

手動式 プッシュ式

ハンドル式

60程度

100程度

鋼板 焼付塗装

壁紙張り 36以上

36未満

あり（※図示による）

なし

パネル内に取り付ける建具

(　　 )

メラミン樹脂焼付

又はアクリル樹脂焼付

壁紙張り

表面仕上げ材

スタッドパネル式

パネル式

スタッド式(露出)

スタッド式(内蔵) アルミ

スチール

木質系

スチール系

ガラス系

アルミニウム

合金系

60以上

30以上

（　　　）

（　　　）

ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能

(吸い込み )ﾊﾟﾈﾙ

空調用吹き出し

あり（形式、施工箇所：図示による）

適用しない 適用する（適用室：　　　）

図示による

パネル1枚につき、 40mm× 80mm程度の開口1箇所以上

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

20～ 30％

配線取り出し開口

寸法(mm)

高さ(mm)

耐震性能

所定荷重(N)

表面仕上げ材

床パネルの材質

構造材の材質

配線用取り出し

パネル

アルミニウム製 鋼製（仕上げ：　　　）

アルミ合金ダイカスト製、スチール製又は複合材等

タイルカーペット 帯電防止床ﾀｲﾙ

450角以上600角以下

パネル構法 溝構法

（床版から仕上材天端までの寸法）

A種1

B種 1

図示による

断熱材現場発泡工法

フェノール保温材 (3種 2号を除く )

A種硬質ウレタンフォーム保温材

押出法ポリスチレンフォーム保温材（スキンなし）

ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

3種 b(接地部分 )

25

断熱材打込み工法

コンクリート及び ALC面

せっこうボード面

モルタル及びプラスター面

素地ごしらえの種別

商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

路盤

路床

埋戻し土

再生クラッシャラン　 RC-40

砕石　 C-40

路盤の材料

クラッシャラン鉄鋼スラグ　 CS-40

試験 路床締固め度の試験 行う

路床締固め度の試験

路床度の支持力比（CBR）試験

砂の粒度試験試験

フィルター層

凍上抑制層

遮断層

盛土

川砂、海砂又は良質な山砂（75μ mふるい通過量10％以下）

再生クラッシャラン クラッシャラン

川砂、海砂又は良質な山砂（75μ mふるい通過量10％以下）

川砂、海砂又は良質な山砂（75μ mふるい通過量10％以下）

建設汚泥から再生した処理土

路床の材料

ステンレス製

ホールふた

鋼製 受枠

付き、

ボルト

固定

溝ふた

(横断用)

溝ふた

(側溝用)

枡ふた

U字溝用 T-25用

T-14用

T-6用

T-2用

歩行用 細め

（　　　）

普通目

細め

（　　　） 凹凸形

（　　　）

平形

上記以外の品質等は（公社）空気調和衛生工学会 SHASE-S209による。

表面には用途別の標準文字付きとする。

中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン形）

RS-VU

密閉形（テーパ・パッキン形）

簡易密閉形（パッキン形）

水封形

T-20用

T-6用

T-2用

排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

遠心力鉄筋コンクリート管

硬質ポリ塩化ビニル管（

材種

RS-VU）

差込式 据置式 壁張り式形状止水板

排水管

鋳鉄製ふた

グレーチング

敷地境界標

フェンス

旗竿受金物 材種 ステンレス製（ SUS304）

フェンスの種類 ビニル被覆エキスパンドフェンス

樹脂塗装メッシュフェンス

鋼管フェンス

アルミフェンス

花こう岩（文字記号入り）

コンクリートブロック製の市販品程度

金属製（真ちゅう製50角　アンカー共）

アルミニウム合金製 テーパー式

同一断面式

ロープ式

ハンドル式

埋込式

ベース式

バンド式

塩化ビニル製またはゴム製　（縁金物　：　ステンレス製）

硬質アルミニウム製　（縁金物　：　硬質アルミニウム製）

ステンレス製ノンスリップ型　（縁金物　：　ステンレス製）材種

既製品ステンレス製一般型 （　　　　　　　　　）

優良住宅部品（セクショナルキッチン）

テーブルトップはステンレス製、バックガード（

優良住宅部品（セクショナルキッチン）既製品

既製品

既製品 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

上板及びシンク底部はステンレス製、単槽シンク、トラップ付

有り 無し）

鋼製 焼付塗装 W300× H900程度 有り 絵・文字表示

既製品（埋込みタイプ）

ミディアムデンシティファイバーボード（MDF）及びパーティクルボード

ホルムアルデヒド放出量 F☆☆☆☆ （　　　　　　　　　　）

合板類

アルミニウム製目地

ステンレス鋼製目地

アルミニウム製 450角

600角

450角

600角

一般形 鍵付き

仕上表による施工箇所

材質

材質 アルミニウム押出形材差込型

シルバー 焼付

コーナー保護金物付きジョイントテープ

アルミニウム押出形材

塩化ビニル製

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アルミニウム製既製品（ シルバー 着色）

ステンレス製

アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成形材(アルマイト仕上げ)

ダブル

シングル 片引き

引分け

手引き

ひも引き

電動

フランスひだ

箱ひだ、つまひだ

プレーンひだ、片ひだ

アスファルト舗装

密粒度アスファルト混合物（13）

粗粒度アスファルト混合物（20）

密粒度アスファルト混合物（13F）

細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

アスファルト混合物等の抽出試験

シールコートの施工

加熱アスファルト混合物の種類

行う

行う

使用しない

使用しない 使用する

使用する早強セメント

溶接金網

試験 コンクリート版の厚さの試験

寒冷地

コンクリート平板舗装

インターロッキングブロック舗装

行わない行う

全面接着アンカー併用固定（掘り込み 30mm埋め込み65mm以上）

車止め用ポリカーボネート　W150× L500× H50　小型反射板付き

トラフィックペイント JIS規格品

加熱型（ア1.0程度）溶融型（ア 1.5）

150区画線幅

身障者専用駐車スペース表示(1300角）

駐車スペースナンバー表示 (350角 )

土壌の水素イオン濃度 (pH)試験

水溶性塩類 (EC)の試験

行わない

行わない

土壌改良材 適用する 適用しない

建設発生土の良質土 客土

適用する（施工範囲 図示による）

コウライ芝 ノシバ種類

図示による

引渡し日から1年

（　　　　　）

旗竿

くつふきマット

水切棚

吊戸棚

コンロ台

ステンレス流し台

消火器ボックス

収納・収納家具

点検口

（壁ボード出隅

建築工事特記仕様書(７)

施工箇所

マーキングペン

備考形状種類

備考形状材種

30・

（　　　　　　　　）
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※

※

ガス漏れ検知器

湯沸室のフード

換気扇の取付枠

・

・・

システム天井

※

※

※

※

※

※ ・

・

※ ・

・

・

・
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※
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条
件

・・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・
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・
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・

施
工
条
件

電　気　錠

※

※

※

※

・

・

・

・

・ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

・※

※

※

電気配管配線

※

※

※

※

・

・

※

※
屋外排水管

空調用

自家発用
防　油　堤

流　し　台

外部取付ガラリ

点　検　口

・・

※

※

※

※※

※

※

※

※

※

※

開　口　部

・・

・

※ ※

※

・

※

※

※

※

※

※

※

工事

電気設備 機械設備

工事
その他建築工事

屋内

屋外

屋上

機　械　関　係

機器の基礎

電　気　関　係

配電盤・制御盤の基礎

工　　事　　内　　容

調達地域等規格資材名東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
お
け
る
積
算
方
法
等

（　　　　　　　　）

高速液体 ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

測　定　方　法採　取　方　法

・

・

・・・・・

※※

※

※

※

※

測　定　方　法

・

・

・

・・・・・

・ ・

そ
の
他

VOCの種別

VOCの種別

1

2

1

2

1

2

揮発性有機

化合物の室内

濃度の測定

1）対象揮発性

 　有機化合物(VOC)

2）測定室

3）測定方法

下記の室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下

ホルムアルデヒド

トルエン

アセトアルデヒド

県産材・地域材の

活用

1）木工事

2）木造工事

3）石工事

4）その他

 　（　　）工事

資材調達

労働者確保

　　する。

　　措置を行う場合がある。

（ 6）受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の

　　る。

　 　 な お 、 全 て の 証 明 書 類 の 提 出 が な い 場 合 で あ っ て も 、 提 出 さ れ た 証 明 書 類 を も っ て 設 計 変 更 を 行 う も の と す

　　に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。

　 　 費 に つ い て 実 際 に 支 払 っ た 額 の う ち 、 証 明 書 類 に お い て 確 認 さ れ た 費 用 か ら 、 建 築 関 係 工 事 標 準 積 算 基 準

（ 5） 発 注 者 は 、 実 績 変 更 対 象 間 接 費 の 支 出 実 績 を 踏 ま え て 設 計 変 更 す る 場 合 、 受 注 者 が 実 績 変 更 対 象 工 事

　　更の対象としない。

（ 4） 受 注 者 の 責 め に よ る 工 事 工 程 の 遅 れ 等 受 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ る 増 加 費 用 に つ い て は 、 設 計 変

　　など。）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

　 　 い て 実 際 に 支 払 っ た 全 て の 証 明 書 類 （ 領 収 書 、 領 収 書 の 出 な い も の は 金 額 の 適 切 性 を 証 明 す る 金 額 計 算 書

　 　 費 に 係 る 費 用 の 内 訳 を 記 載 し た 「 労 働 者 確 保 に 係 る 実 績 報 告 書 （ 様 式 1） 」 及 び 実 績 変 更 対 象 間 接 費 に つ

（ 3） 受 注 者 は 、 実 績 変 更 対 象 間 接 費 の 支 出 実 績 を 踏 ま え て 設 計 変 更 を 希 望 す る 場 合 は 、  実 績 変 更 対 象 間 接

1）共通仮設費に占める、実績変更対象間接費（営繕費）：設計書に積上げ計上された金額

　　績変更対象間接費について、その金額または率に占める割合は次のとおりである。

（ 2） 本 工 事 の 予 定 価 格 の 算 出 の 基 礎 と し た 設 計 額 （ 建 築 関 係 工 事 積 算 基 準 に 基 づ き 算 出 し た 額 ） に お け る 実

　　　　　　費用・純工事費に含まれない作業用具及び作業被服等の費用・安全、衛生に要する費用及び

　　　　　　研修訓練等に要する費用・労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担する費用

労務管理費：募集及び解散に要する費用・賃金以外の食事・通勤費等に要する費用・福利厚生等に要する

営繕費（共通仮設費における仮設建物費）：労働者送迎費・宿泊費・借上費

最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に関する積算方法の試行工事」である。

困 難になっ た場合は 、事前に 監督員と 協議を行 い、協 議に結果 により実 績変更対 象間接費 の支出実 績を踏 まえて

る 方 策 に 変 更 が 生 じ 、 建 築 関 係 工 事 積 算 基 準 （ 福 島 県 土 木 部 ） に 基 づ く 金 額 相 当 で は 適 正 な 工 事 の 実 施 が

管 理費」の 下記に示 す費用（ 以下「実 績変更対 象間接 費」とい う。）に ついて、 契約締結 後、労働 者確保 に要す

（ 1）本工事は元請業者が必要とする共通費における、「共通仮設費のうち仮設物費」及び「現場管理費のうち労務

変更の対象とする。

費 等に要し た費用に ついて、 証明書類 (実際の 取引伝票 等 )を監 督員に提 出するも のとし、 その費用 につい て設計

調 達地域等 以外から 調達せざ るを得な い場合は 、事前 に監督員 と協議す るものと する。ま た、購入 費用及 び輸送

　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を図るために、当該

使用部位（　　　　　　）

地域材を使用する部位及び材については下記による。

使用部位（　　　　　　） 材　（　　　　　　　）

材　（　　　　　　　）

県産材を使用部位及び材については下記による。（代用材は使用できない）

使用部位（　　　　　　）

樹種（　　　　　　　）

石材（　　　　　　　）

石材（　　　　　　　）使用部位（　　　　　　）

地域材を使用する部位及び石材については下記による。

県産材を使用部位及び石材については下記による。（代用石材は使用できない）

使用部位（　　　　　　）

地域材を使用する部位及び樹種については下記による。

使用部位（　　　　　　）

県産材を使用部位及び樹種については下記による。（代用樹種は使用できない）

樹種（　　　　　　　）

使用部位（　　　　　　）

地域材を使用する部位及び樹種については下記による。

樹種（　　　　　　　）

樹種（　　　　　　　）使用部位（　　　　　　）

県産材を使用部位及び樹種については下記による。（代用樹種は使用できない）

エチルベンゼン

スチレン

パラジクロロベンゼン

キシレン

トルエン

アセトアルデヒド

ホルムアルデヒド DNPH誘導体化固相吸着／溶媒抽出

固相吸着／溶媒抽出法

固相吸着／溶媒抽出法

固相吸着／加熱脱着法

容器採取法

厚生労働省の標準的測定方法による。

ホルムアルデヒド

トルエン

エチルベンゼン

キシレン スチレン

検知紙法 検知管法 定電位電解法

ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取

吸光光度法

簡易測定法による。

（                                                                 ）

管理室・休憩室：各1個所（                                                                 ）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取

エチルベンゼンスチレンパラジクロロベンゼンキシレン

であることを確認し、監督員に報告する。

工程関係

施工時期

施工時間

施工方法

別途工事との工程調整が必要有り

調整項目 資材等の流用

施工順序の調整

仮設及び工事用道路等の調整

図示による

建設機械等の調整

その他（　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　））図示による

制限する工種名

制限無し

制限有り

施工時間　（

施工時期　（ 土日祝日のみ

　　　時～　　　時まで

施工方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　また、空欄を適用する場合には○を記入し、※を  ・  に変えること。」

別表 -1　設備工事との工事区分表

自家発電機の基礎（アンカーボルトを除く）

テレビアンテナ基礎（　　〃　　　）

避雷針の基礎（　　　〃　　　）

屋内設備（架台、アンカーボルトを除く）

屋上設備　（　　　　〃　　　　）

屋外設備　（　　　　〃　　　　）

架台、　アンカーボルト

特記した基礎

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの（ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く）

補強を要するもの

補強を要しないもの

　天井ボード類の切込

軽量鉄骨下地、壁、

梁、床、壁

　貫通部型枠

　貫通スリーブ

梁、床、壁

　端子盤等の仮枠

埋込形分電盤、

上記開口部の補強

上記開口部の墨出し

スリーブの穴埋め　（型枠の穴埋めを含む）

フリーアクセスフロア用配線器具

床、壁、天井

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

排水トラップ共

オイルサービスタンクの防油堤

タンク基礎

雨水

床下水槽のマンホールふた

汚水、雑排水

雨水立管　（たてどい）

トイレ手すり

化粧鏡（衛生器具まわり）

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

ガスボンベ転倒防止用の鎖

自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と

　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

電極棒

配線ピット及びふた

機器などへの接続（1次側）

機器付属の制御盤以降の2次側の配線配管（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

天井吊り形FCU、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチの埋込ボックスと、その渡り配管（接地共）

天井吊り形FCU、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチと、その渡り配線

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の 2次側の配管配線

電気錠及び通電金具

TENキー及び制御盤

エレベーター出入口三方枠　（金属製）

エレベーター出入口三方枠　（石製）

シャワーユニット

バスユニット

洗濯機パン

ボード・Tバー

照明ライン設備プレート

空調ライン設備プレート

消火器ボックス

自動制御設備関連のインバーター装置及び盤

自動制御設備関連のインバーター装置（別途、盤に組込む）

2）現場管理費に占める、実績変更対象間接費（労務管理費）の割合：％

建築工事特記仕様書(８)

育苗施設建築工事

別表-1の記入上の注意：「※を基本とし、他の発注工種が適用する場合には ・ を○に変え、※を ・ に変えること。

（ 7）受注者は、実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものと

調整無し

Ａ－１０
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   /　   /

   /　   /
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・※

・

・

※

※

・

3

4

5

6

7

工事用地

協議が必要な機関名　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記以外は図示等による。

(1)工事車両の駐車場　（

(2)資材置き場　　　　（

構内

構内

（　　　　　　　　））

（　　　　　　　　））

協議完了見込み時期　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

(3)建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所　（ （　　　　　　　　））構内

仮設ヤード 有り（ 図示による （　　　　　　　　））

施工方法の制限無し

施工方法の制限有り

施工方法等

騒音 振動 その他（　　　　　　　）排出ガス粉じん水質

指定工法名（　　　　　　　　　　　　　　） 別途協議による 図示による

事業損失防止に関する調査

騒音測定 振動測定 水質調査 近隣家屋の事前・事後調査 地盤沈下測定

その他（　　　　　　　　　　　　）

調査箇所

図示による 別途協議

調査時期

図示による （　　　　　　　　　　　　　　　　）

近接公共施設等に対する制限

近接公共施設名等　（ 鉄道 電気

安全対策

その他

公害対策

敷地内は禁煙とし、喫煙場所は別途協議による。

当該工事現場を使用した技術研修会の開催に関する依頼を受けた場合はこれに協力するものとする。

制限を受ける工種　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　））電話水道ガス

無し

他機関との協議

工事を施工しない日

工事を施工しない時間帯

・有（・　　年　　月　　日　　　　・別紙のとおり　　）

・無

・有（・　　：　　～　　：　　　　・別紙のとおり　　）

・無
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管理建築士　一級建築士　（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

図面ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日

福島県建築･設備工事(快適トイレ）

現
場
環
境
改
善（

快
適
ト
イ
レ
の
設
置）

①

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（ 10）

（ 11）

（ 12）

（ 13）

（ 14）

（ 15）

（ 16）

（ 17）

②

③

1

2

3

1

2

1

2

3 協議

施工計画書

内容

設置に要する費用

内容 受注者は、現場環境改善の一環として、工事場所毎に設置するトイレのうち男女別に１基ずつ以下の(1)～ (11)

の仕様をすべて満たす快適トイレを設置することとする。ただし、快適トイレの設置が困難な場合は監督員と

協議する。

(12)～ (17)の仕様については、満たしていればより快適に出来ると思われる項目であり、必須ではない。

【快適トイレに求める標準仕様(全項目必須)】

洋式便座

水洗機能（簡易水洗、し尿処理装置付き含む）

臭い逆流防止機能（フラッパー機能）

（必要に応じて消臭剤等活用し臭い対策を取ること）

容易に開かない施錠機能（二重ロック等）

(二重ロックの備えがなくても容易に開かないことを製造者が説明できるもの）

照明設備（電源がなくても良いもの）

衣類掛け等のフック付、又は、荷物置き場設備機能（耐荷重５ｋｇ以上）

【快適トイレとして活用するために備える付属品(全項目必須)】

現場に男女がいる場合に男女別の明確な表示

入口の目隠しの設置（男女別トイレ間も含め入口が直接見えないような配置等）

サニタリーボックス（女性専用トイレに必ず設置）

鏡付きの洗面台

便座除菌クリーナー等の衛生用品

【推奨する仕様、付属品（任意）】

室内寸法900mm× 900mm以上（面積 A=0.81m2以上ではない。幅・奥行き各 900mm以上）

擬音装置（機能を含む）

着替え台

臭気対策機能の多重化

窓などの室内温度の調整が可能な設備

小物置き場等（トイレットペーパー予備置き場等）

受注者は、快適トイレの設置にあたっては、①の内容を満たす参考見積書（標準仕様、付属品の内訳

を明示したもの）を添付し、規格・基数等の詳細について監督員と協議の上決定し、快適トイレ仕様

チェックシート及び資料等（カタログなど）を施工計画書提出に合わせ提出する。

現場事務所等の屋内に設けるトイレには適用しない。

快適トイレに要する費用については、当初契約時は計上していない。

月額の支出実態がわかる資料により、監督員と協議の上、51,000円 /基・月を上限とし、設計変更の対象とする。

ただし、運搬費・設置費等は対象外とし、従来品相当額（10,000円 /基・月）は差し引くものとする。

なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ合計２基までとする。

本工事は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、下記対策に要した費用について、

実績変更の対象とする。

（１）共通費

（２）現場管理費

１）労働者宿舎における密集を避けるための近隣宿泊施設の宿泊費・交通費

２）現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料

３）その他感染拡大防止のために必要と認められる対策に係る費用

１）現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入・リース費用

２）現場に配備する消毒液、赤外線体温計等の購入・リース費用

３）遠隔臨場やテレビ会議等のための機器リース費・通信費

４）その他感染拡大防止のために必要と認めらる対策に係る費用

受注者は、上記１の対策を実施する場合は、施工計画書に記載すること。

また、上記１の対策に要した費用について、実績変更を希望する場合は、その旨を実績額の提出に先

立ち、協議打合せ簿により監督員と協議すること。

受注者は、上記１の対策に要した費用について「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策費用

実績報告書（様式 -1）」及び実際に支払った全ての証明書類（領収書（原本）、領収書の出ないも

のは金額の適切性を証明する金額計算書など）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議する

ものとする。

　なお、様式１の記載にあたっては以下の事項に留意すること。

（１）現場事務所の拡張費用・借地料については、平時における現場事務所設置費用との差額を記載する

（２）労働者宿舎の拡張費用・借地料について「東日本大震災の復旧・復興事業等における労働者宿舎設置

（快適トイレ）

育苗施設建築工事

建築・設備工事

特記仕様書

Ａ－１１

（１）

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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く
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単
価
の
補
正

受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等

の措置を行う場合がある。

44 虚偽の申告

   ものとし、平時における現場事務所設置に要する費用の見積書を添付すること。

    に関する試行要領」に基づき労働者宿舎を設置している場合は、拡張に係る費用のみを計上するもの

    とする。労働者宿舎の設置を予定している場合は、感染拡大防止対策を考慮した宿舎設置費用に

    ついて試行要領に基づき間接費の変更を行うものとし、感染拡大防止対策に係る費用としての計上は

    行わない。

1 内 容

2

1

2

3

本工事は、新型コロナウイルス感染症の影響下であることを踏まえ、賃金の押し下げをできる限り取り除くために

市場単価及び補正市場単価の補正をする。

・鉄筋　　　　・型枠　　　　・防水

令和3年度の公共工事設計労務単価における特別措置を踏まえた建築関係工事に適用する市場単価の運用

について

補正する工種

3

工 種

基 準

2022年03月23日
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符号 底辺 高さ 倍面積

１

２ ３

４

５

６

８

７

９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

倍面積計　

１／２　

敷地面積　

11.910  

38.990  

42.540  

54.870  

31.980  

100.020  

116.560  

106.420  

153.820  

127.080  

67.740  

190.510  

35.640  

77.800  

62.100  

99.310  

124.170  

190.510  

150.750  

66.330  20.620  

3.740  

49.010  

4.770  

8.990  

9.220  

5.400  

6.390  

10.930  

18.400  

8.080  

4.230  

43.770  

60.070  

6.590  

25.150  

24.750  

10.290  

11.690  

0.160  1.905600  

455.793100  

437.736600  

1,358.032500  

804.297000  

659.131800  

7,001.759200  

4,658.003400  

650.658600  

1,026.806400  

1,246.416000  

2,082.274300  

227.739600  

420.120000  

572.562000  

892.796900  

592.290900  

9,336.895100  

563.805000  

1,367.724600  

敷地面積計算表

敷地面積計算表

育苗施設建築工事

製作年月日

20

34,356.748600　

17,178.374300　

17,178.37　㎡  

Ａ－１３
S：1／500

(Ａ3：1／1,000)

敷地求積図　　　S：1／500
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配置図 製作年月日
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注意事項

①キュービクル（受変電設備）設置

※４方向離隔距離：1,000

ネットフェンス設置

建屋外壁面からの離隔距離＝1,000以上確保

主要用途：水稲育苗施設

構　　造：鉄骨造

階　　数：平屋建て

設計GL±0(標高30.950m)＝BM2(標高32.443m)‐1.493m

申請建屋周囲=設計GL±0（水平確保）

②灯油タンク

ガケと申請建築物の位置関係（ガケからの離れ）
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5
.
4
m

幅
員

5
.
4
m

整 地

敷地内通路：幅員 5.0m

敷地内通路：幅員 5.0m

敷地内通路：幅員4.0m

整地

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

GL-5,700
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4
0
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・

3
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G L-920

配　置　図　　　S：1／500
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GL-10,200
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側溝

道路中心線

側溝

緑地帯

隣地境界線

隣 地 境 界 線

隣地境界線

町道：鹿畑関山線

道路境界線

7
,
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0
0GL-10,390

道
路

幅
員

道
路

境
界

線

キュービクル (外周フェンス)

既存防火水槽
（撤去）

町道：高橋七社宮線
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線

道
路

幅
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,
5
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3
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,
7
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1
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,
9
2
0

3
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,
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0
0

ビ
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ル

ハ
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ス

ビ
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ー
ル

ハ
ウ

ス

ビニールハウス
ビニールハウス

ビニールハウス
ビニールハウス

申請建築物概要

地盤高設定

ガケ下から申請建築物までの距離：74.700m

ガケ高：11.380－0.920＝10.460m

74.700m ＞ 20.920m ＝ 10.460m×2

雑木

雑木

町 道 ： 鹿 畑 線

道
路
幅

員

※　町道鹿畑線は建築基準法上の道路ではない。
　　令和４年１月31日　浪江町役場建設課管理係　確認。

GL+1,570

GL+3,500

GL+3,600

GL+3,550

GL+2,600
GL+1,430

GL-50

GL-770

GL-750

GL-750

GL-1,500

GL-1,550

GL-9,600
GL-10,010

GL-600

GL-760

硬化ハウス

硬化ハウス

硬化ハウス

硬化ハウス
硬化ハウス

硬化ハウス

延べ床面積：898.26㎡

GL-11,080

GL-10,650

GL-8,050

GL-3,250

GL-1,350

GL-100

GL-1,200

S：1／500
Ａ－１４
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

製作年月日
S：1／300

(Ａ3：1／600)
敷地縦横断面図

育苗施設建築工事

Ａ－１５

6
,
0
0
0

Ｘ12

設計GL‐ 920 設計 GL‐ 236設計 GL‐ 700 設計 GL＋ 2,630

設計 GL(建物周囲地盤面) 設計GL(建物周囲地盤面)

設計GL‐ 640

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

 最高の高さ

設計GL‐ 770

道
路

中
心

線

道
路

境
界

線

設計 GL‐ 10,180

50,000 69,940 7,700

3,850 3,850

設計 GL‐ 11,080

4
9
ﾟ

9
0
0

9
,
2
6
0

2
3
6

6
8
4

1
1
,
0
8
0

町道

鹿畑関山線

町道

高橋七社宮線

 設計ＧＬ

設計ＧＬ(建物周囲地盤面)

設計ＧＬ(建物周囲地盤面 )

2
,
6
3
0

設計 GL‐ 360

Ｘ1

55,150

18,290 2,520 34,340

2
7
.
5
ﾟ

7,600

765 1,010

19,590

17,815

雑木

 設計ＧＬ 設計ＧＬ 

Ａ－Ａ　断面図　　　S：1／300

申請建築物(育苗施設)

申請建築物(育苗施設)

15,050 17,600 73,000

2,000
520

5,6456,885

6
4
0

6
,
0
0
0

 最高の高さ

 設計ＧＬ 7
7
0

設 計ＧＬ  

Ｂ－Ｂ　断面図　　　S：1／300

Ｙ1 Ｙ4

道
路

境
界

線

道
路
斜
線
制
限 1.5

1

2022年3月23日
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 ,000

1
,
0
0
0

１

２

5,300

1,000

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

3
,
6
0
0

1
4
,
0
0
0

4 0,230

50,000

庇

庇

庇

庇庇

符号 計　算 面　積
(㎡)

１

２

３

４

５

　建物内部床面積

　建築基準法床面積

　建築基準法建築面積

１

１

２＋

～

50.000 × 14.000

40.230 × 3.600

5.300 × 1.000

700.000000　

144.828000　

5.300000　

1,350

1,510
5,025 9,770

1
7
,
6
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0
1
,
8
0
0

1
4
,
0
0
0

3
,
6
0
0

 通路：非居室

 ボイラー室：非居室

 便所：非居室

 便所：非居室

機械室(出芽室)

備　考

室面積

室　名

採光必要開口面積

採光有効開口面積

換気有効開口面積

換気必要開口面積

排煙必要開口面積

排煙有効開口面積

24,770

　50.000×14.000＋24.770×3.600

7,575

　7.575×3.600

　789.17×(1／20)

　789.17×(1／20)

　27.27×(1／50)

　27.27×(1／20)

　27.27×(1／20)

2
,
7
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0
4
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

1 ,700 800

排
煙

有
効

：
1
0
0

排
煙

有
効

：
4
0
0

AD－1：１ヶ所

F
L
＋

1
,
2
5
0 1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

6
0
0

1,700 8001,700

820
60

820

＝ 39.46 ㎡

＝  1.36 ㎡

　0.800×2.000＋1.700×1.200×(1／2)×2

　0.800×0.100＋1.700×0.400×(1／2)×2

開き角度：60°

＝ 39.46 ㎡

OK

OK

＝  1.36 ㎡

＝  5.68 ㎡

＝  3.64 ㎡

＝  0.55 ㎡

＝  0.76 ㎡OK OK

OK

OK

１階床面積

必要開口面積

有効開口面積

＝844.82 ㎡

　844.82×(1／30) ＝ 28.14 ㎡

　0.800×2.000＋1.700×1.200×2

OK

S：1／200

(Ａ3：1／400)

面積計算図・表

法チェック表

　建築物面積計算図・表　 　S：1／200 　法チェック図・表　　　　 S：1／200

消防法無窓階の判定

　消防法無窓階の判定　

　建築物面積計算表　 　採光・換気・排煙の検討　

4
,
8
7
0

5 ,150

5,150

5.150 × 1.000 5.150000　

＝ 27.27 ㎡＝789.17 ㎡

 ＦＬ

1
,
0
0
0庇

5,150

1,000

庇

4
,
8
7
0

1 ,000

1
,
0
0
0

３ ４ ５

６

７

８

９

4.870 × 1.000 4.870000　

4.870 × 1.000 4.870000　

６

７

８

９

5.150 × 1.000 5.150000　

5.150000　5.150 × 1.000

17,800

17.800 × 1.000 17.800000　

4,000

AW－2：２ヶ所

1
,
0
0
0

庇
5,150

10

10 5.150 × 1.000 5.150000　

10

　844.82　㎡844.828000　

O
S
－

2
：

3
,
5
0
0

　0.800×2.000×3＋1.700×1.200×19 ＝ 43.56 ㎡

　※ 収容人数：10人

 　(AD－1、AD－2×2)　 (AW－1×17、AW－2×2)

5
,
2
0
0

2
,
6
0
0

排
煙

有
効

機械室(育苗生産ライン) 防煙区画Ｂ

防煙区画Ａ

50,000

区画Ａ

区画Ａ

区画Ｂ

区画Ｂ排煙有効開口面積

排煙有効開口面積

25,230

ＦＬ 

3,000

5
,
2
0
0

1
,
2
0
0

3
,
5
0
0

1
,
7
0
0

5
0
0

O
S
－

1
：

4
,
0
0
0

1
,
2
0
0

5
0
0

 ＦＬ

3
,
5
0
0

1
,
2
0
0

Ｙ
1
通

り
の

み
：

4
,
0
0
0

6
0
0

1 ,700

820
60

820

 平均天井高  平均天井高

防
煙

垂
壁

(
下

端
；

F
L
＋

3
,
5
0
0
)

 防煙垂壁(下端；FL＋ 3,500)

　24.770×17.600×(1／50)＝435.95×(1／50)

OK

AD－2(区画Ａ)：1ヶ所

OS－1(区画Ａ)：２ヶ所
OS－2(区画Ａ)：１ヶ所

OS－5(区画Ｂ)：１ヶ所

AW－4(区画Ａ)：10ヶ所

AW－1(区画Ａ)：13ヶ所

AW－1(区画Ｂ)：4ヶ所

＝  8.72 ㎡

＝ 13.84 ㎡

　25.230×14.000×(1／50)＝353.22×(1／50)

　0.820×0.600×2×10＋4.000×0.500×2

　0.820×0.600×2×6＋3.000×0.500

＝  7.07 ㎡

＝  7.40 ㎡

AW－4(区画Ｂ)：6ヶ所

　1.700×1.200×17＋0.820×0.600×2×16 ＝ 50.42 ㎡

OS－6(区画Ａ)：１ヶ所

(
S
S
－

6
：

3
,
5
0
0
)

S
S
－

5
：

4
,
0
0
0

　0.800×2.000＋1.700×1.200×(1／2)×17＋0.820×0.600×2×16
　＋4.000×4.000×2＋4.000×3.500＋3.000×3.500＋3.000×3.500 ＝103.18 ㎡

Ａ－１６

育苗施設建築工事

898.268000　 　898.26　㎡

2022年3月23日

事 務 室

事 務 室
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ6 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ10 Ｘ11

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

Ｙ4

50,000

40,230 9,770

3
,
6
0
0

1
7
,
6
0
0

1
4
,
0
0
0

3
,
6
0
0

2 4,770 7,575 2,860 5,025

Ｘ7

Ｎ

(Ａ3：1／200)

S：1／100

換気計画図　　　　S：1／100

1
4
,
0
0
0

凡　例

※　２４時間換気排気機の機種選定は換気回数０.５回／ｈ以上確保すること。

※　内外装に使用する材料は、全てゼロアスベスト材とする。

※　内外装に使用する材料は、全て JIS、又は、JAS 認定品の材料、又は、製品とする。

※　シックハウス対策、使用建築材料は天井裏・小屋裏等も含めて全て、規制対象外製品、又は、Ｆ☆☆☆☆製品とする。

　排気ファン（24時間）

　給気口（特記無 100φ）

　一般(局所)換気扇

　換気区画

床面積 天井高 室容積 換気回数

（㎡） （ｍ） （ｍ3） （ｍ3／ｈ） （ｎ）
区画 室　名

（ｍ3／ｈ）
換気種別

居室ごとの機械換気設備

機械室(出芽室)

給気口の換気量 排気機の換気量

Ｘ5

１

１

２

789.17　

27.27　

5.200　

2.700　

4,103.68　

73.63　

圧力損失計算による
平均天井高：　

排気機及び給気口

排気機及び給気口 圧力損失計算による

特　記

Ｘ12

通路

便所

便所

ボイラー室

育苗箱スペース

機械室 出芽室

原料(種子)置場

原土(フレコン)置場 原土(フレコン)置場

２

24H 換気計画図

24H

FD付

FD付ガラリ

ガラリ

ガラリ

(育苗生産ライン)

上
部

防
煙

垂
壁

(
下

端
：

F
L
＋

3
,
5
0
0
)

2 4H

85
1.1

Ａ－１７

※　防煙垂壁：両面ケイカル板 T＝6 AEP塗装、下地：LGS100、垂壁下端：FL＋3,500

FD付

 機械給気

機械排気

育苗施設建築工事

24H 24H

VD－15ZVE3－FP

VD－ 15ZVE3－ FP

EWF－30BSA×２台

EWF－ 30BSAEWF－ 30BSA

1,680×2
0.8

2022年3月23日

事 務 室

事 務 室
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

床 巾　木 天　井 備　考壁・腰壁 廻り縁 天井高さ室　名

便　所

ボイラー室

防火性能認定番号

不燃材通則適認定

１階

　下地：コンクリート金ごて押え

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　合金資材配合強靱床仕上材散布工法仕上

　下地：コンクリート金ごて押え

　土間下：ポリエチレンフィルム T＝0.15

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　土間下：ポリスチレンボード T＝30

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　土間下：ポリスチレンボード T＝30

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　土間下：ポリエチレンフィルム T＝0.15

撥水材塗布仕上

リート打放補修

下地：コンク　

外回り H＝350

内部 H＝150

塩ビ製ソフト巾木

H＝100

床材塩ビシート

T＝2.5 巻上げ

見切アルミ金物取付

H＝150

H＝100

リート打放補修
下地：コンク　

外回り H＝350
内部 H＝150

　外壁面：外壁下地表し(石膏ボード T＝12.5)

　内部間仕切：ケイカル板 T＝6 目透の上 AEP
　　胴縁 SOP塗装

　ボイラー室側間仕切壁：石膏ボード T＝12.5

　ビニールクロス貼り

　化粧ケイカル板 T＝5 目透貼(目地シーリング)

塩ビ製ソフト巾木

　ボイラー室側下地：耐水石膏ボード T＝12.5
　　＋石膏ボード T＝12.5

　化粧ケイカル板 T＝5 目透貼(目地シーリング)

　石膏ボード T＝12.5 二重張の上 AEP 塗装

　折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表

　　し、鉄骨小屋組等 SOP塗装

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

　折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表

　　し、鉄骨小屋組等 SOP塗装

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

2,700

2,400

4,810

(平均天井高)

機械室

　機械室　平均天井高：｛50.000×14.000×(5.600＋4.900)×(1／2)＋24.770×3.600×(4.900＋4.720)×(1／2)｝÷(50.000×14.000＋24.770×3.600)

　　　　　　　　　　　＝｛700.000×10.500×(1／2)＋89.172×9.620×(1／2)｝÷789.172

　　　　　　　　　　　＝ 5.200 m

2,400

(平均天井高)

5,200

　外部仕上表

　内部仕上表

仕上表

屋　根

軒　天

外　壁

外部巾木

建　具

軒　樋

堅　樋

庇

　ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工、軒先見切面戸、タイトフレーム

　ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工、水切：カラーガルバリウム法板 T＝0.5 曲加工、止水面戸、エプロン

既製品庇

　屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) ポリエステル系仕上げ塗膜

　角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4、下地 耐水石膏ボード T＝12.5＋透湿紡水シート、水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

　コーナー：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

撥水材塗布仕上

　撥水材塗布仕上 H＝500、下地：コンクリート打放補修

　窓・ドア：アルミ製(シルバー)、事務室兼休憩室：ペアガラス、外倒排煙窓：オペレータ開閉式

　軒樋：カラー塩ビ製200型 自在ドレン 樋吊金物：SUS ＠500、庇部軒樋：カラー塩ビ製150型 自在ドレン 樋吊金物：SUS ＠500

その他

共通事項 塗装特記

　・SOP：合成樹脂調合ペイント

　・AEP：合成樹脂エマルションペイント

　・EP ：エマルションペイント

　・合金骨材配合散布型耐久床仕上材は　ＡＢＣ商会

　・シックハウス防止対策に基づく製品とし、原則的

　　に全て規制対象外又は☆☆☆☆認定表示品とする。

　材料共通事項

　　・建築材料は全てゼロアスベスト材とし、建築基準法第37条に基づき、使用建築材料は、日本工業規格又

　　　は日本農林規格に適合するもの、又は国土交通大臣認定品を使用する。

　・長尺塩ビシート貼りは、エポキシ樹脂接着とする。

　断熱材

　・壁内及び天井裏：グラスウール24kg T＝100

　・床：ポリスチレンフォーム T＝30

　土間下：ポリスチレンフォーム T＝30
通　路

　カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166) 、軒先化粧フレーム、タイトフレーム

　アルミ製既製品 出900 取合水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

　鉄部：SOP(柱、梁、胴縁等)

　ブラインド(W－25型)、天井点検口

　壁内及び天井裏 グラスウール24kg(T＝100)

　壁内及び天井裏 グラスウール24kg(T＝100)

　鉄部：SOP(柱、梁、胴縁等)

　洋式便器(洗浄便座)、Ｌ型手摺、ペーパーホルダー

　ライニング(天板 ポストフォーム)、手洗器、鏡

　スチール製ドア、電動重量シャッター・軽量バランスシャッター・オーバースライダー：スチール製焼付仕上げ

　合金資材配合強靱床仕上材散布工法

　カッター目地切り仕上げ

　足洗場、安全ポール、庇部鉄骨見掛り部分は溶融亜鉛メッキ処理とする。

　　塗装、下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5

　　二重張の上 AEP 塗装、下地 LGS100

　下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5

　　下地 LGS100＋耐水石膏ボード T＝12.5

　下地 LGS100＋耐水石膏ボード T＝12.5
　下地 LGS19 型

　下地 LGS19 型

　下地 LGS19 型

　間仕切壁部分　下地 LGS100

　外壁面・柱型　下地 LGS50

　外壁面・柱型　下地 LGS50

　外壁面・柱型　下地 LGS50

　カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166) 、断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り、雪止アングル、軒先化粧フレーム

　樋 200型部分：カラーＶＰ管 100φ、樋 150型部分：カラーＶＰ管 75φ､SUS金物、下部：養生白ガス管(H＝1,500)亜鉛メッキ

　・石膏ボード T＝12.5：NM－8619　・断熱材 無機質高充填フォーム T＝4：NM-1196

　・ビニールクロス：基材同等準不燃材：QM－9214

　・ケイ酸カルシウム板 T＝6：NM－8578　・カラーケイ酸カルシウム板 T＝5：NM－4227 　・耐水石膏ボード T＝12.5：NM-9639

　・石膏ボード T＝9.5：QM-9828 　・化粧石膏ボード(ジプトーン) T＝9.5：QM-9824

　・折板葺き（Ⅱ型）カラー鋼板 T＝0.8：告示 H12－1400号

　床排水ピット、配管ピット、排水桝

　断熱パネル式発芽室

　床排水ピット

　・事務室兼休憩室、便所：開口部廻りウレタン現場発泡

　　フェロコンハードＳ同時塗付工法同等とする。

　ミニキッチン(L＝1,200、吊戸棚付)、ＩＨ

(育苗生産ライン)

　(育苗生産ライン)

　防煙垂壁(下端：FL＋3,500)、安全ポ－ル

Ａ－１８

育苗施設建築工事

　緑化棟との間の通路部分はコンクリート舗装(フォークリフト走行、配筋・仕上等は機械室に同じ)、緑化棟の機械棟側出入口に安全ポール設置。
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ
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230 5,000 2,345 1,350 1,510 2,295 2,500 230 2,270 2,500

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 155 1,195 1,305 205

Ｘ7

図　面　名　称

通路

便所

便所

ボイラー室

育苗箱スペース

機械室
出芽室

Ｎ

縮　尺平面図
(Ａ3：1／200)

S：1／100

平　面　図　　　　S：1／100
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緑化棟

 　機械室～緑化棟通路

 コンクリート叩き

 足洗場

安全ポール安全ポール

安全ポール安全ポール

安全ポール

安全ポール

安全ポール

安全ポール

安全ポール

安全ポール 安全ポール

安全ポール 安全ポール

安全ポール 安全ポール

安全ポール

堅樋

堅樋 堅樋

堅樋

堅樋 安全ポール 安全ポール排水ピット
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I H 防油堤

合併浄化槽

3,000

※ 機械室(育苗生産ライン)：水稲育苗施設

原料(種子)置場

※ 原料(種子)置場及び原土(プレコン)置場：作業時のみの置場

上
部

防
煙

垂
壁

(
下

端
：

F
L
＋

3
,
5
0
0
)

(育苗生産ライン)
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2,400 1,780
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育苗施設建築工事

緑化棟安全ポール

緑化棟安全ポール

緑化棟安全ポール

2022年3月23日

事 務 室



   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ10 Ｘ11Ｘ7

Ｘ1Ｘ2Ｘ3Ｘ4Ｘ5Ｘ6Ｘ8Ｘ9Ｘ10Ｘ11 Ｘ7

Ｙ1Ｙ1 Ｙ2 Ｙ3 Ｙ4Ｙ2Ｙ3Ｙ4

縮　尺

北 面 立 面 図　　S：1／100 南 面 立 面 図　　S：1／100

西 面 立 面 図　　S：1／100

東 面 立 面 図　　S：1／100

軒　天

外部巾木

軒　樋

堅　樋

庇

既製品庇

　屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) ポリエステル系仕上げ塗膜

　撥水材塗布仕上 H＝500、下地：コンクリート打放補修

　外部仕上表

符号 部位名称 仕　上

Ａ

外　壁

屋　根 　カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：

　166) 、断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り、雪止アン

　グル、化粧軒先フレーム、ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼

　板 T＝0.5 曲加工、軒先見切面戸、タイトフレーム

Ｂ

Ｃ

　鉄部SOP塗装仕上

　角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4、下地 耐水石膏ボード T

　＝12.5＋透湿紡水シート、水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝

　0.5 曲加工コーナー：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

Ｄ

Ｅ 　カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：

　166) 、雪止アングル、軒先化粧フレーム、タイトフレーム

　ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工、水切：

　カラーガルバリウム法板 T＝0.5 曲加工、止水面戸、エプロン

Ｆ 　アルミ製既製品 出900 取合水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝

　0.5 曲加工

Ｇ 　カラー塩ビ製200型 自在ドレン 樋吊金物：SUS ＠500

　庇部：カラー塩ビ製150型 自在ドレン 樋吊金物：SUS ＠500

　カラーＶＰ管 100φ、75φ､SUS金物

Ｈ 安全ポール

Ａ

Ａ

ＡＡ ＣＣ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

ＤＤ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｆ

ＦＦＦ

ＥＥＥ

ＥＥ

Ｅ

ＥＥ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

ＧＧ

Ｆ ＧＧ

Ｇ

ＧＨ

S：1／100

(Ａ3：1／200)

Ｘ12

Ｘ12

Ｅ

Ｅ

　堅樋下部：養生白ガス管(H＝1,500)亜鉛メッキ

ＨＨ

Ｈ

Ｈ Ｈ ＨＨ

　STK 114.3φ 焼付塗装仕上

Ａ－２０

育苗施設建築工事

立 面 図 2022年3月23日
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工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺
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(Ａ3：1／200)

S：1／100
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桁行方向断面図－１　　S：1／100

桁行方向断面図－２　　S：1／100

梁間方向断面図－２　　S：1／100梁間方向断面図－１　　S：1／100
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機械室平均天井高 
 水上鉄骨梁天端

 水上鉄骨梁天端

 ：最高の軒高

 水上鉄骨梁天端

 ：最高の軒高
 水上鉄骨梁天端

 ：最高の軒高 

 最高の高さ

 最高の高さ最高の高さ 

 水上鉄骨梁天端 

 水上鉄骨梁天端 

 水下鉄骨梁天端 

 水下鉄骨梁天端 

 水下鉄骨梁天端 

天井高 

結う路・便所天井高 
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担当者設計者管理建築士
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 屋根：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り

 軒先化粧フレーム

 軒先見切面戸

 タイトフレーム

 軒天：屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) ポリエステル系仕上げ塗膜

 軒先化粧フレーム

 軒先見切面戸

 タイトフレーム

 堅樋：カラーＶＰ管 100φ、SUS金物

 軒樋：カラー塩ビ製200型 自在ドレン

 窓：アルミ製(シルバー)引違窓

 　　事務室兼休憩室：ペアガラス

5
0
0

 最高の高さ

 ＦＬ

 設計ＧＬ  設計ＧＬ

 ＦＬ

 外部巾木：撥水材塗布仕上 H＝500

 下地：コンクリート打放補修

 　　　曲加工

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5

 外壁：角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4 張り

 下地：耐水石膏ボード T＝12.5＋透湿紡水シート

 水切：カラーガルバリウム法板 T＝0.5 曲加工

 エプロン

 止水面戸

 軒先化粧フレーム

 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8

 　　折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 　　　樋吊金物：SUS ＠500

 　　　樋吊金物：SUS ＠500

 堅樋：カラーＶＰ管 75φ、SUS金物

 軒樋：カラー塩ビ製150型

 庇軒天：屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) 

 　　　　ポリエステル系仕上げ塗膜

 手動式スチール製オーバースライダー、W＝4,000、H＝4,000

 化粧三方枠：PL－1.6 加工 焼付塗装仕上

 下地：コンクリート金ごて押え

 土間下：ポリエチレンフィルム T＝0.15

 天井：折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表し

 　　　鉄骨小屋組等 SOP塗装

 内部間仕切：ケイカル板 T＝6 目透の上 AEP塗装

 巾木：撥水材塗布仕上

 下地：コンクリート打放補修

見切縁：アルミ金物 

 床：長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

 下地：コンクリート金ごて押え

 巾木：塩ビ製ソフト巾木、H＝100

 土間下：ポリスチレンフォーム T＝30

 　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

 壁：ビニールクロス貼り

 天井裏断熱材：グラスウール24kg T＝100

 壁内断熱材：グラスウール24kg T＝100

 天井：化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

 天井廻縁：塩ビ製

 額縁：アルミ製

 水下鉄骨梁天端

 水上鉄骨梁天端：最高の軒高 水上鉄骨梁天端：最高の軒高

 雪止アングル：Ｌ－50×50×6 亜鉛メッキ品

矩計図－１

矩計図－１　　　　　S：1／30

機械室(出芽室)

 　　カッター目地切り仕上げ

 床：合金資材配合強靱床仕上材散布工法

 下地：LGS19 型

 下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5

 下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5

 外壁面下地：LGS50 型

1,570 2,030

 下部：養生白ガス管(H＝1,500)亜鉛メッキ

 下部：養生白ガス管(H＝1,500)亜鉛メッキ

 下枠(沓摺)：SUS Ｌ－50×50×4(段差：10)
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 砕石地業 T＝150

 安全ポール：STK 114.3φ、H＝1,500 焼付塗装仕上

ラップルコンクリート ラップルコンクリート ラップルコンクリート

 開口部廻りウレタン現場発泡
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺
S：1／30

(Ａ3：1／60)

Ｙ1 Ｙ3 Ｙ4

3,600

17,600

3,600 750750

6
,
0
0
0

5
,
7
0
0

3
0
0

4
,
8
2
0

8
8
0

1
5
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
5
0

100
5

 屋根：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り

 軒先化粧フレーム

 軒先見切面戸

 タイトフレーム

 軒先化粧フレーム

 軒先見切面戸

 タイトフレーム

 堅樋：カラーＶＰ管 100φ、SUS金物

 軒樋：カラー塩ビ製200型 自在ドレン

 窓：アルミ製(シルバー)引違窓

5
0
0

 最高の高さ

 ＦＬ

 設計ＧＬ  設計ＧＬ

 ＦＬ

 外部巾木：撥水材塗布仕上 H＝500

 下地：コンクリート打放補修

 　　　曲加工

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5

 外壁：角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4 張り

 下地：耐水石膏ボード T＝12.5＋透湿紡水シート

 　　　樋吊金物：SUS ＠500

 下地：コンクリート金ごて押え

 土間下：ポリエチレンフィルム T＝0.15

 天井：折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表し

 　　　鉄骨小屋組等 SOP塗装

 水下鉄骨梁天端

 水上鉄骨梁天端：最高の軒高 水上鉄骨梁天端：最高の軒高

 雪止アングル：Ｌ－50×50×6 亜鉛メッキ品

矩計図－２

矩計図－２　　　　　S：1／30

機械室(出芽室)機械室(出芽室)
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 屋根：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り

 窓：アルミ製(シルバー)２連外倒し窓

 外壁：角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4 張り

 下地：耐水石膏ボード T＝12.5＋透湿紡水シート

 窓：アルミ製(シルバー)引違窓

 窓：アルミ製(シルバー)２連外倒し窓

 軒天：屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) 

　　　 ポリエステル系仕上げ塗膜

 庇：アルミ製規格品

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

 外壁：角波カラーガルバリウム鋼板 T＝0.4 張り

 下地：耐水石膏ボード T＝12.5＋透湿紡水シート

 胴縁 SOP塗装

 壁：外壁下地表し(石膏ボード T＝12.5)

［－200×80×7.5×11

 アルミ製(シルバー)片開きドア

 ケラバ包み：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工

 下地：コンクリート金ごて押え

 土間下：ポリエチレンフィルム T＝0.15

 天井：折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表し

 　　　鉄骨小屋組等 SOP塗装

 　　カッター目地切り仕上げ  　　カッター目地切り仕上げ

 床：合金資材配合強靱床仕上材散布工法 床：合金資材配合強靱床仕上材散布工法

Ｙ4

1,570 2,030

 下部：養生白ガス管(H＝1,500)亜鉛メッキ
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 砕石地業 T＝150

ラップルコンクリート ラップルコンクリート ラップルコンクリート
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ
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 屋根：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 　　　断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り

 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 アルミ製既製品庇 出900  アルミ製既製品庇 出900

 アルミ製既製品庇 出900

 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166) 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 雪止アングル：Ｌ－50×50×6 亜鉛メッキ品
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屋根伏図

屋 根 伏 図 　　　S：1／100
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 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

2,500 5,000 2,500

17,800
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 庇：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.8 折版葺(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一
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 設計ＧＬ

 ＦＬ

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　土間下：ポリスチレンボード T＝30

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　ビニールクロス貼り

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

　ブラインド(W－25型)、天井点検口

　壁内及び天井裏 グラスウール24kg(T＝100)

　塩ビ製ソフト巾木　H＝100

床

巾木

壁

天井

備考

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　土間下：ポリスチレンボード T＝30

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

床

巾木

壁

天井

備考

　下地：コンクリート金ごて押え

　長尺塩ビシート T＝2.5 貼り(溶接)

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

　ブラインド(W－25型)、天井点検口

　壁内及び天井裏 グラスウール24kg(T＝100)

　塩ビ製ソフト巾木　H＝100

床

巾木

壁

天井

備考

通　路

便　所

　化粧ケイカル板 T＝5 目透貼(目地シーリング)

　ボイラー室側下地：耐水石膏ボード T＝12.5

　壁内及び天井裏 グラスウール24kg(T＝100)

　洋式便器(洗浄便座)、ペーパーホルダー

　　＋石膏ボード T＝12.5

　見切アルミ金物取付

　床材塩ビシート T＝2.5 巻上げ　H150

　土間下：ポリスチレンフォーム T＝30

　　　　　＋ポリエチレンフィルム T＝0.15

　化粧ケイカル板 T＝5 目透貼(目地シーリング)
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　下地 LGS19 型

　下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5

　外壁面下地 LGS50

　外壁面下地 LGS50

　外壁面下地 LGS50

育苗施設建築工事

平面詳細図　　S：1／50

(Ａ3：1／100)

　ミニキッチン(L＝1,200、吊戸棚付)

　ミニキッチン(L＝1,200)、ＩＨ
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号
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天 井 伏 図 　　　S：1／100

　化粧石膏ボード T＝9.5(ジプトーン)張り

CH：5,200(平均天井高)

CH：4,810
(平均天井高)

CH：2,700

 CH：2,400

 CH：2,400

符　号 仕　上

　折版裏高充填フォームプラスチック T＝4 表し

　鉄骨小屋組等 SOP塗装

　屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) 
　ポリエステル系仕上げ塗膜

　アルミ製既製品 出900

　軒樋：カラー塩ビ製200型

　庇部軒樋：カラー塩ビ製150型

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　庇部鉄骨見掛り部分は溶融亜鉛メッキ処理とする。
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天井伏図
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　下地 LSG19 型、事務室兼休憩室に天井点検口 600×600
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号
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担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

記号・数量

備 考

金 物

硝 子

位 置

形状・寸法

記号・数量

備 考

金 物

位 置

形状・寸法

記号・数量

備 考

金 物

位 置

形状・寸法
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800

2
,
0
0
0

8 00

2
,
0
0
0

2
,
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2
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1 ,200

　AW－5

1,700

1
,
1
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0

1
,
4
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１　

１　２　１　１　 ２　 １　

１　２　２　

　機械室、通路

　便所

額入親子ドア

額入親子ドア片開きフラッシュドア

材質・枠見込

材質・枠見込

材質・枠見込

額ガラス：網入型ガラス T＝6.8

枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

枠見込：100、扉見込：40

ドアチェック、スチール製三方枠 T＝1.6、SUS靴摺

額ガラス：網入型ガラス T＝6.8

枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

枠見込：100、扉見込：40

ドアチェック、スチール製三方枠 T＝1.6、SUS靴摺

レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン)、ガラリ

　ボイラー室(内部)

　ボイラー室　便所(内部)　通路(内部)

透明

アルミ製（シルバー）アルマイト処理 アルミ枠　建具（アルミフラッシュ品）

見込　建具:40

枠：シルバー、枠見込 70 枠：シルバー、枠見込 70

透明 FL4

アルミ製（シルバー）アルマイト処理

下部 アルミパネル、枠：シルバー、枠見込 70 下部 アルミパネル、枠：シルバー、枠見込 70

アルミ製（シルバー）アルマイト処理

透明 FL3＋A6＋FL4透明 FL3＋A6＋FL5 透明 FL4 型ガラス F4

網戸、レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン) 網戸、レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン) レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン) レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン) レバーハンドル付シリンダー表示錠(サムターン)

ドアチェック、SUS靴摺、アルミ額縁、付属金物一式ドアチェック、SUS靴摺、アルミ額縁、付属金物一式

アルミ製(シルバー)アルマイト処理 アルミ製(シルバー)アルマイト処理 アルミ製(シルバー)アルマイト処理 アルミ製(シルバー)アルマイト処理

室内用枠：シルバー、枠見込 70枠：シルバー、枠見込 70 枠：シルバー、枠見込 70 枠：シルバー、枠見込 70

透明 FL5

9
0
0

透明 FL3＋A6＋FL4透明 FL3＋A6＋FL5 透明 FL4 型板ガラス F4

付属金物一式付属金物一式

網戸、クレセント、アルミ額縁

半外付片開きドア 半外付片開きドア 半外付片開きドア 半外付片開きドア

半外付滑り出し窓半外付２連外倒し窓引違窓半外付引違窓半外付引違窓

網戸、カムラッチハンドル、カムラッチハンドル受

アーム、アルミ額縁、付属金物一式

網戸、ワイヤーロープ、ダンパー、開閉オペレーター

レバーハンドル付シリンダー錠(サムターン)

ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ 

ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ  ＦＬ  

アルミ製(シルバー)アルマイト処理

ドアチェック、SUS靴摺、アルミ額縁、付属金物一式ドアチェック、SUS靴摺、アルミ額縁、付属金物一式 ドアチェック、SUS靴摺、付属金物一式

　通路はアルミ額縁付

クレセント、アルミ両側額縁

ハンドルボックス、付属金物一式

建具表－１
S：1／50

(Ａ3：1／100)

1,700

ＦＬ  

1,700

ＦＬ  

5
0
0

4
0
5

5
0
0

4
0
5

　AG－1 １　２　半外付ガラリ

　ボイラー室　機械室

アルミ製（シルバー）アルマイト処理

枠：シルバー、枠見込 70

　枠：シルバー、枠見込 70

　アルミ製（シルバー）アルマイト処理

硝 子

硝 子

網戸、クレセント

付属金物一式

　付属金物一式 　付属金物一式

　網戸、方立

17　

　機械室　機械室

育苗施設建築工事

　防火設備

　防火設備
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Ａ－２８

　SG－1

　網戸、方立、額縁

　防火設備：FD付

枠：シルバー、枠見込 70

　枠見込 100

　スチール製可動ガラリ　焼付塗装

ガラリ(FD付)

2022年3月23日

事 務 室 　事務室～機械室(内部)

事 務 室 事務室(内部)
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

記号・数量

備 考

金 物

位 置

形状・寸法

記号・数量

備 考

金 物

位 置

形状・寸法

　OS－1 　SS－1 　SS－2 　SS－3

　SS－4 １　

１　１　

　機械室(出芽室) 　機械室(出芽室) 　機械室(出芽室) 　機械室(出芽室)

　機械室(出芽室)

4,000 4,000 4,0003,500

3,500

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

電動スチール製シャッター

材質・枠見込

材質・枠見込

スラット等

ＦＬ 

ＦＬ ＦＬ ＦＬ ＦＬ 

２　

S：1／50

(Ａ3：1／100)
建具表－２

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

スラット等 　スチール製 T＝0.5 焼付け塗装仕上

　ガイドレール、スチール三方枠、アングル、明り採り：FW6.8

　錠、フック棒、付属金物一式

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　自動エンジン、座板SUS、錠、押釦スイッチ、付属金物一式

　障害物検知装置

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　自動エンジン、座板SUS、錠、押釦スイッチ、付属金物一式

　障害物検知装置

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　自動エンジン、座板SUS、錠、押釦スイッチ、付属金物一式

　障害物検知装置

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　自動エンジン、座板SUS、錠、押釦スイッチ、付属金物一式

　障害物検知装置

4
,
0
0
0

3
,
5
0
0

ＦＬ  ＦＬ 

２　 電動スチール製シャッター

3,0003,000

　機械室(出芽室) 　機械室(出芽室)

　SS－5 　SS－6

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　スチール製 T＝1.6 焼付け塗装仕上 　スチール製 T＝1.6 焼付け塗装仕上 　スチール製 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　スチール製 T＝1.6 焼付け塗装仕上 　スチール製 T＝0.5 焼付け塗装仕上　スチール製 T＝0.5 焼付け塗装仕上

　座板SUS、錠、フック棒、付属金物一式 　座板SUS、錠、フック棒、付属金物一式

　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル 　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル 　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル

　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル 　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル 　シャッターケース、ガイドレール、スチール三方枠、アングル

　機械室(出芽室)

4,000

ＦＬ 

　枠：スチール製亜鉛メッキ鋼板 T＝1.6 焼付け塗装仕上

　スチール製 T＝0.5 焼付け塗装仕上

　ガイドレール、スチール三方枠、アングル、明り採り：FW6.8

　錠、フック棒、付属金物一式

１　　OS－2

3
,
5
0
0

育苗施設建築工事

手動式(チェーン)スチール製オーバースライダー 手動式(チェーン)スチール製オーバースライダー

　チェーン下端：FL＋800～1,200 　チェーン下端：FL＋800～1,200

手動軽量スチール製バランスシャッター 手動軽量スチール製バランスシャッター

　手掛け金物位置：FL＋800～1,200 　手掛け金物位置：FL＋800～1,200

Ａ－２９

2022年3月28日
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 足洗場

育苗施設建築工事

排水ピット図

排水ピット平面図　　　S：1／100
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S：1／100
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蓋

蓋幅

耐荷重

計量ユニット 温湯消毒装置 種子乾燥機脱水機

ハトムネ催芽機

種籾自動供給装置

床土覆土自動供給装置

脱水機

播種プラント

育苗箱自動積重装置

出芽台車置場

パネル出芽室
育苗箱自動供給装置

育苗箱自動棚差装置
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 メッキ仕上

　450mm

 CHPL－6 溶融亜鉛メッキ仕上

　CHPL－6 溶融亜鉛メッキ仕上

 Ｌ－30×30×5 溶融亜鉛メッキ仕上

　2t

　500 蓋掛り FB溶融亜鉛メッキ仕上
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　　　　　溶融亜鉛メッキ仕上
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蓋

蓋幅

耐荷重

ピット幅

ピット深さ

200 200

土間スラブに定着

アンカー 

＠450 以内 

タテヨコ共 D13 ＠200(Ｗ) 

200 200150～ 200

2
0
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2
0
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 タテヨコ共 D13 ＠200(Ｗ) 
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ピット幅

ピット深さ

　150mm

　150mm ～ 200mm

　200mm

　302mm、H＝25

　T－2、受枠：Ｌ－31×60×6

　T－2、受枠：Ｌ－31×60×6

　252mm、H＝25

ニ

ニ

ニ

ニ

ホ

ホ

　150mm

　100mm ～ 175mm

　なし土間スラブに定着

土間スラブに定着土間スラブに定着
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 タテヨコ共 D13 ＠200(Ｗ) 
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土間スラブに定着 土間スラブに定着
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タテヨコ共 D13 ＠200(Ｗ) 
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ニ ホ

　300mm×300mm

　ノンスリップ細めグレーチング

　ノンスリップ細めグレーチング

　ノンスリップ細めグレーチング、H＝25

　300mm×300mm(市販品)

　接続ＶＰ管及び外部枡は機械設備工事

蓋 　ＰＣ(市販品)

耐荷重

泥溜め 　100mm

　T－14

S：1／10　 S：1／10　 S：1／10　
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

750

S：1／10(Ａ3：1／20)　

断熱材裏貼りなし　

 屋根：折版葺

 堅樋：カラーＶＰ管 100φ

 自在ドレン

 樋吊金物：SUS ＠500

 樋吊金具 SUS

 水抜：小口防錆処理

 軒先化粧フレーム

 軒樋：カラー塩ビ製200型

 タイトフレーム

ケミカル面戸 

 外壁：角波サイディング張り

 軒先見切面戸

　屋根　軒部(水下)詳細図 　屋根　軒部(水上)詳細図

80

 鉄骨柱面

750

断熱材裏貼りなし　

80

 鉄骨柱面

 軒先化粧フレーム  屋根：折版葺

 軒先見切面戸

 タイトフレーム

 外壁：角波サイディング張り

 軒天：屋根裏表し(屋根裏断熱材無し) ポリエステル系仕上げ塗膜

　※ 外部鋼板種類は、屋根・壁の仕上げ種類に準ずる事。 　※ 外部鋼板種類は、屋根・壁の仕上げ種類に準ずる事。

現
寸

1
0
0
以

上

 ケミカル面戸 

 タイトフレーム

 屋根：折版葺

 妻用フレーム ＠1,000

 Ｃ－100×50×20×3.2 ＠1,000

 ケラバ包み：カラーガルバリウム

 鋼板 T＝0.5 曲加工品

(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 外壁：角波サイディング張り

80

鉄骨柱面 

S：1／10(Ａ3：1／20)　

　※ 外部鋼板種類は、屋根・壁の仕上げ種類に準ずる事。

　屋根　ケラバ部分詳細図

80

 鉄骨柱面

50250以上

S：1／10(Ａ3：1／20)　　庇部　壁取合い部分詳細図

 屋根：折版葺

(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

 タイトフレーム 

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート 　　　＋透湿紡水シート

 下地：PB T＝12.5

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 軒天：屋根裏表し ポリエステル系仕上げ塗膜

 （シーリング充填）

 水上面戸

ケミカル面戸 

ケミカル面戸 

水切：カラーガルバリウム鋼板 

T＝0.5 曲加工品　　　　

エプロン 

　※ 外部鋼板種類は、屋根・壁の仕上げ種類に準ずる事。

　既製品庇　断面詳細図 S：1／10(Ａ3：1／20)　

900

［－200×80×7.5×11

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工品

 シーリング

 水切：カラーガルバリウム鋼板 T＝0.5 曲加工品

 アルミ規格品庇

80

3
0

鉄骨柱面 

1
0

8
0

 
鉄

骨
柱

面

30

開口幅

開
口

高
さ

開
口

高
さ

雨水侵入防止部品 

 ＡＢ：D10、L＝200 ＠600

 三方枠：PL－1.6 焼付け塗装仕上

 下地：Ｌ－30×30×3 ＠450

［－200×80×7.5×11

 開口補強：［－180×75×7×10.5

 開口補強

通り芯

オ－バ－スライダ－ 

Ｌ－30×30×3 

 三方枠：PL－1.6 焼付け塗装仕上

 下地：Ｌ－30×30×3 ＠450

 シーリング

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

20

 オ－バ－スライダ－

Ｌ－30×30×3 

 オ－バ－スライダ－

 雨水侵入防止部品

 下枠：SUS Ｌ－50×50×4

 三方枠：PL－1.6 焼付け塗装仕上

 下地：Ｌ－30×30×3 ＠450

　オ－バ－スライダ－ 三方枠廻り詳細図

80

3
0

開
口

高
さ

 シャッターケース：スチール焼付け塗装仕上

 外壁

外壁 

 シーリング

シーリング 

 開口補強：［－180×75×7×10.5

 三方枠：PL－1.6 焼付け塗装仕上

 下地：Ｌ－30×30×3 ＠450

 下枠：SUS Ｌ－50×50×4

30

開口幅

通り芯

8
0

 シーリング

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 電動スチール製シャッター

 下枠：SUS Ｌ－50×50×4

 三方枠：PL－1.6 焼付け塗装仕上

 下地：Ｌ－30×30×3 ＠450

ガイドレール 

［－180×75×7×10.5 

 開口補強：　　　　　

Ｌ－50×50×4 

 電動スチール製シャッター

S：1／10(Ａ3：1／20)　　電動スチール製シャッター 三方枠廻り詳細図

ＦＬ 

 鉄骨柱面

 
鉄

骨
柱

面

5
0
0

1
5
0

3
5
0

ＦＬ 

設計ＧＬ 

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋

 　　　透湿紡水シート

壁(胴縁)芯 

 外部巾木：撥水材塗布仕上 H＝500

 下地：コンクリート打放補修

防水モルタル金鏝天端均し 

 下地：コンクリート打放補修 

 巾木：撥水材塗布仕上　　 　

 　　　T＝0.5 曲加工

 水切：カラーガルバリウム鋼板

60 60 20

見切縁：アルミ金物 

 壁：ビニールクロス貼り

1
5
0

機械室

50 5020

 巾木：塩ビ製ソフト巾木

 　　　H＝100

 石膏ボード T＝12.5

 巾木：撥水材塗布仕上 

 下地 コンクリート打放補修 

壁：ケイカル板 T＝6 目透の上AEP塗装 

1
5
0

 設計ＧＬ 

 ＦＬ 

S：1／10(Ａ3：1／20)　　外周コンクリート立上り壁　取合い詳細図
S：1／10(Ａ3：1／20)　

1
5
0

1
5
0

 設計ＧＬ 

 ＦＬ 

 壁(胴縁)芯 

通路 便所

 壁：化粧ケイカル板 T＝5

 　　目透貼(目地シーリング)

 見切縁：アルミ金物 

 巾木：床材 塩ビシート

 　　　T＝2.5 巻上げ

壁：ケイカル板 T＝6 

目透の上AEP塗装 

巾木：塩ビ製ソフト巾木 H＝100 

　便所～通路 間仕切壁部分巾木納まり詳細図 S：1／10(Ａ3：1／20)　

50 50 15

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 外壁：角波サイディング張り

S：1／10(Ａ3：1／20)　

S：1／10(Ａ3：1／20)　

S：1／10

(Ａ3：1／20)

 壁(胴縁)芯 

 下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5  下地 LGS100＋

下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5  下地 LGS100＋石膏ボード T＝12.5 

育苗施設建築工事

部分詳細図－１

(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

Ａ－３１

2022年3月23日

　事務室～機械室 間仕切壁部分巾木納まり詳細図

事務室
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

各　記部分詳細図－２

25 25Ｗ

4
5

3
0

Ｈ

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

S：1／10(Ａ3：1／20)　 S：1／10(Ａ3：1／20)　
　鉄骨用半外付アルミサッシ取合(額縁有り)詳細図

25 25Ｗ

4
5

3
0

Ｈ

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 外壁：角波サイディング張り

 下地：PB T＝12.5＋透湿紡水シート

 壁：石膏ボード T＝12.5 の上仕上げ

 壁：石膏ボード T＝12.5 の上仕上げ

 アルミ製額縁

 アルミ製額縁

　安全ポ－ル(ガードパイプ)詳細図 S：1／10(Ａ3：1／20)　

3
5
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

 壁(胴縁)芯 

外部巾木 外面 

地中梁

 安全ポール：STK 114.3φ

 焼付け塗装仕上げ

　鉄骨用半外付アルミサッシ取合(額縁無し)詳細図

450

4
5
0

 外壁面下地：LGS50 型

 外壁面下地：LGS50 型

 カバープレート：ガルバリウム鋼板

 　　　　　　　　T＝0.4（両面)

 ガルバリウム鋼板 T＝0.4 加工

 ガルバリウム鋼板 T＝0.4 加工

 めがね石：ケイ酸カルシウム T＝100

 ガルバリウム鋼板 T＝0.4 加工

 めがね石：ケイ酸カルシウム T＝100

 カバープレート：ガルバリウム鋼板

 　　　　　　　　T＝0.4（両面)

 ガルバリウム鋼板 T＝0.4 加工

 ガルバリウム鋼板 T＝0.4 加工

外壁 

内壁 

育苗施設建築工事

　煙突　壁貫通部詳細図　足洗場　詳細図 S：1／10(Ａ3：1／20)　S：1／20(Ａ3：1／40)　
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　配筋：D13 ＠200(主筋､配力筋共)

 コンクリート打放補修 撥水材塗布

 SUSグレーチング H＝20 ＠13

コンクリート打放補修 撥水材塗布 

コンクリート打放補修 撥水材塗布 

SUSグレーチング H＝20 ＠13 

ボイラー室

ボイラー室

1
0
5

5
3
5

6
5
5

655 150

120 105430

30 30

　防煙垂壁　詳細図

現
寸

F
L
ま

で
 
3
,
5
0
0

S：1／10(Ａ3：1／20)　

Ｘ7

230

 アルミアングル：Ｌ－30×30×3

 断熱材：無機質高充填フォーム T＝4 裏貼り

 屋根：カラーガルバリウム鋼板折版葺

 　　　(ハゼ式Ⅱ型、山高：166)

1
5
0

2
0
0 1
5
0

 設計ＧＬ

 設計ＧＬ

 ＦＬ

 安全ポール：STK 114.3φ

 焼付け塗装仕上げ

屋内側

2
0
0
φ

1
2
0

 B.PL－6×200φ

 アンカー穴：15φ

屋外側

80 200

5
0

5
0
0

 アンカーボルト：M8×150

300× 300

1
5
0

 ＦＬ

 設計ＧＬ

 コンクリート基礎

 アスファルト舗装

 アンカー：4－M12

Ａ－３２

80 150

 防煙垂壁：両面ケイカル板 T＝6 AEP塗装

 下地 Ｃ－100×50×20×1.6 ＠455

 振止め：Ｌ－75×75×6

2
0
0

4
0
0

RＧ2

Ｂ20

 G.PL－6、HTB 2－M16

 G.PL－6、HTB 2－M16

 Ｈ－100×100×6×8

 G.PL－6、2－M12(中ボルト)

2022年3月23日
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号
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担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

育苗施設建築工事
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

育苗施設建築工事
Ａ－３４

(Ａ3：1／60)

S：1／30
設備機器基礎図
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　キュービクル基礎図 S：1／30　
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 上下 タテヨコ共 D13 ＠200

 巾止め：D10 ＠1,000
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

製作年月日

1

5
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15

19
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25

30

35

39

道路境界線

町道：鹿畑関山線

育苗施設建築工事

外構各図 各記

▽G.L. ▽G.L.

車止め　ステンレス製　先付タイプ

本体：φ60.5×1.5
SUS304　ヘアライン仕上

支柱質量：2.3kg／本

蓋

脱着用埋設管

埋設管本体：SUS
蓋：SPHC　溶融亜鉛めっき

脱着式　スチール製蓋　両フック付　ＥＡ０６８５ＲＣ－Ｄ

8
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.
5

□ 300

□ 400

2
.
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1
0
0

37

5
2

外構平面図　　　S：1／400(Ａ3：1／800)

機械棟

緑化棟

③ 車止ポスト

① アスファルト舗装

2
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12,600

2
,
9
2
0

5
0
,
1
6
0

17,760

3,600

14,160

1
0
,
0
0
0

 ④ 側溝(Ｕ－150) ④ 側溝(Ｕ－150) 

 ⑤ VU－100

 ⑥ 桝(300×300)

 ⑥ 桝(300×300)
 ⑤ VU－100

　② コンクリート舗装：39.07 ㎡

283.50 ㎡

854.84 ㎡

39.07 ㎡

　① アスファルト舗装：1,456.35 ㎡

60.5φ

1
0
0

1
,
1
0
0

2
5
1
.
5

6φ

車止ポスト構造図　　S：1／10(Ａ3：1／20)

フック部詳細図　　S：1／3(Ａ3：1／6)

埋設管蓋部詳細図　　S：1／3(Ａ3：1／6)

隣
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 上層路盤：粒調砕石(M-40) T＝150

 表層：再生密粒度As20 T＝ 50

 下層路盤：再生クラッシャーラン(RC－40) T＝200

③ 車止ポスト詳細図

① アスファルト舗装詳細図　S：1／20(Ａ3：1／40)

 ② コンクリート叩き

② コンクリート叩き詳細図　S：1／20(Ａ3：1／40)

 　　カッター目地切り仕上げ

 床：合金資材配合強靱床仕上材散布工法

 砕石地業 T＝150

 下地：コンクリート T＝200 金ごて押え

 上下筋 タテヨコ共 D13 ＠200

1
5
0

2
0
0

6
0

1
4
0

▽ G.L.

▽G.L.

Ａ－３５

2022年3月23日
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FAX

〒979-0512

15
0

50
0

25
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276368

緑化棟

Ｐ

100 100

BT

GV

50
50

100

100FJ

排泥弁50（BOX）

排泥弁50（BOX）

25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

500Lタンク

20 50GV（BOX）

50GV(BOX)

井戸

100

100BV
100FJ

50BVx2
50FJx4

50BV 50BVFJ

100100

PW-1TW-1

368368

368 368

50GV（BOX）

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）50GV（BOX）50GV（BOX）

25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）50GV（BOX）50GV（BOX）

25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）50GV（BOX）50GV（BOX）

25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

25BV 25BV 25BV 25BV 25BV 25BV25BV

不凍水栓柱
＋ホーム水栓

25

25Tエルボ
＋短管

50GV（BOX）

25BV

25

25Tエルボ
＋短管

25BV 25BV 25BV 25BV 25BV 25BV

40

40

防虫網：SUS 防虫網：SUS

20BT

20

自動エア抜弁25

自動エア抜弁25

20GV止メ

区画１  　736L/min

区画3  　644L/min区画2  　736L/min

※ 使用水量：L/min

硬化ハウス３棟硬化ハウス４棟硬化ハウス４棟硬化ハウス４棟

硬化ハウス４棟 硬化ハウス４棟

育苗施設建築工事日本土地興業株式会社
福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

TEL 0240-23-6374 0240-23-6373

竹園　隆一 井水配管系統図

A-36

工　事　名　称

図　面　名　称 製作年月日 縮　尺

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ

担当者設計者管理建築士
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日本土地興業株式会社
育苗施設建築工事

１井戸水受水槽：3×8×2.5H；保温型,有効容量45m3以上

ポンプ室：3×2×2.5H；保温型　

ポンプ室

井水配管

不凍水栓柱＋ホーム水栓

50BV元バルブ

2525 46 92

46

25V

25BAV

25TSエルボ＋短管

固定用杭

92

加圧ポンプ

区画１ 736 L/min

１１１１

73664455246036827692 184
50

１

368

１１１

１１１１１１１１１１１１１１１

131.6

500Lタンク

区画２

736 L/min

区画３

644 L/min

※ ：使用水量； L/min

20HIV

997

368 368 368 276

368

PW-1

TW-1

※ バルブはPVC製※ BV：バタフライバルブ

※   BAV：ボールバルブ

4075BV埋設用,BOX共

20HIV

75

100BV埋設用,BOX共

100 100 100 1001001001001001001001001001001007575505050

50 50 50 75 100 100 100 100

100

75BV埋設用,BOX共

自動エア抜弁：25A＋25GV

20BV埋設用,BOX共

自動エア抜弁：25A＋25GV

25BAV

50BV（埋設用）

BOB：300φ,樹脂製
分岐管：埋設300H

GL

W

W

W

W

25BAV

20GV止メ

排泥弁：50BV
BOX共

ブロワー

排泥弁：50BV
埋設用,BOX共

緑化棟

機械棟

100BV埋設用,BOX共
BOX：300φ,樹脂製

100BV埋設用,BOX共

（埋設）
1000H

100

（A3:S=1/400)

S=1/200

硬化ハウス　４棟 硬化ハウス　４棟

硬化ハウス　４棟 硬化ハウス　４棟 硬化ハウス　４棟 硬化ハウス　３棟

硬化ハウス

井水配管図

〒979-0512

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

竹園　隆一
0240-23-6373FAXTEL 0240-23-6374

A-37

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ
縮　尺図　面　名　称

工　事　名　称

管理建築士 設計者 担当者

製作年月日 2022年3月23日
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

井戸水設備構造図
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VP100

φ200㎜

スリット：150

φ
1
1
4

電源

渇水停止センサー（黒色線）

復帰始動センサー（灰色線）

至　電源 その他接続箇所

充填砂利・遮水材料

連生計・バルブセット

水中電極線

制御盤

井戸蓋

スクリーン（集水管）

ケーシング（保孔管）

揚水管

深井戸水中ポンプ

品　　名

ポンプ設備仕様一覧表

形状・寸法 その他

100.0ｍ

100.0ｍ

塩化ビニル管

塩化ビニル管

一式

一式

水中ポンプ制御用水位電極線

ECAD3形（ポール付）

ポンプメーカー専用品

φ100㎜縦スリット加工　L=4.00ｍ/本

φ100㎜ネジ加工無孔管　L=4.00m/本

WSGP50A

USN2-505-3.7C　三相200V

遮水工（セメントミルク注入）

揚水管 WSGP50A

VP１00ケーシング

水中ポンプ　

VP100A スリット加工仕様

GL-100.0ｍ（予定深度）

・掘削作業時の堀くずを観察し、さく井柱状図を作成すること。

・段階揚水試験を実施し、本井戸の適性揚水量の判定を行うこと。

・連続揚水試験時に採水を行い、水質分析を実施すること。

・揚水試験結果より、水中ポンプ仕様の再検討を行うこと。

・揚水試験結果よりスクリーンパイプ設置深度の検討を行い、監督員より承諾を得ること。

・水質分析結果より、井戸水ろ過設備の再設計を行うこと。

・所定の水量が得られない場合には再度検討を行い、監督員と協議を行うこと。

ケーシング配置図（イメージ図）

GL-0.00m

逆止弁

圧力計

空気抜弁

仕切弁

ピット鉄蓋（縞鋼板塗装）

井戸ピット（コンクリート製）
（φ900A×h600A）

ピット底盤コンクリート
(L1,200×W1,200×t100)

50A-SGP-VA

平面図

(L1,200×W1,200×t100)

ピット底盤コンクリート

井戸ピット（コンクリート製）

（φ900A×h600A）

S=1/5

Ｓ＝ＮＯＮＥ

S=1/10（イメージ）

井戸施工図（φ200-VP100）

スリット　3.00㎜　×　150.0Ｌ　×　200.0Ｐ　（　４列千鳥　）

充填砂利

充填砂利

現地発生土充填

セメントミルク

充填砂

砂利

A-38

S=1:102022年3月23日
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

図　面　名　称

工　事　名　称

縮　尺
Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

育苗施設建築工事

製作年月日
S：1／500

(Ａ3：1／1,000)
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配　置　図　　　S：1／500

道路中心線

町道：鹿畑関山線
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町道：高橋七社宮線町 道 ： 鹿 畑 線
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出入口ゲート
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9枚
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,
0
0
0

7 1,200

仮設事務所設置エリア

硬化ハウス
硬化ハウス

硬化ハウス

硬化ハウス

硬化ハウス

硬化ハウス

 仮囲い：鉄板 T＝1.2、W＝500、H＝2,000、L＝18m

敷き鉄板35枚

仮設計画図

6,300

敷き鉄板20枚

敷き鉄板：20＋35＝55枚

(シートゲート)
W＝6,300
H＝4,500

2022年3月23日
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512
工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

５. 鉄筋コンクリート工事 ６. 鉄骨工事
※ 適用は ■ 印を記入する。

(１) 鉄骨工事は指示のない限り下記による本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Fc）が
■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」３. 地　盤１. 建築物の構造内容 36N/mm2以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。
■  社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

(１) 建築場所 (１) 地盤調査資料と調査計画 ■ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のいずれかの検査・補強マニュアル」
(１) コンクリート■有 　(■敷地内　□近隣) 　　　□無　　(調査結果　□有　□無) (２) 工事監理者の承認を必要とするもの
■  コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、

■新築　　　　　□増築　　　　　　□増改築　　　　　　□改築(２) 工事種別 ■制作工場　　　　 　　　　　　■制作要領書　　　　■工作図　　　　■施工計画書調 査 項 目 資料有り 調査計画 調 査 項 目 資料有り 調査計画 調 査 項 目 資料有り 調査計画
　　施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。

■必要　　　　　　□必要としない ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験(３) 構造設計一級建築士の関与 以上■認定または登録工場（大臣認定　S　 H　 M　 R　 J　グレード）
■　耐久設計基準強度　Ｆｄ　□短期　■標準　□長期　□超長期　□水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査 ■材料規格証明書※、または試験成績書
■　セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。試験堀(支持層の確認) 平板載荷試験 液状化判定■　法第20条第二号（□RC造高さ 20ｍ超　□Ｓ造 ４階建以上　□木造高さ 13ｍ超　■その他） 　　■鋼材　　■高力ボルト　　■特殊ボルト　　□頭付スタッド

スエーデン式サウンディング 現場透水試験 ＰＳ検層 ■　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。
　※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理
(４) 構造種別 ■社内検査表　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□柱) 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

　  方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
□木造（Ｗ）　 　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　　■鉄骨造(Ｓ) (３) 工事監理者が行う検査項目

■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技
(基礎・杭の位置を明記すること)□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　　□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）　　 (２) ボーリング標準貫入値、土質構成 (□印の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

　　術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した
深

度

Ｎ

値

□鉄骨鉄筋コンクリート(ＳＲＣ)　　　　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ） ■ 現寸検査　　　■ 組立・開先検査　　 　■ 製品検査　　　　■建方検査　　　　□
　　写真(カラー)を保管し承認を得る。標 準 貫 入 試 験

土　質□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ） □ (４) 接合部の溶接は下記によること
    測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取10 20 30 40 50 60

(５) 階　数 ■　平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ○調査地番
　　り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

地下　　　階 塔屋  　階 ■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」
■　構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T - 603によることとし、供試体は現場

■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」
　　水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　　また、打込み量が150 m3 を超える場合は150 m3 ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。
(６) 主要用途 (５) 接合部の検査

　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。
(７) 屋上付属物 ■　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　　尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。
□高 架 水 槽　 　kN　　　□広告塔　　　□煙　突

検査率又は検査数■　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下
○位置図(８) 特別な荷重 検 査 箇 所 検 査 方 法 備 考ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図を参照する事 　　高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同 工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

　　等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外 ■完全溶込み溶接部 外観検査（※） 100 ％ 個 100 ％ 個 100 ※平成12年建設省告示％ 個
　　気温25℃未満の場合は、150分、25℃以上の場合は120分以内とする。 第1464号第二号による　（突合せ溶接）

超音波探傷検査 100 ％ 個 30 ％ 個 ％ 個(９) 付帯工事
（目視及び計画）■　コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。

□門塀　　　□擁壁　　　□駐車場　　　□機械式駐車場　　　□　　　　　　　□ 内質□ □硬さ試験 ％ 個 ％ 個 ％ 個
■　乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。 検査□有　（　　　　　　　　　　　　　　）■無(10) 増築計画 （注） □示温塗料塗布 ％ 個 ％ 個 ％ 個(２) 鉄　筋

(11) 構造計算ルート
マクロ試験・その他 個 個 個■　鉄筋はJIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、

Ｘ方向ルート　－（　３ 　）　Ｙ方向ルート　－（　３ 　）
　　コンクリートと同様に、JASS 5 による。 ■すみ肉溶接部 外観検査（※） ％ 個 ％ 個 ％ 個100

■　高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。○支持地盤、地層及び深さに 第三者検査機関名 （工事監理者の指示による試験機関で行うこと）
　ついてのコメント ■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー２. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表 第三者検査機関名とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

　　ト構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。
検査機関をいう。

■　鉄筋継手等(１) コンクリート （レディミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）
注１)　現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

継手の位置等の設計条件による仕様・等級設計基準強度 品質基準強度 スランプ
適 用 箇 所 種 類 備 考

(注)cm 鉄筋継手工法 (1) 引張力最小部位 (2)(1)以外の部位 鉄筋の径
■　高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

A 級 B 級 C 級捨てコンクリート ■普通 18 15 ●孔内水位
　　軸力導入試験　■　要　□　否　　高力ボルトすべり係数試験　■　要　□　否■ 重ね継手 ■ 40d　□35d　□(　　)d ■ D ( 16 ) 以下土間コンクリート ■普通 15

　ボーリング柱状図参照 　　■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。比重 γ= 23 ■ 圧接継手 ■ 告示1463号第2項各号 □ ■ D ( 19 ) 以上基礎・基礎梁 ■普通 24 24 15

γ= 23 □ 溶接継手 □ 告示1463号第3項各号 □ □ □ D (　　 ) 以上柱・梁・床・壁 24 24 15 比重 　　■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。
比重 γ= 2321 15 □ 機械式継手 □ 告示1463号第4項各号 □ □ □ □ D (　　 ) 以上ﾃﾞｯｷ床 比重 ○近隣データの調査地番と (６) 防錆塗装

γ= 2321 15押えコンクリート 比重 注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築
■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。　設計地番とは約　mの距離

細骨材の種類 ■砂 □山砂 □人口 □ 　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって、『鉄筋継手使用基準（建築物
　　錆止めのペイントは、特記なき限り　■JIS K 5674、□JIS K 5625、□　　　　　を使用して、　がある粗骨材の種類 □砂利 ■砕石 □人口 □ 　　の構造関係技術基準解説書 2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。
　　４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。水の区分 □水道水 □地下水 ■工業用水 □ ■　D19 未満は、すべて重ね継手とする。○備考

混和材料の種類　（JIS　　　　　） ■AE減水剤 □高性能AE減水剤 □ □ ■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ
■　継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

■材齢（■ 28日　　　□ 56日　　　□　　　　□　　　　　）呼び強度を保証する材齢、養生 　　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。
　　溶接継手工事、機械式継手工事）による。（■現場封かん 　■現場水中 　　■標準　　□　　　）

(７) 耐火被覆の材料　　継手部の検査方法：・外観検査　■有　□無 ・引張試験　□有　■無 ・超音波探傷試験　■有　□無
■　図面を参照すること。

　　ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、１回の試験は 5 本以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

　　（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧検査箇所で 200 箇所程度とする）
（■ JIS A 5406）(２) コンクリートブロック

■　柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、■Ｈ型（タガ型）　□Ｗ型（溶接型）　□Ｓ型（スパイラル型）とする。
□ A種　□ B種　□ C種　　厚　□ 100　□ 120　□ 150　□ 190　　使用箇所（□　　　□　　　）

■　コンクリート及び鉄筋の試験は工事監理者の指示による試験機関で行うこと。柱) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎深さ、形状を変更する場合もある。
(３) 鉄　筋 ７. 設備関係

種 類 径 使用箇所 継手工法 　　　　試験・検査機関名
■ SD295 A Ｄ 1 0～ Ｄ 16 図 示 ■重ね継手

　　　　代行業者名４. 地業工事 ■　建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。□ SD295 B ■ガス圧接継手
　　代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行するものを言う。 ■　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。異形鉄筋 ■ SD345 Ｄ 1 9～ Ｄ 25 図 示 □溶接継手

□ベタ基礎　　  　□布基礎　　 　　■独立基礎(１) 直接基礎（JIS G 3112） □ SD390 □機械式継手 □　建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

□ 　（　　　　　　　　　　） 　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。
高強度せん断補強筋 □ 材種 各継手の使用詳細については (２) 地盤改良 (３) 型　枠 □　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

□ 大臣認定番号 MSRB- 本仕様5．(2)鉄筋の項の鉄筋 深さ－伏図に表示、支持層－伏図に表示、長期許容支持力度　300　kN/ｍ2

■　材料　　合板厚　12 mm を標準とする。　　　■　施工　　JASS 5 による。 ■　設備配管は、地震時等の建築変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。丸　　鋼（JIS G 3122） □ SR235 継手等の■にて表示すること。
柱) 「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2018」を参考とする。 ■　型枠存置期間 ■　設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。ひび割れ防止筋溶接金網（JIS G 3551） ■ Φ6

(３) 杭基礎 □　エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。種 類 せ き 板 支 柱
部 ■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。杭 種 材 料 施 工 法 備 考 位(４) 鉄　骨 基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 ス ラ ブ 下 は り 下

■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ
種 類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等 □RC      □PRC PRC(□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種) □打ち込み セメント 早強ポルト　　 普通ポルト　　 早強ポルト　　 普通ポルト　　 早強ポルト　　 普通ポルト　　 早強ポルト　　

　　５ｃｍ以上を原則とする。
存
置
期
間
の

図 示 □有　■無 JIS G 3136 　の種類 　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント□SN490A ■SN490C □PHC　   □H鋼 PHC(□A種　 □B種　 □C種) □埋込み　(セメントミルク工法)
高炉セメント　 高炉セメント　 高炉セメント　 普通ポルト　　図 示 □有　■無 JIS G 3136■SN400B

□鋼管    □摩擦杭 鋼材　□SS400　□STK400 □ 認定番号 Ａ種 Ａ種 Ａ種 　ランドセメント図 示 □有　■無 大臣認定品 認定番号 MSTL-0141,0142同等□BCP235 □BCP325■BCR295
平
均
気
温

■　風圧・土圧及び水圧並びに地震、その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント　□SC杭　  □ 　　　□JIS □図 示 □有　■無 JIS G 3466■STKR400□STKN400B Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種 ■　周囲に丈夫な壁又は囲いを設ける事。
図 示 □有　■無 JIS G 3350 シリカセメント□■SSC400

□ 場 所 打 ち コンクリートＦc N/mm2 □オールケーシング　　□拡底杭 ■　地震時の転倒、移動などにより人が危害を受ける恐れがない事。Ａ種

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
齢

  コンクリート杭 　　　　　　Ｆq N/mm2 □リバースサーキュレーション ■　給湯設備の固定方法は、平成12年建設省告示1388号第5の規定による構造とする。15℃以上 ２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８
スランプ cm以下 □アースドリル　　　□ミニアース 認定第　　　　号○使用箇所の詳細については別途図示とする。 5℃～15℃ ３ ５ ６ １０ １２ ２５ ２８
セメント量 kg/m3 □ＢＨ　　□深礎 □ 手 堀 年 　 月 　 日

5℃未満 ５ ８ １０ １６ １５ ２８ ２８(日)(５) ボルト
単位水量 kg/m3 □ 機 械 堀

設計基準強度の■高力ボルト コンクリートの
５．０Ｎ/mm2 設計基準強度の５０％鉄筋　　  主筋　SD 圧縮強度 ８５％ １００％　■F10T(JIS B1186)  ■S10T 認定番号(MBLT-0052)　（■M16､■M20､■M22､□M24）

　　　　  HOOP　SD ８. その他注)１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。　■ボルト(JIS B1180)　M12、M16　　　　　□4.8(4T)　　□

注)２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。■アンカーボルト
■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。注)３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

　■１階柱脚　　C1～C3はベースパック仕様に依る（別図面参照）
注)４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。 ■ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　■SS400 　　M12　L=360 mm,       L=    mm　　ナット(■シングル、□ダブル)
注)５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(ｍ) 本 数 特 記 事 項コラム径 (mm) ■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　□SS400　　 M  　　L=    mm　　ナット(□シングル、□ダブル) 注)７　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注)８　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。□頭付スタッドボルト

　φ=19,φ16　　L=100mm　　使用箇所(□柱　□大梁　□小梁)

(６) 屋根、床、壁

材 種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

□　　　　　　□
□押出成形セメント板

□　　　　　　□

厚＝ ■屋根　□

□

□型枠用デッキプレート □床用型枠 □

□屋根　□ □□ルーフデッキ 型式 厚＝

構 造 設 計 標 準 仕 様

地上　1　階

□倉庫積載床用　　　   N/㎡　　　　□受水層　  　kN　　　　□

□エレベーター　　 □ダムウェター　　kN　□キューピクル　kN

Fc = N/mm2 Fq = N/mm2

Ｓ－０１

製作年月日

□　法第20条第一号（高さ 60 m超）

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

福島県双葉郡浪江町苅宿地内

水稲育苗施設

ラップルコンクリートも同じ

□普通、□軽量

24

□普通、□軽量

□普通、□軽量

■SS400 □SN400A

□SN490B

カラーガルバニウム鋼板■ 0.8

□壁　　□床版

■ 折版ハゼ式Ⅱ形 h=166

■角波カラーガルバニウム鋼板 厚＝ 0.4 ■外壁　□屋根

試験堀　　 (□有・□無)　　 (□空堀・□載荷・□孔壁測定)　　　　本

コラム仕様　  □施工計画書承認　 　□杭施工結果報告書

試験堀　　■有　□無

載荷試験　□有　■無

※液状化判定はコメントのみ

深さ：基礎リスト参照、支持層：砂礫質層（基礎下ラップルコン）,長期許容支持力度：150KN/㎡

□浅層混合処理工法  　□深層混合処理工法

   年  月  日3構 造 設 計 標 準 仕 様

育苗施設建築工事

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

2022 23
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事
管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

(3)　 べた基礎 6. 柱
ハンチを付けた場合(a≧ 3)

柱、梁の定着L2以上が確保されない
2 場合はかご鉄筋で補強、または特記(1)　柱主筋の継 手 (2)　柱主筋の定着1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

により補強する。
a1 .  一 般 事 項 　 　 　 　 　 但し上筋と下筋を読みかえる　　　　　　(5)　鉄筋 のあき 1

L
2

L2
　

o
r 
L
3

2. ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする　　図の　印の鉄筋の重ね継手の丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

4
0

　　　末端にはフックが必要粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上　　　　　　 3. ②の鉄筋はD13以上　　　　　　　　　　 鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄(1)　構造図面に 記載された事 項は、本標準図 に優先して適 用する。

/2
+
1
5
d

筋並びにはりのせいが小さく、≧
1
5
d

ｏ4 . 埋戻し土のある場合は 40を 70とする　　間 隔 間 隔 ｏｈ柱 /
4 設計応力に対して必要な定着長/
4(2 )　記号 ｈ

ｏｏ70 さが不足する箇所」に付けるL2異 形 鉄 筋 丸 鋼 ｈｈ

ｄ･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ･･･部材の成　　Ｒ･･･直径　　　　　　
do do d dあ き あ き 1

＠･･･間隔　　ｒ･･･半径　　Ｃ･･･中心線　　 o･･･部材間の内法距離　　ｈo･･･部材間の内法高さＬ

L
2( 4)　基礎接合 部の補強

/
2

/
2

ｏＳＴ･･･あばら筋　　ＨＯＯＰ･･･帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ･･･補強帯筋　　φ･･･直径又は丸鋼　　　 ｏ ｏ ｈ(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける｡) 柱頭補強かご鉄筋(6)　鉄 筋のフック ｈ ｈ

4
0
0以

上

補強かご鉄筋
a.丸鋼　b.あばら筋、帯筋　c.煙突の鉄筋　　　　　　

主筋と同様L1 3
-
D
1
3

d.柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照) 梁2 .  鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

/
4

/
4

標
準

1
0
0
0

4
0
0
以
上

L2 ｏ ｏe.単純梁の下端筋　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｈ＊＊＊ ｈ

L
2以

下

L
2

f.その他、本配筋標準に記載する箇所　　　　　　　　 L
2

L
2

L
1( 1)　鉄筋 末端部の折曲げ の形状

＊
＊300＜Ｈ≦1000 Ｈ折まげ角度90°はスラブ筋･壁筋°折 曲 げ 角 度 180° 135° 90° ＊

Ｗ1の末端部またはスラブと同時に
(地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。) ｏ2－ D16以上3. 杭打ち込むＴ形およびＬ形梁の 補強かご鉄筋ｈ

ｄ ｄ ｄ キャップタイにのみ用いる。

/
2
+
1
5d

圧 接 継 手 重 ね 継 手45°～ 60° 300 *印筋は D13－＠ 200とする ｏd キャップタイ ｈＲ ＲＲ図 Ｈ＜ 300は *印筋は不用とする(1)　 ＰＲＣ杭、又は ＰＨＣ杭の全 てに補強を行う 継手の好ましい位置

余
長

[注] SA級、A級継手を使用する場合の8
d以

上

所 定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合余 長 余
長

　　 継手位置は特記による。L1

梁
幅

但し　≦φの場合（下げ止まりの影響をあらかじめ鉄 筋 の 余 長 4d以 上 6d以上(*4d以上) 8d以上(*4d以上)
L 1 150以上　　　　　　　　　設計上考慮されている場合に限る）補 強 筋 Ｗ1の三角璧厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

(3)　帯　　 筋　　　＞φの場合は工事監理者の指示による折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235～ＳＤ345の径16およびＤ16以下は3d以上、
配筋は同厚の壁リストにならう　　　　　　　　 イ Ｈ型(タガ型)  　　　　　ロ Ｗ型(溶接型)  　　　　　　ハ Ｓ型(スパイラル型)ＤＳＤ295～ＳＤ345のＤ19～Ｄ38は4d以上、D41およびＳＤ390は5d以上。 ＨＯＯＰ@150ＨＯＯＰ@150

スラブ筋、壁筋には丸鋼は使用しない。 *片 持 ス ラ ブ 上 端 筋 の 先 端 6d 5d以上 15d第 一 帯 筋

L
2 3-D16 5 .  地 中 梁

L
2

150以下
(2)　鉄筋中間部 の折曲げの形状 　鉄筋の折曲 げ角度 90°以下 6d10

0
以
上

〃基 礎 下 端
150以下 10d以上鉄筋の使用箇所 鉄筋の折り曲げ (定着、継手 )(1)　独立基礎 、杭基礎の場合45°鉄 筋 の 種 類 鉄筋の径による区分図 1

50

0.
2
％

以
上

と
る

す

135°Ｐ1パ
ネ

ル
部

分
は

による呼称 内のり寸法(Ｒ)

φ 　　　　　(長期荷重が支配的な場合の継手は7.(2)大梁継手位置とする) 6d〃基 礎 下 端
設
計
ピ
ッ
チ
以
下

〃16φ 外 端 部 内 端 部以下 3d以 上帯 筋 ＳＲ235、ＳＲ295d 〃oＤ16
〃1

.5
φ

コンクリート止め板 o/4 o/2 o/4150あ ば ら 筋 ＳＤ295Ａ・Ｂ ロ 型〃φ ＊Ｒ Ｌ19φ 〃＊1 5 d 1 5 dＳＤ345スパイラル筋 4d以 上 〃(継手範囲)L 2φ以上Ｄ19 L
2

〃コンクリート止め板 Ｌは中間部50dかつ300mm以上〃L
2

d 5d以下 〃Ｄ16 4d以 上 末端部の添巻は1.5巻以上
〃 2d2dＳＤ295Ａ・Ｂ

とする　　　　　　　　　〃Ｄ 19～ Ｄ 25 6d以 上
〃上記以外の鉄筋 ＳＤ345 　は片面溶接10d杭　　径 300φ、350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

Ｒ Ｐ1 両面溶接を5d以上　4dＳＤ390 Ｄ 29～ Ｄ 41 8d以 上 L 1
補 強 筋 6－D13 8－D13 10－D13 8－D16 10－D16 6d

第 一 帯 筋 日 型※　下記にかかわらず基礎大梁主筋の
ＨＯＯＰ D10－@150(3)　鉄筋の定 着及び重ね継手 の長さ 　　柱形内定着は全長で40ｄ以上とする。

6ｄ
6ｄ定 着 の 長 さ L 1Ｃ普通、軽量コン Ｌ L 2特別の定着及び

注 1. 第１帯筋は、梁づらに入れる(2)　現 場打ちコンク リート杭クリートの設計 ＊上端主筋の定着は、やむを得ない鉄筋の種類 下 端 筋　（L3） 重ね継手の長さ
基準強度の範囲 注 2. Ｗ型で現場溶接をする場合は一般　（L2） (定着、継手 ) 　場合、上向きとすることができる(2)　布基礎、 べた基礎の場合（L1）

8
d（N/mm2） 小　梁 スラブ 　　　主筋の位置をさける　　　　杭 頭 処 理

Ｌ注 3. フックおよび継手の位置は、外 端 部 内 端 部10d かつ21 40d または 30dフック付き35d または 25dフック付き 20d直線 またはＳＤ295A o 皿 型4
5
d

　　　交互とする　　　　　　　　 Ｌは50d以上かつ6dＳＤ295B 10d フック 150mm以上 ※35d または 25dフック付き30d または 20dフック付き24～27
30mm以上とするo/4 o/2 o/4重

ね
継

手

＊
L 221 45d または 30dフック付き35d または 25dフック付き (4)　斜め 柱・斜め梁20 d 2 0 d

斫 り 部 分
○柱幅と斜材(柱又は梁)幅が同一　　　○柱幅と斜材幅が異る　　　　　　○柱脚で斜材となる40d または 30dフック付き24～27 35d または 25dフック付き 10d かつＳＤ345 20d直線 または

10d フック 150mm以上30d または 20dフック付き 35d または 25dフック付き30～36
柱

Ｄ8
0
0
～

1
0
0
0

124～27 40d または 30dフック付き 45d または 35dフック付き

杭
主

筋
4
0
d

L
2

ＳＤ390 HOOP筋の継手は片側溶接余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
2

35d または 25dフック付き 40d または 30dフック付き30～36
10d又は重ね継手40d　　

L
2

L 11 5 d 1 5 d[注]許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、

L
2

1
0
0
以

上

　　梁主筋の柱への定義は 40d とする
1

継    手 スペーサー　　　　φ
1フラットバー@3,0001. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない　　　　　　

1へりあき200以上 ( 各 4 ｹ 所 )2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする　　　　　 L 1 L
2

L
2

Ｐ
Ｐ3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする 上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

Ｐ主筋のかぶりは
4. D 29 以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない　　 Ｐ

100以上とする L
2

( 3)　小規模鉄 骨造の柱脚固 定の配筋 1
.
5
Ｄ

5. 鉄筋径の差が 7 ㎜を超える場合は、圧接としてはならない　　　　　 鉄 骨 柱 D根巻込形
　　　　　　地中梁の主筋と頭付スタッド

ガス圧接形状 1003㎜ 以 下 HOOP 2-D13以上 フック付　　　　　　による、おさまりに注意する圧 接 面 圧 接 面 φ杭間隔は2×φかつφ+1000以上 梁
Ｄ

L
2

125以上 1
.
5
Ｄ

L
2

圧 接 面 埋込形
鉄 骨 柱 D(基礎梁のない例)

θ ｄ ｄ 1.4ｄ以上 　Ｈ：主筋の25dかつｄ/5以下 4 .  基 　 礎
125以上

　　　2.5Ｄ以上又は

Ｈ

Ｄ以上θ＞80° 　　　計算上必要な長さHOOP 2-D13以上
注１

柱 ＤH
O
O
P
 
@
1
0
0

柱 Ｄ地中梁上端筋1.1ｄ以上
ｄ/4以下 B.ＰＬ下端(1)　直接基礎

斜め筋　 3－ D13以上 30～50重ね継手(下図のいずれかとする)圧 接 継 手 注 1. 1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし@100以下とする
Ｌ1 Ｌ1 ＣＬＤ1  ベー ス 筋 注 2. ①の鉄筋は2-Ｄ13かつ、2本の一段太い鉄筋とする　　　　　　　　　　　　　捨 フ ー プ @

1
50

H
O
O
P

ａ＝Ｄ 1+2dの範囲　　
主 筋

　  主筋間隔は200以下 ｅ ｅ(5)　 絞り (6)　 二段筋の保持
割裂防止用Ｕ字筋地

中
梁

埋
込

み
長
さ

ｈ

L
1

ｂの範囲　　　　　　　

ｄ Ｄ45° 15d　　主筋間隔の1.5倍かつ B.ＰＬ下端HOOP 2-D13以上 ａａ ≧ 400 1.5Ｌ 1以上
約 0.5Ｌ 1 6d　　300以下　　　　　　 6φ - @ 1 0 0 0

30～50
ｂ ａ ｂ 地 中 梁 下 端 筋設計かぶり厚さ 最少かぶり厚さ(単位：mm)(4)　か ぶり厚さ  部 位 主 筋 150以上(mm) (mm) 1

00

　ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、
ベース下の施工を慎重にする屋根スラブ 屋　　内 30 20 (2)　杭  基  礎 ａ余 長 4 d (注１ 　計算に よらない 場合であ る )　厚さが部分的に減少する箇所についても 床 ス ラ ブ

(1) フ ッ ク 付 フック無し ａＤ非 耐 力 璧 屋　　外 40 30(20)　最小かぶり厚さを確保する。
6dＤ L

1

帯筋より1サイズ太く(4)水平ハンチの場 合のあばら筋 加工要領 (5)せ いの高い梁の あばら筋土に接しない

4d又は同サイズ2本　　柱 屋　　内 40 30

L
2

150以下　  加 工要領図
部分 は り ハンチハンチ 梁幅(1)(2) ａａ耐 力 璧 屋　　外 50 40 (30)

Ｄ:1500を超える場合

1
00

2
0
d
以

上

2
0
d
以

上

(3) かぶり厚さ擁 璧 50 40

8
d
 

＊一般のあばら筋と同様
｛2－D＊ 40

0

(4) 6dのものを2本束ねる ａ=1.5×(呼び名の数値)柱･はり･床スラブ･耐 力 璧 50 40 6d
1土に接する部分 ａ

(4)基 礎 ・ 擁 璧 70 60 6～ 8

Ｌ Ｌ イ Ｃ Ｃ 6 φ - @ 1 0 0 0（注） (1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承諾を受けて

Ｄ
 

4dかぶり厚さ  　　　　　30㎜とすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　 e≦ D/ 6 以上≧e＞D/6

　　　 (2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承諾を受けて

　　　　　 40㎜とすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　 6d＊2－D

｝　　　 (3) コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認
柱 8

d
 

　　　　　 を受けて40㎜とすることができる。　　　　　　　　　　　　

　　　 (4) 軽量コンクリートの場合は、10㎜増しの値とする。　　　　　 梁
幅

 
ハ

ン
チ

イ の 拡 大 図
　　　 (5) (　)内は仕上げがある場合。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 (6) 土に接する部分のかぶりは増加する厚さを打ち増しとする。　
20d (両側) 40d (片側)

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ １ ）

Ｓ－０２

   年  月  日2022 3鉄筋コンクリート
構造配筋標準図 （１）

23



   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

図面ＮＯ
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9. 壁 あばら補強筋

(2)　梁 補 強 筋 補 強 筋

(1)　定着 L2かつ柱中心線を超える

ａ7. 大梁、小梁、片持梁 8 .  床 　 板 ｂ 柱に(平面図)ａ 梁に 
補強筋は、梁主筋の1段落し径（Ｄ16

L2 1 5 0程 度
以上）とする。　　　　　　　　　　1 5 0程 度

あ
ば

ら
補

強
筋

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ30
d

ａ( 1)　定着 (1)　定着およ び継手 ｂ 一般床スラブつり あげ筋
x15do /4 ＣＬ (梁主筋を折り曲げるとき) とする。　　　　　　　　　　　　　Ｄ10柱 幅 が 大 き い 場 合

/4 /4xx L2 腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。巾 止 メ 筋L2ａ  片持床スラブ L2a  大 梁

を
超

え
る

補 強 筋

L
2
か

つ
中

心
線

柱 幅 Ｄ≧400の場合は補強筋を3本とする。
L 2

/
4

L 2 6075～100 横筋の配置は上下端とも　xＣ ａは100～200程度。　　　　　　　　Ａ Ｃ 縦筋は、柱面に　　L2L2
+5
d

L
2
+
5d

L2梁、又は床面に一段目をＣＬ 一本目を配置する。 梁下端増打コンクリートの場合も上端
＊20d 配置する。　　　　　　 ａ30d最 上 階 L2 増打コンクリート補強と同様とする。

(非耐力壁とスラブが取り合う場合)3
折曲げ起点は　Dをこえる ｃ 床にバーサポート ハッチ部分は増打コンクリートを示す。イ4 L2ｙ1

5
0
以

上

ことを原則とする　　　　　 Ａ ＤＢ L2Ａ25d 受 筋 Ｄ 10
注：点線は下端部の曲下げ定着
　　L2を示す

Ｄ

（開口補強筋については計算により確認すること） 11. 梁貫通孔補強フ ッ ク 付 継 手 位 置 は 原 則 と し て 下 表 に よ る 。 Ｄ13

/
4

Ｃo xＣＡL 2 Ｄ13
1000

標準継手位置
肩筋Ｄ13以上 スラブに上端筋がない場合 (1)　設置 可能範囲Ｄ13 スラブに上端筋がある場合L2L2+5d 15d短 辺 方 向 Ｂ

1000上端筋 梁端部(スパン  o/１０以内かつ2Ｄ以内)は原則として避けるイ は 壁 配 筋 と 同 じL 2 長 辺 方 向 Ｂ イL2+5d 15d＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで (φ1＋φ2)×3/2以上受 筋 Ｄ 10 Ｄ13Ｄ13　 L2がとれる場合でも柱中心線を
下端筋 短辺・長辺方向 Ａ　Ｃ 望ましい範囲

　 こえて中間折曲げテール長 150 10dかつ150以上

1
0
d
以

上

　 以上又は180°フック付とする
1 3 3 1D D DD4 4 4 4 L2一 般 階 ｄ 壁と壁(平面図)(2)　屋根 スラブの補強

DD D/3D

L2 L2L2L2 L2 φ2φ115d/4ob 小梁の定着 L2 ａ 補強筋は各3-Ｄ13 又はスラブ主筋の同一　
o/4 o /415dＣＬ

斜めでもよい 径で　=1,500とし、上端筋の下に配筋する

L2※ oL2 2-Ｄ13 貫通孔が連続して間隔等が取れないｂ ※の個所(入隅）は各階補強する　　　　　 Ｄ13 L2Ｄ13 2-Ｄ13
場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。　　　　　　　　　　　
シングル配筋

ダ ブ ル 配 筋
但 し φ ≦ Ｄ /3と す る(2)　鉄筋標準 配筋　20d 20d

斜めでもよい (設 計 図 に 記 入 の あ る と き )o/6 /4o (2)　スリット 部25d下向きでもよい

連 続 端 注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。1 シーリング材使用シーリング材使用完全スリット Ｗ≦Ｄ/6.Ｗｔ/2小梁外端 (3)　片 持ちスラブ出隅 部補強 部分スリットＢ以上 o2 かつ7cm 8 0≦ φ ≦ 1 0 0 1 0 0＜ φ ≦ 1 5 0 1 5 0＜ φ ≦ 2 5 0D10＠400程度D10＠400程度
L3

1/2出隅部Ｂ
1/2 L1 折　筋　2－(2－Ｄ13) 折　筋　2－(2－Ｄ13) 斜　筋　4－(2－Ｄ13)Ｗ

ｔ

Ｗ※出隅受け部補強は、 Ｗ
ｔ

それぞれの方向に出隅 柱平 面 正 面 柱
補強筋として出隅部の 縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13 縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13 @50 縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13 @50スリット部の鉄筋の被り厚さは2

2θ = 4 5°

正

面

同本数をハッチ部分に 2-(4)被し厚さの表、最小被し厚Ｄ
（

柱
脚

）

配置する。 250250 250250 さ以上とする。 横　筋　2－(2－Ｄ13) 横　筋　2－(2－Ｄ13)

1
/2

ｔｔ ｔはスリット長さの1/100以上とする。

1
/
2

上 上縦筋　ＳＴ2－Ｄ13 @50 縦筋　ＳＴ2－Ｄ13 @50出隅受け部 Ｄ 10@200 下 下(3)　手摺、 パラペット出隅部分の補強筋 注　　≧　　とする。21L1 パ ラ ペ ッ ト注　　≧　　とする。21補強あばら筋は、小梁主筋側 Ｄ13L3 1（
つ

な
ぎ
部

の
中

間
に
上

端
筋

は
 D
1
3
、
下

端
筋
は

D
10
を

設
け

る
）

 
L
3は

下
端
筋

の
定

義

Ｄ13出
隅

部
分
の

補
強

筋

1に必ず入れること。　　　 手 摺（出隅受け部配筋）（出隅部分補強部分）

L2

ｃ  片持梁の定着
(開口の径700程度の場合)平 面 (4)　床板 開口部の補強 D10@150ダブル φ15d Ｈo /3 φ2 1 2 0以 上L1 φ1 5 0以 上Ｄ13 D10@200ダブルＨL2

L1 L1 1
0
0
以

下

周 囲 補 強 筋
25d L1 L1あ ば ら 筋

L1 L2を 入 れ る先 端 端 部 L1 L11
0
0
以

下

L2
孔補強の有効範囲と

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

L2定着長さのとり方L1o 斜 め 補 強 筋

※部分について計算で確認上端筋の下に入れる。 (但し、Ｈ＞800以上の場合、Ｄ13 L2 ※(2)　大 梁主筋の継手 L2Ｄ13 　された場合は左記の位置、設計図による)　　　　　2L1 2
5
0
以

上

o

L1 　寸法によらなくて良い。Ｄ13 45° Ｄφ/4o/4o

L1 ( 4 )　コン クリートブロ ック帳壁
孔と孔のへりあき100以上

※一 般 の 場 合 下部防水立上りのある場合
 は継手の好ま

注) 設備の小開口が連続してあく場合 2
5
0
以

上

L2 L2床 板 厚 さ Ｄ 周 囲 斜 め L2 L2しい位置　　
2φ 2φ

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口
　　  Ｄ≦ 150 各 2－ Ｄ 13 各 1－ Ｄ 13 2φ：スターラップ補強範囲

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

/4/4oo 150＜Ｄ≦ 200 各 2－ Ｄ 13 各 2－ Ｄ 13/4/4 DooD 　　筋を開口をさけて補強する。　　
Ｄ13L1 L1 Ｄ13 (使用する際には、設計者又は工事監理者と打合せのこと)200＜Ｄ≦ 300 各 2－ Ｄ 19 各 2－ Ｄ 16 (3)　 既製品

Ｄ10@400
Ｄ 10@400(3)　あばら筋、 腹筋、幅止め の配置 つりあげ筋

Ｄ 10@600 ウェブレン、ダイヤレン　等　日本建築センター評価取得品とする。
Ｄ 10@600ｈ

o

( 5)　床板段差 L1 施工前に計算書を提出し、承認を得ること。
Ｄ16 ｔ全 断 設計時に使用する評価取得品については計算書を提出すること。L1 ｔ全 断 L1ｈ

o

Ｄ13 Ｄ Ｈ第一あばら筋は柱面より配筋する □リング型 　□パイプ型 　□金網型 　□プレート型
Ｄ13

Ｄ Ｄ
≦

Ｈ
≦

2
Ｄ

Ｄ13Ｄ
以
下

Ｄ 10@400L1× 印 は 幅 止 め 筋 ｈ Ｄ13つりあげ筋は、一般のあばら筋と同サイズを2本巻きとする L1 Ｄ10Ｄ10-@150 将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、
2ＤL1 1 2 .  増 築 予 定（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）(4)　あばら 筋の型 増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する　

2Ｄ
6d6d6d L2 L2 L2 L2ｂ ｄａ ｃ ｅ

(1) 柱 、梁 (2) 地中梁 (3) 床版、壁
注）ｈo≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く8d 8d ( 6 )　土間 コンクリート (7)　釜場

1200×600以下 注）ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400　　　　　　6d 2-Ｄ16
L16d 注）継手部は必ずモルタルを充填すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ 軽作業の土間 Ｄ13≧

L1

≧
L1

折曲 Ｄ10-@200

50 504d

増打するときは事前に設計者、Ｄ 10-@200
10. 柱、梁増打コンクリート補強

及び工事監理者と打合せのこと(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、
Ｄ 10-150@　　 両側床版付(Ｔ型)梁で Ｃ 又は ｂ とすることができる。

L120
0

L1 (1)　 柱 a及びa'≦200 Ｄ13(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ付側とする。 ａ300
ハッチ部分は増打コンクリートを示す。ａ300

梁成の大きい場合やｆ Ｄ13-200@ダブル600 ハッチ部分の面積Ａcm22-Ｄ16SRC造のあばら筋の納まり ≧L1補強タテ筋　　　　　250 Ｄ13(5)　幅 止め筋の本数 、加工 に使用することができる。
50

ｃ 間仕切壁との交叉部 Ａ＜500 500≦A＜1000 1000≦A＜1500 ≧L16d ≧L1
Ｄ ＜ 6 0 0  不 要 Ｄ13 ※ 50Ｂ 50(ダ メ穴 打 継面 に つい て )(8)　打継ぎ補 強 3-Ｄ16 4-Ｄ16 6-Ｄ164d6 0 0≦ Ｄ ＜ 90 0　 　 2－ Ｄ 10(9φ ) 1段 幅 止 め 筋 30

0

腹 筋
900≦ Ｄ ＜ 12 0 0 　 4－ Ｄ 10(9φ ) 2段 　設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2×L1以上Ｄ Ｄ 印は補強筋4d

ａ1
8
0
°

曲
げ

1 2 0 0≦ Ｄ 　 　 　 　 Ｄ 10( 9φ )@300以 内 Ｄ 　無筋部分D10-@200　長さ800以上　　 　 ※柱HOOPと同径、同ピッチとする。
腹 筋 ※4d

幅止め筋 Ｄ 10(9φ )@1000以内 で割り 付け る 50300

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）
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管理建築士 設計者
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　   (イ ) 仮付位置

　　 の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事しているものとする

Ｋ形の場合 φ θ

B

S

プレート

S

θ=60ﾟ θ=60ﾟ

G=0

D1 D1

t

f

f

R≦2

θ=45ﾟ

θ

25mm以上

f

R≦2

ｔ

（注） f :余盛  G :ルート間隔  R :フェース  S :脚長  （単位mm）

（使用箇所に注意）

（平継手，Ｔ形継手）

・9mm～16mmは１パス以上、19mm以上は２パス以上とする

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする　　　　　

溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする　　　　　　　　　　　

（１ ）  材 料及び検査

（２）  工作一般

（３）  高力ボルト接 合

(ａ) 構造設計特記仕様による

(ｂ) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

　　 但し、ベースプレートの厚さは除く

(ｃ) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

(ａ) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(ｂ) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(ｃ) 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(ａ) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(ｂ) 高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

　　 等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

　　 グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

(ｃ) 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

　　 るよう注意して行う。

（４）  溶接接合
(ａ) 平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

　　 溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)

(ｃ) 溶接機器

　　 (ニ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機

　　 (ホ) 溶接電流を測定する電流計

　　 (ヘ) 溶接棒乾燥器

(ｄ) 溶接方法

　　アーク手溶接（ＭＣ）

　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

(ｅ) 溶接姿勢

下 向  Ｆ 立 向  Ｖ 横 向  Ｈ 上 向  Ｏ

(ｆ) 組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

良 良仮 付 不 良 仮 付 不 良

仮 付 溶 接

裏は つ り 側に す る
開 先 面

(ｇ) 溶接施工

    組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

　　 (イ) 交流アーク溶接機 300A～500A

　　 (ロ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

　　 (イ) エンドタブ

　　　　Ⅰ）突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

　　　　Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

　　　　Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：35mm以上

　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は、

　　　　　　溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

　　　　　　グラインダー仕上げとする

ｔ

　　　　Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る

かつ2t以上

35mm以上　

　　 (ロ) アークエアーガウジング機（直流）

　　 (ロ) 裏当て金

　　 (ハ) サブマージアーク溶接機１式

　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする

　　　　但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

　　　　但し梁成がD=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする

　　 (ホ) 裏はつり

　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接管理者の確認を励行し、部材に

　　　　確認マークを付ける

　　 (ヘ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

ｒ

r=30～ 35mm

スカラップ

r=10

r=35

　　 (ハ) スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする

 (ニ) ノンスカラップ工法

G

G：ルート間隔

θ

θ：開先角度裏当て金

（５ ）  塗　 装
　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

　　なっている部分は、塗装をしない

S
t≦16mm

t

S

7以下

6 7 10 12

14～1611～138～10

・tはt1,t2の小なる方とする　　　　

・但し片面溶接の場合はS=tとする　

余盛は(1+0.1S)mm以下とする　　　

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚

とすることが望ましい　　　　　　

（１）  隅肉溶接

（２）  部分溶込み 溶接

（３）  突合せ 溶接

t

Ｆ．Ｖ溶 接 姿 勢

t > 1 6 m m

t1

t2

S

t1

t/4≦ S ≦10mm

t≦t1f f

１

２

３

４

Ｒ≦２

t

Ｆ．Ｖ溶 接 姿 勢

6<t<19mm

G=0～2 （裏はつり後裏溶接）

t/4≦ S ≦10mm

L

t

Ｆ．Ｖ

θ G t1 L

6 5

9

θ G t1 L

99 9 8

6

9

6 6

6 88

8

5

99

ＭＣ  ＮＧＣ ＧＣ

45゜

35゜

35゜

45゜

45゜

35゜

t m m

6≦ t＜ 12

12≦ t＜ 16

1 6 ≦ t

溶 接 姿 勢
t1

t

t/4≦ S ≦10mm

G

８

７

６

５

1

2

3

4

t

Ｆ．Ｖ

のど厚 tmm 余盛の高さmm

t ≦ 4

4＜ t≦ 12

12＜ t≦ 19

溶 接 姿 勢

t≧ 19 mm

Ｔ形突合せ継手余盛

2/3t
t

θ=45ﾟ

G=0～2

1 9＜ t

θ=60ﾟ

t

Ｆ．Ｖ溶 接 姿 勢

1/3t

f

f

R≦2

6＜ t≦ 19mm

0 ＜ f ≦ 3.0mm

t1
t2

a1
2.5

削 り 面

G=0～2

（裏はつり後裏溶接）

θ=45ﾟ

t
R≦2

f

f
G=0～2

（裏はつり後裏溶接）

（但し，t≧15mm のとき 4.0mm とする） (平継手で板厚が異なる時)

t2/4 ≦ a ≦ 10mm

25mm以上

θ=45ﾟ

R≦2

f

G

t

t1

0 ＜ f ≦ 3.0mm

（但し，t≧15mm のとき 4.0mm とする）

Ｆ．Ｖ

ＭＣ　　ＮＧＣ ＧＣ

θ G t1 L

45ﾟ

35ﾟ

6

9

5

8

6

9

9

9

5

45ﾟ

45ﾟ

35ﾟ 9 9

9

8

5

5

6

6

6

θ G t1 L

35ﾟ

t  m m

6＜ t＜ 12

12≦ t≦ 19

溶 接 姿 勢

L L

1 9＜ t

φ Ｂ Ｓ

9

13

16

19

22

25

7

8

9

10

11

12

4

4.5

5

6

7

8

寸 法 (mm)

（ ４）  フ レアー溶接

(ｂ) 溶接技能者

入熱（KJ/cm）

スカーラップ部分は
回し溶接する　　　

10
0以

上

断面

15
0以

下

内ダイヤフラム

※

80以下

※

※ ※

内ダイヤフラム

エンドタブが交互に

※

※

ガス抜き φ=20

内ダイヤフラムの場合は柱
の角のRに接しないこと

25以上

25
以
上

平 面詳細
Ａ  －  Ａ  断面図

L

柱継手部は、現場溶接后、

仮設用プレート等を削除する。

BOLT 4×4－M16(HTB)

L
2sP －6
G.P －9

柱継 手部

スカーラップ部分は

回し溶接する　　　

●鋼材 種別による溶 接条件

JIS Z 3312

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3315

YGW - 11、15

YGW - 11、15

YGW - 18、19

YGW - 18、19

YGA - 50W、50P

YGA - 50W、50P

JIS Z 3211、3212、3214

JIS Z 3212、3214

鋼材の種類

400N級鋼

490N級鋼

溶 接 材 料 パス間温度(℃)

40以下

40以下

30以下

40以下

350以下

350以下

250以下

350以下

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

< 柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合 >

ダイアフラムは、柱フランジ厚 16 mm未満の場合 SN490C SN490B

　　　　　　　　柱フランジ厚 16 mm以上の場合 SN490C を使用する。

型 　   Ｂ .Ｈ  方式

※

※
※

※

※

※※

※

※

※

※

※

※

※

※※

※

※
※

※

※※

A - A 断面図

※

※

平面詳細

※

※

※

※※ 印は設計者が記入すること。

注)STKR,BCR,BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)資格認定または登録工場」のグレード別に

定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

１

１

４

４

※１

４

Ａ Ａ

４

※

７

１

当たらぬこと　　　

３

１

７

１

４

１

１
１

４ ４

７

４

１

１

４

１

１ １

４
４

１

４

１

４

１

４ ４

４

４
１

４

Ａ断面Ａ

１
１

４
４

４

１

１

１
１

１

３

３

１ ２t＞16mm　場合の溶接は、　　又は　　 ～　　 とする。３ ５

大梁が斜めの場合は

溶接と添板の内側板

に注意のこと

※2

2

θ
フランジが柱のRに
接しないこと

内ダイアフラム

t

4

t＞柱フランジのプレート厚

θ=75°～105°

● 柱が途中で折れる場合
　 及 梁成が異なる場合

2 3 5※ t＞16mm　場合の溶接は、　　 ～ 　　とする。

※

（通しダイヤフラムの場合）　ＢＯＸ型

t

※１ ３t＞16mm　場合の溶接は、　　 ～ 　　とする。５

７ ７

７

７

３t＞16mm　場合の溶接は、　　 ～　　 とする。５

※はりフランジは、通しダイア
フラムの厚み(t)の内側で
溶接する事。

７

※ノンスカラップ工法は工事監理者と協議の上決定する事。

※

25以上かつ

※梁が傾斜している場合、ダイヤフラム40を

板厚t=40を超えないよう出を決定する。

１．一般事項 ２． 溶接基準図

鉄 骨 構 造 標 準 図

Ｓ－０４

   年  月  日2022 3鉄骨構造標準図

育苗施設建築工事
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事
管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

※　継ぎ手の設計は、第一種保有耐力接合とする。；ＳＳ400級；高力ボルト:Ｆ10Ｔ・Ｓ１０Ｔ

ＳＣＳＳ－Ｈ９７／鉄骨構造標準接合部（Ｈ形鋼編）準拠版

＜ ウェ ブ 高力 ボ ルト の配置 ＞＜フラ ンジ 高力ボ ルトの 配置＞

ＤＢ １ Ｃ１1 0 0 ｼ ﾘ ｰ ｽ ﾞ 1 2 5 - 2 5 0 ｼ ﾘ ｰ ｽ ﾞ Ａ１
40 120 120 4040 90 90 4040 60 60 60 40 40 60 40

10

9090 ｇ1 ｇ1

4
0

4
0

4
040 60 60 40 4040 60 40 40

4
0

4
0

4
01010 4
0

1
0

1
0

1
0

4
0

2
2

ｇ
1

1
0
0

ｇ
1

Ｂ2
2

Ａ ２ Ｂ ２ Ｃ２3 0 0 ｼ ﾘ ｰ ｽ ﾞ
40 120 120 4040 60 60 60 40 40 90 90 40［千鳥打ち］

90 90 ｇ1ｇ2 ｇ2［奇 数列 ］ ［遇 数列 ］

4
0

4
0

4
0

40 45 45 45 45 40 40 45 45 45 40 4040

6
0

6
0

6
010 10

4
0

4
0

4
0

1
0

1
0

1
0

ｇ
2

3
0
0

ｇ
1

ｇ
2

添 え 板 高 力 ボ ル ト 添 え 板高 力 ボ ル ト

採

用

部

材

ボ

ル

ト

径

採

用

部

材

ボ

ル

ト

径

呼 称 呼 称(mm) (mm)寸 法 寸 法ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｳ ｪ ﾌ ﾞ ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ外 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ 内 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｳ ｪ ﾌ ﾞ ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ外 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ内 側 ｳ ｪ ﾌ ﾞ

本

数

本

数

本

数

本

数

Ｈ 形 鋼 高 力 ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ使 用 区 分 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｹ ﾞ ｰ ｼ ﾞ ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 添 板 幅 寸 法 寸 法配置 ﾋﾟｯﾁ 厚さ*幅*長さ 厚 さ *幅 厚さ*幅*長さ 配置 ﾋﾟｯﾁ 厚さ*幅*長さ 厚 さ * 幅 厚さ*幅*長さ
ｎF*ｍF ｍW*ｎW ｎF*ｍF ｍW*ｎW備 考

ﾀｲﾌﾟ (mm) ﾀｲﾌﾟ (mm) (mm)(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 幅 M 1 6 M 2 0 M 2 2 ｇ1 ｇ2 外 側 内 側 rtf tfH * B tw H * B tw r

1 0 0 56・ 1 0 0
－ 150*100 148*100 6 9 8 M16 16 2*2 4 1*2 Ｄ 16*100*290 － 6*80*29060特記なき材質はSN400Bとする。

1 2 5 75・
250*125 250*125 6 9 8 M16 24 3*2 8 2*2 Ｂ２ 90 12*125*410 － 6*170*290 200*150 194*150 6 9 8 M16 16 2*2 4 2*1 Ａ１ 60 9*150*290 9*60

1 5 0 90・

300*150 300*150 6.5 9 13 M20 16 2*2 4 2*1 Ｃ１ 120 9*150*290 9*60 6*200*170 250*175 244*175 7 11 13 M20 16 2*2 4 2*1 Ａ１ 60 9*175*290 9*70 9*140*170
1 7 5 1 0 5

350*175 350*175 7 11 13 M20 16 2*2 6 3*1 Ｂ１ 90 9*175*290 9*70 6*260*170 300*200 294*200 8 12 13 M20 24 3*2 6 3*1 Ａ１ 60 9*200*410 9*80 9*200*1702 0 0 1 2 0

2 5 0 1 5 0
400*200 8 13 13 M20 24 3*2 8 4*1 Ａ１ 60 9*200*410  9*80 9*260*170 350*250 340*250 9 14 13 M20 32 4*2 3*2 Ａ２ 60 12*250*530 12*100 9*200*29012400*200

3 0 0 1 5 0 40・ 千 鳥 打 ち
9 14 M20 24 3*2 5*1 12*200*410450*200 450*200 13 10 Ａ１ 60 12*80 9*320*170 400*300 390*300 10 16 13 M20 32 4*2 8 4*1 Ａ１ 60 12*300*440 12*110 9*260*170

500*200 500*200 10 13 10 Ａ１ 60 12*80 9*320*170 450*300 440*300 11 18 13 M22 32 4*2 10 5*1 Ａ１ 60 12*300*440 12*110 9*320*17016 M20 24 3*2 5*1 12*200*410

600*200 600*200 11 17 13 M20 24 3*2 16 4*2 Ｃ２ 120 12*200*410 12*80 9*440*290 500*300 18 M22 32 4*2 10 5*1 Ａ１ 90 12*300*440 12*320*170488*300 12*11011 13ﾎﾞﾙﾄ穴 径 ； M1 6:d=17、 M20:d=21 .5、 M22:d=23.5 （ m m ）

Ｈ 形 鋼 高 力 ボ ル ト 継 手 表

添 え 板 高 力 ボ ル ト 添 え 板高 力 ボ ル ト

採

用

部

材

ボ

ル

ト

径

採

用

部

材

ボ

ル

ト

径

呼 称 呼 称(mm) (mm)寸 法 寸 法ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｳ ｪ ﾌ ﾞ ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ外 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ 内 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ｳ ｪ ﾌ ﾞ ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ外 側 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ内 側 ｳ ｪ ﾌ ﾞ

本

数

本

数

本

数

本

数

寸 法 寸 法配置 ﾋﾟｯﾁ 厚さ*幅*長さ 厚 さ *幅 厚さ*幅*長さ 配置 ﾋﾟｯﾁ 厚さ*幅*長さ 厚 さ * 幅 厚さ*幅*長さ
ｎF*ｍF ｍW*ｎW ｎF*ｍF ｍW*ｎW

ﾀｲﾌﾟ (mm) ﾀｲﾌﾟ (mm) (mm)(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)rtf tfH * B tw H * B tw r

－

200*150 194*150 6 9 8 M16 16 2*2 4 2*1 Ａ１ 60 9*150*290 9*60

溶融亜鉛メッキ対応　Ｆ８Ｔ

一般　Ｆ１０Ｔ

6*140*230

1 5 0

1 2 5

1 7 5

2 0 0

2 5 0

3 0 0 1 1 0

1 0 0

 8 0

 7 0

 6 0

Ｓ－０５

6*140*230
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-14」（平成26年11月4日付） 岡部株式会社 旭化成建材株式会社角形鋼管
２ベースパック　型 TEL03（3624）5336 TEL03（3296）3515設計F値295N/mm 以下

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。施工□-150×150 ～ □-300×300 用 2014年12月作成

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

１．１ ３．１ ３．２ ４．１ ４．２ ６．１【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】構成部材 ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト） 形状・材質 配筋 基礎工事
●形状角形鋼管 ●材質角形鋼管 ●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合 柱型寸法を標準から変更する場合は、【JIS G 3136】SN490B

L Laa3 3 別紙「ベースパック柱脚工法における2 21010 120 120 XX bl2 l1l1 l2 l3 50l1 l2 l1 ６．２ アンカーボルト据付け
柱型寸法最大・最小値一覧」による。4 4 d フープ筋

30dl1 ●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立てＤ1 1 l1

d d d dl2 立上り筋
を行う。

単位 mm 単位 mm

a a5

l3l2 Ｄ ●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。呼び 異形部 呼び 異形部注1) 注1)5 X b XL L
3 d 呼び名 d 呼び名

3 12845 45D32M30 695M27 650D29 ●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることによりl2 150以上7 9 45l1 D32M30 695 133 720M33 D35 4579 l1 行い、標準許容差は下図による。M33 690,735 95,140D35 M36 770 6045 D38
88 90

以
上

M36 60D38 770 130 ●コンクリ－ト

tt M39 60D41 770,810 98,135 普通コンクリートとし、設計基準強度
e1 テンプレ－ト柱心※トップフープはダブルとする２注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。 は21N/mm　以上とする。形状（イ） 形状（ハ）

3 6 テンプレ－ト

中心線

●鉄筋

e
1

３．３ ３．６【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】Mナット フレームベース SD295(D13,D16)
1

単位 mm 図SD345(D19,D22)B A i) Aタイプ ii) Cタイプ
 呼び BA (e)

M27 22 41 47
けがき線50 65 5050 50W WM30 24 46 53 アンカ－ボルト(e

)

M33 26 50 58レベルモルタル（ベースパックグラウト） ４．３ e1M36 29 55 64 :柱心とテンプレ－トのけがき線との基礎立上がり5050

M39 31 60 691  アンカーボルト 7  フレームポスト 許容差
柱心

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。
2  注入座金 8  フレームベース

標 -2≦e1≦2W W ※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。
3  Ｍナット 9  ステコンアンカー 準３．４ 定着座金 許柱心4  ベースパックグラウト(グラウト材)   （コンクリートアンカー） 基準高さより誤差は

容
5  定着座金 10  ベースプレート 5050 差 -3≦e≦10i) アンカーフレーム Aタイプの場合

基礎梁天端656  テンプレート
g1 あるいは単位 mm

フーチング天端
の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。(注)上記   1  ～ 10 g1適用アンカーボルト 材質t d 立上り高さ

d(注)上記   6  ～ 9  は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55 9 28M27 ６．３g1 配筋およびコンクリート打設
9 31M30 55 ３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

M33 SS400 ●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。60 9 34

65 12 37M36 ●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型t１．２ 柱脚の定着方法概要 ●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。80 12 40M39 　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

グラウトロ－ト ベースパックグラウト

グラウト材 ６．４ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合 建方
注入座金

g2 ●レベルモルタルはベースパック< Aタイプ > < Cタイプ >

約
３
０
ｍ
ｍ

単位 mm
グラウト（グラウト材）を使用し

g1 g2適用アンカーボルト 材質t d ５．工場製作（溶接）d注入枠

g1 大きさは右図による。（桟木等） J9 32M30 J55 168
２/３　程度

M33 SS40060 173 9 35 ■組立

3030

113 65 178 38M36 9 ●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。
６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

t ■溶接方法（完全溶込み溶接)
●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●完全溶込み溶接とする。 (JASS 6　鉄骨工事による)

h寸
法

h寸
法

２．柱
３．５ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】注入座金 完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6 鉄骨工事 2007年版より ）

２ 単位 mmc ルート間隔G(mm) ルート面R(mm) 開先角度α1(°)溶接 適用板厚 溶接x 50 x 50F値(N/mm  ) 鋼種 採用 図 ６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入50 50 方法 T(mm) 姿勢適用 標準値 許容差 標準値 許容差 標準値 許容差c da1 a2 t記号
アンカーボルト

a2BCP235 ●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで被d 90 90 -2,+∞ -2,+1PM27 M27 32 42 101 18 28

以
上

以
上

7 2 α1：45覆235
(-3,+∞) (-2,+2)M30PM30 32 42 101 18 31 1.0～1.1 の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。a1 アSTKR400 -2.5,+∞T注入口 下向き6～｜35 45 110 18 34PM33 M33 (-5,+∞)ボルト孔 クW W35 45 110 18 37 -2,+∞ -2,+1M36PM36295 BCR295 溶 9 2 α1：35 ●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材のR (-3,+∞) (-2,+2)138 48 118 18 40t M39PM39 接Gα

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。セ ガ
ル ス単位 mm -2,+∞ -2,+1フ シ 6 2 α1：45シベ－スプレ－ト ｜ (-3,+∞) (-2,+2)｜ ル -2.5,+∞ル

ド 下向き柱 ベースプレート アンカーボルト コンクリート柱型 フレームベース フレームポスト間 6～ド (-5,+∞)アアJ寸法最低h寸法ベースパック ｜｜ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ -2,+∞ -2,+1設計基準強度採用 寸法(mm) 配筋 寸法(mm) 寸法(mm)寸法(mm) クク 7 2 α1：35外径 板厚 ﾀｲﾌﾟ記号 (-3,+∞) (-2,+2)溶 溶材質 形状 本数-呼び 材質
2 接接(mm) (mm) (N/mm  )a t l1 l2 l3 d D W x立上り筋 フープ筋 (mm)(mm) ７．本工法の施工及び施工管理

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
（イ） 21以上t≦1215-12V 300 28 50 200 - φ45 500 12-D16 D13@100A□-150×150 SN490B 4-M27 SD490 250 150 550 135 ・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差(上段：管理許容差、下段括弧内:限界許容差)を示す。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。（イ） 21以上t≦1217-12V 320 32 45 230 - φ45 530 12-D19 D13@100A□-175×175 SN490B 4-M30 SD490 280 180 600 135
■ベースプレートの予熱

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示
（イ） 21以上t≦1220-12V 360 32 50 260 - φ50 560 12-D19 D13@100A□-200×200 SN490B 4-M33 SD490 310 210 600 135

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

板厚(mm) パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に（イ） 21以上t≦1225-12V 420 36 55 310 - φ55 630 12-D19 D13@100A 溶接方法 鋼種□-250×250 SN490B 4-M39 SD490 370 270 650 150
t＜32 32≦t＜40 40≦t≦50

より施工管理を行うものとする。（ハ） 21以上t≦1625-16V 450 32 50 80 190 φ50 620 12-D19 D13@100C□-250×250 SN490B 8-M33 SD490 240 140 650 135 低水素系被覆アーク溶接 予熱なし 50 ℃ 50 ℃SN490B

予熱なし 予熱なし 予熱なしSN490BCO ガスシールドアーク溶接（イ） 21以上t≦930-09V 480 36 60 360 - φ55 680 12-D22 D13@100 2A□-300×300 SN490B 4-M39 SD490 420 320 650 150 ●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。 技術者等による。
（ハ） 21以上t≦1630-16V 520 40 50 80 260 φ55 710 12-D22 D13@100C□-300×300 SN490B 8-M36 SD490 310 210 700 150

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。
（ハ） 21以上t≦1930-19V 550 50 50 80 290 φ55 740 12-D22 D13@100C□-300×300 SN490B 8-M36 SD490 340 240 700 150

（ハ） 21以上t≦12 520 32 50 80 260 φ50 700 12-D22 D13@100C□-300×300 SN490B 8-M30 SD490 310 210 650 135

D13@100（イ） 21以上t≦9 420 32 55 310 - φ55 610 12-D19A□-250×250 SN490B 4-M36 SD490 360 260 650 150

（イ） 21以上t≦9 360 28 50 260 - φ45 560 12-D16 D13@100A□-200×200 SN490B 4-M30 SD490 310 210 600 13520-09V

25-09V

30-12V

Ｓ－０６
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ベースパック柱脚工法
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ
縮　尺

Ｓ－０７
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ラップルコン

※ラップルコンクリートは礫質地盤に200以上埋込む事

※下記基礎姿図は一般を示し、基礎詳細を参照。

S：1／100,500

(Ａ3：1／200,1000）

主要用途：水稲育苗施設

構 造：鉄骨造

階 数：平屋建て

申請建屋
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　
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TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ
縮　尺
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ラップルコンクリート伏図 1、
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4、

支持地盤は砂礫層又は玉石混じり砂礫層とする。

基礎下地耐力は Ra= 150 KN/m2以上とする。

斜線部はラップルコンクリートを示す。（Fc=18 N/mm2, スランプ15cm）

ラップルコンクリート下端は、砂礫質層を確認し20cm以上根入れする。
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上記ラップル深さは想定であり、施工に際し支持層及び深さの確認を行い

現場監理者の指示に従い施工する事とする。

6、★印は試験堀り位置を示す。（9か所）
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日本土地興業株式会社
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一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　
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〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日
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土 間 コ ン 詳 細 図 S=1:30
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基 礎 大 梁 主 筋 納 ま り 図

梁間方向と桁梁方向の梁主筋の納まりは下記の通りとする。

梁ふかし要領図

添 え S T･ D 1 0

又、砕石下は盛土（山砂）とし

転圧締固め（50KN/㎡）を行う事
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   年  月  日

※砕石は十分な締固めを行う。

2022 3
基礎梁リスト

土間リスト
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特記なき土間コンクリート天端は 1FL-150 とする。

特記なき基礎梁天端は GL-250 とする。

印は腰壁を示し、外部 t=120 内部 t=100を示す。
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印は土間コンクリートS0（t=200）を示す。

5, 印は排水溝を示し、意匠図参照。

   年  月  日

※土間コンクリート下は十分な締固めを行う事。

盛土は山砂とし転圧締固め（50KN/㎡）を行う事。
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　
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〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ
縮　尺
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母屋受け梁天端は1FL+3,600
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2,

印はハゼ式折版2型（h=166,t=0.8）を示す。

印は屋根ﾌﾞﾚｰｽ（1-M16、TB付き）を示す。
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　
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〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日

版 番 号

図面ＮＯ
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印はsb 梁を示し、梁天端は大梁（RG）－50 とする。

折版受け B20，B20Aは カサ上げをしない。（カサ上げ用C形鋼付き）

RG1

印は屋根ﾌﾞﾚｰｽ（1-M16、TB付き）を示す。

Ｓ－１４

   年  月  日

150

2022 3Ｒ階床梁伏図

育苗施設建築工事

23



   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日

版 番 号

図面ＮＯ

Ｐ．ＮＯ
縮　尺

1, 特記なき材質は、SN400B とする。

2, 特記なきボルトは、HTB（S-10T） とする。柱 リ ス ト

Ｃ１ （BCR295） 柱脚はﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ工法

符 号 主 材 柱 　 脚 及 び  G,PL

Ｃ２ （BCR295） 柱脚はﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ工法

（BCR295）Ｃ３

□-300×300×12

□-250×250×9

□-200×200×9 柱脚はﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ工法

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

H-194×150×6×9

（SS400）

（SN400B）

H-148×100×6×9 （SS400）

（SS400）H-200×100×5.5×8

[-180×75×7×10.5

ベースパック 30-12V

ベースパック 25-09V

ベースパック 20-09V

柱脚は下記参照
G.PL- 9, 2-M16

G.PL- 9, 2-M16

2-M16

2-M16

G.PL- 6,

柱脚は下記参照

Ｐ４
（溝形鋼）

大 梁 リ ス ト
1, 特記なき材質は、SN400B とする。

2, 特記なきボルトは、HTB（S-10T） とする。

符 号 継 手 部主 材

ＲＧ１ 継 手 表 参 照

H-300×150×6.5×9

ＲＧ２

ＲＧ３

ＲＧ４

H-450×200×9×14

H-294×200×8×12

継 手 表 参 照

継 手 表 参 照

継 手 表 参 照

継 手 表 参 照ＣＧ１ H-194×150×6×9

H-300×150×6.5×9

溶融亜鉛メッキによりF8T

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

（SN400B）

符 号 主 材

Ｂ20 H-200×100×5.5×8

H-200×100×5.5×8Ｂ20A

Ｂ17

Ｂ15 H-150× 75×5×7

G . P L H T B タ イ プ

2× 2 - M 2 0

G.PL- 6

G.PL- 6

2 - M 2 0

2 - M 1 6

Ａ

2 - M 1 6

Ｂ

（ F8T ）

1, 特記なき材質は、SS400 とする。

2, 特記なきボルトは高力ボルト（HTB）とする。
小 梁 等 リ ス ト

1、

2、

3、

4、

5、

ガセット材質は SN400B とする。

ダイヤフラム材質は SN490C とする。

小梁材質は SS400 とする。

大梁材質は SN400B とする。（CG1も同じ）

角形鋼管柱材質（C1～C3）は BCR295 とする。

母屋･垂木及び胴縁は SSC400 とする。

一般構造用角形鋼管材質は STKR400 とする。（MC,Mb）

間柱（P1）材質は SN400B とする。

間柱（P2～P4）材質は SS400 とする。

柱梁接合部は、対向ﾌﾗﾝｼの厚い方の2ランク以上とする。

大梁継手は、高力ﾎﾞﾙﾄ継ぎ手表参照（SCSS-H97）とする。

継手高力ﾎﾞﾙﾄは、S10Tとする。

水平ブレース材質は SNR400B とする。

6、

7、

8、

9、

10、

11、

12、

13、

特 記 仕 様

（λmax= 102.1）

（λmax= 74.5）

タイプＡ

S=1:30

鉄骨水平ブレースG.PLは梁上F.PLに取り付く。

梁の交点

S = 1 : 2 0屋 根 ブ レ ー ス 詳 細

M16

G.PL-9,

PL-6×170×52（平鋼製）

1-M16(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付 )

45

7045

25

55

52

G.PL- 6

G.PL- 6

つづれ合わせ@900以内 PL-6×100×100

Ｂ14 H-148×100×6.0×9

ｓｂ

（リップ溝形鋼）

2C-100×50×20×2.3
（SSC400）

G.PL- 6 2 - M 1 6

G.PL- 6 2 - M 1 6

中ボルト 1-M12

（二面マサツ）

（SSC400）
中ボ 2-M12

□-100×100×2.3 中ボ 2-M12

外壁開口部
縦枠

C-100×50×20×2.3 G.PL- 6 中ボ 2-M12

Mb

[-180×75×7×10.5 G.PL- 9 2 - M 1 6
（溝形鋼）

Ａ

（横使い）

[-200×80×7.5×11 2 - M 1 6G.PL- 6
（溝形鋼）

母 屋
（天井受け）

C-100×50×20×1.6 @900 G.PL- 6 中ボ 2-M12
（SSC400）

横 胴 縁
（SSC400）

中ボ 2-M12C-100×50×20×2.3 @455

C-100×50×20×3.2 @455

（一般）

シャッター

ボックス受け

オーバースライダー

シャフトブラケット受け

上下 ：□-100×100×2.3

縦胴縁 C-100×50×20×2.3 @600

End.PL-9, G.PL- 6,

Ｂ15 H-150× 75×5×7 G.PL- 6 2 - M 1 6
（ 庇 ） （ F8T ）

Ｃ

タイプＣ

5
0

P
C

カサ上げ用C-100×50×20×3.2

5
0

中ボルト 2-M12

Ｐ４A 全上全上

Riv.PL-6×80

PL-6×90×100

□-100×100×2.3

G.PL-6,2-M16

Y1
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G.PL-6,2-M12（中ﾎﾞﾙﾄ） Riv.PL-6×80

PL-6×90×100

□-100×100×2.3

S=1:20

[-180×75×7×10.5
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G.PL-6,2-M12（中ﾎﾞﾙﾄ）
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（Ｌは土台天端より）
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シャッター三 方枠廻り上部詳細図

P4AとC柱の接合 S＝1：30

P4A側：L-90×90×7,2-M16

P4A：[-180×75×7×10.5

P4A側：L-90×90×7,2-M16
1-M16
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溶接 S=8

P4A P4A C1C1

PL-9×75曲げ加工
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三方枠廻り （STKR400）
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（Ｌは土台天端より）
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P4に＠1800毎 L-100×75×7にて溶接

三方縦枠　□-100×100×2.3は

カサ上げ用C-100×50×20×3.2
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柱脚は下記参照
G.PL- 9,

H-175× 90×5×8
（溶融亜鉛メッキ）
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A.Bolt； 2-M16 L=400 Wﾅｯﾄ締め

Φ50×9　定着板付きΦ50×9　定着板付き

※B.PL材質はSN400B

A.Bolt； 2-M16 L=400 Wﾅｯﾄ締め

Φ50×9　定着板付き

※B.PL材質はSN400B
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間柱 柱脚詳細図　S=1：30

※B.PL材質はSN400B

Ｐ4：[-180×75×7×10.5

（SS400）

（SS400）

2-M16

2-M16G.PL- 6,

柱脚は下記参照
Ｐ５

Ｖ

H-100×100×6×8 G.PL- 6,

B.PLは無し、@1500毎に柱に接合

L-75×75×6

（横使い）

G.PL- 6 2 - M 1 6H-100×100×6×8

屋根ブレース 1-Ｍ16、TB付き
（SNR400B）

G.PL- 9 1 - M 1 6

G.PL- 6 中ボ 2-M12
（SSC400）

縦 胴 縁
（防煙垂れ壁）

C-100×50×20×1.6 @455
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ＷＢ2

2022 3鉄骨リスト

育苗施設建築工事

23



   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日

版 番 号
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(Ａ3：1／200)

7,000 3,600 14,000 3,600

1,500 17,600 1,500 17,600 1,5001,500

7,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y1 Y3 Y4

5
9
0

8
0

7
0
0

1
8
0 8
8
0

5
,
7
0
0

5
9
0

8
0

7
0
0

1
8
0 8
8
0

5
,
7
0
0

5
9
0

8
0

7
0
0

1
8
0 8
8
0

5
,
7
0
0

5
9
0

8
0

7
0
0

1
8
0 8
8
0

5
,
7
0
0

5
,
7
0
0

7
0
0

4
,
8
2
0

1
8
0

5
,
7
0
0

7
0
0

4
,
8
2
0

1
8
0

5
,
7
0
0

8
0

2
2
0

1
,
1
0
0

G L

5
,
7
0
0

8
0

2
2
0

1
,
1
0
0

G L

B,PL下端

B,PL下端

5
,
7
0
0

9
7
0

8
0

1
,
0
5
0

4
,
6
5
0

2
2
0

1
,
1
0
0

G L

B,PL下端

5
,
7
0
0

9
7
0

8
0

1
,
0
5
0

4
,
6
5
0

2
2
0

1
,
1
0
0

G L

B,PL下端

RSL水上

5
,
7
0
0

1
,
1
0
0

2
2
0

G L

B,PL下端
5
,
7
0
0

1
,
1
0
0

2
2
0

G L

B,PL下端

RSL水上

X 1通 り 軸 組 図 X5 , X6通 り 軸 組 図 S=1:100S=1:100

800 800 800 800 600 600

230230

700 700 700 1,400 1,400 600 600 700

205 230 230 205

j

j
j

j

j

j
j j

j

j

jj

j

j

j

j

j

j

j j j

j

j

j j j

700 1,400 1,400 600 600 700

230 230 205

1,400 1,400 600 600

230

700 1,400 1,400 600 600 700

230 230 205

1,400 1,400 600 600

230

230 205

j

j j j

特記なき横胴縁はC-100×50×20×2.3@455とする。

（２連続とする。）
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特記なき横胴縁はC-100×50×20×3.2 @455とする。

印はラップルコンクリートを示し、深さはS-08を参照

※F4

排水溝位置は意匠図参照

   年  月  日

X8, X 9通 り 軸 組 図
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※X7通りは別記（S-18）参照

排水溝位置は意匠図参照
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日
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特記なき横胴縁はC-100×50×20×2.3@455とする。

（２連続とする。）

特記なき梁継手位置は、柱芯より600とする。

P4位置は意匠図参照
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特記なき横胴縁はC-100×50×20×2.3@455とする。

（２連続とする。）
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者

一級建築士 建設大臣登録 第208602号

構造設計一級建築士 建築士証交付番号 第 569号

構造担当： セザコ建築構造設計事務所 藤田淳一　　

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号

工　事　名　称

図　面　名　称竹 園 　 隆 一

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2

製作年月日
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特記なき横胴縁はC-100×50×20×2.3@455とする。

（２連続とする。）

特記なき梁継手位置は、柱芯より600とする。

P4位置は意匠図参照

特記なき横胴縁はC-100×50×20×2.3@455とする。

（２連続とする。）

特記なき梁継手位置は、柱芯より600とする。

P4位置は意匠図参照
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日本土地興業株式会社
担当者管理建築士 設計者
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5.工事範囲
種　　　　　　　　　　別

有
無 備　　　考

6.建築 ・ 電気
工　事

項　目

適

用    工事内容                    

建

築

空

調

衛

生

電

気

昇

降

機

備　　　　　考

工  

事  

項  

目

適

用    工事内容                    

建

築

空

調

衛

生

電

気

昇

降

機

備　　　　　考含む 別途 　機械各工事の

(
○印をつけた

)

電　　　気

　電灯・コンセント 　分担区分表
ものが該当する。 　非常照明・誘導灯

(
 ※適用欄○印

)

各　

工　

事　

共　

通　

事　

項

・   機械搬入口の設置（ＥＬＶ用含む） ○  開口部補強及び搬入後閉鎖含む

空

調

設

備

・ 　地震感知器の配管配線 ○  感知器は空調
　動　　　　　力    が該当する。

　受　　変　　電
・   機械搬入用吊り下げビーム又はフック ○  位置、ｔ数 ・ 　ばい煙濃度計の指示計までの配管配線 ○

　蓄　　電　　池

  発　　　　　電
・

　ボイラー用、発電機用煙突工事

　（接続フランジ、耐火被覆の穴あけを含む）
○  煙突までの煙導及び接続は各設備工事 ・ 　ばい煙濃度計の指示計以降の配管配線 ○

  構内情報通信網

  構内交換・電話
・ 　梁の貫通スリーブの補強 ○  スリーブ及び周辺モルタル充填は設備工事 ・

　天井吊形ファンコイルユニットと操作スイッチ間の

　渡り配管配線
○

  情　報　表　示

  映　像・音　響
・ 　床・壁の貫通穴及び貫通スリーブ ○ ○ ○  周辺補強は建築工事 ・

　防煙ダンパと連動制御部までの配管配線及び
　連動制御器から煙感知器までの配管

○
　拡　　　　　声

  誘　導　支　援
・ 　各壁面ガラリ、フード並びに遮風板 ○  機械換気用については設備工事 ・ 　換気扇、全熱交換機及びガス器具排気連動装置の配管配線 ○

  呼　　出　　し

  住　宅　情　報
・

　パイプシャフト、ダクトスペース及び

　シャフト内デッキ
○  パイプユニット取付用金物は設備工事 ・ 　自動制御設備、制御用の配管配線 ○

  テレビ・ＦＭ共同受信

  テレビ電波障害防除
・ 　天井・壁・床の改め口（点検操作用） ○ ・

・ 　天井・壁・床・貫通パイプ箇所の穴埋め ○ ○ ○

衛

生

設

備

・ 　地下各種水槽及びピットの躯体 ○  マンホール・タラップ清掃を含む

・ 　屋内外トレンチ及び便所ピットの築造 ○ ・ 　地上受水槽基礎、フェンス築造 ○

給　排　水

衛　　　生

　衛　生　器　具

　給　　　　　水
・ 　外装関連貫通パイプ等周辺のコーキング ○ ・ 　高架水槽、貯湯槽ポンプ等の床補強及び機器基礎 ○  機器アンカー及び仕上工事は衛生

　排　水・通　気

　給　　　　　湯
・ 　鉄骨貫通鋼管スリーブ ○ ・ 　機械室厨房等の排水溝および蓋工事 ○

 ガソリントラップ
 グリストラップを含む　厨　房　機　器

　消　火　設　備
・ 　開口部の型枠・補強 ○ ・ 　天井・床・壁の点検口 ○  点検用梯子・保守台を含む

　消　　火　　器

　浄　  化　  槽
・ 　貫通スリーブ・開口部の墨出し ○ ○ ○ ○ ○ ・ 　造り付流し、ガス台（配管の特殊な穴あけを含む） ○  台内配管の周辺ふさぎは衛生

　ガ　　　　　ス

・ 　貫通スリーブ・開口部の穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ・ 　便器取付開口部 ○  切込み・補強共（墨出し・枠は衛生）

・ 　予備スリーブの穴埋め ○ ○ ○ ○ ○ ・ 　雨樋 ○  縦樋受以降の横引配管は衛生

・ 　ボード類の切り込み ○ ・ 　フロートスイッチ、フロートレススイッチ取付 ○

空 気 調 和

　空　気　調　和

　暖　　　　　房
・ 　下地材の切込み・補強 ○ ・ 　同上用配管配線 ○

　冷　　　　　房

　換　　　　　気
・ 　切込み・補強 ○ ・ 　浄化槽用動力工事 ○

　自  動  制  御

・ 　各種ボックス類 ○ ○ ○ ○ ・ 　鏡及び化粧棚（洗面器上部） ○  意匠図に図示した特殊なものは建築

・ 　感知器連動防火戸のレリーズ用切込み ○ ・ 　屋外防火用水槽 ○

電　

気

設

備

・ 　電力ケーブル引込みマンホール ○  特殊なものは建築工事 ・ 　屋外浄化槽躯体及周囲フェンス築造 ○

昇　降　機

　エレベーター

　小荷物専用昇降機
・ 　電話ケーブル引込みマンホール ○           〃 ・

　軽鉄間仕切に取り付ける消火栓湯沸器等の補強

　（パイプ貫通を含む）
○  切込み並びに補強（墨出しは衛生）

　エスカレーター

・ 　電気等の床ピット及びセパレータ、蓋工事 ○ ・ 　流し台配管の接続 ○  流し台（トラップ含む）は建築

・ 　変圧器等床ピット基礎工事 ○ ・ 　厨房機器配管等の接続

備　品　等

　非常用救助袋

　造　付　家　具
・ 　発電機の床補強・機器基礎工事 ○ ・

　移　動　家　具

　カ ー テ ン 類
・ 　　〃　の床ピット及び蓋工事 ○

昇

降

機

設

備

・ 　機械室・シャフト・ピット躯体 ○  機械室軽量コンクリート打設含む
　カ ー ペ ッ ト 類

　マ　ッ　ト　類
・ 　　〃　の天井ビーム・フック工事 ○ ・ 　出入口・インジケーター押釦の穴あけ ○  補強は建築

　郵　　便　　受

　サ　　イ　　ン
・ 　　〃　の地下オイルタンク、オイル配管工事 ○  自家発室内は電気工事 ・ 　機械室床機械据付用穴あけ ○  （墨出しは昇降機）

　表 示 板 文 字

　掲　　示　　板
・ 　　〃　の排水管工事 ○         〃 ・ 　機械室内配線ダクト穴あけ ○  （  〃  は電気）

　装　　飾　　物

　可 動 間 仕 切
・ 　埋込照明器具及びスピーカの取付用下地及補強 ○  切込み並びに補強共（墨出しは電気） ・ 　機械室内仕上げ及び天井機械吊り上げ用フック ○

　その他の備品

・ 　軽鉄間仕切壁に取付ける熱パイプ貫通の補強 ○         〃 ・ 　出入口等取付後の床・壁・天井仕上 ○

・ 　電動シャッターの配管配線（一次側接続迄） ○  本体は建築 ・ 　換気設備及び付属電気設備 ○

・ 　オートドアーの電源供給配管・配線（一次側接続迄） ○      〃 ・ 　電源引込 ○

・ 　防火戸の煙連動制御盤及び配管・配線（一次側接続迄） ○      〃 ・ 　接地工事 ○

外　　構

　造　園・植　栽

　門
・ 　可動間仕切内配管工事（一次側接続迄） ○      〃 ・ 　昇降路外の監視盤・操作用線及びインターホン用配線引込み ○  配管は電気

　塀

　外　　　　　灯
・ 　アンテナ・マスト等基礎工事 ○ ・ 　ＢＧＭ用配線引込工事 ○

　屋　外　排　水

　駐　　車　　場
・ ・ 　機械室ピット内コンセント工事 ○

　敷　地　整　地

　擁　　　　　壁

空　

調　

設　

備

・ 　蓄熱槽の築造工事 ○  耐熱工事、連通管、マンホール、タラップ、清掃を含む ・ 　エレベーター監視盤製作及び据付 ○
　その他の構内施設

・ 　オイルタンク基礎及び外廊のコンクリート工事 ○ ・ 　昇降路がＳ造の中間ビームブラケット受けピース ○

・ 　冷凍機・冷却塔の床補強、機器基礎工事 ○  機器アンカー並びに仕上工事は空調 ・ 　昇降路がＳ造の中間ビーム本体及びブラケット受け ○

・ 　ポンプ、空調機、ファン等の機器基礎工事 ○ 　　　　　　　〃 ・ 　シャフト頂部搬入用フック・トロリービーム ○

そ の 他

　道　路　補　償
・ 　天井、吹出し等の取付用下地枠 ○  切込み補強共（墨出しは空調） ・

　解　体　工　事

　移　転　工　事
・ 　照明器具併設吹出しロ ○ ・

・ 　吸気用ガラリ ○ ・

・ 　窓下ファンコイルユニットの化粧囲い ○  吹出口、点検口を含む ・

・ 　ファンコイル用配管配線（3Ｐコンセント迄） ○  100Ｖ電源 ・

・ 　　　 〃 　　手元調整器 ○ ・

・ 　自動制御関係計器類 ○ ・

・ 　自動盤（現場）以降の配管配線 ○ ・

・ 　天井換気扇（100Ｖ単独運転の電源は電気工事） ○  全熱交換形のコントロールスイッチは空調 ・

・ 　壁換気扇 ○ ・

・ 　空調用の制御配管配線 ○ ・

工事概要書No．2
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章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項
１ ・ 12 電線管の塗装 （１）下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。 １ ・ 30 あと施工アンカー アンカーは原則として先付け工法とするが、やむを得ない場合は監督員と協議のうえ、あと施工アンカーを使用する。特に重量物

を吊る場合のあと施工アンカーについては、アンカーの選定、鉄筋や電線管等に干渉しないことの事前確認方法、及び作業者
について協議すること。

・ 屋外 ・ 居室 ・ 機械室 ・ ・

１ 工事項目　　（電気設備工事） ○印を付したもの ・ 配線室 ・ 共同溝内 ・ ・

建物種別及び屋外
1 2 3 4 屋　外

電

気

設

備

共

通

事

項

電

気

設

備

共

通

事

項

（１）あと施工アンカー ・ 接着系アンカー（有機系）

工事項目 ・ 13 インサート 床板で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。 ・ 金属拡張系アンカー（打込式）
電

気

設

備

共

通

事

項

・ 1 電灯設備 （２）施工前に計画書を作成し、監督員に提出する。
・ 2 動力設備 ・ 14 保温、結露防止 外部に面する壁、天井には位置ボックス等を打ち込むことは望ましくないが、やむを得ず設ける場合には、 （３）施工確認試験（目視検査、接触検査、打音検査）を全数 （ ※ 行う ・ 行わない ）
・ 3 電熱設備 保温や結露防止の処理を行う。 （４）引張試験 （ ・ 行う ※ 行わない ） 引張試験本数 （※ 抽出 ・全数 ）
・ 4 雷保護設備 【引張試験対象設備】
・ 5 受変電設備 ・ 15 配線器具等 （１）図面に特記（図示）無きフラッシュプレートの仕様 ・ 樹脂製 ・ 新金属製 ・ ステンレス製 ・ （ ） ・ （ ） ・ （ ）
・ 6 電力貯蔵設備 （２）図面に特記（図示）無きスイッチの仕様 ・ 一般形（大角形） ・ ワイド形 ・ （ ） ・ （ ） ・ （ ） ・ （ ）
・ 7 発電設備
・ 8 構内情報通信網設備 ・ 16 ハンドホール （１）文字 ○ 標準文字入り ・ 文字無し ・ 県章入り文字付き ・ 引張試験を抽出して行う場合は次による。
・ 9 構内交換設備 マンホール蓋 （２）開閉用フック(ハンドル)の納入 ・ する。 ［納品数： ・ １組 ・ ２組 ・ （ 組 ）］ ・ しない ① １日に施工されたものの各径、各仕様ごとを1ロットとし、１ロットに対し３本を行う。
・ 10 情報表示設備 （３）ボルトロック式等の仕様については、図示による。 ただし、１日で同一径のものを複数員、複数の場所で施工する場合は、それぞれ行う。
・ 11 映像・音響設備 ② ロットの合否判定は、ロットの全ての試験箇所が合格と判定された場合に、当該ロットを合格とする。
・ 12 拡声設備 ・ 17 環境に配慮した 特記なき場合は、電線及びケーブルについて、ＥＭ （ｴｺﾏﾃﾘｱﾙ） ケーブルを使用する。 ③ 不合格ロットは、残り全数に対して試験を行う。
・ 13 誘導支援設備 電線採用
・ 14 テレビ共同受信設備
・ 15 監視カメラ設備 ・ 18 盤　類 （１）盤類の仕様は下記のとおりとし、詳細は図面特記による。 ・ 31 改修工事 改修工事にあたっては、工事範囲における次の確認・測定等を施工前に行い、監督員に報告する。
・ 16 駐車場管制設備 ・ 公共建築工事標準仕様書 ・ メーカー標準品 ・ 図示による ・ 既設機器の動作確認
・ 17 防犯・入退室管理設備 （２）銘板には製造者及び 受注者 の連絡先を入れること。 ・ 照度測定 範囲 （ ※ 居室 ※ 教室 ・ 指定する場所 ・ （ ） ）
・ 18 火災報知設備 ・ 絶縁測定 （ ・ 幹線 ・ 分岐回路 ・ 弱電ケーブル ）
・ 19 中央監視制御設備 ・ 19 機器の取付け 特記なき場合は、別表「機器の取付高さ」による。 ・ 接地抵抗測定
・ 20 構内配電線路 ・ 導通試験
・ 21 構内通信線路 ・ 20 幹線ケーブル 主要な幹線ケーブルは、プルボックス、ハンドホール等内で、円回し等により余長を確保する。
・ 22 テレビ電波障害防除設備 なお、この際はケーブルを緊縛してはならない。
・ 23 撤去工事
・ 24 ・ 21 表示等 （１）プレートの表示
・ 25 器具を実装しないものについては、下記の要領で用途を明示する。 【機器の取付高さ】
・ 26 （ 電灯、動力、電話、放送、TV、火報、ﾍﾞﾙ、ｲﾝﾀｰﾎﾝ、表示、時計、防犯、監視、LAN、呼出等 ）
・ （２）幹線の表示 機器取付高さは、図示が無ければ下表を標準とするが、機器の使用用途を考慮し、適宜調整すること。

工事項目の分類は、公共建築工事内訳書標準書式（設備工事編）（平成30年版）を標準とする。 　強電、弱電の幹線引出口、引込口、プルボックス内及びハンドホール内の必要な箇所には、行先、回路種別 （監督員の指示により変更することがある）

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 及びケーブルサイズ等を明示した表示札、プレート等を設ける。 名　　　　　　称 測　　　　点 取　付　高　　　　　（ｍｍ）

1 機器等の配置 設計図において機器の配置は、数量及び関係位置を示したものであり、正確な位置はさらに打合せを必要とする。 （３）プルボックス及びハンドホールの表示 取引用計器 地上 ～ 中心 約 １，８００ ～ 約 ２,０００

プルボックスの表面に用途表示を行う。 引込開閉器 床上 ～ 中心 約 １，８００ ～ 約 ２,２００

2 機　材 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は同等以上のものとする。 分電盤 床上 ～ 中心 約 １，５００ ～ 約 ２,１００

ただし、同等以上のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。 〔県：第1編1.5.1 〕 ・ 22 接地工事 1 既存の接地 ・ 利用する ・ 利用しない

ブラケット

洗面器 鏡上 約 １００

階段踊場 床上 ～ 中心 約 ２，０００ ～ 約 ２,５００

3 機材、施工の 共通仕様書の各項の試験による。 〔県：第1編1.5.3 〕 2 接地を新設する場合は、以下による。

試験 〔県：第4編1.2.1 〕 （１）接地埋設標は黄銅板製の刻記式とし、Ａ種接地工事 （柱上高圧機器を除く）、 受電設備等のＢ種接地工事、

スイッチ

屋外 床上 ～ 中心 約 １，５００

その他図面に特記する接地工事に設けること。 一般 床上 ～ 中心 ～ 約 １,３００

4 関連法規等 電気設備技術基準、同基準解釈、その他の関係法規及び電力会社、電気通信事業者 （ＮＴＴ等）の内規を （２）接地極の材料は、下表による。（枚数及び本数は最低の値とする。） 車椅子用 床上 ～ 中心 ～ 約 １,１００

厳守して完全に施工する。
接　地　極　の　種　類 記号

接　地　極　の　材　料
備考

住宅 床上 ～ 中心 約 １，１００

銅板 接地棒 ～

5 耐震施工 （１）耐震施工は、「福島県建築設備耐震・対津波計画指針（福島県土木部制定）」、 〔県：第4編1.3.1 〕

電
力

共用 ＥＡ，C，Ｄ ・ １枚 ・ 本 ～

及び、「建築設備耐震設計・施工指針(（一財）日本建築センター)」による。 Ａ種接地工事 ＥＡ ・ ・ ６本

コンセント

一般 床上 ～ 中心 約 ３００ ～

柱上高圧機器 ＥＢｐ ・ ・ ２本 台上 台上 ～ 中心 約 ２００

（２）本工事施設の耐震安全性の分類は下記による。 Ｂ種接地工事 ＥＢ ・ ・ 本 土間 床上 ～ 中心 約 ８００
・ 特定の施設 （ ・ 甲類１ ・ 甲類２ ・ 乙類１ ・ 乙類２ ） Ｃ種接地工事 ＥＣ ・ ・ ６本 畳 床上 ～ 中心 約 １５０
・ 一般の施設 （ その他 ） Ｄ種接地工事 ＥＤ ・ ・ 本 ～

通
信
情
報

構内交換機用 Ｅt ・ １枚 ・ ２本 ～

（３）設備機器の設計用標準水平震度（Ks）は、下表による。 直流電源装置　（陽極） Ｅtp ・ １枚 ・ ２本 ～

保安用 （　１０Ω以下） ＥＡｔ ・ ・ ６本
手元開閉器

床上 ～ 中心 約 １，５００

設 置 場 所

耐 　震 　安 　全 　性 　の 　分 　類 保安用 （１００Ω以下） ＥLt ・ ・ １本 ～

特定の施設 一般の施設 拡声用増幅器（１００Ω以下） ＥＤt ・ ・ １本 壁掛型制御盤 床上 ～ 中心 約 １，５００

甲類1,2　 及び 　乙類1,2 その他 雷
保
護

避雷設備 ＥＬ ・ １枚 ・ ２本
旧ＪＩＳ基準の場合に適用

消火栓表示灯 床上 ～ 中心 約 ２，０００ ～ ２,５００

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器 低圧避雷器 （　１０Ω以下） ＥＬＬ ・ ・ ６本 端子盤 床上 ～ 下端 約 ７００ ～

耐震クラス 耐震クラスS 耐震クラスA 耐震クラスB ・ ・ 保安器ボックス 床上 ～ 下端 約 ２，０００

上層階、屋上
２．０ １．５ １．０ 他

測定補助用 ＥＯ ・ ・ １本 電話位置ボックス壁、テレビ端子 コンセントに準じる

及び塔屋 ・ ・ 受信機、副受信機　（壁掛型） 床上 ～ 操作部 約 ８００ ～ １,４００

中間階 １．５ １．０ ０．６ 接地極銅板 ： １．５ｔ×９００° 分布型感知器 床上 ～ 中心 約 １，７００

１階及び １．０ ０．６ ０．４ 接   地   棒 ： １４φ×１,５００Ｌ （一般用） 発信機 床上 ～ 操作部 約 ８００ ～ １,４００

地下階 （１．５） （１．０） （０．６） ： １０φ×１,０００Ｌ （外灯） 表示灯 床上 ～ 中心 約 １，９００

注）：（    ）内の値は地階および１階（あるいは地表）に設置する水槽の場合に適用する ： １０φ×１,０００Ｌ （測定補助用）　 ２ヶ所 ベル 床上 ～ 中心 約 ２，３００

感知器試験機 床上 ～ 中心 約 １，５００

※ 上層階の定義は次による 呼出ブザー 床上 ～ 中心 約 １，５００

建　物　階　数 上　層　階 建　物　階　数 上　層　階 （３）共用、単独の区分 ・ 共用 ・ 単独 ・ （ ） トイレ呼出ボタン 床上 ～ 中心 約 ４００ 、 ８００

２～６階建 最上階 １０～１２階建 上層３階 （４）共用接地、連接接地の区分 ・ 共用接地 ・ 連接接地 ・ （ ）
押ボタン

屋外 床上 ～ 中心 約 １，５００

７～９階建 上層２階 １３階建 上層４階 （５）接地の共用 屋内 床上 ～ 中心 約 １，３００

【重要機器】 ① Ａ種、Ｃ種、Ｄ種接地 ・ 共用 ・ 単独 インターホン　（壁掛） 床上 ～ 中心 約 １，１００
・ 配電盤 ・ 発電装置 ・ （ ） ② Ｂ種接地 ・ 共用 ・ 単独 子時計 床上 ～ 中心 約 ２，３００
・ 交換機 ・ 自動火災報知受信機 ・ （ ） ③ 漏電遮断器回路の接地 ・ 共用 ・ 単独 警報盤 床上 ～ 中心 約 １，３００
・ 直流電源装置 ・ 交流無停電電源装置（UPS) ・ （ ） ④ 接地極として構造体の利用接地（鉄骨造及び鉄筋コンクリート造） ・ 行う ・ 行わない 壁掛音量調節器 床上 ～ 中心 約 １，１００ ～ １,８００
・ 中央監視装置 ・ 太陽光発電設備 ・ （ ） ⑤ 通信機器等の接地 ・ 共用 ・ 単独 スピーカー 床上 ～ 中心 約 ２，３００

（６）構造体用接地用端子 ・ 設ける ・ 設けない 表示器 床上 ～ 中心 約 ２，３００

（４）設計用鉛直地震力 （７）測定用補助接地端子極 ・ 設ける ・ 設けない ～

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。 ～
※ 接地工事については、施工前に現場土質等の状況により、設計図に示す接地方式で基準値を達成できない恐れがある

場合は、監督員と協議を行うこと。

～

（５）軽量機器等の耐震施工 ～

　上記以外の１００ｋｇ以下の軽量な機器の据付け、取付けについては、取付下地を入念に施工、確認し、 ～

機器メーカーの指定する方法で確実に取付け、据付けを行い落下等に留意する。 ～
・ 23 蛍光灯安定器 蛍光灯の種類、回路方式については図示による。 ～

（６）建物への配管引込部の耐震処理は [標準図- 電力31-32 ] ～

（ ・ ＦＥＰ方式 ・ 地中箱方式 ） とする。 [標準図- 電力71 ] ・ 24 ＬＥＤ制御装置 ※ 一般形（LＮ）、初期照度補正形（LJ）、連続調光形（LX、LZ）の種類については、図示による。 ～

～

（７）エキスパンジョイント部の配線は、標準図により配線する。 [標準図- 電力34 ] ・ 25 照度測定及び （１）測定する箇所については、監督員との協議による。 (第2編  2.18.2) ～

電線管端部にはﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽを設ける。 照度計算 （非常用の照明装置については、照度測定を実施する。） ※ スイッチ類を同じ位置に複数設置する場合（空調リモコン、ATT等）は、スイッチ高さを基準とし、使用頻度の

（２）主要な室の照明器具の設置にあたっては、施工前に施工図による照明器具配置上での照度分布図を提出すること。なお、主
要な室の選定については、監督員と協議すること。

高いものから、使い勝手を損なわない範囲で高さを設定し、極力縦方向に配置すること。

6 工事用電力、水、 本工事に必要な工事用電力、水などの費用及び官公庁への手続きなどの費用は、 受注者 の負担とする。 車いす等利用者が使用する箇所は、本表によらず、適正な高さに配置すること。

その他 人感センサー付照明器具等の点検用スイッチ等、通常操作を行わないスイッチ類は、容易に触れない高さとすること。
・ 26 受変電設備 （１）直列リアクトル ・ 油入 ・ モールド 機器（大きさ、質量、構造等）及び取付場所に適した取付方法を施すこと。

7 埋戻し土 土中埋設配管の埋戻し土 ※ 根切り土中の良質土 ・ （ ） (第1編  2.2.1) （２）消火器は本工事に含む （ 種別 収納ボックス共 本）

配管保護部の埋戻し土 ※ 山砂 ・ （ ） （３）危険等の表示板を設ける（鋼板製メラミン焼付塗装）

（４）高調波の流出対策については、「高調波抑制対策ガイドライン」による。

8 試運転調整 （１）試運転に係る費用は、 受注者 の負担とする。

（２）各機器の個別試験後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督員に提出する。 ・ 27 発電設備 （１）設置条件 （ 標高　　 ｍ） （ 外気温度 ℃ ～ ℃）
・ 照明装置 ・ 受変電設備 ・ 発電設備 ・ 中央監視制御設備（自動制御設備との協調） （２）消火器は本工事に含む （ 種別 収納ボックス共 本）
・ 構内交換設備 ・ 構内情報通信網設備 ・ （ ） （３）危険等の表示板を設ける（鋼板製メラミン焼付塗装）
・ 太陽光発電設備 ・ （ ） ・ （ ） （４）騒音対策 （ 敷地境界地点騒音値 ｄｂ（A) 以下）

（５）排出ガス対策 （ 大気汚染防止法 福島県 760ppm 以下）
・ 9 運転燃料 納入する （ 種別 ㍑ kg ） ※ 本工事または別途工事の受注者が設計仕様に基づき任意に選定する機器類を設置する場合は、設置する機器類に対しての電源（電圧、電流、開閉器容

量等）や配線容量が適合していることを確認すること。なお、確認は電源工事施工前に行うこと。また、適合していない場合は、監督員と協議を行うこと。
（設計段階における機器類の電源容量等は、想定機器から求めたものであり、受注者が選定する機種によっては、電源容量等の不足が生じる場合があるこ
とから、確認を要するものである。）

・ 28 構内情報通信網 ケーブルは種別毎に色分けし、露出部分 （端末接続部分を除く） を保護する。

10 配管工事 （１）特に指示なき電線管はねじなし電線管を使用し、ＰＦ管は一重管とする。 (第2編  1.2.2) 設備 また、導通、対の配置、減衰量、長さ （ＵＴＰは９０ｍ以下）、 近端漏話減衰量、ＡＣＲの検査試験を行う。

（２）埋込型分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（PF22）を１本、

５個以上の場合（PF22）を２本程度天井まで立ち上げる。

（３）予備配管には、１．2ｍｍ以上のビニール被覆鉄線を入線する。 ・ 29 コンクリート貫通 （１）構造上主要な床・壁等を貫通する場合は、鉄筋への損傷を防ぐため、次の鉄筋探査を ・ 行う ・ 行わない

部分 ・ Ｘ線内部探査（撮影） ・ 金属探知機 ・ （ ）

11 支 持 金 物 （１）屋外機器及び屋外配管に使用する吊り金物、支持金物、固定金物類 （2） (1)以外の床・壁等を貫通する場合は、鉄筋への損傷を防ぐため、次の鉄筋探査を ・ 行う ・ 行わない

固定金具 ・ ステンレス製（SUS304） ・ 溶融亜鉛メッキ（HDZ35以上で配管等の仕様と整合） ・ Ｘ線内部探査（撮影） ・ 金属探知機 ・ （ ）

（２）屋外機器のアンカーボルトキャップ（樹脂製）を取り付ける。 （3） 貫通する箇所に電線類・配管類が埋設してある場合、または埋設してある恐れがある場合は、

（３）振動を伴う機器の固定金具のナットは、ダブルナットとする。 Ｘ線内部探査（撮影）を ・ 行う ・ 行わない

（４）ピット内等多湿箇所の吊り金物、支持金物、固定金物類 （4） あと施工アンカーの埋込長さが長い場合は、鉄筋や電線管等との干渉を避けるため、
・ 溶融亜鉛めっき ・ 電気亜鉛めっき製 ・ ステンレス製 Ｘ線内部探査（撮影）を ・ 行う ・ 行わない

(A3:NO SCALE)

S:NO SCALE
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   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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工事区分
２ ・ 1 雷保護設備 (１) 建物等の雷保護設備 ・設ける ・ 設けない ４ １ 工程関係 ※ 調整 無し ４ 別表－１の記入上の注意：「※を基本とし、他の発注工種が適用する場合には ・ を○に変え、※を ・ に変えること。

※ 雷保護設備については、現場施工前に本工事、別途工事等を含めた施工図による検証を行い、設計図に基づ

く雷保護設備で保護できない場合は、監督員と協議すること。

・ 別途工事との工程調整が必要 有り また、空欄を適用する場合には○を記入し、※を ・ に変えること。」
調整項目 ・資材等の流用 ・ 仮設及び工事用道路等の調整 ・ 建設機械等の調整 別表－１　　　設備工事との工事区分表

雷
保
護
設
備

施
工
条
件

・施工順序の調整 ・ 図示による ・ その他 （ ） 施
工
条
件

工　　事　　内　　容 建築工事
電気設備

工事

機械設備

工事
その他

(２) 適用ＪＩＳ
・ JIS A 4201：:2003(新JIS) ２ 施工時期 ※ 制限 無し

機器の基礎

電　気　関　係

配電盤　・　制御盤の基礎
屋内 ※ ・ 　 　

・ JIS A 4201：1992(旧JIS) 施工時間 ・ 制限 有り 屋外 ※ ・ 　 　
・ JIS Z 9290-1：2014 施工方法 ・制限する工種名 （ ） 屋上 ※ ・ 　 　
・ JIS Z 9290-3：2014 ・施工時期 （ ・土日祝日のみ ・図示による ・ その他 （ ） ） 自家発電機の基礎（アンカーボルトを除く） ※ ・ 　 　
・ JIS Z 9290-4：2009 ・施工時間 （ ・ ・ 時 ～ 時 まで ・ ） テレビアンテナ基礎（アンカーボルトを除く）　　　　 ※ ・ 　 　

・施工方法 （ ） 避雷針の基礎（アンカーボルトを除く） ※ ・ 　
(３) 外部雷保護（旧JIS以外の場合） ・有り ・ 無し

機　械　関　係
　屋内設備（架台、アンカーボルトを除く） ※ 　 ・ 　

※ 詳細は、図示（図面）による。 工事を施工しない日 ・　有　（　・　　　年　　　月　　　日　　　　　・　別紙のとおり　　　） 　屋上設備（架台、アンカーボルトを除く） ※ 　 ・ 　
・　無 　屋外設備（架台、アンカーボルトを除く） ※ 　 ・ 　

(４) 内部雷保護（旧JIS以外の場合） ・有り ・ 無し 工事を施工しない時

間帯

・　有　（　・　　　：　　　　～　　　　：　　　　　　　　　　・　別紙のとおり　　　） 　架台、　アンカーボルト ・ ※ ※ 　
※ 詳細は、図示（図面）による。 ・　無 　特記した基礎 ※ ・ ・ 　

開　口　部

　梁、床、壁 　補強を要するもの ・ ※ ※ 　
(５) 雷による電磁インパルスに対する機器の保護 ・有り ・ 無し 　貫通スリーブ 　補強を要しないもの ・ ※ ※ 　

※ 詳細は、図示（図面）による。 ３ 他機関との協議 協議が必要な機関名 （ ） 　梁、床、壁 　補強を要するもの ※ 　 　 　
協議完了見込み時期 （ ） 　貫通部型枠 　補強を要しないもの ※ 　 　 　

(６) ＳＰＤを用いた雷サージ低減 ・有り ・ 無し 　軽量鉄骨下地、壁、 　補強を要するもの ※ 　 　 　
※ 詳細は、図示（図面）による。 ４ 工事用地 ・ 下記以外は図示等による。 　天井ボード類の切込 　補強を要しないもの（ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く） ※ 　 　 　

(1)工事車両の駐車場　　　　 （ ※ 構内 ・（ ） ） 　埋込形分電盤、 　補強を要するもの ・ ※ ・ 　
※ 雷保護設備がある既存建築物の屋上等に機器類を設置する場合は、雷保護領域内に納まることを確認すること。また、

雷保護設備がない建築物でも屋上等に機器類を設置することにより、雷保護設備が必要になる場合があるので、確認す

ること。確認の結果、雷保護領域内に納まらない場合や新たに雷保護設備が必要になる場合は、監督員と協議すること。

(2)資材置き場 （ ※ 構内 ・（ ） ） 　端子盤等の仮枠 　補強を要しないもの ・ ※ ・ 　
(3)建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所 （ ※ 構内 ・ （ ） ） 　上記開口部の補強 ※ 　 　 　

　上記開口部の墨出し ※ ※ ※ 　
・ 仮設ヤード ※ 無し ・有り （ ※ 図示による ・ （ ） ） 　スリーブの穴埋め　（型枠の穴埋めを含む） ・ ※ ※ 　

　フリーアクセスフロア用配線器具 ※ 　 　 　
５ 公害対策 ※ 施工方法の制限 無し 点　検　口 　床、壁、天井 ※ 　 　 　

・ 施工方法の制限 有り 外部取付ガラリ 　ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む ※ 　 　 　
・騒音 ・振動 ・ 水質 ・粉じん ・排出ガス ・ その他 （ ）   湯沸室のフード ※ ・ ・ 　

・ 施工方法等   換気扇の取付枠 ・ ・ ・ 　
・指定工法名 （ ） ・ 別途協議による ・ 図示による 流　し　台 　排水トラップ共 ※ 　 ・ 　

防　油　堤
　オイルサービスタンクの防油堤 自家発用 ※ ・ 　 　

・ 事業損失防止に関する調査 　タンク基礎 空調用 ※ 　 ・ 　
・騒音測定 ・振動測定 ・ 水質調査 ・近隣家屋の事前・事後調査 ・ 地盤沈下測定 　床下水槽のマンホールふた ※ 　 　 　
・その他 （ ）

屋外排水管
　雨水 ※ 　 ・ 　

・ 調査箇所 　汚水、雑排水 　 ※ 　
・図示による ・別途協議 　雨水立管　（たてどい） ※ 　 　

・ 調査時期 　トイレ手すり ※ 　 ・ 　
・図示による ・ ( ) 　化粧鏡（衛生器具まわり） ・ 　 ※ 　

　はめ込形洗面器用カウンター　（前板共） ※ 　 ・ 　
６ 安全対策 ・ 近接公共施設等に対する制限 　ガスボンベ転倒防止用の鎖 　 　 ※ 　

・近接公共施設名等　 （ ・鉄道 ・電気 ・ガス ・ 水道 ・ 電話 ・ その他（ ））

電気配管配線

　自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と
※ 　 　 　

・制限を受ける工種 （ ） 　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ
　防火扉レリーズ 　 ※ 　 　

７ その他 ※ 敷地内は禁煙とし、喫煙場所は別途協議による。 　電極棒 　 ・ ※ 　
※ 当該工事現場を使用した技術研修会の開催に関する依頼を受けた場合はこれに協力するものとする。 　配線ピット及びふた ※ ・ 　 　

　機器などへの接続　（１次側） 　 ※ ・ 　
　機器付属の制御盤以降の２次側の配線配管　（接地共） 　 　 ※ 　
　機器付属の制御盤への電源供給配管配線 　 ※ 　 　
　自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線 　 ※ 　 　
　自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線 　 ※ 　 　

３ ・ 1 資材調達 　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を図るために、当該調達地域等

以外から調達せざるを得ない場合は、事前に監督員と協議するものとする。また、購入費用及び輸送費等に要した費用につい

て、証明書類(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用について設計変更の対象とする。

５ 1 内容 1 本工事は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、下記対策に要した費用について、実績変更の対象とする。 　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
　 ※ ・ 　

　と付属操作スイッチの埋込ボックスと、その渡り配管　（接地共）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
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策
に
係
る
費
用

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
　 ・ ※ 　

東
日
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に
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等

（１）共通費 　と付属操作スイッチと、その渡り配線
１）労働者宿舎における密集を避けるための近隣宿泊施設の宿泊費・交通費 　個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共） 　 ・ ※ 　

資材名 規格 調達地域等 ２）現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料 　煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線 　 ※ 　
３）その他感染拡大防止のために必要と認められる対策に係る費用 　小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線 　 ・ ※ 　

（２）現場管理費
１）現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入・リース費用
２）現場に配備する消毒液、赤外線体温計等の購入・リース費用
３）遠隔臨場やテレビ会議等のための機器リース費・通信費 　 　 　 　
４）その他感染拡大防止のために必要と認めらる対策に係る費用 　 　 　 　

　ガス漏れ検知器 　 ・ ※ 　

（１）本工事は元請業者が必要とする共通費における、「共通仮設費のうち仮設建物費」及び「現場管理費のうち労務管理費」

の下記に示す費用（以下「実績変更対象間接費」という。）について、契約締結後、労働者確保に要する方策に変更が生じ、建

築関係工事積算基準（福島県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、事前に監督員と協

議を行い、協議の結果により実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に

関する積算方法の試行工事」である。

        営繕費（共通仮設費における仮設建物費）：労働者送迎費・宿泊費・借上費

        労務管理費：募集及び解散に要する費用・賃金以外の食事・通勤費等に要する費用・福利厚生等に要　

　　　　　　　　　　　　する費用・純工事費に含まれない作業用具及び作業被服等の費用・安全、衛生に要する費

　　　　　　　　　　　　用及び研修訓練等に要する費用・労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担す

　　　　　　　　　　　　る費用

2 施工計画書 2 受注者は、上記１の対策を実施する場合は、施工計画書に記載すること。
電　気　錠

　電気錠及び通電金具 ※ ・ 　 　
・ 2 労働者確保 　また、上記１の対策に要した費用について、実績変更を希望する場合は、その旨を実績額の提出に先立ち、 工事 打合せ簿により監

督員と協議すること。
　ＴＥＮキー及び制御盤 ※ ・ 　 　

　エレベーター出入口三方枠　（金属製） ※ 　 ・ 　
　エレベーター出入口三方枠　（石製） ※ 　 ・ 　

3 協議
3 受注者は、上記１の対策に要した費用について「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策費用実績報告書（様式１）」及び

実際に支払った全ての証明書類（領収書（原本）、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など）を監督員に提

出し、設計変更の内容について協議するものとする。

　シャワーユニット ※ 　 ・ 　
　バスユニット ※ 　 ・ 　
　洗濯機パン ・ 　 ※ 　

　なお、様式１の記載にあたっては以下の事項に留意すること。
システム天井

　ボード　・　Ｔバー ※ 　 　 　
（１）現場事務所の拡張費用・借地料については、平時における現場事務所設置費用との差額を記載するものとし、平時における現場

事務所設置に要する費用の見積書を添付すること。

　照明ライン設備プレート 　 ※ 　 　
　空調ライン設備プレート 　 　 ※ 　

（２）労働者宿舎の拡張費用・借地料について「東日本大震災の復旧・復興事業等における労働者宿舎設置に関する試行要領」に基

づき労働者宿舎を設置している場合は、拡張に係る費用のみを計上するものとする。労働者宿舎の設置を予定している場合は、感染

拡大防止対策を考慮した宿舎設置費用について試行要領に基づき間接費の変更を行うものとし、感染拡大防止対策に係る費用とし

ての計上は行わない。

  消火器ボックス ※ 　 　 　
　自動制御設備関連のインバーター装置及び盤 　 ・ ・ 　

（２）本工事の予定価格の算出の基礎とした設計額（建築関係工事積算基準に基づき算出した額）における実 　自動制御設備関連のインバーター装置（別途、盤に組込む） 　 　 ・ 　
　　績変更対象間接費について、その金額または率に占める割合は次のとおりである。 　 　 　 　

１）共通仮設費に占める、実績変更対象間接費（営繕費）：設計書に積上げ計上された金額 　 　 　 　
２）現場管理費に占める、実績変更対象間接費（労務管理費）の割合： ％ 　 　 　 　

4 虚偽の申告 4 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の措置を行う場合がある

。（３）受注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は、 実績変更対象間接

　　費に係る費用の内訳を記載した「労働者確保に係る実績報告書（様 式１）」及び実績変更対象間接費につ

　　いて実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書

　　など。）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

（４）受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、設計変

　　　更の対象としない。

（５）発注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、受注者が実績変更対象工事

　　費について実際に支払った額のうち、証明書類において確認された費用から、建築関係工事標準積算基準

　　に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。

　　なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって設計変更を行うものとす

　　る。

（６）受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の

　　　措置を行う場合がある。

（７）受注者は、実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものと

　　する。

６ 1 内容 1 本工事は、新型コロナウイルス感染症の影響下であることを踏まえ、賃金の押し下げをできる限り取り除くために市場単価及び補正

市場単価の補正をする。

特
別
措
置
に
基
づ
く
市
場
単
価
の
補
正

2 工種 2 補正する工種

・ 鉄筋 ・ 型枠 ・ 防水

3 基準 3 令和３年度の公共工事設計労務単価における特別措置を踏まえた建築関係工事に適用する市場単価の運用について

・

・

・

・

・

・

・

・

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号
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版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日
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電気設備工事特記仕様書(２)

施設管理者及び監督員との協議による。

施設管理者及び監督員との協議による。

2022 03 23



MCB2P20A MCB2P20A

TR　1φ3W

F VS

AS
CT

0～300VV

A

6600/210V-105V

記　号 備　　考名　　　　　　称

進相コンデンサ

　Ｖ 電　圧　計

油入自冷式

　Ａ 電　流　計

　Ｗ 電　力　計

ＣＯＳφ 力　率　計

電　力　量　計　ＷＨ

Ｖ　Ｓ 電圧計切替スイッチ

Ａ　Ｓ 電流計切替スイッチ

ＤＧＲ 方向地絡継電器

記　号 備　　考名　　　　　　称

Ｃ　Ｈ ケーブルヘッド

ＶＣＴ 計器用変圧変流器

断　路　器

避　雷　器

Ｄ　Ｓ

Ｌ　Ａ 断路形

ＶＣＢ 真空遮断器

ＶＣＳ 真空開閉器

ＬＢＳ 高圧気中負荷開閉器

Ｐ　Ｆ 電力ヒューズ

Ｖ　Ｔ 計器用変圧器

Ｓ　Ｃ

ＯＣＲ 過電流継電計器

ＵＶＲ 不足電圧継電器

自動力率調整器５５

サーマルリレーＴＨ

２６Ｔ ダイヤル温度計

ＭＣＣＢ 配線用遮断器

Ｃ　Ｔ 計器用変流器

ＺＣＴ 零相変流器

ＶＴＴ 電圧試験用端子

ＣＴＴ 電流試験用端子

変　圧　器 油入自冷式

Ｓ　Ｒ 直列リアクトル

ＰＣＳ ﾌﾟﾗｲﾏﾘ-ｶｯﾄｱｳﾄｽｲｯﾁ

Ｔ　Ｒ

Ｌ＝６％

低圧側実装

E22° E38°

CH

LD-1

TR　3φ3W

6600/210V

F VS

AS

CT

0～300VV

A

LD-2

EA,D EB

SC　3φ3W

SR　3φ3W
1.28KVar

 21.3KVar

6KV　EM-CET38°

２．キュ－ビクル内にサ－モ付換気扇を設けること。

３．各盤の前後面に螢光灯を設置し、点滅は各扉の開閉と連動する。

４．トランスの据付けには防振ゴムを取付けること。

５．付属品：ディスコン棒（１ｍ）１本

　　予備品：電力ヒュ－ズ　各１種１ケ

　　　　　　ヒュ－ズ、ランプ、実装数

６．トランスはトップランナー基準を満たすものとする。

７．　　印及び過負荷警報は盤面に表示すること。又警報盤に一括表示すること。

１．キュ－ビクルは屋外仕様とする。

注）キュ－ビクル寸法及び重量は、参考又は概算である。

　　　　　　消火器　（ＡＢＣ（粉末）１０型　１本）及び屋外用収納箱

８．　消防認定品キュービクルとする。

キュ－ビクル仕様

E22°

E(ELB)

負
荷
容

量
ｹ
-ﾌ

ﾞ
ﾙ
ｻｲ

ｽ
ﾞ

P
AF

/A
T

幹
線

番
号

MC
CB
容

量
負
荷

名
称

3

B
0
2

3
K
V
A

10
0
/
10

0
B
0
1

№1　低圧電灯盤

3
.6

0
0

K
V
A

Wh

電力量計用
ケーブル

付属ケーブル
ＤＧＲ

ＶＣＴ
ＥＬＡ

ＶＴ･ＬＡ内蔵

７.２ＫＶ ３００Ａ

ＰＡＳ

EA･D

３φ３Ｗ　６６００Ｖ　５０ＨＺ

3
5
.0

0
0

3
9
.0

0
0

A
0
3

A
0
4

№１　低圧動力盤

A
0
1

3
K
W

1
.8

3
5

P
L-

1
 
(P

)

A
0
2

3
K
W

3
K
W

3
K
W

A
0
7

3
K
W

A
0
5

3
K
W

3.
7
0
0×

2
10

0
/
 7

5

A
0
6

3
K
W

3
 5

0
/
 5

0
K
W

P
L-

1
 
(L

)

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
ﾄ
総

合
分

電
盤

 
(
L)

 5
0
/
 3

0

3
K
V
A

B
0
3

 5
0
/
 3

0

B
0
8

 5
0
/
 3

0

22
5
/
20

0

22
5
/
20

0

 5
0
/
 3

0

E
M
-C

E
T
10

0
°

E
M
-C

E
T
 1

4
°

E
M
-C

E
T
 3

8
°

10
0
/
10

0

10
0
/
10

0

B
0
4

3
K
V
A

B
0
5

3
K
V
A

B
0
6

 5
0
/
 3

0
給

水
ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ
盤

 
(
L)

2

B
0
7

1
.4

5
0

（重耐塩塗装）

3
.2

6
0

K
V
A

3

K
V
A

3

200/5A
200/5A

 30KVA75KVA

300/5A

300/5A

予
備

予
備

10
0
/
10

0

 5
0
/
 2

0

A
0
8

緑
化

ﾊ
ｳｽ

電
源

盤
 (

L
)

DG
R電

源
K
V
A

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
ﾄ
総

合
分

電
盤

 
(
P)

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
ﾄ
総

合
分

電
盤

 
(
P)

緑
化

ﾊ
ｳｽ

電
源

盤
 (

P
)

給
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ
盤

 
(
P)

予
備

予
備

予
備

2
.6

8
0

1
6
.8

1
7

E
M
-C

E
T
10

0
°

E
M
-C

E
 
8°

-
3C

 5
0
/
 5

0

E
M
-C

E
 
8°

-
3C

E
M
-C

E
T
 2

2
°

E
M
-C

E
5
.5

°
-3

C

E
M
-C

E
T
 1

4
°

7.2KV，200A
LBS

7.2KV，30A

PC

7.2KV，30A

PC
7.2KV，200A
LBS

※ ※ ※ ※

受変電設備　単線結線図 注）　※印は　ハウス工事所掌とする。

総重量：約　２１００㎏

 5
0
/
 3

0

予
備

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事
E-03

S:NO SCALE

(A3:NO SCALE)

受変電設備単線結線図

姿図、装柱図（参考）
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7.2ｍ× 4連棟× 39.7ｍ

(非建築物 )

隣地境界線 71.200

▼
外

壁
面

通 路

道路境界線

道路境界線

側溝

側溝

道路 5m

側溝

側溝

側溝

側溝

側
溝

通
路

幅
員

5
.
6
8
m

通路幅員4.00m

側
溝

側 溝

7.2ｍ× 4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

幅員5.0m

設計 GL± 0設計GL± 0

設計 GL-0.251m

4,970

28,800 1,700 28,800

7
2
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

5 ,000

5,680

4
3
04
0
0

5
,
0
0
0

5
2
0

4
4
0

3
,
0
0
0

600

430

1,070

5,250

4
,
0
0
0

1,200

4
0
0

4
0
0

3
0
0

4
3
0

5
,
0
0
0

7 7.50 1,500

6,547.577.5

町道

町道

BM2(標高 32.443m)

設計 GL＋ 1.493m

キュービクル本体

幅：９００×３面、奥行：１８００

※４方向離隔距離：1,000

ネットフェンス設置

隣地境界線
24.012

5
7
.
6
9
9

23.681

75.080

設計GL±0

① ① ① ① ① ① ①

整 地

道
路

5
m 4
5
.
9
1
0

設計 GL± 0

25.418
隣地境界線

緑地帯

7.2ｍ×3連棟×39.7ｍ

ビニールハウス

(非建築物)

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

幅
員

4
.
0
0
m

整
地

隣
地

境
界

線

隣地境界線

幅員4.00m

隣地境界線

隣
地

境
界

線

側
溝

幅員 4.59m
側溝

側
溝

側
溝

設計 GL-0.236m

4
,
5
9
0

4,000

4
4
0

4
0
0

3
0
0

5
2
0

520

4
3
0

4
0
0

5
2
0

4
,
0
0
0

5 20

4405,000

受水槽

(設備図参照 )

井戸

(A3:1/800)

S:1/400

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

構内配電線路・構内通信線路

E-04

設備　配置図

露出配管配線

ｄ：配管相互間隔 （呼び径５０以下５０、１５０以下７０）

掘削参考断面図

山砂

標識シ－ト

在来良質土埋戻し

４
０

０
Ｄ

１
０

０
２

０
０

ＧＬ

２００

Ｄ

ｄ

３
０

０
＋

Ｄ

２００ｄ

Ｄ Ｄ

記　号

ＰＡＳ

埋設表示杭

埋設表示ピン

高圧気中開閉器

構内柱

７.２ＫＶ　３００Ａ

コンクリート柱

支線

ハンドホール

名　　称

凡 　 　 　 　 例

摘　　要

幅×奥行×高さ

防水形

地中埋設

架空

プルボックスNNN

WP

ケーブル配線

外線路

消 BOX ＡＢＣ粉末１０型消火器 ＢＯＸ付

注記事項

１．図中記入なきシンボルは、下記による。

H1-9 (R8K-60)

A

２．配管の埋設深さは、土掘りＧＬ－６００とする。

３．キュービクル基礎は建築工事とする。

キュービクル

キュービクル

接地線
配線サイズ行　　先

配　管　（参考）

EM-CE 8°-3C

屋　内 屋　外

キュービクル

キュービクル

キュービクル

キュービクル

FEP80

FEP40EM-CET 14°

キュービクル

緑化ハウス電源盤（Ｐ）

キュービクル

FEP50給水ポンプ盤（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

ＰＬ－１（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

E3.5°

EM-CET 38° E5.5°

キュービクル 給水ポンプ盤（Ｌ）

プラント分電盤（Ｌ）

ＰＬ－１（Ｌ）

緑化ハウス電源盤（Ｌ）

EM-CET 22° E22°

EM-CE 8°-3C

EM-CE5.5°-3C

EM-CET 14°

E51

E39 FEP40

G54

E39

E39

FEP50

FEP40

FEP40G36

G36 FEP40

G36

ED　接地母線

E(ELB)接地母線

EM-IE 22°

EM-IE 22°

EM-CET100°

EM-CET100°

幹線番号

幹線表

A01

A02

B02

B01

A03

A04

B03

B04

H2-9 (R8K-60)

A05

備　考

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事

上記以外…ハウス工事所掌

幹線上記以外…ハウス工事所掌

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事

E22°

プラント分電盤

ＰＬ－１ 各盤へ母線より幹線分岐

E3.5°

ED E(ELB)

E3.5°

E5.5°

E3.5°

各盤へ母線より幹線分岐

G36

G70

G70 FEP80

E75

E75

E39

G42

G36

消防水利（消火栓）

電力柱（苅宿線67西15）

A

A

PAS

EA･D

E14

6KV EM-CET38°(FEP80)

異種管接続材(PE+FEP)含

構内柱…CP 12-19-350

PAS…7.2KV 300A

構内１号柱・PAS

E(ELB)

E38

E22

E22

EB

EA･D

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

6KV EM-CET38°(FEP80)

6KV EM-CET38°(FEP80)

6KV EM-CET38°(FEP80)

電力引込口

NTT引込口

(FEP40)×2

(FEP40)×2

A01

B01

EM-IE 22°

EM-IE 22°

E（ELB）接地母線

ED　接地母線

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)

FEP 40

FEP 65

PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2A03A02

B02

B04

緑化ﾊｳｽ電源盤(P),給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P) A05

B03

A04

FEP 50

FEP100

予備配管 FEP 80

緑化ﾊｳｽ電源盤(L),給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(L) FEP 50

予備配管 FEP 80

A

以降平面図参照

A

A

B03A04 緑化ﾊｳｽ電源盤(P),(L) FEP 50

※　防水キャップ止とする。

A01

B01

EM-IE 22°

EM-IE 22°

E（ELB）接地母線

ED　接地母線

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)

FEP 40

PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2A03A02

B02 FEP 50

FEP100

予備配管 FEP 80

予備配管 FEP 80

FEP 65給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)(L) B04A05

FEP 65給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)(L) B04A05

※　防水キャップ止とする。

予備配管 FEP 40園芸ハウス用電源（PL－1(L)ﾖﾘ） 

FEP 30予備配管

FEP 30予備配管

FEP 40予備配管

園芸ハウス用電源（PL－1(L)ﾖﾘ） 

園芸ハウス用電源（PL－1(L)ﾖﾘ） 
キュービクル配置部分詳細図 S=1/100

ネットフェンス（建築工事）

5000×2面,4100×2面
入口扉（両開き）

5
,0
0
0

4,100

消BOX

4,100

5
,0
0
0

キュービクル基礎（建築工事）

長さ:2800×奥行:1900×高さ:500

GL＋500確保

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

H:1800

2022

硬化ハウス 硬化ハウス

硬化ハウス 硬化ハウス 硬化ハウス

03 23
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5,000 5,000 5,000

24,770 7,575 2,860 5,025 4,770 5,000

230 5,000 2,345 1,350 1,510 2,295 2,500 230 2,270 2,500

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 155 1,195 1,305 205

Ｘ7

通路

便所

便所

ボイラー室

育苗箱スペース

機械室

出芽室

機械室

Ｎ

平　面　図　　　　S：1／100

2
,
2
0
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4
,
8
0
0

Ｘ 1 Ｘ12

2
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2
0
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4
,
8
0
0
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（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

幹線･動力設備　平面図
(A3:1/200)

S:1/100
E-05

CR(ZA-300A)

CR(ZA-300A)

CR(ZA-300A)

ﾗｯｸ下端:FL+4250

ﾗｯｸ下端:FL+4000
ﾗｯｸ下端:FL+4250

記　号 名　　称 摘　要

凡　　　　例
　２．天井内はコロガシとし、壁の立上げ・引下げは適合配管にて保護すること。

注記事項

　１．図中特記なき配管配線は下記による。

適合配管

(E25)

(E31)

空配管 (E19)

電灯動力分電盤

　３．空配管には呼び線（ビニル被覆鉄線１.２ｍｍ）を挿入する。

動力電灯盤　PL-1

育苗ｺﾝﾄﾛｰﾙ盤　CP-E3

(支給品)

ﾌﾟﾗﾝﾄ総合分電盤　P-E4

(支給品)

Ｔ

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

地中埋設

天井隠ぺい

床隠ぺい

露出

コロガシ

配管配線

ケーブル配線

配管配線（外線路）

配管配線

配管配線

SUS

溶融亜鉛メッキZ35

WP 屋外、防水形

ステンレス

V 合成樹脂

記　号 名　　称 摘　要

レースウェイ

露出ボックス

ジャンクションボツクス

ジョイントボックス

丸形

天井内

Ｊ 入線カバー 防水形

EM-CE2°-4C (PF22)

EM-CE3.5°-4C (PF28)

配線サイズ記　号 電源種別名　称 備　考

PL-1(P)　負荷表

容量(KW) 保護管

3φ200V (PF28)1.680 1

2

2

0.100

EM-CE3.5°-4Cﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ-1

給気ファン-1

3φ200V

3φ200V

EM-CE2°-4C0.050排気ファン-4

3.5

サーモスイッチ

PAC-1 (E31)

OF-1

EF-4 (PF22) (E25) ﾎﾞｲﾗｰ室

EM-CE2°-4C (PF22) (E25) ﾎﾞｲﾗｰ室

Ｍ

14

14

15

Ｍ

Ｍ

16

Ｍ

18Ｍ

17

Ｍ

Ｔ

シャッター（モーター部） 建築工事

シャッタースイッチ 建築工事

シャッタースイッチ

有圧扇 機械設備工事

機械設備工事

電動シャッター 1φ100V 0.200 EM-CE3.5°-3C (PF28) (E25) ５ヶ所

(KVA)

WP WP

浄化槽系統電源

19

15

16

18

17

14 18～

1

2

OF
1

EF
4

PAC
1

EM-EEF2.0-3C (PF22)

EM-CE2°-3C (PF22)

3.5

(E25)

(E25)

EM-EEF2.0-3C

EM-CE2°-3C

3.5
EM-CE2°-4C

EM-CE3.5°-4C

防水ｺﾝｾﾝﾄ

　４．盤から立上げケーブルラックはカバーを取付けること。（２ｍ程度）

　５．ケーブルラックの支持は２ｍ毎にすること。

　６．ケーブルラックの振れ止め対策をすること。

　７．ケーブルラックのサポート材は建築工事とする。

　８．埋込盤の開口補強、露出盤の取付補強は建築工事とする。

　９．電動シャッターは電源供給のみ本工事とする。

ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)A03

FEP 80

21 22 23

園芸ﾊｳｽ電源取出口

(E51)

SS333 WP-Z35
(G54)

(FEP50)

異種管接続材 (G+FEP)

以降配置図参照

EF
5

EF
5

20

19

20 20

キュービクル

キュービクル

接地線
配線サイズ行　　先

配　管　（参考）

屋　内 屋　外

キュービクル

キュービクル

FEP80

FEP40EM-CET 14°

キュービクル

プラント分電盤（Ｐ）

ＰＬ－１（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

プラント分電盤（Ｌ）

ＰＬ－１（Ｌ） EM-CET 22° E22°

EM-CE 8°-3C

E51

E39

FEP50

FEP40

EM-CET100°

EM-CET100°

幹線番号

幹線表

A01

A02

B02

B01

A03

備　考

E22°

E3.5°

ED E(ELB)

E3.5°

G36

G70

G70 FEP80

E75

E75

E39

G42

G36

排気ファン-5EF-5 1φ100V 0.056 EM-EEF2.0-3C (PF22) (E25) 機械室２ヶ所 20

FEP 65

A01 PL-1(P),PL-1(L)B01

E（ELB）

ED

EM-IE3.5°

EM-IE22°

EM-IE3.5°

EM-IE22° E（ELB）

ED

ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)B02A02 FEP 80

予備配管 FEP 40

FEP 65

A01 PL-1(P),PL-1(L)B01

E（ELB）

ED

EM-IE3.5°

EM-IE22°

予備配管 FEP 40

ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)A03

FEP 80EM-IE3.5° ED

ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)B02A02 FEP 80

EM-IE22° E（ELB）

L
L

2022 03 23

事 務 室

事 務 室



（３）扉のハンドルは、非鉄金属製・（○錠無　●錠付　●外部のみ）とし埋込形とする。

また、表示灯は（○ＬＥＤ使用　●無し）とする。

トリップ警報は（●無し　○盤一括　○個別）とする。

特記なき盤の仕様は（○特注品　●メーカー標準）とする。

（１）キャビネットを構成する鋼板の厚さは  (　○指定厚　 ●メーカー標準厚)　とする。

幹線№　　　：

電源種別　　：

種別・サイズ：

備　考：

総容量：

電力量計は、パルス発信付とする。

非常用回路は、赤色ストッパー付とする。

分岐回路の予備数は実装１５％とする。（小数点以下全て切り上げとする）

ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ２００Ｖ

～１

１ ～

１ ～

１ ～ 照明回路

コンセント回路

照明回路

コンセント回路

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗｈ

Ｔ

ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ２００Ｖ

ブレーカ種別記号は下記に示す。

回路記号は下記に示す。

ＢＥ

注１）一つの分岐開閉器から複数の電磁接触器、リモコンリレーに電源が供給される場合の表記は下記とする。

注３）盤外から制御信号を受けるもの、及び特殊な用途のものについては回路記号と下記記号を併記する。

注２）複数の回路方式を組合わせる場合はそれらの記号を並列表記する。

ｅ．防犯機器・電気錠

ｂ．他ファンと連動

例）Ｄ１－ａ：遠方操作＋排煙起動信号にて停止

例）ＦＧ１ ：　ＭＣＣＢ１Ｐ  ５０ＡＦ２０ＡＴ にタイマー　＋　自動点滅器回路

例）“備考”欄にＲＲｙ×３　：　リモコンリレー３ヶを実装

ａ．排煙起動信号にて停止

ｄ．人感センサー

Ｊ２リモコンリレー回路

非常用回路
Ｋ２

Ｋ１

リモコントランス回路 Ｌ２

Ｌ１

ＪＥ

（Ｍａｇ使用型)

自動点滅回路

タイマー回路

（Ｍａｇ使用型)

Ｊ１

ＧＥ

Ｇ２

ＦＥ

Ｇ１

Ｆ２

Ｆ１

遠方操作回路

ＰＢＳ操作回路

Ｄ２

ＤＥ

Ｄ１

ＣＥ

Ｃ２

Ｃ１

ｃ．サーモ

２．

キャビネットについて

回路方式

同一盤に複数の幹線が入る場合、その幹線の系統ごとにセパレータ により回路分けを行う構造とする。

盤内配線用遮断器には回路番号シールをはりつける事。

盤表面に取付ける動力用ネームプレートには電気容量を記入する。

盤扉裏面に取付ける機器類の充電部にはアクリル保護板を取付ける。

水平震度(地下階０．５･地上階１．０)垂直震度(地下階０．２５･地上階０．５)とする。

特記なき盤の耐震対策(据付・取付に関する)は、

（７）屋外形は、防雨性を有し水抜き穴を設けた構造及び簡易防湿形に準ずる。

（６）簡易防湿形は、キャビネットに湿気が侵入しがたい構造とする。

７．

　９．

８．

６．

５．

３．

４．

ＭＣＣＢ１Ｐ 

計量回路

一般回路

Ｂ２

Ｂ１

ＡＥ２３

ＡＥ２

Ａ１

Ａ２

分岐開閉器 結　　線　　図

（５）特記なきＥＬＢ・ＭＥＬＢの定格感度電流および動作時間は３０ｍＡ ０．１秒　とする。

（４）耐熱型分電盤の仕様は、『防災設備の電源と 配線に関する指針』(JECA 1032)による。

（２）扉は幅８００mm以下は片開きとし、これを超える場合は両開きを原則とする。

０．２５㎡を超え０．９㎡以下

面積 ０．２５㎡以下

指定厚の場合は、下表による。

ボ　ッ　ク　ス

扉

０．９㎡超過

鋼板の厚さ単位　(ｍｍ)

２．０以上

１．６以上

１．６以上

２．３以上

■　特記仕様事項

Ｍａｇ

Ｍａｇ

Ｍａｇ

Ｍａｇ

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

リモコンリレー

ＣＯＳ

Ｒ

ＣＯＳ

ＣＯＳ

Ａ

ＣＯＳ

ＰＢＳ

分岐開閉器

分岐開閉器

電力量計

負荷

１０．

単相の主幹は、中性線欠相保護付とする。 

１１．

１２．

１．

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

１３．

１４．

ａ ～ コンセント回路（１次側供給）ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ１００Ｖａ ～ 照明回路（１次側供給）

設置場所

盤名称 形　式

仕　様

容　量

（ＶＡ）方式
負　荷　内　容 備　考

回路

番号

回路
備　考 負　荷　内　容

容　量

（ＶＡ）

回路

方式

回路

番号

注記

Ａ２３

Ａ２５

Ａ３

Ａ３３

Ａ３５

ＡＥ２５

ＡＥ３

ＡＥ３４

ＡＥ３５

Ａ１３

５０／２０

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／３０

Ａ３４

Ａ２４

ＡＥ２４

ＡＥ３３

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／３０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／４０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／５０

５０／５０

５０／４０

５０／３０

ＭＣＣＢ３Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／３０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／４０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／５０

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

５０／２０

５０／３０

５０／４０

５０／５０

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

電流計はＪＩＳ Ｃ１１０４　電動機用超過目盛電流計』に適合した角埋込形で２.５級以上とし、負荷の

定格電流を赤指針で表示するものとする。なお定格電流が３０Ａを越えるものはＣＴ付とする。 

また、０．４ｋＷ（２００Ｖ級）以下の電動機に設ける電流計は３Ａ定格のものを使用する。 

防災動力の銘板は白地赤文字とする。 

盤表面に取付ける動力用ネームプレートには電気容量を記入する。 

盤内配線用遮断器には動力負荷名称プレートを貼りつけること。 

同一盤に複数の幹線が入る場合、その幹線の系統ごとにセパレータにより回路分けを行う構造とする。  

１２０Ａ以上の電力量計は、ＣＴ付とする。 

盤内に図面ポケットを設置し、防水透明アクリル袋に図面を入れること。 

インバータは瞬時電圧低下再起動型とする。 

盤内の制御電源は「動力盤制御用」「自動制御盤用」「中央監視電源用」等の用途毎に分ける。 

冷却塔の凍結防止ヒータ電源は、空焚き防止回路付とする。 

生産用コンプレッサー等の制御回路の電源は、コンプレッサー１台毎に設ける。 

盤内部の温度上昇を考慮し、必要に応じてファン等を設置する。 

特記なき　ＥＬＢ、ＭＥＬＢの感度電流、動作速度は下記による。 

保護継電器は２Ｅ（過負荷・欠相）とし、水中ポンプは３Ｅ（過負荷・欠相・逆相）とする。 

100

100

100

100

30

30

30

30

30

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

400/400

400/250

225/225

200

100

100

225/150

225/125

100/100

100/ 75

50/50

30/20

AF/AT

200V

mAmA

30

100

100

100

30

30

一般

18.5kWの場合

備考

225/225

225/200

225/125

400/250

225/150

200

200

200

100

100

100

100

100

100

100

50/50

100/100

100/ 75

50/50

30/30

30/20

AF/AT

400V

mAmA

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

30

100

100

100

30

30

一般

30

100

100

30

30

30

但し,幹線ごとの回路に区分されていて且つ、保守メンテ時に安全上支障の無い構造或いは安全上

支障の無い保守メンテナンス規則等が整っている場合にはセパレータを設けなくともよい。

単相の主幹は、中性線結相保護付とする。 

（６）防災用関連機器と、他の機器を同一キャビネットに収容する場合は、 

　　　『防災設備の電源と配線に関する指針』(ＪＥＣＡ １０５６)による。 

（５）中扉は、丁番式を基本とし、ケンドン式は使用しない。

２．

特記事項で●印のついたものを適用とする。

水平震度(地下階０．５･地上階１．０)垂直震度(地下階０．２５･地上階０．５)とする。

特記なき盤の耐震対策(据付・取付に関する)は、

（８）屋外形は、防雨性を有し水抜き穴を設けた構造及び簡易防湿形に準ずる。

（７）簡易防湿形は、キャビネットに湿気が侵入しがたい構造とする。

１５．

５．

（２）扉は幅８００mm以下は片開きとし、これを超える場合は両開きを原則とする。

０．２５㎡を超え０．９㎡以下

面積 ０．２５㎡以下

指定厚の場合は、下表による。

ボ　ッ　ク　ス

扉

０．９㎡超過

鋼板の厚さ単位　(ｍｍ)

２．０以上

１．６以上

１．６以上

２．３以上

■　特記仕様事項

１．

３．

４．

６．

７．

８．

９．

１４．

１３．

１２．

１１．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

～

～ＡＣ１φ２００Ｖ

ＡＣ３φ２００Ｖ

回路記号は下記に示す。

１０．

５２－１

ＣＴ

５２－２

ＩＮＶ

５２－３

４２ ６

インバータ制御 インバータ制御

５２

Ａ 直入起動電源送り Ａ付電源送り

ＭＣＣＢ
ｏｒ
ＥＬＢ

Ｍ Ｍ

Ｍ

５２

４２ ６

Ｍ

スターデルタ起動

ＭＭ

（自動交互運転）

直入起動
（自動交互運転） （自動交互同時運転） （自動交互同時運転）

制御電源

ＴＲ
１φ 200/100Ｖ

ＭＣＣＢ

ＣＴ ＣＴ

ＲＳ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊスターデルタ起動 直入起動 スターデルタ起動
（ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ起動）

■　主回路

ＲＳ

盤

故障運転記号 計測

配線サイズ中央監視盤

または

連　動

表　示 信号

火災

停止
回路 配線サイズ・配管種別

備　考
盤名称

幹線サイズ
接　　続　　図

盤形式

幹線番号
回路

操作

水位
発停

計測水位

表　示

故障運転
発停

インターロック
記　号

容　量

〔ｋＷ〕

分岐開閉器
記号

主回路
負　荷　仕　様

機　器　名　称 電源種別

Ｋ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

Ａ Ａ

ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

Ａ Ａ

ＲＳ ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ
ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＲＳ

Ａ

ＲＳ

ＡＡ

ＲＳ ＲＳ
ＲＳ

Ａ

ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

０．

ＴＨＲ

ＴＨＲ

Ｍ

ＴＨＲ

Ｍ

ＴＨＲ

５２－１

４２－１ ６－１

Ｍ

ＴＨＲ

５２－２

４２－２ ６－２

Ｍ

ＴＨＲ

５２－１ ５２－２

ＴＨＲ ＴＨＲ

５２－１ ５２－２ ５２－１

４２－１ ６－１

Ｍ

ＴＨＲ

５２－２

４２－２

Ｍ

ＴＨＲ

６－２

ＣＴ Ａ ＣＴ Ａ

ＴＨＲ

５２－１

５２－２

ＩＮＶ

５２－３

ＣＴ Ａ

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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S:NO SCALE

(A3:NO SCALE)
動力・電灯盤単線結線図

MCCB　3P

1φ3W　200/100V

ＶＡ

鋼板製、自立型動力電灯盤　ＰＬ－１

1 2

3 4

5 6

7 8

396

1 2

3 4

EM-CET22°

電気給湯器用1100

400

9 10

11 12

13 14

1000

600

15 16

17 18

1 2AE2

5

7

6

8

40

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

AE2

31424時間換気、ミニキッチン電源

1500 ﾄｲﾚ×2　ｳｫｼｭﾚｯﾄ用ｺﾝｾﾝﾄ

300

機械室　ｺﾝｾﾝﾄ
外部ｺﾝｾﾝﾄ

700

19 20

21 22

23 24

25 26

27 28

1200

TM(AS)

2000

66

aA2300自火報受信機 b A2 100 機械警備制御盤

弱電端子盤　ｺﾝｾﾝﾄ

通路、トイレ×２　電灯

FE出入口　外灯

600 AE2

700

ボイラー室　ｺﾝｾﾝﾄ  
外部ｺﾝｾﾝﾄ

200

EM-CE3.5°-4C1
PL-1

（自立型）

 50AF/ 30AT
MCCB 3P

2

3φ200V

EM-CET14ﾟ A

A

排気ﾌｧﾝ

1.680

0.060

200V
ELB 3P
 50AF/ 20AT

3φ3W
動力電灯盤

（鋼板製）

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ-1

200V
3φ3W

 50AF/ 20AT
MCCB 3P

16,817

100AF／100AT

A2

ボイラー室　電灯 88 A2

A2

出芽室　電灯

ヨビ A2 A2 100

1 2

3 4

JE機械室　電灯 機械室　電灯RRy×4 1275 JE 1190 RRy×4

FETM(AS) 736 AE2 ヨビ建屋上部　外灯

(2011) (1190)

※　伝送ユニット： １個

※　リレー制御用Ｔ／Ｕ （４回路用）：

※　リモコントランス： １個

２個

※　TM(AS)：年間式タイマー（ソーラー機能付）

※　盤接地：ED、E(ELB)

(442) (562)

動力回路　組込

上部ダクト

機械室　ｺﾝｾﾝﾄ×1 AE2 800 機械室　ｺﾝｾﾝﾄ×1

冷蔵庫･電子レンジ用　ｺﾝｾﾝﾄ A2 AE2

通路　ｺﾝｾﾝﾄ
機械室　ｺﾝｾﾝﾄ×1 AE2 AE2

電気給湯器用電気給湯器用 AE2 AE2

AE2 A2

AE2 AE2 600 機械室　ｺﾝｾﾝﾄ
外部ｺﾝｾﾝﾄ

機械室　ｺﾝｾﾝﾄ
外部ｺﾝｾﾝﾄ

1000 AE2 シャッター用電源A2

シャッター用電源

シャッター用電源

シャッター用電源

シャッター用電源

A2

A2

A2

A2

200

200200

200

機械室　換気扇用電源A2A2

A2ヨビ A2 ヨビ

A2ヨビ A2 ヨビ

A2ヨビ A2 ヨビ

A2ヨビ A2 ヨビ

AE2 ヨビ

(6400) (3812)

(0)(2000)

浄化槽機器用電源 500

事務室

PAC-1
(PF28)
(E31)

EM-CE2°-4C
(E25)
(PF22)

(1.835)

A01

B01

ヨビA2

A 3給気ﾌｧﾝ 0.095 200V
3φ3W

 50AF/ 20AT
MCCB 3P

EM-CE2°-4C
(E25)
(PF22)

EF-4

OF-1

園芸ハウス用電源

園芸ハウス用電源

園芸ハウス用電源

112

接地端子（E･ELB用)

接地端子（ED用)

同盤内に電灯回路あり

キャビネットについて

（１）キャビネットを構成する鋼板の厚さは  (○指定厚　 ●メーカー標準厚)　とする。

（３）扉のハンドルは、非鉄金属製・（○錠無　●錠付　●外部のみ）とし埋込形とする。

（４）扉は　（○中扉のみ　●外扉付き）とする。

特記なき盤の仕様は（○特注品　●メーカー標準）とする。

また、表示灯は（○ＬＥＤ使用　●無し）とする。

警報は（○２次側漏電警報一括　○個別）とする。

○幹線分岐は、主幹１次側端子分岐バーにて行う。 

電力量計(Wh)は、（○検定付　○検定無し）を使用する。 
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福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

照明器具姿図

E-07

(A3:NO SCALE)

S:NO SCALE

照明器具の消費電力は　JIS C 8105-3 に規定する方法による。

照明器具型番は参考型番とする。

公共品番:LSS9-4-65

天井直付型LED　一体型LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　W=150A1

公共品番:LSS9-2-15

天井直付型LED　一体型LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄC1天井直付型LED　一体型LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ　W=150B1

公共品番:LSS1-4-30

富士型 富士型 トラフ型

D1 E1

公共品番:LBF3MP/RP-2-06

F1 G1

XLX460AENP LE9

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

防湿型・防雨型

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

器具光束９９０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束４１０ｌｍ、消費電力７．６Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、明るさセンサ付、天井直付型、換気扇連動型

カバー：プラスチック（ホワイト）

点灯照度・点灯保持時間調整機能付

消灯お知らせ機能付

XLX210AENC LE9 XLX430NENP LE9 LGBC58082B LE1

NNFW21800K LE9

ＬＥＤ高天井用照明器具

光束１６０００ｌｍ、消費電力８４．６Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、ＷｉＬＩＡ無線調光、広角タイプ、直付型

光源寿命６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）

アーム：亜鉛鋼板

約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

器具本体（２．６ｋｇ）

NYM20181K RX9

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５

器具光束９５００ｌｍ、消費電力９１．２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

広角タイプ配光、光源寿命６万時間（光束維持率８０％）

本体：アルミダイカスト（シルバーメタリック）

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）

耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ

電源接続部灯具内収納可能、電源内蔵型（４．４ｋｇ）

NNY24920 LE9

ＬＥＤスポットライト H1 ＬＥＤシーリングライト

ＬＥＤシーリングライト天井直付型LED　一体型LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

反射笠型 XLW462KENZ LE9

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
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記　号 名　　称 摘　要

凡　　　　例

２．天井内はコロガシとし、壁の立上げ・引下げは適合配管にて保護すること。

注記事項

１．図中特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF1.6-2C (PF16)

適合配管

EM-EEF1.6-3C (PF22)

EM-EEF2.0-2C (PF22)

EM-EEF2.0-3C (PF22)

EM-EEF2.0-2C (E19)

EM-EEF2.0-3C (E25)

記　号 名　　称 摘　要

電灯動力分電盤
３．プレートは新金属とする。

育苗ｺﾝﾄﾛｰﾙ盤　CP-E3

(支給品)

ﾌﾟﾗﾝﾄ総合分電盤　P-E4

(支給品)

A1 x 6 B1 x 2

通路

E1 x 2

便所

C1 x 4

ﾎﾞｲﾗｰ室

G1 x 2

外灯

H1 x 3

G1 x 2

外灯

G1 x 2

外灯

H1 x 1

D1 x 9

出芽室

G1 x 2

外灯

F1 x 4

機械室

F1 x 25

機械室

33

3 3

33

Ｊ

Ｊ

Ｊ Ｊ

ﾚｰｽｳｪｲ敷設
FL+3000

3

33
3

3

Ｊ

(VE28)

(VE22)(VE22)

(VE28)

Ｊ

Ｊ

Ｊ

L-1ﾍ

24H

1

2

3

5
5

5

24H
R1-1

R1-1 R1-1

R1-1

1R1-1

R1-2 1

R1-2

R1-2

R1-2

R1-2

R1-3 1

R1-3

R1-3

R1-3

R1-3

R1-4 1

R1-4

R1-4

R1-4

2

R2-2

R2-3

R2-3

R2-3

4 2

R2-3 R2-4

2

R2-4

R2-4

R2-4

3

3

3

(R1-1～4,R2-1～2)…6L
(R1-1～3)…G1
(R1-4～R2-2)…G2

6L+2G

8L+3G
3

(R1-4～R2-2)…G2

(R1-1～4,R2-1～4)…8L
(R1-1～3)…G1

(R2-3～R2-4)…G3

(R2-3～R2-4)…G3
(R1-4～R2-2)…G2
(R1-1～3)…G1
(R1-1～4,R2-1～4)…8L

(R2-4)…1L

8L+3G 1LCP2

CP2
CP2

CP2

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

リモコンスイッチ １コ用（ＰＢ）1L

6L リモコンスイッチ ３コ用×２（ＰＢ）

8L リモコンスイッチ ４コ用×２（ＰＢ）

L

3

スイッチ

スイッチ

スイッチ

１Ｐ１５Ａ×３（ＰＢ）

１Ｐ１５Ａ×２（ＰＢ）

１Ｐ１５Ａ×１（ＰＢ）

３Ｗ１５Ａ×１スイッチ

スイッチ １Ｐ１５Ａ×２

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

ＬＥＤ照明器具 姿図参照

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

地中埋設

天井隠ぺい

床隠ぺい

露出

コロガシ

配管配線

ケーブル配線

配管配線（外線路）

配管配線

配管配線

SUS

溶融亜鉛メッキZ35

WP 屋外、防水形

ステンレス

V 合成樹脂

記　号 名　　称 摘　要

レースウェイ

露出ボックス

ジャンクションボツクス

ジョイントボックス

丸形

天井内

Ｊ 入線カバー 防水形

24H 24時間換気スイッチ １Ｐ１５Ａ×２

（グループ設定）リモコンスイッチ ２コ用（ＰＢ）

リモコンスイッチ ３コ用（ＰＢ）（グループ設定）

2G

3G

EM-EEF1.6-2C×2 (PF22)

EM-EEF1.6-3C+2C (PF28)

EM-EEF1.6-3C×2 (PF28)

EM-CPEE0.9-2P (PF16)

EM-CPEE0.9-2P (E19)
CP2

CP2

動力電灯盤　PL-1

R2-1

R2-1

R2-1

3G

3G

R2-2

R2-2

R2-2

R2-3

2 R2-32

R2-1

R2-4
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日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

コンセント設備　平面図
(A3:1/200)

S:1/100
E-09

記　号 名　　称 摘　要

凡　　　　例

２．天井内はコロガシとし、壁の立上げ・引下げは適合配管にて保護すること。

３．空配管には呼び線（ビニル被覆鉄線１.２ｍｍ）を挿入する。

注記事項

１．図中特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF2.0-2C (PF22)

適合配管

空配管 (E25)

WP

WP

WP

WP

WP WP

WP

2E

機械警備制御盤

（別途機械警備工事）

2E

WP

2E

2E

2E

E
200V

2E 2E

2E 2E
2E

2E2E2E

2EET 2EET

ET

ET
2ET

2ET

b

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

EM-EEF2.0-3C (PF22)

EM-EEF2.0-2C (PF22)

EM-EEF2.0-3C (PF22)

EM-EEF2.0-2C (E19)

EM-EEF2.0-3C (E25)

WP 防水 ２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ（ＰＢ）

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

地中埋設

天井隠ぺい

床隠ぺい

露出

コロガシ

配管配線

ケーブル配線

配管配線（外線路）

配管配線

配管配線

SUS

溶融亜鉛メッキZ35

WP 屋外、防水形

ステンレス

V 合成樹脂

記　号 名　　称 摘　要

露出ボックス

ジョイントボックス 天井内

ジャンクションボツクス

丸形

2ET

2E

ET

E

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ（ＰＢ）

２Ｐ１５Ａ×１＋ＥＴ（ＰＢ）

２Ｐ１５Ａ×２Ｅ（ＰＢ）

２Ｐ１５Ａ×１Ｅ（ＰＢ）

２Ｐ１５Ａ×２（ＰＢ）

コンセント

２００V ２Ｐ１５Ａ×１Ｅ（ＰＢ）コンセント

４．プレートは新金属とする。

育苗ｺﾝﾄﾛｰﾙ盤　CP-E3

(支給品)
ﾌﾟﾗﾝﾄ総合分電盤　P-E4

(支給品)

2

電灯動力分電盤

動力電灯盤　PL-1

弱電端子盤　T-1
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TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

弱電設備　平面図
(A3:1/200)

S:1/100
E-10

Ｊ

Ｊ

Ｊ

N監視機器用ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

UHF/BS/CSﾌﾞｰｽﾀｰ
（電源分離型）

BS･CS110°ｱﾝﾃﾅ

UHF 20EL

M

BS
CS

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ
ｱﾝﾃﾅ取付金具Ｊ

LAN用アウトレット

記　号 名　　称 摘　要

凡　　　　例

露出ボックス

ジョイントボックス 天井内

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

地中埋設

天井隠ぺい

床隠ぺい

露出

コロガシ

配管配線

ケーブル配線

配管配線（外線路）

配管配線

配管配線

SUS

溶融亜鉛メッキ

Ｊ エントランスキャップ

N ノズルプレート

電話用アウトレット

弱電端子盤

２．天井内はコロガシとし、壁の立上げ・引下げは適合配管にて保護すること。

３．空配管には呼び線（ビニル被覆鉄線１.２ｍｍ）を挿入する。

注記事項

１．図中特記なき配管配線は下記による。

EM-EBT0.5-2P

■電話用配管配線設備

空配管

■情報用配管配線設備

EM-UTP0.4-4P(CAT5E) (PF16)

適合配管

監視カメラ

(PF22)

(PF16)

適合配管
T

将来用

■監視設備

空配管 (PF22)

■警備設備

空配管 (PF22)

弱電端子盤　T-1

TEL 保安器　(ｽﾍﾟｰｽ)

端子台　10P

2P15A E付×2

HUB 5ﾎﾟｰﾄLAN

ジャンクションボツクス

丸形

記　号 名　　称 摘　要

端子台　10P　(ｽﾍﾟｰｽ)

(E25)

空配管 (E19)

空配管 (E25)

(E25)

(E25)

T

T

SS333
WP-Z35

Z35

WP 屋外、防水形

ステンレス

V 合成樹脂

異種管接続材 (FEP+G)

弱電端子盤　T-1

Ｊ

(FEP30)×3

(G28)×3

以降配置図参照

7C

R

R
TV用アウトレット 電源挿入型

■ＴＶ共聴設備

EM-S-7C-FB (PF22)

適合配管
7C

EM-S-7C-FB (G22)
7C

(PF28)

(E25)

(E25)

(E25)
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自 動 火 災 報 知 設 備 系 統 図

ＰＢ

5 3
小屋裏

事務室 機械室

ＰＢ

4

1

EM-HP0.9-10P

事務室・ボイラー室方面

事務室方面小屋裏 機械室北側機械室南側

受信機

凡　例 適　　　　　　　用

Ｐ型２級

差動式スポット型　２種熱感知器

Ｐ型２級　５回線

Ｂ 音響装置

（防雨型）

定格ＤＣ２４Ｖ　８ｍＡ

ＤＣ／ＡＣ２４Ｖ　１５ｍＡ

フラット型小型機器収容箱

Ｐ

表示灯発信機

フラット型

Ｂ Ｐ ベル・フラット型表示灯発信機

警戒区域線

No 火災表示用警戒区域番号

Ω 終端抵抗

熱感知器

AP 空気管 ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ付

熱感知器
０

定温式スポット型　特種　（防水型）

熱感知器
１

定温式スポット型　１種　（防水型）

熱感知器 差動式スポット型　２種　（小屋裏用）

熱感知器 差動式分布型　　　２種　（2個用ボックス付）

差動式分布型　　　２種　（3個用ボックス付）

2

出芽室

EM-HP0.9-5P

出芽室

1.

注記

特記なきは下記とする。（二重天井部はケーブルコロガシとする。）

EM-AE0.9-4C（E19）

EM-AE0.9-2C (E19)

警報ベルは、一斉鳴動方式とする。2.

火災表示 回線

・回線内訳

仕様は下記によるものとする。（壁掛型）

3.

5

複合受信機は、P型2級 5回線（火災回線 5回線）とし、

壁掛型形　　状

回 線 数

定　　格

予備電源 DC12V 0.6Ah ニッケルカドミウム蓄電池

電源電圧 AC100V 50/60Hz  最大 23VA

 5回線（自火報　５Ｌ）

機器参考外観図

P型2級受信機　5回線（自火報 5L）

230

13
2

11
7
.
5

3
3
0

20.5

63

ＡＢＣ粉末１０型　消火器 蓄圧式（置台共）消
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   /　   /

   /　   /

   /　   /
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福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事
E-11

S:NO SCALE

(A3:NO SCALE)

誘導標識・自動火災報知

消火器設備　凡例・系統図

誘導標識

誘導標識

避難口

通路
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図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

誘導標識・自動火災報知

(A3:1/200)

S:1/100
E-12

消火器設備　平面図

消

消消

消 消

消

１

Ω

AC100V

Ω

1

Ｂ Ｐ

ＰＢ

Ω Ω

AP AP AP AP AP AP AP

AP AP

AP

AP×6(VE22)

AP×6(VE22)
AP×4(VE22)AP×4(VE22)

Ω

０

０

０

2

34

5

EM-HP0.9-5P

EM-HP0.9-10P
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福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512
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工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

空調・換気設備平面図
(A3:1/200)

S:1/100
E-13

10
0φ

10
0φ

D
25A

12.7φ×6.4φ
R

15.9φ×9.5φ32
A

25
A

10
0φ

10
0φ

15
0φ

ガラリ有効開口0.024m2以上（建築工事）

ガラリ又はアンダーカット有効開口0.01m2以上（建築工事）

EF
2 × 2

EF
3

OF
1

PAC
1

VD-15ZVE3-FP 100

100

150

口径 風量 静圧 電力

140

40

（ｍ3/ｈ)

⑦
決定換気量
Vk=(①,②,③,
④,⑤,⑥の最大） 備考

（ｍ3/ｈ） （Pa) （W）（φ）

1φ100V21W36.9

参考型式
×台数

150

ミニキッチン
付属品

100

100 1φ100V32W

VD-13ZC12×2 100 100 1φ100V13W

VD-18ZY5-SW

EF
1

EF
4

1630

1860

EWF-30BTA

EWF-35CTA-Q

300 1680 3φ200V60W

350 2000 3φ200V95W40

24H換気  ｺﾝﾄﾛｰﾙSW(P-04SWLV2)共

電動 ｼｬｯﾀｰ・ ﾊﾞｯｸ・ ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS
FD付)・ｻｰﾓｽｲｯﾁ(FS-10TET1)共
配管・配線工事は、電気工事

機番 室　　名

PAC-1 空冷ヒートポンプエアコン

機　　器　　名　　称

4方向天井カセット形 冷房能力：7.1（2.3～8.0）KW

暖房能力：8.0（2.0～10.8）KW（同時ツイン）

付属品　ﾌｨﾙﾀｰ・ ﾘﾓｺﾝ・その他一式

機　　器　　仕　　様 数 備　　　考電動機

1
FAN 0.24KW

COMP1.5KW

3φ 200V PLZX-ZRMP80EFH

空 調機器表

40EWF-30BSA×2 1φ100V56W
電動ｼｬｯﾀｰ・ﾊﾞｯｸ・ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS)
・ｺﾝﾄﾛｰﾙSW(FS-06SWA)共

EF
5

EF
5

ガラリ有効開口0.174m2以上（建築工事）

ガラリ有効開口0.174m2以上（建築工事）

FD付

FD付

※　品番は参考とする。

防火設備

防火設備

防火設備

2022

機番 室　　　　　　　　名

温度
条件

（℃）

室面積

（ｍ2）

27.27

18.09

天井高

（ｍ）

2.70

4.81

室容積

（ｍ3）

73.63

87.02

（人）

5.0

一人当りの
占有面積

便所

N=Af/M
(10以上は10)
（ｍ2/人)

在室人員

ＭＹＨＡｆ

換気機器表

EF-1

（ｍ3/ｈ)

150

（ｍ3/ｈ)

10

（ｍ3/ｈ)

870.2

（回/ｈ）

①

よる換気量
建築基準法に

②

よる換気量
ビル管法に

③
換気回数法に

Ｖ＝Ｙ*ＫＳ
よる換気量

燃焼量
④

V=25Af/N V=30*M

換気回数

ＫＳ

発熱による
換気量

（ｍ3/ｈ)

Ｑ

(KW/h)

⑤

EF-3

188 1627.7

燃焼による
給気量

EF-2

EF-4

OF-1

ボイラー室

2.72 2.40 6.53 15 98.0

（ｍ3/ｈ)

Ｖ＝Ｑ*ｑ ２

226.4

Ｖ＝0.02q1×
1000/0.03×
(tr-t0)

※　付属品ＳＵＳ製深型ベンドキャップ（EAはガラリOAは防虫網）共とし、給気グリルは、ﾌｨﾙﾀｰ・風量調整機能付き（P-18GLF6）とする。

機械室（出芽室）EF-5 789.17 5.20 4,103.68
平均

※　JIS C 9603 に基づく消費電力

※　品番は参考とする。

24時間換気量
⑥

事務室:Ｙ*0.5回 /ｈ

機械室:Ｙ*0.8回 /ｈ
（ｍ3/ｈ)（決定風量）

（決定風量）（ｍ3/ｈ)

1,680.0×2 300 1,680×2

03 23
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（３）扉のハンドルは、非鉄金属製・（○錠無　●錠付　●外部のみ）とし埋込形とする。

また、表示灯は（●ＬＥＤ使用　○無し）とする。

トリップ警報は（●無し　○盤一括　○個別）とする。

特記なき盤の仕様は（○特注品　●メーカー標準）とする。

（１）キャビネットを構成する鋼板の厚さは  (　○指定厚　 ●メーカー標準厚)　とする。

幹線№　　　：

電源種別　　：

種別・サイズ：

備　考：

総容量：

幹線№　　　：

電源種別　　：

種別・サイズ：

備　考：

総容量：

電力量計は、パルス発信付とする。

非常用回路は、赤色ストッパー付とする。

分岐回路の予備数は実装１５％とする。（小数点以下全て切り上げとする）

ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ２００Ｖ

～１

１ ～

１ ～

１ ～ 照明回路

コンセント回路

照明回路

コンセント回路

容　量

（ＶＡ）方式
負　荷　内　容 備　考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗｈ

Ｔ

ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ２００Ｖ

回路

ブレーカ種別記号は下記に示す。

回路記号は下記に示す。

ＢＥ

注１）一つの分岐開閉器から複数の電磁接触器、リモコンリレーに電源が供給される場合の表記は下記とする。

注３）盤外から制御信号を受けるもの、及び特殊な用途のものについては回路記号と下記記号を併記する。

注２）複数の回路方式を組合わせる場合はそれらの記号を並列表記する。

ｅ．防犯機器・電気錠

ｂ．他ファンと連動

例）Ｄ１－ａ：遠方操作＋排煙起動信号にて停止

例）ＦＧ１ ：　ＭＣＣＢ１Ｐ  ５０ＡＦ２０ＡＴ にタイマー　＋　自動点滅器回路

例）“備考”欄にＲＲｙ×３　：　リモコンリレー３ヶを実装

ａ．排煙起動信号にて停止

ｄ．人感センサー

Ｊ２リモコンリレー回路

非常用回路
Ｋ２

Ｋ１

リモコントランス回路 Ｌ２

Ｌ１

ＪＥ

（Ｍａｇ使用型)

自動点滅回路

タイマー回路

（Ｍａｇ使用型)

Ｊ１

ＧＥ

Ｇ２

ＦＥ

Ｇ１

Ｆ２

Ｆ１

遠方操作回路

ＰＢＳ操作回路

Ｄ２

ＤＥ

Ｄ１

ＣＥ

Ｃ２

Ｃ１

ｃ．サーモ

２．

キャビネットについて

回路方式

同一盤に複数の幹線が入る場合、その幹線の系統ごとにセパレータ により回路分けを行う構造とする。

盤内配線用遮断器には回路番号シールをはりつける事。

盤表面に取付ける動力用ネームプレートには電気容量を記入する。

盤扉裏面に取付ける機器類の充電部にはアクリル保護板を取付ける。

水平震度(地下階０．５･地上階１．０)垂直震度(地下階０．２５･地上階０．５)とする。

特記なき盤の耐震対策(据付・取付に関する)は、

（７）屋外形は、防雨性を有し水抜き穴を設けた構造及び簡易防湿形に準ずる。

（６）簡易防湿形は、キャビネットに湿気が侵入しがたい構造とする。

７．

　９．

８．

６．

５．

３．

４．

ＭＣＣＢ１Ｐ 

計量回路

一般回路

Ｂ２

Ｂ１

ＡＥ２３

ＡＥ２

Ａ１

Ａ２

分岐開閉器 結　　線　　図

（５）特記なきＥＬＢ・ＭＥＬＢの定格感度電流および動作時間は３０ｍＡ ０．１秒　とする。

（４）耐熱型分電盤の仕様は、『防災設備の電源と 配線に関する指針』(JECA 1032)による。

（２）扉は幅８００mm以下は片開きとし、これを超える場合は両開きを原則とする。

０．２５㎡を超え０．９㎡以下

面積 ０．２５㎡以下

指定厚の場合は、下表による。

ボ　ッ　ク　ス

扉

０．９㎡超過

鋼板の厚さ単位　(ｍｍ)

２．０以上

１．６以上

１．６以上

２．３以上

■　特記仕様事項

Ｍａｇ

Ｍａｇ

Ｍａｇ

Ｍａｇ

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

分岐開閉器

リモコンリレー

ＣＯＳ

Ｒ

ＣＯＳ

ＣＯＳ

Ａ

ＣＯＳ

ＰＢＳ

分岐開閉器

分岐開閉器

電力量計

負荷

１０．

単相の主幹は、中性線欠相保護付とする。 

設置場所

盤名称 形　式

仕　様

１１．

１２．

１．

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

負荷

１３．

１４．

ａ ～ コンセント回路（１次側供給）ＡＣ１φ１００Ｖ

ＡＣ１φ１００Ｖａ ～ 照明回路（１次側供給）

設置場所

盤名称 形　式

仕　様

番号

回路
備　考 負　荷　内　容

容　量

（ＶＡ）

回路

方式

回路

番号

容　量

（ＶＡ）方式
負　荷　内　容 備　考

回路

番号

回路
備　考 負　荷　内　容

容　量

（ＶＡ）

回路

方式

回路

番号

注記

注記

Ａ２３

Ａ２５

Ａ３

Ａ３３

Ａ３５

ＡＥ２５

ＡＥ３

ＡＥ３４

ＡＥ３５

Ａ１３

５０／２０

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／３０

Ａ３４

Ａ２４

ＡＥ２４

ＡＥ３３

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／３０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／４０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／５０

５０／５０

５０／４０

５０／３０

ＭＣＣＢ３Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＭＣＣＢ３Ｐ 

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／３０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／４０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／５０

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

ＥＬＢ　３Ｐ 

５０／２０

５０／３０

５０／４０

５０／５０

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＭＣＣＢ２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

ＥＬＢ　２Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

５０／２０ＭＣＣＢ２Ｐ 

ＭＣＣＢ１Ｐ ５０／２０

電流計はＪＩＳ Ｃ１１０４　電動機用超過目盛電流計』に適合した角埋込形で２.５級以上とし、負荷の

定格電流を赤指針で表示するものとする。なお定格電流が３０Ａを越えるものはＣＴ付とする。 

また、０．４ｋＷ（２００Ｖ級）以下の電動機に設ける電流計は３Ａ定格のものを使用する。 

防災動力の銘板は白地赤文字とする。 

盤表面に取付ける動力用ネームプレートには電気容量を記入する。 

盤内配線用遮断器には動力負荷名称プレートを貼りつけること。 

同一盤に複数の幹線が入る場合、その幹線の系統ごとにセパレータにより回路分けを行う構造とする。  

１２０Ａ以上の電力量計は、ＣＴ付とする。 

盤内に図面ポケットを設置し、防水透明アクリル袋に図面を入れること。 

インバータは瞬時電圧低下再起動型とする。 

盤内の制御電源は「動力盤制御用」「自動制御盤用」「中央監視電源用」等の用途毎に分ける。 

冷却塔の凍結防止ヒータ電源は、空焚き防止回路付とする。 

生産用コンプレッサー等の制御回路の電源は、コンプレッサー１台毎に設ける。 

盤内部の温度上昇を考慮し、必要に応じてファン等を設置する。 

特記なき　ＥＬＢ、ＭＥＬＢの感度電流、動作速度は下記による。 

保護継電器は２Ｅ（過負荷・欠相）とし、水中ポンプは３Ｅ（過負荷・欠相・逆相）とする。 

100

100

100

100

30

30

30

30

30

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

400/400

400/250

225/225

200

100

100

225/150

225/125

100/100

100/ 75

50/50

30/20

AF/AT

200V

mAmA

30

100

100

100

30

30

一般

18.5kWの場合

備考

225/225

225/200

225/125

400/250

225/150

200

200

200

100

100

100

100

100

100

100

50/50

100/100

100/ 75

50/50

30/30

30/20

AF/AT

400V

mAmA

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

30

100

100

100

30

30

一般

30

100

100

30

30

30

但し,幹線ごとの回路に区分されていて且つ、保守メンテ時に安全上支障の無い構造或いは安全上

支障の無い保守メンテナンス規則等が整っている場合にはセパレータを設けなくともよい。

単相の主幹は、中性線結相保護付とする。 

（６）防災用関連機器と、他の機器を同一キャビネットに収容する場合は、 

　　　『防災設備の電源と配線に関する指針』(ＪＥＣＡ １０５６)による。 

（５）中扉は、丁番式を基本とし、ケンドン式は使用しない。

２．

水平震度(地下階０．５･地上階１．０)垂直震度(地下階０．２５･地上階０．５)とする。

特記なき盤の耐震対策(据付・取付に関する)は、

（８）屋外形は、防雨性を有し水抜き穴を設けた構造及び簡易防湿形に準ずる。

（７）簡易防湿形は、キャビネットに湿気が侵入しがたい構造とする。

１５．

５．

（２）扉は幅８００mm以下は片開きとし、これを超える場合は両開きを原則とする。

０．２５㎡を超え０．９㎡以下

面積 ０．２５㎡以下

指定厚の場合は、下表による。

ボ　ッ　ク　ス

扉

０．９㎡超過

鋼板の厚さ単位　(ｍｍ)

２．０以上

１．６以上

１．６以上

２．３以上

■　特記仕様事項

１．

３．

４．

６．

７．

８．

９．

１４．

１３．

１２．

１１．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

～

～ＡＣ１φ２００Ｖ

ＡＣ３φ２００Ｖ

回路記号は下記に示す。

１０．

５２－１

ＣＴ

５２－２

ＩＮＶ

５２－３

４２ ６

インバータ制御
インバータ制御

５２

Ａ 直入起動電源送り Ａ付電源送り

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

Ｍ Ｍ

Ｍ

５２

４２ ６

Ｍ

スターデルタ起動

ＭＭ

（自動交互運転）

直入起動
（自動交互運転） （自動交互同時運転） （自動交互同時運転）

制御電源

ＴＲ
１φ 200/100Ｖ

ＭＣＣＢ

ＣＴ ＣＴ

ＲＳ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊスターデルタ起動 直入起動 スターデルタ起動
（ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ起動）

■　主回路

■　操作回路

５１
Ｘ

ｎＥ

手　動

ＯＬ

３
ＯＮ

５２

Ｐ１ Ｐ２

Ｐ３

５１Ｘ

３
ＯＦＦ

３
ＯＮ

５２

５１Ｘ

４３

３
ＯＦＦ

ＲＭ

ＯＦＦ

５２

Ｃ２

３
ＯＮ

３
ＯＦＦ

ＣＸ

試験－自動

５２

ＴＸ

ＣＸ

Ｘ Ｘ 盤外有電圧
（運転信号）

始動回路

１ ３ｂ手動－自動３ａ試験－遠方手動－遠方 ２ｂ２ａ

３
ＯＮ

５２

５１Ｘ

４３

３
ＯＦＦ

Ｍ

ＯＦＦ

Ｒ

４ｂ４ａ ５ｂ５ａ試験－自動（外部信号）手動－自動（外部信号） 試験－中央監視手動－中央監視

別途

遠方押ボタン 中央監視

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

Ｒ

Ｓ

ＲＳ

盤

故障運転記号 計測

配線サイズ中央監視盤

または

連　動

表　示 信号

火災

停止
回路 配線サイズ・配管種別 備　考

盤名称

幹線サイズ
接　　続　　図

盤形式

幹線番号
回路

操作

水位
発停

計測水位

表　示

故障運転
発停

インターロック
記　号

容　量

〔ｋＷ〕

分岐開閉器
記号

主回路
負　荷　仕　様

機　器　名　称 電源種別

５２ ５１Ｘ

Ｋ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

Ａ

ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

Ａ Ａ

ＲＳ ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＲＳ

Ａ

ＲＳ

ＡＡ

ＲＳ ＲＳ
ＲＳ

Ａ

ＲＳ

ＭＣＣＢ
ｏｒ
ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

ＭＣＣＢ
ｏｒ

ＥＬＢ

キャビネットについて

０．

ＴＨＲ

ＴＨＲ

Ｍ

ＴＨＲ

Ｍ

ＴＨＲ

５２－１

４２－１ ６－１

Ｍ

ＴＨＲ

５２－２

４２－２ ６－２

Ｍ

ＴＨＲ

５２－１ ５２－２

ＴＨＲ ＴＨＲ

５２－１ ５２－２ ５２－１

４２－１ ６－１

Ｍ

ＴＨＲ

５２－２

４２－２

Ｍ

ＴＨＲ

６－２

ＣＴ Ａ ＣＴ Ａ

ＴＨＲ

５２－１

５２－２

ＩＮＶ

５２－３

ＣＴ Ａ

５１
Ｘ

ｎＥ

ＯＬ

Ｐ１ Ｐ２

Ｐ３

始動回路
５１
Ｘ

ＯＬ

ｎＥ

Ｐ３

Ｐ１ Ｐ２

始動回路

５２ ５１Ｘ

３
ＯＮ

５２

５１Ｘ

４３

３
ＯＦＦ

Ｍ

ＯＦＦ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

５１
Ｘ

ＯＬ

ｎＥ

Ｐ３

Ｐ１ Ｐ２

始動回路

３
ＯＮ

５２

４３

３
ＯＦＦ

Ｍ

ＯＦＦ

Ｓ

５１
Ｘ

ＯＬ

Ｐ３

Ｐ１ Ｐ２

始動回路

５１Ｘ

Ｒ

Ｒ

ｎＥ

ＴＸ

５２ ５１Ｘ ５２ ５１Ｘ ５２ ５１Ｘ

動力盤単線結線図 電灯盤単線結線図

VA

VA

接地端子（ED用)

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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(A3:NO SCALE)
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動力盤･電灯盤単線結線図

ＰＬ（Ｗ）

Ｆ

100AF/ 75AT

ELB 3P

A05

3φ200V

EM-CET 38°

E 5.5°

AC

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

（鋼板製・自立型）

硬化ﾊｳｽ　場内

接地端子（ED用)

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ（井水用）ﾕﾆｯﾄC 3.70×2 1 EM-CET 22°
E 5.5°

(G36)

5

3

1

A2

A2

AE2

500

450

ﾋｰﾀｰ用電源

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ用電源

ﾖﾋﾞ

EM-CET 14°E3.5°

B04

1φ3W　100/200V
ELB 3P

F
PL（W）

1,450

 50 AF/ 30 AT

6

4

2 A2

A2

A2

500 ﾋｰﾀｰ用電源

ﾖﾋﾞ

ﾖﾋﾞ

同盤内に動力回路あり

鋼板製　自立型（ﾍﾞｰｽ　H:500）給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

6

4

2

2

A2

A2

A2

A2

ﾖﾋﾞ

ﾖﾋﾞ

ﾖﾋﾞ

A2

AE2

1000 AE2

自動潅水装置用電源

ﾖﾋﾞ

180 A2

 50 AF/ 30 AT
ELB 3P

2,680

1φ3W　100/200V

B03

EM-CE5.5°-3C

PL（W）
F

鋼板製　壁掛型

緑化棟　内

5

3

1

1

 50AF/ 30AT

MCCB 3P

A04

3φ200V

EM-CE8°-3C

E 3.5°

AC
（鋼板製・壁掛型）

緑化棟　内

A 3.260 EM-
CE5.5°-4C (VE36)

接地端子（ED用)

接地端子（E･ELB用)

同盤内に動力回路あり

同盤内に電灯回路あり

同盤内に電灯回路あり

(FEP40)

500

1000

特記事項で●印のついたものを適用とする。

（１）キャビネットを構成する鋼板の厚さは  (○指定厚　 ●メーカー標準厚)　とする。

（３）扉のハンドルは、非鉄金属製・（○錠無　●錠付　●外部のみ）とし埋込形とする。

（４）扉は　（○中扉のみ　●外扉付き）とする。

特記なき盤の仕様は（○特注品　●メーカー標準）とする。

また、表示灯は（●ＬＥＤ使用　○無し）とする。

警報は（●２次側漏電警報一括　○個別）とする。

●幹線分岐は、主幹１次側端子分岐バーにて行う。 

電力量計(Wh)は、（○検定付　○検定無し）を使用する。 

2022

緑化棟　動力盤

緑化棟　電源盤

緑化棟　電灯

緑化棟　ｺﾝｾﾝﾄ 緑化棟　ｺﾝｾﾝﾄ

緑化棟　電源盤

【ビニルハウス・緑化棟】

硬化ハウス　場内

03 23
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受水槽
(設備図参照)

井戸

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

7.2ｍ×3連棟×39.7ｍ

(非建築物)

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

灯油タンク

(900L)＋防液提

合併浄化槽（5人槽）

S

N

配 置 図 S=1:300

側
溝

7.2ｍ×4連棟×39.7ｍ

(非建築物)

(A3:1/600)

S:1/300

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /
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版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

構内配電線路・コンセント

E-15

設備　配置図

WP

制御盤･ﾄﾗﾝｽ盤電源用ｺﾝｾﾝﾄ

WP WP WP WP WP WP WP

WP WP WP WP WP WP WP WP

5.5

3.5 3.5 3.5 3.5

CV5.5

3.5 3.5 3.5 3.5

3.5 3.5 3.5
WP WP WP WP WP WP WP

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

FEP 65給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)(L) B05A05

8 23

FEP 40

FEP 65給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)(L) B05A05

予備配管 FEP 40

EM-CE 8°-3C

22

21

B B

以降
詳細図参照

予備配管 FEP 40
動力電灯盤　PL-1

21 22 23

B04

A05 ※

※

※　幹線敷設…園芸ﾊｳｽ工事。

B04

A05 ,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)

,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(L)

※

※

B04A05 給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P),(L)※

FEP管　接続

23EM-CE 8°-3C

EM-CE5.5°-3C

EM-CE5.5°-3C

22

21

動力電灯盤 PL-1ﾖﾘ

動力電灯盤 PL-1ﾖﾘ

動力電灯盤 PL-1ﾖﾘ

動力電灯盤 PL-1ﾖﾘ 23

キュービクル FEP50給水ポンプ盤（Ｐ） EM-CET 38° E5.5°

EM-CET 14°

G54

G36 FEP40B04

A05

E5.5°

FEP 65給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)(L) B05A05

A01 A02 A03 FEP100

FEP 65

FEP 80

FEP 50

FEP 50

FEP 80

FEP 40
E（ELB）接地母線

ED　接地母線

予備配管

EM-IE 38°

EM-IE 22°

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)B02B01

予備配管

B03

A04

A

B

A01 A02 A03 PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2 FEP100

FEP 65

FEP 80

FEP 50

FEP 50

FEP 80

FEP 40
E（ELB）接地母線

ED　接地母線

予備配管

EM-IE 38°

EM-IE 22°

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)B02B01

予備配管

緑化ﾊｳｽ電源盤(P)

緑化ﾊｳｽ電源盤(L)B03

A04

FEP 50

A01 A02 A03 PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2 FEP100

FEP 80

FEP 50

FEP 65

FEP 80

FEP 40
E（ELB）接地母線

ED　接地母線

予備配管

EM-IE 38°

EM-IE 22°

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)B02B01

予備配管

FEP 50

B03A04 緑化ﾊｳｽ電源盤(P),(L)

E5.5 ED

緑化ﾊｳｽ電源盤

B

複合環境制御盤

分電ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ盤

(ﾌﾟﾗﾝﾄ工事)

(ﾌﾟﾗﾝﾄ工事)

キュービクル

キュービクル

EM-CE 8°-3Cキュービクル

FEP80

FEP40EM-CET 14°

キュービクル

緑化ハウス盤（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

ＰＬ－１（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

E3.5° E39 FEP40G36

EM-CET100°

EM-CET100°

A01

A02

A03

A04

E22°

G36

G70

G70 FEP80

E75

E75

E39

幹線上記以外…ハウス工事所掌

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事

キュービクル

キュービクル

キュービクル

プラント分電盤（Ｌ）

ＰＬ－１（Ｌ） EM-CET 22° E22°

EM-CE 8°-3C

EM-CE5.5°-3C

E51

E39

E39

FEP50

FEP40

FEP40G36

B02

B01

B03 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事E3.5°

G42

G36

上記以外…ハウス工事所掌

各盤へ母線より幹線分岐

各盤へ母線より幹線分岐

ED　接地母線

E(ELB)接地母線

EM-IE 22°

EM-IE 22°プラント分電盤

ＰＬ－１

E3.5°

E3.5°

受水槽･給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ　詳細図　S=1/100

鋼板製･自立型

EM-CET22°E5.5°(G36) 1

盤ﾍﾞｰｽ　H:500

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（L:800,W:500,H:GL+100)…建築工事

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

4F

Ｐ

給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

Ｊ

EM-CEE1.25-4C (VE22)

EM-CEE1.25-4C (G22)

1EM-CET22°E5.5°(FEP40)

3

2

2

1

EM-CE2°-3C×2 (G28) 1

SS222WP-Z35

SS333WP-Z35

WP
WP

WP

500

8
0
0

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

現状GL

SS150×150×100-V

防水コンセント取付

異種管接続材

FEP30～VE28

架台用ブロック

3
0
0

2
00

6
0

150 150

防水ｺﾝｾﾝﾄ 取付詳細図 S=1/20(参考)

露出配管配線

ｄ：配管相互間隔 （呼び径５０以下５０、１５０以下７０）

掘削断面図

山砂

標識シ－ト

在来良質土埋戻し

４
０

０
Ｄ

１
０

０
２

０
０

ＧＬ

２００

Ｄ

ｄ

３
０

０
＋

Ｄ

２００ｄ

Ｄ Ｄ

記　号

埋設表示杭

埋設表示ピン

動力電灯盤

ハンドホール

名　　称

凡 　 　 　 　 例

摘　　要

地中埋設

コロガシケーブル配線

外線路

注記事項

２．図中記入なきシンボルは、下記による。

H1-9 (R8K-60)

A

３．配管の埋設深さは、土掘りＧＬ－６００とする。

４．屋外盤のコンクリート基礎は建築工事とする。

H2-9 (R8K-60)

B H1-6 (R8K-60)

S=NO SCALE

WP

電灯盤

コンセント 防水 ２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ（ＰＢ）

Ｊ エントランスキャップ

WP

V

Z35

SUS

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

ステンレス

溶融亜鉛メッキ

合成樹脂

屋外、防水形

１．図中特記なき配管配線は下記による。

EM-CE 2°-3C (PF22)

適合配管

EM-CE3.5°-3C (PF28)

EM-CE5.5°-2C E3.5° (PF28)

EM-CE 8°-2C E3.5° (PF28)

3.5

5.5

8

EM-CE 8°-2C E3.5° (G28)
8

EM-CE3.5°-3C (G28)

EM-CE5.5°-2C E3.5° (G28)

3.5

5.5

EM-CE 2°-3C (G22)

EM-CE 8°-2C E3.5° (FEP40)
8

EM-CE3.5°-3C (FEP30)

EM-CE5.5°-2C E3.5° (FEP30)

3.5

5.5

EM-CE 2°-3C (FEP30)

（参考）

接地線
配線サイズ行　　先

配　管　（参考）

屋　内 屋　外
幹線番号

幹線表

備　考
ED E(ELB)

2022

硬化ハウス 硬化ハウス

硬化ハウス 硬化ハウス

【硬化ハウス】

緑化ハウス盤（Ｌ）

給水ポンプ盤（Ｌ）キュービクル

硬化ハウス

硬化ハウス

※　幹線敷設…硬化ﾊｳｽ工事。

※　幹線敷設…硬化ﾊｳｽ工事。

硬化ﾊｳｽ×7

硬化ﾊｳｽ×8

硬化ﾊｳｽ×8

硬化ﾊｳｽ×7

PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2

緑化ﾊｳｽ電源盤(P) ,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)

緑化ﾊｳｽ電源盤(L) ,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(L)

03 23
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灯油タンク

(900L)＋防液提

合併浄化槽（5人槽）
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配 置 図 S=1:300
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図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事
E-16

構内配電線路設備　配置図

B03

A04

B03A04 緑化ﾊｳｽ電源盤(P),(L) FEP 50緑化ﾊｳｽ電源盤

E5.5 ED

※　幹線敷設…緑化ﾊｳｽ工事。

　また、園芸ﾊｳｽ盤および給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤の幹線敷設は園芸ﾊｳｽ工事とする。

　但し、全ての配管敷設は施設建物建設工事。

緑化ﾊｳｽ電源盤(P)

B03

A04

緑化ﾊｳｽ電源盤(L)

※　幹線敷設…緑化ﾊｳｽ工事。

※

※

　また、園芸ﾊｳｽ盤および給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤の幹線敷設は園芸ﾊｳｽ工事とする。

　但し、全ての配管敷設は施設建物建設工事。

複合環境制御盤

分電ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ盤

(ﾌﾟﾗﾝﾄ工事)

(ﾌﾟﾗﾝﾄ工事)

A04

B03 キュービクル

キュービクル 緑化ハウス電源盤（Ｐ）

緑化ハウス電源盤（Ｌ） EM-CE5.5°-3C

EM-CE 8°-3C E3.5°

E3.5° E39

E39 G36 FEP40

G36 FEP40

緑化ﾊｳｽ電源盤(L) ※

緑化ﾊｳｽ電源盤(P) ※

FEP管　接続

A01

B01

EM-IE 22°

EM-IE 38°

E（ELB）接地母線

ED　接地母線

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)

FEP 40

PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2A03A02

B02 FEP 50

FEP100

予備配管 FEP 80

予備配管 FEP 80

FEP 50

FEP 65

A

A01

B01

EM-IE 22°

EM-IE 38°

E（ELB）接地母線

ED　接地母線

PL-1(L),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(L)

FEP 40

PL-1(P),ﾌﾟﾗﾝﾄ分電盤(P)×2A03A02

B02 FEP 50

FEP100

予備配管 FEP 80

予備配管 FEP 80

FEP 50

FEP 65

A

A

上記以外…ハウス工事所掌

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事

幹線上記以外…ハウス工事所掌

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ～第1ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙまでの配管…本工事

FEP40G36

G70 FEP80

EM-CET100°

EM-CET100°

EM-CET 14°

キュービクル

キュービクル

キュービクル

プラント分電盤（Ｐ）

ＰＬ－１（Ｐ）

プラント分電盤（Ｐ）

A01

A02

A03

E22°

E3.5°

G70 FEP80

E75

E75

E39

キュービクル

キュービクル プラント分電盤（Ｌ）

ＰＬ－１（Ｌ） EM-CET 22° E22°

EM-CE 8°-3C

E51

E39

FEP50

FEP40B02

B01

E3.5°

G42

G36

ED　接地母線

E(ELB)接地母線

EM-IE 22°

EM-IE 22°プラント分電盤

ＰＬ－１ 各盤へ母線より幹線分岐

各盤へ母線より幹線分岐

B04

A05

3.5
WP WP WP

WP WP WP WP
3.5

B

制御盤･ﾄﾗﾝｽ盤電源用ｺﾝｾﾝﾄ

WP

WP

3.5 3.5 3.5
WP WP WP WP WP WP

8
B

WP

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

以降
詳細図参照

WP WP WP WP

5.5

3.5 3.5 3.5

3.5 3.5 3.5
WPWP WP

CV5.5

B04

A05 ,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)

,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(L)

FEP40G36E5.5°EM-CET 14°給水ポンプ盤（Ｌ）キュービクルB04

A05 キュービクル 給水ポンプ盤（Ｐ） EM-CET 38° E5.5° G54 FEP50

以降平面図参照

,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(L)

,給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤(P)

受水槽･給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ　詳細図　S=1/100

鋼板製･自立型

EM-CET22°E5.5°(G36) 1

盤ﾍﾞｰｽ　H:500

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（L:800,W:500,H:GL+100)…建築工事

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

4F

Ｐ

給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

Ｊ

EM-CEE1.25-4C (VE22)

EM-CEE1.25-4C (G22)

1EM-CET22°E5.5°(FEP40)

3

2

2

1

EM-CE2°-3C×2 (G28) 1

SS222WP-Z35

SS333WP-Z35

WP
WP

WP

500

8
0
0

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ盤

現状GL

SS150×150×100-V

防水コンセント取付

異種管接続材

FEP30～VE28

架台用ブロック

3
0
0

2
0
0

60

150 150

防水ｺﾝｾﾝﾄ 取付詳細図 S=1/20

露出配管配線

ｄ：配管相互間隔 （呼び径５０以下５０、１５０以下７０）

掘削参考断面図

山砂

標識シ－ト

在来良質土埋戻し

４
０

０
Ｄ

１
０

０
２

０
０

ＧＬ

２００

Ｄ

ｄ

３
０

０
＋

Ｄ

２００ｄ

Ｄ Ｄ

記　号

埋設表示杭

埋設表示ピン

動力電灯盤

ハンドホール

名　　称

凡 　 　 　 　 例

摘　　要

地中埋設

コロガシケーブル配線

外線路

注記事項

１．図中記入なきシンボルは、下記による。

H1-9 (R8K-60)

A

２．配管の埋設深さは、土掘りＧＬ－６００とする。

H2-9 (R8K-60)

B H1-6 (R8K-60)

S=NO SCALE

電灯盤

Ｊ エントランスキャップ

WP

V

Z35

SUS

NNN プルボックス 幅×奥行×高さ

ステンレス

溶融亜鉛メッキ

合成樹脂

屋外、防水形

接地線
配線サイズ行　　先

配　管　（参考）

屋　内 屋　外
幹線番号

幹線表

備　考
ED E(ELB)

2022

【緑化棟】
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硬化ハウス 硬化ハウス
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12
,6
00

22,500

1,500 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

2,
10
0

4,
20
0

4,
20
0

2,
10
0

30
0

200 700

700

1,
00
0

2,
20
0

車止め
参考　EP1185-A-C

車止め
参考　EP1185-A-C

折れ幅想定ライン
857x3/4=640

折れ幅想定ライン
857x3/4=640

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

30
0

側溝　U150 

10
0

▽GL ▽FL(GL+100)

2,000

X1

30
0

Y1 Y2

12,600

3,
00

0
2,

52
0

5,
82

0

水勾配　1/500

吊戸 W2000xH2300

妻換気扇
□1000

妻換気扇
□1000 電動シャッター(防虫ネット付)

□1000

側溝　U150 

Y1

Y2

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

22,500

1,500 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

12
,6
00

6,
30

0
6,

30
0

30
0

10
0▽GL 30
0

Y1 Y2

12,600

3,
00

0
2,

52
0

5,
82

0

側面保温　内巻上

カーテン
２軸２層　平張

30
0

10
0▽GL 30
0

Y1 Y2

12,600

3,
00
0

2,
52
0

5,
82

0

側面巻上
PO　ナシジ　0.15μ　防虫網(SL4200）

妻・屋根
Fクリーンナシジ

吊戸 W2000xH2300吊戸 W2000xH2300 吊戸 W2000xH2300

自走式潅水装置

自走式潅水装置

サーキュレーター

参考形状（骨材の仕組みはメーカーによる）

Ｓ＝１/１００

平　面  図 Ｓ＝１/１００

屋 根 伏 図

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /　   /

   /   /    /   /    /   /

日本土地興業株式会社

TEL 0240-23-6374 FAX 0240-23-6373

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号

工　事　名　称

Ｐ．ＮＯ

版 番 号
担当者設計者管理建築士

製作年月日管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹 園 　 隆 一    年  月  日

図面ＮＯ

図　面　名　称 縮　尺

育苗施設建築工事

電灯･ｺﾝｾﾝﾄ設備　平面図 (A3:NO SCALE)

S:NO SCALE
分電盤単線結線図・照明器具姿図

D1 × 4

WP

配置図参照

照明器具 姿図参照

記　号 名　　称 摘　要

凡　　　　例

ジャンクションボツクス

ジョイントボックス 天井内

地中埋設

天井隠ぺい

床隠ぺい

露出

コロガシ

配管配線

ケーブル配線

配管配線（外線路）

配管配線

配管配線

コンセント 防水形 ２Ｐ１５Ａ×２　ＥＴ付（ＰＢ）

3 スイッチ 3W15A×1 （PB）

D1 天井直付型LED　一体型LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

反射笠型 XLW462KENZ LE9

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

照明器具型番は参考型番とする。

照明器具の消費電力は　JIS C 8105-3 に規定する方法による。

複合環境制御盤 （プラント工事）

分電ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ盤 （プラント工事）

緑化ﾊｳｽ電源盤

WP
3

WP
3

SS222-V

電灯動力分電盤

WP

露出ボックス 丸形

WP

V

Z35

NNN

SUS

プルボックス

ステンレス

幅×奥行×高さ

溶融亜鉛メッキ

合成樹脂

屋外、防水形

SS222-V

1 2

1 3

2.0

2.0

2.0

EM-EEF2.0-3C
EM-EEF1.6-2C×2

(MM2)

WP

EM－CE5.5°-4C (VE36)

自走式潅水装置盤 （プラント工事）

2.0

２．壁の立上げ・引下げは適合配管にて保護すること。

注記事項

１．図中特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF1.6-2C (PF16)

適合配管

EM-EEF1.6-3C (PF22)

EM-EEF2.0-2C (PF22)

EM-EEF2.0-3C (PF22)

2

2.0

2.0

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C

(VE16)

(VE22)

(VE22)

(VE22)

EM-EEF2.0-3C×2 (VE28)

2.0

2.0

2.0

MM2下端:FL+4500

E-17
【緑化棟】
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１３

○

○

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項
17 インサート 床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。 1 中央監視制御 ・ 有 （ ・ 本工事 ・ 別途 電気設備工事 ） ・ 無

工事項目　　（機械設備工事） 　印を付したもの
18

2 計装用配線 屋外・屋内露出の電線は、図面に特記が無ければ金属管配線とする。 （1.5.1）
建物種別及び屋外

育苗施設 屋　外
天井内隠蔽の配線は、図面に特記が無ければケーブル配線とする。

工事項目 3 屋内キャビネット ・ 鋼板 （厚1.6ｍｍ以上） ・ ステンレス鋼板 （厚1.2ｍｍ以上） （1.3.3）
・ 1 空気調和設備

19 電動機及び制御盤

・ 2 換気設備

・ 3 排煙設備

・ 4 自動制御設備
1 一般事項 機器及び仕様は機器表による 衛生陶器の色は監督員の指示による・ 5 衛生器具設備

・ 6 給水設備 2 小便器用節水装置 個別感知フラッシュ方式 （ ・ 小便器一体型 ・ 小便器分離型 （ ・ 埋込み ・ 露出 ） ） （1.1.2）
・ 7 排水設備

20 絶縁継手 図示の箇所に設ける。仕様は標準図による。 [標準図-施工3]

・ 8 給湯設備
3 大便器 節水　形 ・ 節水　形 ・ 一般形 （1.1.2）

・ 9 消火設備

21 配管溶接部の非破壊

検査

・ 浸透探傷検査（PT）又は磁粉探傷検査（MT） ・ 放射線透過検査（RT）

・

4 大便器便座 ・ 普通便座 ・ 暖房便座 （1.1.2）

・

暖房便座を設置する場合の、付加機能は次による

・

外気条件
室　内　（ 調 整 目 標 値 ）

・ 温水洗浄機能 （ 水道直結給水方式とする　　加熱方式（ ・ 貯湯式 ・ 瞬間式 ） ）

・

1 設計温湿度
一般系統

・ 温風乾燥機能 ・ 脱臭機能 ・ 擬音機能

・

温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿 度

（1.1.6）

・

（ＤＢ） （ＲＨ）
（ＤＢ） （ＲＨ） （ＤＢ） （ＲＨ） （ＤＢ） （ＲＨ）

5 水栓 ・ 一般水栓 ※ 節水型水栓

・

夏　季 ℃ ％ ℃ ℃ ％ ℃ ％

・

6 自動水 （１） 機器表による （２） （ ※ AC100V ・ 電池式 ・ 発電式 ） （1.1.7）

冬　季 ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％

7 擬音装置 （１） 機器表による （２） 擬音装置の電源供給方法 （ ※ AC100V ・ 電池式 ）

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

2 冷暖房の能力 空気熱源ヒートポンプユニット及びパッケージ形空気調和機の温湿度条件はＪＩＳ条件による

1 量水器 （１） 親メーター （ ・ 貸与品 ・ 買い取り ） （ ※ 直読式 ・ パルス式 ）

1 機器等の配置 設計図において機器の配置は、数量及び関係位置のみを示し、正確な位置はさらに打合せを必要とする

3 ばい煙濃度計 ・ 設ける （電源は、付属制御盤の２次側より取り出すものとし、配管配線とも本工事に含む） 　　　　設けない （1.1.10）

（２） 子メーター （ ・ 貸与品 ・ 買い取り ） （ ※ 直読式 ・ パルス式 ）

2 機　材 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は同等以上のものとする。 [県総1-5-1]

4 煙道 ・ 鋼板厚さは煙道幅300φ以下は3.2mm、300φを超えるものは4.5mmとする。 （1.1.9）

2 量水器桝 （１） 親メーター用 （ ・ 水道事業者の指定品 ・ 標準図 ） （1.8.4）

ただし、同等以上のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。 [県機1-2-1]

・ 図示による

（２） 子メーター用 （ ・ 水道事業者の指定品 ・ 標準図 ）

3 機材、施工の試験 共通仕様書の各項の試験によるほか、「機械設備工事試験内容一覧表」による。 [県総1-5-3]

5 ダクト工法 低圧ダクトとする。（高圧１及び高圧２の部位は図示による。） （2.2.1）

3 弁類 （１） 水道直結部分はJIS又はJV１０Kとする。 （2.2.1）

[県機1-2-3]

（２） その他の部分はＪＩＳ又はJV５Ｋとする

6 長方形ダクト工法 ・ アングルフランジ工法

ただし、特記部分はＪＩＳ又はJV１０Ｋとする。

4 耐震施工 （１）

本工事施設の耐震安全性の分類は下記による。

・ コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

・ 特定の施設 （ ・ 甲類１ ・ 甲類２ ・ 乙類１ ・ 乙類２

4 引込納付金等 ・ 要 （ 別途支出 ） ・ 不要

一般の施設 （ その他 ）

7 風量測定口 取付け箇所は図示による。取付け面は監督員の指示による。 （2.2.7）

（２）

5 緊急遮断弁 ・ 有 （ ・ 機械式 ・ 電気式 ） ・ 無 （2.2.22）

8 チャンバー等 （１） 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには、排水管を設け、最寄りに排水すること
（２） シーリングディフューザー形吹出口には、下記の接続チャンバーを設けること （1.14.5）

6 試験 中水を利用する場合の通水試験は、雑用水系統に着色水を使用して誤接続がないか確認すること （2.9.3）

建築設備機器の設計用標準水平震度　（Ｋｓ）

（ａ） ネック径がφ２００以下のもの ４００×４００×２５０Ｈ

設 置 場 所

耐 　震 　安 　全 　性 　の 　分 　類

（ｂ） ネック径がφ２００をこえるもの ５００×５００×３００Ｈ

特定の施設 一般の施設

（３） ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設けること

甲類1,2　 及び 　乙類1,2 その他

（ａ） シングル形 ２００×（Ｌ＋１００）×３００Ｈ （ｂ） ダブル形 ２５０×（Ｌ＋１００）×３００Ｈ

1 放流納付金等 ・ 要 （ ・ 本工事 ・ 別途工事 ） ・ 不要

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
耐震クラスＢ

9 防煙ダンパー及び 標準仕様書のよるほか、下記による

2 洗面器等の排水管 洗面器等に直結する排水管の寸法は器具トラップよりワンサイズアップとする

上層階、屋上
２．０ １．５ １．０

防火防煙ダンパー （１） 復帰方式 遠隔式（電動式 （定格入力は ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下 ）） （1.15.9）

及び塔屋

（２） 復帰動作 順送り

3 満水試験継手 ３階以上にわたる排水立て管には、各階ごとに満水試験継手を取付ける

中間階 １．５ １．０ ０．６

10 弁類 ・ JIS又はJV５K ・ JIS又はJV１０K

4 試験 排水管は、満水試験を行い、衛生器具等の取付完了後に通水試験を行うこと （2.9.3）

１階及び １．０ ０．６ ０．４

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

地下階 （１．５） （１．０） （０．６）

11 防振継手 ・ 合成ゴム製 ・ （2.2.8）

注）：（　）内の値は地階および１階（あるいは地表）に設置する水槽の場合に適用する

12 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ・ 合成ゴム製 ・ ステンレス製 （2.2.9）
1 弁類 給水設備の当該事項による。 （2.2.1）

※ 上層階の定義は次による
建　物　階　数 上　層　階 建　物　階　数 上　層　階

13 伸縮管継手 ・ ベローズ形 ・ スリーブ形 （2.2.7）

2 保温 保温の種別は、標準仕様書による。 （3.1.5）

２～６階建 最上階 １０～１２階建 上層３階
７～９階建 上層２階 １３階建 上層４階

14 温度計 取付部は下記による　　　温度計は円形指示計 （バイメタル式φ１００） とする （2.3.2）
3 その他 貯湯式給湯器のオーバーフローはステンレス管にて最寄りの流しに間接排水すること

【重要機器】

・ 熱源機器の冷温水管 （送り、返り） 及び冷却水管 （送り、返り） （1.14.11）

・ 高置水槽 ・ 受水槽 ・ （ ）

・ ボイラーの温水管 （返り）

・ 空気調和機 ・ 厨房機器 ・ （ ）

・ 空気調和機の冷温水管 （送り、返り） 及び三方弁装置後の冷温水管 （送り、返り）

・ ボイラー ・ 冷却塔 ・ （ ）

・ 熱交換器の温水管 （送り、返り）
・ 冷温水ヘッダー （送り） 及び冷温水ヘッダーの各返り管

1 屋内消火栓箱 屋内消火栓箱の仕様は以下による （5.2.2）

（４） 設計用鉛直地震力

・ 空気調和機 （パッケージ形を含む） のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入ダクト　
・ HB-1A ・ HB-1B ・ HB-1AT ・ HB-1BT ・ HB-2A ・ HB-2B ・ HB-4A ・ HB-4B

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする

及びレタンチャンバー

2 屋外消火栓箱 ・ 鋼板（１．６ｍｍ） ・ ステンレス鋼板（１．５ｍｍ） （1.5.4.2）

（５） 軽量機器等の耐震施工

15 圧力計 取付部は下記による
屋外消火栓箱の仕様は以下による

　上記以外の１００ｋｇ以下の軽量な機器の据付け、取付けについては、取付下地を入念に施工、確認し、

・ 熱源機器の冷温水管 （送り、返り） 及び冷却水管 （送り、返り） （2.3.1）
・ HB-20 ・ HB-21

機器メーカーの指定する方法で確実に取付け、据付けを行い落下等に留意すること。

・ 空気調和機の冷温水管 （送り、返り）
3 保温 保温が必要な場合は図示による。 （3.1.5）・ 熱交換器の温水管 （送り、返り）

・ 冷温水ヘッダー （送り、返り）

5 建物導入部の変位吸収 ・ 図示の箇所に変位吸収配管を施工する。要領は標準図による。 [標準図-施工4,5,6]

1 熱調理器の熱源 ・ 都市ガス ・ 液化石油ガス ・ 電気 （1.6.1）

対象配管 ・ 給水管 ・ 消火管 ・ ガス管 ・ 排水管 ・ （2.4.1）

16 瞬間流量計及び （１） 熱源機器の冷温水管 （送り又は返り） ・ 瞬間流量計 ・ タッピング （2.3.8）

施工方法 ・ フレキシブルジョイント ・ ボールジョイント ・ スリークッション ・

測定タッピング （２） 熱源機器の冷却水管 （送り又は返り） ・ 瞬間流量計 ・ タッピング

2 厨房機器類 仕様性能等は図示によることとし、機器の寸法は概略寸法とする。 （1.6.1）
（32mmピトー管流量計用） （３） ボイラー又は熱交換器の温水管 （送り又は返り） ・ 瞬間流量計 ・ タッピング

6 ・ 建築エキスパンジョイント部の配管要領は標準図による。 [標準図-施工7,8]

（４） 空気調和機の冷温水管 （送り又は返り） ・ 瞬間流量計 ・ タッピング

3 転倒防止 熱調理器、高さが１.0ｍを超える厨房機器は、床または壁に固定する。 （2.2.6）

対象配管 ・ 給水管 ・ 消火管 ・ ガス管 ・ 排水管 ・ （2.4.1）

（５） 冷温水ヘッダーの各返り管 ・ 瞬間流量計 ・ タッピング

厨房機器据付け要領は標準図による。 [標準図-施工74]

施工方法 ・ フレキシブルジョイント ・ ボールジョイント ・

17 油面制御装置 制御盤には下記の端子を設けること。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする

7 工事用電力、水、

その他
本工事に必要な工事用電力、水などの費用及び官公庁への手続きなどの費用は、受注者の負担とする。

・ 給油ポンプ制御 ・ 満油警報 ・ 遠隔警報 ・ 電磁弁制御 ・ 返油ポンプ制御 ・ 減油警報 （2.3.5）

1 充てん容器 ・ 別途工事 （ ・ ５０ｋｇ× 本 ・ ｋｇ× 本 ）
・ 漏洩警報 ・ ・ ・ ・ ・

・ 本工事 （ ・ ５０ｋｇ× 本 ・ ｋｇ× 本 ）18 消音内貼り （１） 施工する場所は、図示したダクト及びチャンバー類とする

8 埋戻し土 土中埋設配管の埋戻し土 ※ 根切り土中の良質土 ・ （ ） （4.2.1）

（２） 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外寸寸法とする 2 集合装置 本立て [標準図施工７2]

配管保護部の埋戻し土 ※ 山砂 ・ （ ）

19 ファンコイルユニット 吹出口 ・ ユニバーサル形 ・ （1.7.3）
3 転倒防止等 （ ・ （ａ） ・ （ｂ） ） による。また、容器用固定具は鋼製、溶融亜鉛メッキ仕上げとし、 [標準図施工７3]

9 総合調整 各機器の個別試験後に下記の総合調整を行い、測定表を監督員に提出する。 （1.3.2）

調整弁 ・ 流量調整弁 ・ 定流量弁 ・
鎖はステンレス製とする （2.1.4）

・ 飲料水の水質の測定 ・ 風量調整 ・ 水量調整 ・

4 ガスメーター （１） 親メーター （ ・ 貸与品 ・ 買い取り ） （ ※ 直読式 ・ パルス式 ）

・ 室内外空気の温湿度測定 ・ 室内気流及びじんあいの測定 ・

20 保温 （１） 機器の保温 ・

（２） 子メーター （ ・ 貸与品 ・ 買い取り ） （ ※ 直読式 ・ パルス式 ）

・ 騒音の測定 ・ 機器の絶縁抵抗測定 ・

（２） ダクトの保温 ・

5 引込負担金等 ・ 要 （ 別途支出 ） ・ 不要

10 試運転調整 試運転に係る費用は、請負者の負担とする。

21 予備品 ・ ファンコイルユニットの付属品 ： ・ フィルターは各型番台数の1/2以上 ・
・ 自動巻取形エアフィルター用フィルター ： ・ 各１巻 ・

11 自動制御装置、現場盤 中央監視制御装置のシステム構成上必要とされる機能は追従すること。

・ 折込形エアフィルター、プレフィルター （アルミ枠付） ： ・ 各サイズ毎の1/2以上 ・
・ 1 処理能力 処理対象人員 人
・ 処理水量 ｍ3/日

12 運転燃料 納入する （ 種別 ㍑ kg ）

流入BOD ｍｇ/L

13 スリーブ 水密を要する部分には、つば付き鋼管製を使用する。 （2.2.27）

1 ダクト （１） 低圧ダクト ・ コーナーボルト （ ・ 共板フランジ ・ スライドオンフランジ ） 工法 （2.2.1）

2 型式 ・ ユニット形 ・ 現場施工形 （1.1.1）・ アングルフランジ工法

14 支持金物・固定金具 （１） 屋外機器及び屋外配管に使用する吊り金物、支持金物、固定金物類

・ スパイラルダクト ・ 塩化ビニル管 ・

3 放流水質性能 BOD ｍｇ/L以下 除去率 ％以上 （1.1.1）

・ ステンレス製（SUS304） ・ 溶融亜鉛メッキ（HDZ35以上で配管等の仕様と整合）

（２） 高圧ダクト ・ ・ ・

（２） 屋外機器のアンカーボルトキャップ（樹脂製）を取り付ける。

4 水質表の提出
（BOD、SS）

完成引渡しの６ヶ月後に放流水質性能等を記入した水質表を提出すること （1.1.1）

（３） 振動を伴う機器の固定金具のナットは、ダブルナットとする。

2 排気フード 排気フードの補強、支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、 （1.14.7）

（４） ピット内等多湿箇所の吊り金物、支持金物、固定金物類

材質は下記による

5 施工 処理能力、放流水質、処理方式、施工年月日等を記入したSUS製又は銅板製のものを設ける

・ 溶融亜鉛めっき ・ 電気亜鉛めっき製 ・ ステンレス製

・ ステンレス鋼板 （補強共） ・ ・
フード囲いは、上記フードと同材質とすること

15 金属管の塗装 （１） 下記部位に使用する金属管には塗装を施す。

フードの内部周囲のといには、黄銅製コック又はプラグを取り付けること

・ 屋外 ・ 居室 ・ 機械室 ・ 共同溝内
・ ・ ・

3 ダクトの保温 ・ 有 （ ） ・ 無 （3.1.4）

16 あと施工アンカー アンカーは原則として先付け工法とするが、やむを得ない場合は監督員と協議のうえ、下記のあと施工アンカーを使用する。

4 他の設備項目の適用 下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する

（１） あと施工アンカー ・ 接着系アンカー（有機系）

（１） 風量測定口 （２） チャンバー等 （３） 防煙ダンパー （４） 消音内貼り （５） ダクトの吊り及び支持

・ 金属拡張系アンカー（打込式）
（２） 施工前に計画書を作成し、監督員に提出すること。
（３） 施工確認試験（目視検査、接触検査、打音検査）を全数 （ ※ 行う ・ 行わない ）

1 ダクト ・ 亜鉛鉄板 ・ 普通鋼板 （厚 １．６mm以上） （2.2.6）

（４） 引張試験 （ ・ 行う ※ 行わない ） 引張試験本数 （ ※ 抽出 ・ 全数 ）
【引張試験対象設備】

2 排煙口の形式 ・ スリット形 ・ パネル形 ・

・ （ ） ・ （ ） ・ （ ）
・ （ ） ・ （ ） ・ （ ）

3 排煙口開放装置 ・ ワイヤー式 ・ 電気式 （ 遠隔操作機能 ・ 要 ・ 不要 ） （1.15.5）

引張試験を抽出して行う場合は次による。
１日に施工されたものの各径、各仕様ごとを１ロットとし、１ロットに対し３本を行う。

4 排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書（（財）日本建築設・昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる

ただし、１日で同一径のものを複数員、複数の場所で施工する場合は、それぞれ行う。
ロットの合否判定は、ロットの全ての試験箇所が合格と判定された場合に、当該ロットを合格とする。
不合格ロットは、残り全数に対して試験を行う。
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・

・ 設置台数の100％
設置台数の100％

設置台数の100％

※ 受注者が設計仕様に基づき任意に選定する機器類を設置する場合は、電源工事が本工事・別途工事にかかわらず、設置する機器類

に対して電源（電圧、電流、開閉器容量等）や配線容量が適合していることを確認すること。なお、確認は電源工事施工前に行うこと。

また、適合していない場合は、監督員と協議を行うこと。

（設計段階における機器類の電源容量等は、想定機器から求めたものであり、受注者が選定する機種によっては、電源容量等の不足が

生じる場合があることから、確認を要するものである。）

共
通
事
項

重量物を吊る場合のあと施工アンカーについては、アンカーの選定、鉄筋や電線管等に干渉しないことの事前確認方法、及び
作業者について協議すること。

特に

建築設備機器の設計用標準水平震度（Ks）は、下表による。（３）

耐震施工は、「福島県建築設備耐震・対津波計画指針（福島県土木部制定）」、
及び、「建築設備耐震設計・施工指針（（一財）日本建築センター）」による。

（　　　　　　　　）

種別
種別 ※ 図示による

※ 図示による

保温の種別： ※ 図示による ・

円筒形 ベローズ形

ステンレス製 ベローズ形 ・

・

３山樹脂製ベローズ形

合成ゴム製ベローズ形

コンクリート貫通 （１） 構造上主要な床・壁等を貫通する場合は、鉄筋への損傷を防ぐため、次の鉄筋探査を ・ 行う ・ 行わない
部分 ・ Ｘ線内部探査（撮影） ・ 金属探知機 （ ）

（２） （１）以外の床・壁等を貫通する場合は、鉄筋への損傷を防ぐため、次の鉄筋探査を ・ 行う ・ 行わない
・ Ｘ線内部探査（撮影） ・ 金属探知機 （ ）

（３） 貫通する箇所に電線類・配管類が埋設してある場合、または埋設してある恐れがある場合は、
Ｘ線内部探査（撮影）を ・ 行う ・ 行わない

（４） あと施工アンカーの埋込長さが長い場合は、鉄筋や電線管等との干渉を避けるため、
Ｘ線内部探査（撮影）を ・ 行う ・ 行わない

（１） 電動機の電源周波数は５０Hzとする。
（２） 制御類の仕様は下記のとおりとし、詳細は図面特記による。

・ 受注製作品（県仕様品） ・ 既製品
（３） ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は種別毎に予備品を納入する。
（４） 水中ポンプ付属ケーブルの最小太さは2.0mm2以上とし、中間接続はしないこと。

・

・

納まらない場合や新たに雷保護設備が必要になる場合は、監督員と協議すること。

※ 雷保護設備がある建築物の屋上等に機器類を設置する場合は、雷保護領域内に納まることを確認すること。また、雷保護設備がない

建築物でも屋上等に機器類を設置することにより、雷保護設備が必要になる場合があるので、確認すること。確認の結果、雷保護領域内に

栓

5 屋外排水桝用ふた ・ 屋外プラスチック桝用

塩ビふた

県　章： ※ 無し ・ 入り
おすい、雨水等の標準文字： ※ 入り ・ 無し 特殊文字： ※ 無し ・ 有り（図示による）

開閉具納品： ・ １個 ・ （ 個 ）
・ 屋外プラスチック桝用

鋳鉄製防護ふた

県　章： ※ 無し ・ 入り
おすい、雨水等の標準文字： ※ 入り ・ 無し 特殊文字： ※ 無し ・ 有り（図示による）

耐荷重： ※ 図示による
構　造： ※ 蝶番ロック式、蝶番袋穴式、鎖式の区分は、図示による。

開閉具納品： ・ １個 ・ （ 個 ）
・ コンクリート桝用鋳鉄

製ふた

県　章： ※ 無し ・ 入り
おすい、雨水等の標準文字： ※ 入り ・ 無し 特殊文字： ※ 無し ・ 有り（図示による）

耐荷重： ※ 図示による
開閉用フック（ハンドル）納品： ・ １組 ・ ２組 ・ （ 組 ）

・ 化粧蓋 ※ 無し ・ 有り（仕様、構造等は図示による）
開閉具納品： ・ １組 ・ （ 組 ）

標

（日最高） （16時）

○

○

○

○

耐震クラスＡ耐震クラスＳ耐震クラス

10

厨房機器設備11

雨水利用設備12

浄化槽設備13

昇降機設備14

撤去工事

工事項目の分類は、公共建築工事内訳書標準書式（設備工事編）（平成３０年版）を標準とする。
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16

ガス設備

）
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硬化ハウス井水設備
硬化ハウス排水設備

自動水栓の電源供給方法
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1 資材調達 　次の資材については、以下の調達地域等から調達することを想定しているが、安定的な確保を図るために、当該調達地域等以
外から調達せざるを得ない場合は、事前に監督員と協議するものとする。また、購入費用及び輸送費等に要した費用について、
証明書類(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、その費用について設計変更の対象とする。

工事区分

別表－１の記入上の注意：「※を基本とし、他の発注工種が適用する場合には ・ を○に変え、※を ・ に変えること。

また、空欄を適用する場合には○を記入し、※を ・ に変えること。」

別表－１　　　設備工事との工事区分表

資材名 規格 調達地域等

（１）本工事は元請業者が必要とする共通費における、「共通仮設費のうち仮設  物費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の
下記に示す費用（以下「実績変更対象間接費」という。）について、契約締結後、労働者確保に要する方策に変更が生じ、建築
関係工事積算基準（福島県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施が困難になった場合は、事前に監督員と協議を行い、
協議の結果により実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計変更する「労働者確保に関する積算方法
の試行工事」である。
        営繕費（共通仮設費における仮設建物費）：労働者送迎費・宿泊費・借上費
        労務管理費：募集及び解散に要する費用・賃金以外の食事・通勤費等に要する費用・福利厚生等に要する
　　　　　　　　　　費用・純工事費に含まれない作業用具及び作業被服等の費用・安全、衛生に要する費用
　　　　　　　　　　及び研修訓練等に要する費用・労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担する費用

2 労働者確保

（２）本工事の予定価格の算出の基礎とした設計額（建築関係工事積算基準に基づき算出した額）における実績
　　変更対象間接費について、その金額または率に占める割合は次のとおりである。

１）共通仮設費に占める、実績変更対象間接費（営繕費）：設計書に積上げ計上された金額
２）現場管理費に占める、実績変更対象間接費（労務管理費）の割合： ％

（３）受注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は、 実績変更対象間接費
　　に係る費用の内訳を記載した「労働者確保に係る実績報告書（様 式１）」及び実績変更対象間接費について
　　実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書など。）
　　を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

（４）受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、設計変更の対象としない。

（５）発注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、受注者が実績変更対象工事費
　　について実際に支払った額のうち、証明書類において確認された費用から、建築関係工事標準積算基準
　　に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。
　　なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって設計変更を行うものとする。

（６）受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の
　　　措置を行う場合がある。

（７）受注者は、実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものとする。

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
事
業
に
お
け
る
積
算
方
法
等

の

工程関係 調整 無し
・ 別途工事との工程調整が必要 有り

調整項目 ・ ・ ・ 建設機械等の調整
・ 施工順序の調整 ・ 図示による ・ その他 （ ）

施工時期 ※ 制限 無し
施工時間 ・ 制限 有り
施工方法 ・ 制限する工種名 （ ）

・ 施工時期 （ ・ 土日祝日のみ ・ 図示による ・ その他 （ ） ）
・ 施工時間 （ ・ ・ 時 ～ 時 まで ・ ）
・ 施工方法 （ ）

他機関との協議 協議が必要な機関名 （ ）
協議完了見込み時期 （ ）

工事用地 ・ 下記以外は図示等による。
工事車両の駐車場　　　　 （ ※ 構内 ・ （ ） ）
資材置き場 （ ※ 構内 ・ （ ） ）
建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場所 （ 構内 ・ （ ） ）

・ 仮設ヤード ※ 無し ・ 有り （ ※ 図示による ・ （ ） ）

公害対策 ※ 施工方法の制限 無し
・ 施工方法の制限 有り

・ 騒音 ・ 振動 ・ 水質 ・ 粉じん ・ 排出ガス ・ その他 （ ）
・ 施工方法等

・ 指定工法名 （ ） ・ 別途協議による ・ 図示による

・ 事業損失防止に関する調査
・ 騒音測定 ・ 振動測定 ・ 水質調査 ・ 近隣家屋の事前・事後調査 ・ 地盤沈下測定
・ その他 （ ）

・ 調査箇所
・ 図示による ・ 別途協議

・ 調査時期
・ 図示による ・ ( )

安全対策 ・ 近接公共施設等に対する制限
・ 近接公共施設名等　 （ ・ 鉄道 ・ 電気 ・ ガス ・ 水道 ・ 電話 ・ その他（ ））
・ 制限を受ける工種 （ ）

その他 ※ 敷地内は禁煙とし、喫煙場所は別途協議による。
※ 当該工事現場を使用した技術研修会の開催に関する依頼を受けた場合はこれに協力するものとする。

１

資材等の流用 仮設及び工事用道路等の調整^J

２

３

４

(3)
(2)
(1)

５

６

７

建

○ ・

○

○

○

施
工
条
件

・

○

内容

施工計画書

協議

虚偽の申告

（１）共通費
１）労働者宿舎における密集を避けるための近隣宿泊施設の宿泊費・交通費
２）現場事務所や労働者宿舎等の拡張費用・借地料
３）その他感染拡大防止のために必要と認められる対策に係る費用

（２）現場管理費

1 1 本工事は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、下記対策に要した費用について、実績

変更の対象とする。

１）現場従事者のマスク、インカム、シールドヘルメット等の購入・リース費用
２）現場に配備する消毒液、赤外線体温計等の購入・リース費用

3 受注者は、上記１の対策に要した費用について「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策費用実績

報告書（様式1）」及び実際に支払った全ての証明書類（領収書（原本）、領収書の出ないものは金額の適切
性を証明する金額計算書など）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するものとする。

　なお、様式１の記載にあたっては以下の事項に留意すること。

３）遠隔臨場やテレビ会議等のための機器リース費・通信費
４）その他感染拡大防止のために必要と認めらる対策に係る費用

2 2 受注者は、上記１の対策を実施する場合は、施工計画書に記載すること。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
係
る
費
用

3

（１）現場事務所の拡張費用・借地料については、平時における現場事務所設置費用との差額を記載するものと
し、平時における現場事務所設置に要する費用の見積書を添付すること。

（２）労働者宿舎の拡張費用・借地料について「東日本大震災の復旧・復興事業等における労働者宿舎設置に

関する試行要領」に基づき労働者宿舎を設置している場合は、拡張に係る費用のみを計上するものとする。
労働者宿舎の設置を予定している場合は、感染拡大防止対策を考慮した宿舎設置費用について試行要領に基づ

き間接費の変更を行うものとし、感染拡大防止対策に係る費用としての計上は行わない。

4 4 受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制限等の
措置を行う場合がある。

　また、上記１の対策に要した費用について、実績変更を希望する場合は、その旨を実績額の提出に先立ち、

協議打合せ簿により監督員と協議すること。

工　　事　　内　　容 建築工事
電気設備

工事
機械設備

工事
その他

機器の基礎

電　気　関　係

配電盤　・　制御盤の基礎
屋内
屋外
屋上 ※

自家発電機の基礎（アンカーボルトを除く） ※ ・
テレビアンテナ基礎（アンカーボルトを除く）　　　　 ※
避雷針の基礎（アンカーボルトを除く） ※

機　械　関　係
　屋内設備（架台、アンカーボルトを除く）
　屋上設備（架台、アンカーボルトを除く） ※
　屋外設備（架台、アンカーボルトを除く）

　架台、　アンカーボルト ・ ※ ※
　特記した基礎 ※ ・ ・

開　口　部

　梁、床、壁 　補強を要するもの ※ ※
　貫通スリーブ 　補強を要しないもの ※ ※

　梁、床、壁 　補強を要するもの ※
　貫通部型枠 　補強を要しないもの ※

　軽量鉄骨下地、壁、 　補強を要するもの ※
　天井ボード類の切込 　補強を要しないもの（アウトレットボックスは除く） ※
　埋込形分電盤、 　補強を要するもの

　端子盤等の　枠 　補強を要しないもの
　上記開口部の補強 ※
　上記開口部の墨出し ※ ※
　スリーブの穴埋め　（型枠の穴埋めを含む） ※ ※
　フリーアクセスフロア用配線器具 ※

点　検　口 　床、壁、天井
外部取付ガラリ 　ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む ※
湯沸室のフード ※
換気扇の取付枠 ・ ・

流　し　台 　排水トラップ共 ※ ・

防　油　堤
　オイルサービスタンクの防油堤 自家発用
　タンク基礎 空調用

　床下水槽のマンホールふた ※

屋外排水管
　雨水 ※ ・
　汚水、雑排水 ※

　雨水立管　（たてどい） ※
　トイレ手すり ・
　化粧鏡（衛生器具まわり） ・ ※
　はめ込形洗面器用カウンター　（前板共） ※
　ガスボンベ転倒防止用の鎖 ※

電気配管配線

　自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と
※

　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ
　防火扉レリーズ ※
　電極棒 ※
　配線ピット及びふた ※ ・
　機器などへの接続　（１次側） ※
　機器付属の制御盤以降の２次側の配線配管　（接地共） ※
　機器付属の制御盤への電源供給配管配線 ※
　自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線 ※
　自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線 ※
　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

※
　と付属操作スイッチの埋込ボックスと、その渡り配管　（接地共）

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
※

　と付属操作スイッチと、その渡り配線
　個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共） ※
　煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線 ※
　小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線 ※

　ガス漏れ検知器 ・ ※

電　気　錠
　電気錠及び通電金具 ※ ・
　ＴＥＮキー及び制御盤

　エレベーター出入口三方枠　（金属製） ※ ・
　エレベーター出入口三方枠　（石製） ※ ・
　シャワーユニット ※ ・

システム天井
　ボード　・　Ｔバー ※
　照明ライン設備プレート ※
　空調ライン設備プレート ※

　消火器ボックス ※
　自動制御設備関連のインバーター装置及び盤 ・ ・
　自動制御設備関連のインバーター装置（別途、盤に組込む） ・

※
※

・
・

・
・
・

※

※

・
・
・

・
・

・
・

・
・

※
※

※
※

※
・

・
・ ・

※
※ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

　バスユニット
　洗濯機パン

※ ・
・ ※

仮

※ ・

※

※

機械設備工事
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   /　   /

   /　   /

   /　   /
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機械設備工事試験内容一覧表

１．給排水・衛生・暖冷房・空調設備 １．給排水・衛生・暖冷房・空調設備

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

1
 給水装置に該当する管

水圧試験  1.75ＭＰａ以上 60分
 水道事業者の試験圧力の

 規定がある場合はそれによる。

22  鋼 製 ボ イ ラ ー
据　付

完了後
水圧試験

 ・最高使用圧力が0.42ＭＰａ以下のものは、最高使

　 用圧力の2倍（ただし、最小0.2ＭＰａ）

 ・最高使用圧力が0.42ＭＰａを超え1.5ＭＰａ以下

 　のものは、最高使用圧力の1.3倍に0.3ＭＰａを加

　 えた圧力

 ・最高使用圧力以上の圧力を受けるおそれのない温

　 水ボイラーは、最高使用圧力に0.1ＭＰａを加え

　 た圧力（ただし、最小0.2ＭＰａ）

2
 揚水管等のポンプに

 直結する配管（井水も含む）
水圧試験

 当該ポンプの全揚程に相当する圧力の2倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）
60分

3  高置水槽以下の配管 水圧試験
 静水頭に相当する圧力の2倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）
60分

4  給　　 湯　　 管 水圧試験  上記１、２、３に準ずる。 60分

23  鋳鉄製ボイラー
据　付

完了後
水圧試験

 ・蒸気ボイラーは、0.2ＭＰａ

 ・温水ボイラーは、最高使用圧力の1.5倍

　 （ただし、最小0.2ＭＰａ）

 ・セクションは、最高使用圧力が0.2ＭＰａ以下の

　 ボイラーは0.4ＭＰａ、最高使用圧力が0.2ＭＰａ

　 を超えるボイラーは最高使用圧力の2倍
5  さや管ヘッダー配管 水圧試験

管　　　種 初圧 60分後

60分

 60分後に規定の圧力以下

 の場合は再試験を行う。

 再試験は、共通仕様書による。

 架橋ポリエチレン管 0.75ＭＰａ 0.45ＭＰａ以上

 ポリブテン管 0.75ＭＰａ 0.55ＭＰａ以上

〔注〕継手部分の漏水の有無を目視確認する。

6
 排水管

満水試験 30分

24  真空式温水発生機 気密試験
 窒素ガス又はヘリウムガスによる漏れ試験とし、

 漏れ量は2.03Pa･mL/sec（大気圧換算値）以下

煙 試 験  刺激性の濃煙　250Ｐａ 15分

7  排水ポンプ吐出管 水圧試験
 当該ポンプの全揚程に相当する圧力の2倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）

30分

25  無圧式温水発生機 満水試験 30分

26  鋳鉄製温水発生機 水圧試験  セクションの試験圧は0.6ＭＰａ 10分

8
 各消火ポンプに連結

 される消火配管
水圧試験  当該ポンプの締切圧力の1.5倍 60分

27
 温水発生機に組込む

 熱交換器
水圧試験

 最高使用圧力に0.1ＭＰａを加えた圧力

 （ただし、最小0.2ＭＰａ）

9
 各種送水口に連結

 される消火配管
水圧試験  配管の設計送水圧力の1.5倍又は1.75ＭＰａのいずれか大なる圧力

（7と兼用される配管は7又は8のいずれか大なる圧力）
60分  連結送水管送水口等

28  冷　　 凍　　 機 水圧試験  設計圧力の1.5倍  冷水及び冷却水系路

29  遠 心 冷 凍 機 気密試験
 真空95ｋＰａとし、真空降下は12時間に対して

 1時間当たり50Ｐａ以下

 運転中の低圧部圧力が大気圧

 以上となる冷媒を使用する

 ものを除く

10  不活性ガス消火配管
気密試験

（空気又

は窒素）

 貯蔵容器から選択弁までは10.8ＭＰａ

 選択弁から噴射ヘッドまでは最高使用圧力

 （選択弁を設けない場合、貯蔵容器から噴射ヘッドまで最高使用圧力）
10分

30

 吸収冷凍機

 直だき吸収冷温水機

 小形直だき吸収冷温

 水機ユニット

気密試験
 窒素ガス又はヘリウムガスによる漏れ試験とし、

 漏れ量は2.03Pa･mL/sec（大気圧換算値）以下

11  粉 末 消 火 配 管

気密試験

（空気又

は窒素）

 貯蔵容器から選択弁までは2.5ＭＰａ

 選択弁から噴射ヘッドまでは最高使用圧力 10分

31
 空気調和機の冷水、

 温水及び蒸気コイル

気密及び

耐圧試験
 空気又は窒素ガス試験とし、試験値は1.0ＭＰａ 10分

32

 ファンコンベクター

 コ ン ベ ク タ ー

 ベースボードヒーター

 パネルラジエーター

気密及び

耐圧試験

 空気又は窒素ガス試験とし、試験値は最高使用

 圧力の1.3倍（ただし、最小0.5ＭＰａ）
12  冷温水　、冷却水配管 水圧試験

 最高使用圧力の1.5倍

 （ただし、最小0.75ＭＰａ）
30分

13  蒸気配管、 水圧試験
 最高使用圧力の2.0倍

 （ただし、最小0.2ＭＰａ）
30分

33

 貯 湯 タ ン ク

 熱　交　換　器

 ヘ　ッ　ダ　ー

据　付

完了後
水圧試験

 最高使用圧力の1.5倍に温度補正を行った圧力

　 Ｐa＝Ｐ×σn／σa

   Ｐa：補正された試験圧力又は気圧試験圧力

   Ｐ ：補正前の試験圧力又は気圧試験圧力

　 σn：試験時の温度における材料の許容引張応力

　 σa：使用温度における材料の許容引張応力

14  油　　 　　　 管 空気圧試験  最大常用圧力の1.5倍 30分

15  冷　 媒　 配　 管

気密試験

（空気又

は不燃性

ガス）

冷媒ガスの種類 気密試験圧力 外部に発

泡液を塗

布して漏

れのない

事。その

後24時間

放置して

漏れのな

い事。  

 周囲温度変化による圧力

 変化の補正を行う。Ｒ２２　　

Ｒ１３４a

〔注〕（1)）試験に使用するガスは、窒素ガス、炭酸

        ガス又は乾燥空気とする。

      （2） 試験終了後、ガスをパージし、真空乾燥を行う。

　　　　絶対圧力が-0.1ＭＰａ以下になってからさらに15分以上真空引きし、

　　　　密閉放置して漏れのないことを確かめる。

　　　（3） 配管に冷媒を充填し、運転開始後にガス検知器を使用して

　　　　配管の接続部を点検し、冷媒の漏洩のないことを確認する。

　　　（4） 　　　　　　　の連絡配線は、施工後、

　　　　絶縁抵抗試験、動作試験を行う。

34
 密閉形隔膜式膨張

 タンク

据　付

完了後

水圧又は

気密試験
 使用圧力の1.3倍以上

35  地下オイルタンク
据　付

完了後
水圧試験  70ｋＰａ以上 10分

２．浄化槽設備

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

16  住宅用暖房配管 水圧試験

 住戸内　0.15ＭＰａ

　 （ただし、温水コンセント接続後は0.1ＭＰａ）

 住戸内以外　静水頭に相当する圧力の2倍

　 （ただし、最小0.75ＭＰａ）

30分

1  槽　　　　　類
工　事

完了後
満水試験  満水状態で24時間以上放置し、漏水の有無を検査する。 24時間

2  汚水管及び汚泥管 満水試験 30分

3  ポ ン プ 吐 出 管 水圧試験  最小圧力0.75ＭＰａ 60分

17  通   水   試   験 通水試験

 ・給水設備～水栓器具等取付後、各々全開又は作動

　　　　　　 させ、吐出水が清澄となるまで行う。

             また、飲料水配管の場合は、末端にお

             いて、遊離残留塩素濃度が0.2ｐｐｍ

　　　　　　 検出されるまで消毒を行う。

 ・排水設備～衛生器具等取付後、行う。

 ・通水試験後、衛生器具等の水量調整を行う。

 ・給湯設備～給水設備に準ずる。

4  消　　 泡　　 管 通水試験

5  空     気     管 気密試験  最高使用圧力の1.1倍 60分

３．ガス設備

         項　目　

試　験　時　期

試験方法 試 験 値 及 び 試 験 内 容
最　　小

保持時間
備　　　　考配　管

途　中

隠ぺい

前

埋戻し

前

配　管

終了後

18  水　 質　 試　 験
簡易試験

（９項目）

 塩素イオン、有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）、

 一般細菌並びに大腸菌群、ＰＨ値、臭気、味、色度、濁度
1  都　 市　 ガ　 ス

気密試験

点火試験

 最高使用圧力の1.1倍以上

 ガスメーター取付後、管内空気を排出して行う。

供給会社

規　　程

 ガス事業法に定める技術

 基準及びガス供給事業者

 の供給約款

19  ポ　　 ン　　 プ
据　付

完了後
水圧試験

 最高吐出圧力（運転範囲における最高全揚程＋

 最高押込み圧力）の1.5倍

 （ただし、最小0.4ＭＰａ）

3分

 給水設備、排水設備、給

 湯設備、空気調和設備

 各種ポンプ

2  液 化 石 油 ガ ス

気密試験

 不燃性ガス又は不活性ガスを使用し、

 高圧側1.56ＭＰａ、低圧側8.4ｋＰａ

 以上10.0ｋＰａ以下

供給管等の内容積

10L以下 5分

20  塩 素 滅 菌 装 置 据 付

完了後
動作試験

 注入及び停止をそれぞれ手動、自動運転で10回以上

 行い、異常の有無を検査する。

10L～50L 10分

50L超過 24分

21  水　　 槽　　 類　（井　水） 満水試験
 満水状態で12時間以上放置し、漏水の有無を検査する。

 飲料用の場合は、次亜塩素酸ソーダ溶液等により消毒を行う。
12時間

点火試験
 気密試験終了後、管内の空気をガスと入れ替え、

 指定の圧力に調整された調整器を取付後に行う。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

を適用○

　　　　　 ～空調用ドレン管にも適用する。

高温水管

管

（屋外埋設管以外）

 排水管（屋外埋設管） ○ 満水試験

 （選択弁を設けない場合、貯蔵容器から噴射ヘッドまで最高使用圧力）

○ ○

原則、埋戻し前又は最小限の

埋戻しで行う。

60分

工事監理指針による

屋内機と屋外機

※水圧・気密・空気圧試験等は、試験中の圧力状態が分かるようにチャート紙に記録することが望ましい。

※本一覧表に記載無き項目は、「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」による。

Ｒ４１０Ａ

Ｒ４０７Ｃ

○

○

福島県給水施設条例

（福島県条例第39条）
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凡例　給排水設備

種別 図示記号 規格 番号 継ぎ手 備   考

屋内給水管
一般

硬質塩化ビニールライニング鋼管（VB） JWWA K 116 管端コア付

SUS ステンレス管　 ワンタッチメカ二カル型

PP ポリブテン管　架橋ポリエチレン管　　　10mm保温付

土間埋設 VD 硬質塩化ビニールライニング鋼管（VD） WSP  034 管端コア付

屋外給水管（地中埋設）
地中埋設 HIV 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニール管（HIVP）  JWWA K 118

地中埋設 PP ポリエチレン管　１種二層管 仕切弁以降建物側は鋼管

仕切弁
50Ａ以下 GV 特記がなければ JIS 10K 青銅製  屋外露出箇所は保温をする

65Ａ以上 GV 特記がなければ JIS 10K  65A以上：ライニングﾞ弁 水道直結部分は10K

バタフライ弁 BV 特記がなければ JIS 10K  ：ライニング弁

不凍水抜栓
特記なければ長さ400mm

ボックスはB1+VPを使用する。

水栓柱
特記がなければSUS製

L=1200

混合水栓
電気温水器には専用混合水栓

給水・給湯栓
給水は泡沫水栓    給湯は樹脂ハンドル JIS B 2061

市
水

汚水・雑排水管

一般
耐火VPパイプ　　耐火被覆二層管（VP）

土間 硬質塩化ビニール管（VP） JIS K 6741

ピット内 硬質塩化ビニール管（VP）

通気管
一般

硬質塩化ビニール管（VP） JIS K 6741

耐火VPパイプ　　耐火被覆二層管（VP）

露出 配管用炭素鋼鋼管（白） JIS G 3452

屋外排水管
汚水 硬質塩化ビニール管（VU） JIS K 6741 仮設管の場合はVU管

雨水 硬質塩化ビニール管（VU）

床上掃除口
　床排水兼用型

床排水トラップ
乾式床の場合は床上掃除口付床排水トラップ（掃兼型）：T5ACO

機器排水の場合は間接排水金物（排水漏斗）

排水桝

汚水 小口径インバート桝：200φ

雨水 小口径インバート桝：200φ

保護蓋 T8以上

COA

COD

排
水

井水管

地中埋設
水道用耐震型ポリエチレン管（AW）電気融着100φ～50φ

主管

バタフライ弁

AW

HIV

VA

BV レバー型・埋設用埋設600H以下はハンドル式　BOX 樹脂桝 300φフタ共

ボールバルブ BAV

仕切弁 GV JIS10K

給湯管 一般

耐熱性硬質塩化ビニールライニング鋼管（VB） JWWA K 116 管端コア付

SUS ステンレス管　 ワンタッチメカ二カル型

PP ポリブテン管　架橋ポリエチレン管　　　20mm保温付

自動エア抜弁 AV

防振継手 FC

フレキシブルジョイント FJ SUS製　25A以下300L、50以下500L、150A以下750L

埋設表示抗
土 コンクリート製

AS舗装 鋲

はつり箇所

スリーブ
ピット貫通などの水蜜の必要な箇所は鋼管製ツバ付とする

W H

W H

井
水
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衛生器具表

場所 名称 仕様　 付属品 仕様　 数量 県 又はJIS記号

1 便所 洋風大便器 腰掛便器 防露式密結形ロータンク 手洗付 2 C1200S CS232B SH233BA

温水洗浄便座 リモコン便器洗浄 1200W 2 TCF4713AKR

紙巻器 樹脂製　2連式　棚付 2 YH650

ミニキッチン 建築工事 混合水栓 建築工事 1

電気温水器 流し台下設置

12L ヒータ　1.1 kw 1

参考型番階

給水（井水）設備機器表                

KW 相 V

TW - 1 受水槽 屋外 1 ポンプ室付 材質　構造 FRP　保温型 内外梯子、波防止用カバー

有効容量 45m3 コンクリート基礎

外形寸法 8×3×2.5H

総容量 60ｍ3 電極座

ポンプ室 3×2×2.5H 亜鉛メッキ平架台

マンホール 600φ×2

耐震 1.0G

PW - 1 加圧給水ポンプユニット ポンプ室 1 推定末端圧力一定 口径（φ） 50×100φ 7.5×2 3 200 凍結防止装置　

インバータ 吐出量（L/min） 1000 警報用無電圧端子

ステンレス製 全揚程（m） 50

運転方式 2台交互並列運転

電 力
付属品　　　備   考 参考型式記号 機器名 設置場所 台数 型式 仕                      様

高調波対策仕様

手すり L形　700×700　樹脂被覆 2 T112CL9

壁掛洗面器 自動水栓　シングルレバー水栓 2

水石けんいれ 2 TS126AR

化粧鏡 450×600　耐食 2 YM4560F

D

D：配管径

（　　）：車通行部分

H≧1000　の場合　a=400

H＜1000　の場合　a=200

山砂埋戻

D aa

10
0

a

山砂埋戻 10
0

a200

D

根切巾

良質土

45
0（

60
0）

良質土

根切巾

埋設標示シート

45
0（

60
0）

15
0

10
0

H

D

16
80

埋設標示シート

10
0

D

15
0

16
80

H

400

小口径桝設置要領

100(150)VU

コンクリ－ト平板

切込み砕石(RC40)100ｔ

300

※蓋はSUS鎖付
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4

2 2

4

4

8

1

台所下 通気弁：40φ 洗面台下 通気弁：32φ

9
9
7

2
8
9
9

3
7
8
7

13

21

9

50φ

防虫網

50φ,SUS

GL＋3000H

50

2445 6872

4604

2
9
7
3

1
9
5

1
2
0
0

育苗施設建築工事日本土地興業株式会社

（A3:S=1/60)

S=1/30
機械棟

便所廻り詳細図

給排水設備

ボイラー室通路

オイルタンク

防油堤

電気温水器

集水桝 敷地内側溝

2022年03月23日 縮　尺製作年月日図　面　名　称

工　事　名　称
版 番 号

図面ＮＯ
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福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512

担当者設計者管理建築士

事 務 室



吐出口 1口型13A1

個 /cm 3　以下　 )(日平均

6.1

担当者設計者管理建築士

ブロワ

50A

HWL

LWL

50A

流出

沈

殿

分

離

槽

流入

嫌気汚泥移送

エアリフトポンプ

触

ば

っ

気

槽

嫌

気

ろ

床

槽

フカ

沈

殿

槽

消

毒

槽

循環エアリフトポンプ
循環水

ブロワ

13A

3

3

3

3

3

3

3

3

3
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浄化槽法　第１７条による

認定の表示

放流ポンプ
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台　、　コード長 1.6 ｍ
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m

m
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m
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m

m

仕様表（放流ポンプ槽）
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流入管
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育苗施設建築工事
日本土地興業株式会社

M-09
S=1/30

（A3:S=1/60)浄化槽設備　詳細図

機械棟

断面図A-A' 断面図B-B'

フローシート平　面　図

0240-23-6374

工　事　名　称

図　面　名　称 製作年月日 縮　尺

図面ＮＯ

版 番 号

Ｐ．ＮＯ
2022年03月23日

    空容量は概算値である。

注記）

(32PRWA2.13S-92)
放流ポンプ

空容量

項　　　　目
有効容量

No.
1
2

3

0.30

仕     様
3
3

m0.107

分80L/
m

口　　径　 　、吐出量　32mm
揚　　程　
出　　力　
電　　流　
台交互運転　　コード長2

2.7/2.9A(50/60Hz)
100V130W 

2.5/4.0m　(50/60Hz)
、　定格電圧　単相 

10m

8

7

6

5

4

3
2
1

項　　　　目 仕     様

5 人

No.

処理対象人員
処理方式

日平均汚水量

流入水質

放流水質

効

容

量

有 沈殿分離槽
嫌気ろ床槽

沈殿槽
消毒槽

接触ばっ気槽

合計

ピークカット部

沈殿分離・嫌気ろ床・接触ばっ気方式

BOD
T-N
S S
COD
BOD

COD
S S
T-N

pH
 3,000大腸菌群数

風　　量 
消費電力 
電　　流　

空容量

ブロワ
(KSB5-50/60)

仕様表（浄化槽）
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50

ポンプ室

１井戸水受水槽　3×8×2.5H　　保温型　有効容量45m3以上
PW-1

BB

100

50FJx4
50BVx2

100FJ
100BV

100 防虫網（SUS）

オーバーブロー100

格子桝300φ
300H

50
50BV

50

100V

A
小口径雨水桝200φ

BT

FJ

オーバーブロー100
100 防虫網（SUS）

A

100V

100FJ

100
100BV

2
50

2
15

0
5
00

GV

FJ

井戸より

BT

TW-1

2
50

2
1
50

50
0

50BV

100V

格子桝300φ

オーバーブロー100

WL

A ――― A

ポンプ室

PW-1

50BV×2

B ――― B

TW-1

樹脂フタ350H

300H
格子桝300φ 50BV

50

GV

100V

側溝に放流

小口径雨水桝200φ

100V

樹脂フタ310H

井戸

側溝に放流

ポンプ室　3×2×2.5H　　保温型　

育苗施設建築工事日本土地興業株式会社

100FJ

硬化ハウスへ

硬化ハウスへ

M-10

ポンプ室
受水槽詳細図

S=1/30

（A3:S=1/60)

管理建築士 設計者 担当者

製作年月日 縮　尺

図面ＮＯ

版 番 号

Ｐ．ＮＯ
図　面　名　称

工　事　名　称

2022年03月23日

福島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字塩貝37-2〒979-0512
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管理建築士　一級建築士（国土交通大臣）登録第185820号 竹園　隆一

（一級）建築士事務所（福島県）知事登録　第17(903)1078号
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・出隅､ｺｰﾅｰ部は面木

S=1:30基 礎 平 面 図

※基礎寸法は、設備業者と打合せ確認する事
※位置及び高さ(GL)は、監理者に確認する事

架 台 据 付 平 面 図 S=1:30

基 礎 断 面 図
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4-φ18

b 部 拡 大 図 S=1:10
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育苗施設建築工事
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受水槽基礎図 2022年03月23日
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※位置及び高さ(GL)は、監理者に確認する事
※オイルタンクは、別途工事(プラント工事)

オイルタンク基礎平面図 S=1:10

オイルタンク基礎断面図 S=1:10
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給水タンク基礎図

オイルタンク基礎図
M-12

S=1:102022年03月23日
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育苗施設敷地調査測量設計業務委託

双葉郡浪江町苅宿 地内育苗施設整備事業

S=1:500

法面整形工平面図

福島県浪江町

設　計

測　量

縮　尺

技術者

主　任

技術者

管  理

世界測地系（測地成果2011）
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※　基準点は、電子基準点[小高・浪江・福島川内Ａ]

　　を与点とする。

※　標高は、公共３級水準点[水3-30NO3・水3-30NO4]

　　を与点とする。
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道路施行承認部

駐車場部

建築棟部

栽培ハウス部

法面工数量計算

=保護路肩延長 411.6 m L=121.9+289.7

A=166.4m2×1.144= 190.4m2
盛土法面整形

1.000

1.1
44

0
.
5
5
6

1:1.81:1.5

1.
20
2

0
.
6
6
7

1.000

斜　率

A=74.9m2×1.144= 85.7m2
盛土法面整形

A=3.0m2×1.202= 3.6m2
切土法面整形

A=8.2m2×1.202= 9.9m2
切土法面整形

法面整形工数量計算

=切土法面整形 13.5 m2A=9.9+3.6

=盛土法面整形 281.2 m2A=5.1+190.4

(1:1.5)

(1:1.8)

(W=500mm)

保
護

路
肩

延
長

 
L
=
1
0
2.
6m

保護路肩延長 L=29.3m

保
護

路
肩

延
長

 
L
=
2
8
9.
7m

=防草シート 500.5 m2A=13.5+281.2+(411.6×0.50)
(法面部、保護路肩部)

1次施工

(2次施工)

A=4.5m2×1.144= 5.1m2
盛土法面整形
(1次施工)

(
2
次

施
工
)

保護路肩延長 L=121.9m
(2次施工) (1次施工)

(
1
次

施
工
)

(1次施工)

(1次施工)

(1次施工)

法面工数量計算

=保護路肩延長 131.9 m L=102.6+29.3

法面整形工数量計算

=切土法面整形 - m2A=

=盛土法面整形 85.7 m2A=85.7

(1:1.5)

(1:1.8)

(W=500mm)

=防草シート 151.7 m2A=85.7+(131.9×0.50)
(法面部、保護路肩部)

2次施工
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紺野

雅弘
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区画線工数量計算

=駐    車    枠
溶融式(実線、白、W=150mm)

=車止めブロック
(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製)

205.0 m 

78.0 本N=40.0+38.0

L=105.0+100.0

防護柵工数量計算

=立入防止柵
ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ(H=1.2m)

=車止めポスト
(H=850mm,両フック,着脱式)

612.2 m 

12.0 本N=22.0/2.0+1.0

L=165.8+153.8+292.6
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▽G.L. ▽G.L.

車止め　ステンレス製　先付タイプ

本体：φ60.5×1.5
SUS304　ヘアライン仕上

支柱質量：2.3kg／本

蓋

▽G.L.

脱着用埋設管

埋設管本体：SUS
蓋：SPHC　溶融亜鉛めっき

脱着式　スチール製蓋　両フック付　ＥＡ０６８５ＲＣ－Ｄ
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